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プロローグ







　――たった十九年。二十年にも満たない人生が、私の全てだ。




　凝縮するなら、十七歳のときに育ったドンレミ村を離れてからの二年間こそが私の全てであると言ってもいい気がする。

　それは栄光の一年と失墜の一年だ。

　奇跡の少女、と誰かが言う。

　これが奇跡なのだろうか、と私は思う。

　神の嘆きを聞いて立ち上がり、祖国を取り戻すために心の赴くままに戦った。

　そう、戦った。仮令(たとえ)戦場で旗を振るだけの役割であっても、それは人を殺す選択をしたということだ。祖国の百人を救うために、千人の敵を殺す。

　相手が敵であれ、放置していれば自分を殺すはずの者たちであれ――殺人は殺人だ。

　汝殺すなかれ、という戒律を破る。それは、想像を絶するほどに過酷な行為。

　それ故に同じ宿命を背負わされた大抵の人間はこう考える。

　相手は人間ではない。彼らは悪魔だ、血に餓えた悪鬼であり殺害することが善行となる、だから蔑(さげす)みの内に殺す。あるいは国家のため、故郷のため、愛する誰かのためと信じて殺す。

　必要な行為。祝福されるべき振る舞い。

　そうやって、必死になって目を逸らし続ける……続けなければ、生きていけない。

　敵対している〝見知らぬ誰か〟が家族を愛し国を愛する当たり前の人間だと理解して殺し続ければ、いつしか彼らは精神を破綻させてしまう――。




　私は愚鈍で無知で、嘘をつくのがどうしようもなく下手で。

　だから――相手を人間だと思った。悪魔は怖い、悪鬼は恐ろしい、でも人間ならば怖くない。ただ、心をざくざくと切り刻まれるような痛みがあるだけ。

　人を殺して、人を救う。それ以外に、故郷が助かる術(すべ)はないと信じる。信じて、誓って、懺悔(ざんげ)せず、徹底的に殲滅(せんめつ)した。

　世界の〝歴史〟は螺旋(らせん)のように絡まっている。発端はどこまで行っても見えず、あまりに馬鹿馬鹿しいことでも、何千何万という命が費やされれば喜劇として成立しない。

　殺されたから殺す。殺したから殺される。何処(どこ)かで止めなければならない、でも全く止める術が見つからない、永遠に続くであろう螺旋――。

　それでも。それでも、私は殺す道を選んだ。この道は、微かであるが前へと続いている。私が流した血が、新たな道へと続くことを知っている。いつか、誰も血を流さずに済む道へ続いているのだと知っている。

　……痛みを抱えて前に進む私は、やはりどこまでいっても愚鈍だった。

　罪深い血塗(ちまみ)れの私を、皆は聖女と呼ぶ。その名を一生涯背負わなければならない――何て恐ろしい。

　違う、と叫べば全てが終わる。けれどそれは救いのある結末ではなく、ただ背負わされたものを投げ棄てるだけの行為だ。

　だから、背負い続けた。皆の希望を背負って、ひたすら前に突き進んだ。

　理解(わか)っていた。破滅に墜(お)ちるなんて、とうの昔に識(し)っていた。それでも前進したのは祖国のため？　希望のため？　それとも、それとも。




　自分は罰せられるべき罪人である、そう思ったから？




　誰もが幸福を迎える結末ではなく、誰もが傷つけ合い憎み合った戦いに相応(ふさわ)しい結末を。

　血に塗れた自分には、火刑こそが相応しい。

　哀れな姿を見て嘲笑(あざわら)われようとも、愚弄や罵倒を受けたとしても構わない。

　さあ、祈ろう。ただ祈り、ただ仰ぎ見る。所詮は愚鈍でちっぽけな田舎娘が一人死ぬだけ。歴史に埋没する、雑作もない出来事。




　そうして思う。数多(あまた)の人々に信仰され、『英霊』となった今でも――私は愚鈍なだけの田舎娘なのだ、と。




　……それにしても此度(こたび)の聖杯戦争はあらゆる面で破格(イレギュラー)すぎる。

　召喚されたサーヴァントは軽く十指を超え、七騎の連合同士の対決という点であまりに特異な状況だ。だというのに、ルーラーであるジャンヌ(わたし)の召喚には異常(エラー)が発生し、レティシアという少女の助けを借りなければならなかった。

　その原因となったのが、聖杯大戦における極めつきのイレギュラー――天草四郎時貞(あまくさしろうときさだ)。

　本来裁定者であるはずの私は最早この戦争を見届けるのではなく、決着をつけるために存在していた。

　そしてもう一人、聖杯大戦における最小にして最大のイレギュラー。

　名も与えられず、授かった命は短く。それでも生き足掻いた、宝石のような美しさと人間のような歪(いびつ)さを持つ人工生命体(ホムンクルス)。

　十四騎の対決も、もう一人のルーラーの存在も、彼の特異性の前では何もかもが色褪せてしまう。

　そもそもホムンクルスとは、役割を果たすために生み出される存在だ。何かを為すことに何の疑問も持たず、唯々諾々と主の命令に従い続ける。まして彼は、生まれ付いて思考することすら覚束ない型(タイプ)だ。

　魔術回路で魔力を活性化させ、管を通してサーヴァントたちに供給する。

　言葉も不要で、思考も不要。ただ存在するだけで許される、その代わりに搾取され続けるという、生まれ付いての犠牲者だった。

　〝彼〟は、そこから抜け出したという。

　恐怖に震え、絶望に怯(おび)え、生きたいと願って――その供給槽から這い出したのだ。

　ただ世界に埋没するはずだった〝彼〟はその瞬間、異能の存在となった。生きるということ――彼にとって、それ自体が既に異常な能力だった。

　そして〝黒〟のライダー(アストルフォ)の助力を得て、逃げ出せたのも束の間。彼は心臓を破壊されて、瀕死の状態に陥ることになる。

　それを救ったのが、「ニーベルンゲンの歌」で名高き英雄ジークフリート。〝黒〟のセイバーとして召喚された彼は、己が心臓を分け与えた。

　……その理由は、今以て定かではない。ただ、彼の死を看取った〝黒〟のライダーは囁(ささや)くような遺言を聞いた。




　――ああ、これで良かったのだ。




　満足げに、ジークフリートは惜しみなくその命を差し出した。名前すらなかったはずのホムンクルス。そんな〝彼〟は幾多の――幸運――に恵まれ、生きようとしていた。

　輝かしい人生が待っていた。絶望を乗り越え、希望へ向かおうとしていたのに。

　なのに、彼はこちら側に戻ってきてしまった。

　もちろん、彼自身の選択である。それは疑いようのない事実だ。だから、本来の私は彼を公平に見て、裁くべきだった。

　だけど、私にはそれが出来なかった。どうしても、そう認識することができなかった。

　一人の少女は、それを一目惚(ぼ)れだと思った。彼の危うさと、それでも選んだ道の気高さにどうしようもなく惹かれてしまったのだと。

　……もう一人の少女は、それを恋だとは思わなかった。彼を守るべきだと認識したのは、そうであるべきだと啓示を受けたからだ、と。

　いずれにせよ、ジークと名乗ったホムンクルスと私は行動を共にするようになり――。

　利害を共有し、共に戦うことになった。

　それに対して私の半身は恋に喜び――私の半身は罪と疑念に疼(うず)いている。

　どうして彼と行動を共にし、守ることを誓ったのか。それは正しく私の感情なのか。それとも、あるいは――。

　幾度となく脳裏にちらついた考えを、投げ棄てる。分からない、と棚上げした。

　代わりに、半身が抱く感情を知覚する。

　もう一人の私の内側には泣きたいほどに悲しくて、馬鹿馬鹿しいほどに滑稽で、まるで極彩色のように鮮やかで華やかな感情が渦巻いている。

　ああ。これがきっと恋というものなのだろう。私には全くもって縁遠かった、淡い花のように綺麗な心――。

　……無論これは私ではなく、私を受け入れた少女の恋だけど。流れ込んでくる感情は、ただただ微笑ましく、愛らしい。

　だから。〝彼〟が見ているのが彼女ではなく、私というのが少しだけ後ろめたい。

　貴方(あなた)が見るべきは彼女であって、私ではないのに。

　けれど、私は〝彼〟を見ているとその後ろめたさをどうしてか忘れてしまうのだ。

　……でも、大丈夫だ。

　この恋は終わらない。私が消えてしまえば、後に残るのは未来を手に入れた少女と少年。

　その光景を想うだけで、私は――泣いてしまいたくなるほどに、嬉しかった。

　――世界は美しい、と誰かが言った。




　千変万化する白い雲、群青色の空、神聖ささえ漂わせる老木、弾(はじ)けるような瑞々(みずみず)しさを湛(たた)える若芽……そういう自然の優美さは言うに及ばず。人が生き足掻き続ける大都市ですら、その醜さを覆い隠すような人工の美しさに満ちている。

　優しくはない。むしろ、ただ生き続けるだけで厳しいのが世界というものだ。草食動物は肉食動物に喰われ、肉食動物は人の銃器に敗れ、人は人ならざる何かに敗れ去る。人ならざる何かですら――ただの人間に敗れ去る。勝者はいつか敗者に転じる、絶対的にして絶望的な世界の残酷さを、受け入れなければならない。

　悪はある。善もある。善悪定まらぬ、灰色の何かもある。

　そして、世界はそれでもなお美しい。

　生命が生存を謳歌する。そこに美醜はなく、ただひたむきな汗がある。自身が存在することに驕(おご)らない――即ち生きることを選び続けるならば。




　きっと、世界は永遠(とわ)に美しい。

　黄昏刻(たそがれどき)の淡く、温かな光を浴びながら。

　誰かは、そう祈った。








　――世界は醜い、と誰かが云(い)った。




　世界には混沌が必要なのだ。純粋善では成立できない、純粋悪では破綻する。そしてこの二つは常に両立しない。善なる世界に、幾許(いくばく)かの悪。それが世界の在り方であり、それこそが醜いものを産出し続けた。悪は善を嗤(わら)い、善は悪に憤怒(ふんぬ)する。だが、善悪が対立する世界には常に最大多数の存在が出現する。

　それは〝灰色〟。善でもなく悪でもなく、場当たり的に流されるただ存在するだけの群れ。彼らは善を信じず、悪ではないと胸を張る。悪行を肯定する癖に、悪意を否定する。己は悪ではなく、善なる人間だと宣(のたま)ってあらゆる残虐を許容する。

　嗤いながら人を殺す。蔑みで人を殺す。遊戯で人を殺す。己の欲を抑制できないことを言い訳にする――。それが人間、それが世界だ。

　ああ――この世界は酷(ひど)く醜い。善に染まるか、悪に堕ちるか、そのどちらかですらない。色が決まらず、意志は揺れ続ける。そんな悪意と悪臭に満ちた屍体の群れが滅びぬ限り。




　きっと、世界は永遠に腐臭を放ち続ける。

　芯から凍えるような闇の中、呪いのような霧に包まれながら。

　誰かは、そう結論した。
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第一章







　忘我している。虚脱している。途絶している。

　フィルムは所々で分断され、場面(シーン)は瞬(まばた)きする間に移り変わった。




　胸には強烈な痛み。全身には抗いがたい脱力感。

　一体何があったのか、何をされたのか。そんなことを思考するより先に、優先せねばならないのは――生きることだった。

　生きるために必要なことは、治療行為――傷を塞がなければならない。だが一秒ごとに強烈な痛みが襲い掛かって、治癒魔術の術式を頭に描くことすらもできない。

　苦悶に呻(うめ)きつつ、手を動かして胸に触れる。

　心臓に銃弾が食い込んでいる――血を送る度に、食い込んだ銃弾が鮮烈な痛みを与えてくる。まずは体内を攪拌(かくはん)した銃弾を排出する。

　治癒魔術は不可能だ。とにかく魔力を生産することで新陳代謝を強引に活性化。マトモな術式可能なレベルまで自身を引き上げなければならない。

　有害な霧も不安材料の一つ。ただでさえ低下しつつある体力を加速度的に減少させていくだろう。

　一刻の猶予もないのに、気分は比較的冷静だった。魔力、魔力が必要だ。呼吸をして魔力を取り入れろ。肺が爛(ただ)れるかもしれないが、気にしていられる状況ではない。

　今はひたすら魔力を掻き集める。頭蓋が割れるほどの痛みが襲い掛かり、絶叫する気力すら削がれていく。

　もっと、もっと魔力が必要だ。大丈夫、まるで問題ない。この心臓は竜の血が流れている。銃弾が三発食い込んだ？　安心しろ、この程度で死ぬものか――！

「グッ……!!」

　ギチギチと、心筋が音を立てて異物を排除する。活性化する魔術回路、体内を加速する魔力(けつえき)は、徐々に身体の修復を開始する。

　心のどこかで、何かがおかしくはないかと疑問に思う声がする。

　ジークフリートの心臓が頑丈なのはよしとしよう。

　その痛みを浴びながら、寸断しかかった意識をどうにかギリギリで繋ぎ止めたこともよしとしよう。

　だが――それでも、それでもなお。この快復力は異常に過ぎる。無論、破壊力では比べものにならないが、状況的には〝赤〟のセイバー(モードレッド)に斬り殺されたときと酷似している。

　あのとき、自分はこの心臓を持ちながらも一度死んだ。

　なのに何故、今回は死なずに済むのか。

〝――今は考えるな〟

　呼吸を繰り返す。魔力を集積する。さあ、立つしかない。敵は手品のように消えた訳でも、自分を殺害したと油断している訳でもない。

　吐血と呼吸を繰り返す自分を――蛇のように冷徹な視線で眺めているのだから。
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　苦痛の悲鳴がそこら中から逬(ほとばし)る。トゥリファスを一気に包み込んだ霧によって、街は混乱の一途を辿っていた。

　制止の声も聞かずに飛び出したジークを、鎧を着装したルーラーは慌てて追ったものの、視界を遮る霧のためにあっという間に姿が消えた。

　何かを叩(たた)くような乾いた音。かつて聞いた大砲の音にも似ているが、それよりは軽い。

「銃声……！」

　〝黒〟のアサシン(ジャック・ザ・リッパー )がこの霧のどこかに潜んでいることは確信している。けれど、今は何よりジークの身が案じられる。

　ルーラーにとって、〝黒〟のアサシンが解き放った霧は視界を遮ること以外に効果はない。敏捷(びんしょう)のランクダウンすらないのは、常識を超える対魔力スキルのためだろう。

「ジーク君!?」

「た……す、けて……」

　その呼び掛けに応じたのはジークではなく、幼い子供だった。迷うことなく、ルーラーは子供の下へと向かうことにする。

　だが――ルーラーはその知覚で、〝黒〟のアサシンが近い場所に居ることを感じ取っていた。決して油断するまい、と旗を握ってその声の居所を探る。

　朧(おぼろ)な視界を探り、ルーラーはすぐに子供を発見した。壁に頭を押しつけ、苦しげに胸を押さえつけている。顔は――見えない。

　わずかな逡巡。アサシンの真名(しんめい)は『切り裂きジャック(ジャック・ザ・リッパー)』、かつて英国でその名を轟(とどろ)かせた殺人鬼だが――。

　まさか、こんな年端もいかぬ少女ではあるまい。だが、切り裂きジャックの顔や正体など誰も知らぬ。

　もしかして。わずかな可能性を捨てずに、ルーラーは慎重に彼女の肩に触れた。

　……途端、安堵と切羽詰まった想いに駆られる。触れてすぐに知覚できた。少女は霊体(サーヴァント)ではなく、肉を持った生身の人間だ。

「おか……あ……さ……」

「心配しないで、すぐに貴女(あなた)のお母さんのところへ連れていきますから」

　ルーラーはそう言って、召喚した聖骸布(せいがいふ)で彼女を覆った。覆われた者を守護するこの布にくるんでいれば、当面は安全だろう。

　幸いにも、少女が傷を負った様子はない……。

「え――――？」




　傷を負った様子はない。




　それはあまりに不可解な状態ではないだろうか。多少虚弱だったとはいえ、ホムンクルスが十分もせぬ内に死ぬか昏倒するほどの霧だ。なのに、何故こんな普通のか弱い子供が生きている？

　悪くて即死、良くても重篤(じゅうとく)は免れないはずだ。

「その、大丈夫……ですか？」

「……ん。もう、いたくない」

　ルーラーの問い掛けに、少女はそう答えた。何か、食い違っている気がする。

「どこが痛かったのですか？」

　少女は無言で足を突き出した。膝の部分に、荒々しく裂けた傷がある。転んだ傷……ではない。そしてもちろん、霧による傷でもないだろう。

　これは――何かに斬られた傷跡だ。だから痛いと悲鳴を上げたのだ。

　悪寒が全身を貫いた。〝殺意〟に当てられている。

　しかも。

　これは。

　生半可なものではない。ねっとりと粘りつくコールタール、白く輝くまで灼(や)いた五寸釘、突然変異した殺人ウィルス、そういう類の代物。壮烈で圧倒量の殺意だ。

　更に悪質なことに、その殺意は自分だけではなく――。




〝逃げたら子供を殺す〟




　ルーラーが片手で抱く子供にまで向けられていた。〝黒〟のアサシンは、どうやら次の一撃に圧倒的な自信を持っているらしい。

「いいでしょう」

　己が片手で抱く少女を、ルーラーは守ると誓う。次の一撃が如何(いか)なるものであれ、この旗がある限り、ルーラーは決して倒れはしない。




　ルーラーに誤算があったとすれば。

　この瞬間、襲撃する〝黒〟のアサシンへ全神経を集中させ――片手に抱いた少女を、守るべきものと認識したことだろう。

　少女が口を開く――そこに手を差し込み、胃袋に仕込んでいたメスを取り出す。
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　正体不明のサーヴァントを殺害するために、〝黒〟のアサシンはあらゆる手を打った。マスターと思しき少年は、自身のマスター(おかあさん)である六導(りくどう)玲霞(れいか)が始末した。

　だが、それでもこのサーヴァントは混乱することもなくアサシンを迎え撃とうとしている。恐らく『単独行動』をスキルとして持っているか、あるいは――そもそもマスターではないか。

　それでも問題はない。〝黒〟のアサシンは全く躊躇も容赦もなく、己の宝具を解放する。

「此(こ)よりは地獄。わたしたちは炎、雨、力――」

　次元が歪(ゆが)み、殺人事件が稼働を開始する。被害者は女性。〝霧の中〟を彷徨(さまよ)う〝女性〟が、〝夜〟に斬殺される。

　以上、三点の条件が全て出揃った。少女(アサシン)の一撃は『解体聖母(マリア・ザ・リッパー)』。おおよそ全ての〝雌〟を殺害する絶対的宝具。




　そして。今、此処(ここ)に殺人事件(ほうぐ)が成立する。




　切り裂きジャックは娼婦を最低でも五人殺害した――かもしれない。

　切り裂きジャックは高度な医療知識を有していた――かもしれない。

　切り裂きジャックは男だったかもしれないし、女だったかもしれない。

　過去の歴史は変わらないのに、切り裂きジャックはただひたすらにあやふやで。

　誰も正体を知らない。誰も正体を理解していない。刑事も、探偵も、詩人も、教師も、医者も、殺人鬼(どうるい)も、霊能力者も、科学者も、多分――神ですらも。

　切り裂きジャックについて分かっていることはたった一つだけ。




　切り裂きジャックは、雌を殺す。




　犠牲者(おんな)の腹部が弾ける。宝具は発動した瞬間、あらゆる状況を完了させる。

　これは聖剣の一撃でも、神槍の連撃でも有り得ない――殺人現場の再現だ。

　犠牲者は死亡する――解体され、臓器を強奪され、血液を喪失させられ、結果的に死亡する。

　〝殺人〟が最初に到着し、次に〝死亡〟が続く、最後に〝理屈〟が大幅に遅刻してやってくるのだからまさに問答無用。迎撃も回避も抵抗も全てが無意味。

　〝黒〟のアサシンは確信した。

　殺(と)った。間違いなく、このサーヴァントを殺害した。同時に、サーヴァントの心臓を引き摺り出そうとする。

　サーヴァントの魔力は膨大だ。特に霊核の存在する心臓や脳となると尚更だ。少女の魂を喰らい、〝黒〟のアサシンは更なる力を得る。




　……〝黒〟のアサシンに誤算があったとすれば。

　少女をただのサーヴァントだと認識したこと。確かに『解体聖母(マリア・ザ・リッパー)』は一撃必殺の強力無比な宝具だ。条件も完璧に揃っている――〝夜〟〝霧の中〟〝女性〟。

　だが、如何に因果を歪めて事象を成立させると言っても。その成立のためには必ず素(もと)、原料となるものが必要だ。

　この場合、『解体聖母(マリア・ザ・リッパー)』の本質は〝呪い〟――数千数万の胎児の怨念、それがこの恐るべき宝具の正体だ。

　従って、この宝具に対抗するためには幸運でも耐久力でもなく、純然たる呪いへの耐性のみが必要となる。

　そして、対象とした少女――ルーラー、ジャンヌ・ダルクは紛れもなく世の信仰を集める聖女(セイント)であり、この世でもっとも呪いへの耐性が強いサーヴァントである。更に〝黒〟の(ジャック・)アサシン(ザ・リッパー)にとっては致命的なことに。

　彼女は、聖旗を持っていた。
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　六導玲霞は自身が銃爪(ひきがね)を引いた回転式拳銃(リボルバー)をまじまじと見つめた。銃身が極めて短いライノというイタリア製の拳銃だ。もっとも玲霞は銃の名前も知らない。ジャックが〝食べた〟ルーマニアのギャングは銃火器を山ほど所有しており、その中で一番軽くて一番小さかったのが選んだ理由だ。

　不思議なものだ、と思う。己の掌に収まる程度の大きさでしかないこれは、指一本で人の命を奪い去る。

　命はもっと、大切で頑丈なものではないだろうか。少なくともそうあるべきではないだろうか。なのに、百年経っても人間は小さな小さな鉛玉を脳や心臓に喰らっただけで死ぬ。

　それはもちろん、魔術師とて例外ではない。

　屍体を見下ろす――自分より年下に見える。だが魔術師ならば、若返りの術くらいあるのかもしれない。ただ、彼が自分を助けようとしたのは事実だ。

「可哀想に。本当に、可哀想」

　玲霞は魔術師が邸宅としていた場所を幾度となく襲撃し、彼らのおおよその生活を掴み取っていた。家というのは、居住者の内面が表出する。例えば潔癖症の人間は意外にも部屋が汚いことが多々ある。これは自己の汚れは許容できるのに、他者の汚れが許容できないことの表れだ。

　魔術師の家の多くは、簡素で素っ気ないものだった。これは恐らく、彼らが人間としての日常を重要視していないことを意味している。

　玲霞は似たような存在を知っている。仕事中毒者(ワーカーホリック)……家は寝る場所、風呂に入る場所、ただそれだけであればいいというタイプ。趣味はなく、人生全てを仕事に捧げた人間が体を休めるだけの場所。

　そしてその一方、魔術師は地下や隠し部屋にそれぞれ工夫を凝らした工房を所有していた。それを見て、玲霞は魔術師の本質を理解できた気がした。そこには、彼らの情熱があった。人生があった。怨念にも似た希望があった。そして同時に、絶望があった。

　玲霞は魔術師に尋問して、彼らの在り方を識った。魔術の深奥を究めるため、何代も何代も血を繋ぎ、積み重ね、届かぬことを知りながら――それに人生全てを捧げる。

　玲霞にとっては何とも虚しい生き方に思えるが、そういうものなのだろう。

　ただ、やはり六導玲霞にとっては障害だ。彼女に憐れみ以上の感傷はない。さて、上手くいけばマスターとサーヴァント、一気に始末できただろう。

　ジャックの言葉を信じる限り、あの戦場で死亡したサーヴァントは二騎か三騎。

「まだまだ先は長そうねぇ」

　嘆息して、玲霞は霧の中をのんびりと歩き出そうとして――。

「あら」

　すぐに足を止めて振り返る。胸から血を流し、口からも吐き出しながら少年がもがいていた。生きている、らしい。

　心臓に三発、銃弾を直撃させたはずだ。あれで生きているなど、人間では有り得ない。

　だが、それが魔術師というものなのだろう。六導玲霞は生きていることに、驚きはしても狼狽はしなかった。ああそうなのか、と事実を受け入れるだけだ。

　なめらかな手つきで、彼女はライノの回転式弾倉(シリンダー)をスイングアウトさせると、三発の空薬莢を捨てて銃弾を再装填した。

　その仕草は空恐ろしいほど冷静で、混乱や躊躇というものが一切ない。……異常の一言に尽きるだろう。

　冷酷に銃弾を撃ち込むことができる人間はいる。だが、殺したはずの人間が生きていてなお冷静さを保てる人間は、そうは存在しまい。

　まして玲霞はプロフェッショナルでもなく、ルーマニアに来るまでは拳銃など触れたこともなかった。それでも彼女は平然と銃の銃爪(ひきがね)を引く。それが娘(ジャック)のためになるならば――彼女は平然と、誰であれ殺害する。

「頭に撃ち込めば、死ぬかしら」

　もがく少年に近付き、一メートルも離れていない場所で銃を構える。外しはしないだろう、と玲霞は思う。

　少年は未だ顔を伏せ、苦痛があるのか胸を手で押さえつけている。呼吸は荒く、玲霞が銃を突きつけていることすら、まだ理解できていないようだ。

　どうか死にますように。

　そう願いつつ、玲霞は銃を撃った。

　指の力は銃爪(ひきがね)から撃鉄へ、撃鉄は雷管を叩いて火薬が爆発、銃弾が圧倒的なパワーと共に射出される。人の頭蓋を破壊して有り余るようなエネルギー。猛進する銃弾を前に、その少年はどこまでも無力だった。

　いや……無力の、はずだった。

「理導(シュトラセ)／開通(ゲーエン)」

　青白い光が瞬(またた)いたかと思うと、少年は頭を守るかのように手を振った。ぱん、と甲高い何かが弾けるような音がした。

「……あら」

　脳天に突き刺さるはずだった銃弾が、何処かに消えた。正確には消えたのではなく、破砕したのだ。

　玲霞は迷わず、もう一度銃爪を引く――少年がもう一度先ほどの言葉を繰り返し、掌で弾くと同時に、銃弾を消し飛ばした。

「これは……駄目ね」

　次第に少年の呼吸が整い始める。土下座するように跪(ひざまず)いていたが、左腕で軀(からだ)を起こして右足で大地を踏み締めた。霧の中ということでダメージは受けているようだが――それも、さしたる障害ではないようだ。

「お前が、〝黒〟のアサシンのマスターか」

　少年は低い声で、問い掛けた。

　さて、どうしたものかしら――と玲霞は一歩、後退(あとずさ)った。
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　ルーラーの首筋から、わずかだが血が流れる。虚ろな目をした少女が、メスを突き立てていた。力が弱く、メスそのものも大した魔力が籠もっている訳ではない。だが、少女の腕は痛々しいほどに黒く変色していた。

　死霊憑き――低級霊の憑依は、よくある現象だ。霊を退散させることも、さして困難な作業ではない。彼女の攻撃など、通常ならば奇襲といえどもあっさりと捌(さば)いただろう。

　だがルーラーは件(くだん)の少女を抱きかかえている上に、襲い掛かってきた〝黒〟のアサシンに全神経を集中させていた。

　あまりに予想外の攻撃に、ほんのわずか思考が停止した。その思考停止こそが〝黒〟のアサシンが求めていたものであり――。




〝来る……！〟

〝行く……！〟




　〝黒〟のアサシン(ジャック・ザ・リッパー )――宝具『解体聖母(マリア・ザ・リッパー)』を発動。

　ルーラー――宝具『我が神はここにありて(リュミノジテエテルネッル)』を発動。

　切り裂きジャックが打った布石は全てにおいて完璧だった。自身の宝具を最大限に活用できる状況を用意し、囮(デコイ)を使うことによって奇襲を完全なものにした。

　故に、〝黒〟のアサシンの方が一手迅く。

　ルーラーの宝具は、わずかに遅れた。

　だが。それでもなお、その怨念がルーラーに届くことはない。

　殺到する黒色の怨念がルーラーに憑依し、同時に腹部を弾けさせようとする――が、その寸前にルーラーの宝具が発動した。

「くっ……!!」

　聖旗に強烈な衝撃が走った。さすがに全ての呪い(いたみ)を吸収しきれず、全身に痺れが走る。単純なエネルギーの奔流だった〝赤〟のバーサーカー(スパルタクス)の一撃と異なる、何かの法則に則った呪術式宝具。

　それは並のサーヴァントであれば、容易に解体(さつがい)可能な代物だった。

　ルーラーは苦悶の声を上げて黒く染まった血を吐き出した。けれど片膝すら屈することなく、その場にどうにか踏み止まった。

「な――――――!?」

　驚嘆したのは着地した〝黒〟のアサシン。紛れもない必殺の宝具を万全の態勢で発動させたのだ。それが致命傷ですらない。

「貴女は……悪霊使いですか。〝黒〟のアサシン」

　暴れる少女を片手で押さえ込み、額に触れて昏倒させた。そしてポケットにあった聖水を振りかけて、たちまちの内に霊を祓(はら)う。黒く変色していた腕が、すぐさま元に戻った――凶悪だった風貌も、穏やかな少女のそれへと変わる。

「どうして……死なないの？」

　アサシンの声は、どこか奇妙だった。複数の人間が同じ言葉を発しているかのように、雑音(ノイズ)混じりでざらついている。

　何より驚くべきは、年端もいかぬ少女にしか見えないことか。少女のサーヴァントというだけでも珍しいのに、それが英国を震え上がらせた連続殺人鬼(シリアルキラー)ジャック・ザ・リッパーとはあまりに想定外だ。

　内心の驚きを露わにすることなく、ルーラーは応じた。

「生憎(あいにく)と呪いには耐性があるもので」

「……旗、だね」

　納得するように〝黒〟のアサシンは頷(うなず)いた。あれは、避雷針のように〝黒〟のアサシンの一撃を吸収した。決して無意味だった訳ではない、街で攫(さら)った子供に仕込んだ悪霊(かのじょたち)が功を奏して、彼女の宝具はわずかながら発動のタイミングが遅れた。

　その代償は、確実に眼前のサーヴァントを蝕(むしば)んでいる――だが、生きている。

「……お姉さん、クラスはランサー？　……違うよね。そうしたら数が合わなくなっちゃう。セイバーかな？」

「いいえ、どれも違います。私はルーラー、この聖杯大戦における審判です」

　〝黒〟のアサシンは目を丸くした。

「へぇ。ルーラー……そんなのも居たんだ」

　知らなかった、とアサシンは呟く。ルーラーはちらりと昏倒する少女を見た。もし、あのまま悪霊を憑依させ続けていたら、やがて彼女の魂すらも汚染され、生きる屍(リビングデッド)の如き存在に成り果てていただろう。

　ルーラーが聖旗を突きつける。その凜々しさに、アサシンは気圧(けお)されたかのように一歩後退した。

「アサシン。聖杯戦争というものは、本来七人のマスターとサーヴァントだけが聖杯を巡って争うべきもの。罪無き幼子を巻き込む貴女の行状は最悪です。逃しはしません」

「……ふぅん。そうなんだ」

　ルーラーの言葉は、〝黒〟のアサシンの何かに触れたらしい。寝かせていた少女に目をやると、彼女目掛けてメスを投擲(とうてき)した。

　棹(さお)でルーラーが弾く――釈然としない。行動にまるで意味がない。八つ当たりにしか思えない。否(いな)、八つ当たりでないとすれば――。

「アサシン。……まさか」

「子供なんて、掃いて捨てるほどいるよ。それでも守りたいなら……がんばってね」

　メスを八本、両手指に挟み込み――アサシンは微かに笑った。
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　〝赤〟のアーチャー(アタランテ)はトゥリファス市庁舎の屋上から、啞然としてその惨状を見守っていた。

「これは――」

　トゥリファスを霧が包んでいる。いかに小さな街とはいえ、街全体を霧で包むなど狂気の沙汰だ。深夜になればたちまち人通りが絶えるが、まだ陽が沈んだばかりでは帰宅途中の人間が多数巻き込まれているはずだ。

　実際、街のあちこちから悲鳴が上がっている。最初は戸惑い、次に絶叫、絶叫するだけしたら後は掠れ声で助けを求めている。

　……どうすることもできない。

　……何より、どうしようという気もない。

「運が悪いな」

　素っ気なく、〝赤〟のアーチャーはそう呟く。この街の異常さには、住民も既に感づいていたはずだ。その状況で、夜に出歩くという判断をしたのは彼らだ。

　死の経緯に〝黒〟のアサシンが絡んでいることは間違いないが、死の責任は彼らにあり、そして何より――致命的に、運が悪かった。

　……よくあることだ。弱者は運悪く強者に喰われ、強者ですら〝何か〟に搦(から)め捕られる。故に、〝赤〟のアーチャーは助けるつもりはない。

　視覚は完全に遮断されているが、聴覚とサーヴァントの気配を知覚すれば各サーヴァントの大まかな場所は把握できる。さすがに〝黒〟のアサシンだけはどうにも朧げで気配が掴みにくいが、ルーラーの気配は分かりやすい。どれほどの闇夜であろうと、清廉に輝く光の渦。

　〝黒〟のライダー(アストルフォ)、アーチャーが共に自分を捜しているのは分かるが、気配までは掴めていないらしい。恐らく、ルーラーだけが自分を知覚しているのだろう。

　だがルーラーは今、霧の中を疾走している。〝黒〟のアサシンと戦っているのだ。つまり、〝赤〟のアーチャーへ意識を向ける余裕などない。

「それにしても……アサシンを攻め落とせぬとは」

　〝赤〟のアーチャーは首を捻(ひね)る。アサシンとは、その名の通り〝暗殺〟のクラスだ。面と向かい合っての直接戦闘など、彼らにとっては愚の骨頂である。

　そんなアサシンを相手に仕留めきれないとは、ルーラーが余程の弱小サーヴァントであるか、この霧がアサシンに凄まじいアドバンテージを与えているのか――。

　いずれにせよ、〝赤〟のアーチャーはそろそろ決断をするべき時期に来ていた。

　霧の中に身を投じるべきか、このまま様子見を続けるべきか。

　このまま様子見が妥当な戦術だろうが、問題点が一つある。……先ほどから〝黒〟のライダーが盛んに空から偵察しているのだ。足の速さでは〝赤〟のライダー(アキレウス)にも負けぬ自信はあるが、それでもヒポグリフに追跡されるのだけは避けたい。

　グリフォンと馬の狭間に産まれたという飛翔する幻獣。こちらが幾ら大地を疾駆しても、空からであれば容易に捕捉できるだろう。

　霧の中に思い切って身を投じた場合、メリットは何といってもルーラーを仕留めるチャンスが生まれることだ。〝赤〟のアーチャーはシロウ・コトミネをマスターとすることに決めた。彼の〝手段〟が本当に正しいのかどうかは分からない。けれど、彼の言葉には確かに真実味があった。

　それを信じたい、と思うほどに。〝赤〟のアーチャーには、あらゆるものに優先される願望があるのだ。

　世界にいる幼子たち全ての救済。ただの一つの例外もなく、彼らが愛される――幸福でいられる世界。悪意が嗤う、そんなことは不可能だと。世界は互いが互いを喰らい合うように構築されている。〝赤〟のアーチャーとて、それは理解している。




　それでも。それでも、願わずにはいられない。……アタランテは、産まれてすぐに山へ捨てられた。




〝女は要らぬ〟




　父はそう言って、彼女を山へ捨てた。それを見た月女神(アルテミス)は哀れに思い、彼女を育てるために雌熊を遣わせることにした。

　熊に守られ、彼女は山で育つことになる。

　彼女の他にも、多くの赤子がその山には捨てられた。獣に喰われるか餓死、それが多くの赤子が迎えた結末だった。偶然生き延びたとしても、その思考能力はそれこそけだもの同然。世界から隔絶した、無意味な生と無意味な死。

　雌熊に養育されたお陰でアタランテは命を取り留め、やがて狩人に拾われた。

　……記憶がある。

　捨てられたときのことを、彼女はよく覚えていた。手をばたつかせ、必死に父と母を求める自分――だが母はおらず、父は自分を見捨てていった。

　助けて欲しかったことを覚えている。手を握って欲しかったことも覚えている。

　願いは叶(かな)わず、ただただ恐怖という海に溺れて――泣きじゃくりながら手を伸ばしたことも。

　見捨てられたという心の傷が癒えることはなく。

　美しく成長し、名高き弓使いとなっても――彼女は、孤独を守り続けた。

　友はいた。アルゴー船に乗り、幾多の冒険を繰り広げた仲間たちがいた。だが、己の人生を懸けても愛するべき人間など見当たらなかったし、作ろうとも思わなかった。

　カリュドンの猪狩りの際、自分が元で争いが起こってからは尚更だった。

　だが――冒険で高まった名声のせいだろう。アタランテの美貌は数多の人間が知ることとなり、遂には父の耳にも入った。

　父はアタランテと再会し、喜ぶ彼女に告げた。




〝誰でもいい。婿を取って子を育め〟




　父にとって、アタランテとの再会は喜ばしいことだった。だが、それはあくまで彼女が美しく成長し、婚姻の材料として使えるからだ。

　……結局、最初から最後まで父は娘を愛さなかった。

　彼女はその後、条件を課すことで婚姻から逃れようとしたものの、策略に引っ掛かってヒッポメネスに娶(めと)られることになる。

　――ただ、愛されたいと願っただけ。

　肉欲ではなく、名誉や権力欲でもない無償の愛を知りたかっただけなのに。

　いっそ愛などないと、思えることができれば良かった。この世は地獄であり、親が子を、子が親を喰らう羅刹の世界だと――そう考えられれば、どれほど良かったか。

　違う。

　世界には、子を愛する親がいる。それは無償の、大いなる情愛だ。子のために命を捨てる親がいた。子のために、己の人生全てを苦役に捧げて笑う親がいた。

　その一方で、子を虐げる親がいた。己の命を分け与えた子を、廃棄物(がらくた)のように扱う者たちがいた。

　それは、間違っているとアタランテは思う。

　それは、是正されなければならないとアタランテは思う。

　自然の残酷さを理解しているのに、それでもなおアタランテは願う。

　聖杯戦争に参加するのは、聖杯ならばその願いが叶うのではないかという仄(ほの)かな期待があるからだ。

　〝赤〟のアサシン(セミラミス)に「不可能だ」と言われた望みだ。

　彼女自身も、理解している。それは、聖杯を超える望みではないかと思っている。

　だがシロウ・コトミネは道筋を開いてくれた。あの少年は希望を見せてくれたのだ。聖杯を使って世界を救い、子供たちを救う方法。

　ならば、仮令ルーラーであろうとも障害になるならば排除する。

　霧の中に身を投じる危険性は百も承知。百も承知だが――。

「彼ら(こども)のためならば、惜しくはない」

　〝赤〟のアーチャー(アタランテ)は市庁舎の屋上から跳躍、霧の中へと飛び込んだ。
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　呼吸する度、激痛が走る。血塗れの胸には醜い傷跡が広がっていた。銃弾の痕、三発の銃弾はこちらの胸筋を抉(えぐ)り、心臓に到達していたのだ。脳天を狙われていれば、間違いなく即死だった。

　だが決して死地を脱出できた訳ではない――現に今、ジークは銃を突きつけられている。

　頭蓋に当たれば終わりだ。そして、眼前の母親は滑らかな手つきで銃弾を交換していた。その動作は極めて冷静で、慌てふためくことがない。殺しに慣れている……と、ジークは推測した。

　数秒も経たぬ内に、この女は自分の脳天に銃弾を撃ち込むだろう。

　そうはさせない。魔術回路を励起――掌に魔力を集中させる――喰らった銃弾の情報は習得している――果たして銃弾と等速で腕を振るい、触れた瞬間に破砕することが可能なのかどうかは後で考えることにする――呪文(スペル)を詠唱する――！

「おおおおおおおっ！」

　銃弾を弾く。

　二度撃たれ、二度弾いた。

　右腕が軋(きし)む……間違いなく骨に異常が発生している。それを堪え、歯を食い縛って睨(にら)む。

　助けを求めた母親。娘と共に笑い合っていた母親。お前は何者だ。

　マスターなのか、それとも違う誰かなのか。いずれにせよ、放置しておいて良い人間ではない。ところがジークの決意とは裏腹に、女はそれ以上銃爪(ひきがね)を引くこともなく、突然コートを翻して逃走を開始した。

「ま……待て！」

　まさか逃亡するとは思わず、慌てて追いかける。だが、そこに凄まじい破砕音が割り込んでくる。直後、目の前に二つの影が飛び出してきた。

　一人はルーラー、そしてもう一人はレザーのボンデージスーツを着た細身の少女。ルーラーは石畳を破壊するほどの勢いで走り、片手に人間の少女を抱えている。一方の少女は、明らかに人外めいた速度で、建物の壁に貼りついていた。

「ジーク君!?」

「あ……！」

　少女はジークの顔を見ると、目をわずかに見開いて驚きを露わにした。

　ルーラーが即座に旗を振る――刃金(はがね)が甲高く嘶(いなな)いた。ひしゃげたメスが叩き落とされる。

　どうやら少女がジークを狙ってメスを放ち、それをルーラーが叩き落としたということらしい。

「……しんでないの。びっくり」

「アサシン……彼と因縁があるようですが、今の相手は私です」

　どうやら、あの少女が〝黒〟のアサシン――即ち切り裂きジャック(ジャック・ザ・リッパー)らしい。

「悪い冗談だ」

　ジークの呟きに、ルーラーが同意するように嘆息した。彼女は、意識のない幼子を抱えたままだ。

「それは――確か、あの母親の娘か」

「ええ。それよりジーク君、母親は見つかりましたか？」

　ルーラーは旗を構え、慎重にアサシンの様子を窺いながら問い掛ける。アサシンは壁面に貼りついたまま、二本のメスを構えて動かない。蜘蛛(くも)のようだ、とジークは思う。

「……どうやら、あの母親がマスターのようだ」

「え？　どうして分かるんです？」

　ジークは無言で胸に手を当て、べっとりとついた血を見せた。

「撃たれた」

「なるほど、撃たれたんですか。…………だ、だ、だ、大丈夫ですかジーク君!?」

　実際のところ、心臓に射(う)ち込まれたのだから大丈夫でも何でもないのだが――現状、さしたる痛みも障害もない。

「問題ない。それよりルーラー。〝黒〟のアサシンを此処で仕留めるためにも、俺はマスターを追う」

「……いえ。それは止(や)めておいた方がいいでしょう」

　ルーラーがそう言って、すかさず旗を振るう――問い返すより先に、軋むような金属音が周囲に響く。そして砕かれたメスがジークの周囲に散失した。

「マスター(おかあさん)に手出しはさせない」

　如何にも無感情そうな顔に、殺意が宿る。なるほど、とジークも即座に理解した。もし、自分がルーラーから離れれば、アサシンは間違いなくジークに襲い掛かる。

　当然、ルーラーがそれを防ごうと動くだろうが、何しろアサシンは敏捷という点では正当な英雄である三騎士やライダーに勝るとも劣らない。万が一、ルーラーが出し抜かれてしまえば、アサシンはあっさりとジークを殺害するだろう。

「すまない。足手まといになるようだ」

「いいんです。……大丈夫ですよ、ジーク君。貴方が変わる必要はありません。もう少し待てば、援軍が到達します」

　援軍。

　……なるほど、とジークは様子見に徹することにした。相対すれば剣士(セイバー)に変わる決意をしていたが、それは取り止めることにした。変身すれば、ルーラーたちの好意を無にすることになる。その方が、余程ジークには重要だった。

　ジークは魔力で編んだ細身の剣を腰に吊した鞘から抜いた。かつて〝黒〟のライダー(アストルフォ)から手渡されたものだ。霊体であるサーヴァントの武器は、本来ライダーでなければ魔力で編むことはできない。

　だが、ライダー自身の意志で貸与したことやジーク自身、サーヴァントに限りなく近い存在となったためだろう、魔術回路を励起させるのと同じ要領で現世(うつしよ)に具現化することができた。

「それは、やめた方がいいと思うよ？」

　薄く笑う〝黒〟のアサシンは、口笛を吹いた。こつこつ、と周囲から無数の足音――ルーラーの顔が蒼白になる。

「アサシン、まさか……！」

　その切迫した声に、ジークも警戒して周囲を見回す。霧の中から、ぼんやりと浮かび上がってきたのは、手にメスを握った無数の子供たちだ。その中には、微かに見覚えがある――昼間に遊んでいた子供たちの姿も見えた。

　彼らは虚ろな表情で口を開き、全身をカタカタと痙攣(けいれん)させ、メスを握る腕は黒く変色している。……〝黒〟のアサシンは、怨霊の集合体である。それが子供たちに憑依しているらしい。分離した怨霊は、聖女であるルーラーならば聖句を紡げば容易(たやす)く昇華できる程度の存在だが、アサシンは彼らを兵力ではなく、動く人質と見ている。ルーラーは聖女であるが故に、子供たちを守らずにはいられない……と、アサシンは見切っていた。

「ん。それじゃあルーラー、それからその……マスター？　一人残らず守ってみせてね」

「ジーク君！」

　乞われるまでもない、とジークは動いた。放たれたメスを弾く、と同時に襲い掛かってきた子供を転ばせる。子供は自らの意志で襲ってくるのではなく、あくまで憑依した怨霊によるものだ。元々意識を喪失しているので、昏倒させても無駄だから転ばせて時間を稼ぐしかない。

　だが、こちらが必死になって子供を押さえるとアサシンのメスが飛来する。それも、容赦なく間断なく子供を狙ってくる。

「くっ……！」

　ジークの左腕に投擲されたメスが突き刺さる。襲い掛かる子供を捌きながら、いつ飛来するか分からないメスを防ぐのは、さすがにジークの手に余る。

　ルーラーはメスを捌くことは可能なものの、一歩踏み込むと一歩後退するアサシンには近付けない。迂闊に接近すれば、アサシンは容赦なく子供にメスを降らせるだろう。

　令呪の使用を一瞬考えたが、逃げたという彼女のマスターが問題だ。アサシンの態度から察するに、マスターとの関係は主従ではなく母娘のそれに酷似しており、状況的にも令呪を出し渋る、などという発想はないだろう。令呪による自害や妨害は即座に消去(キャンセル)される可能性が高い。

　完全なる膠着(こうちゃく)状態であるが、ジークの消耗は徐々に加速していく。時間との勝負だ。ライダーが霧の中へと突入し、彼らを発見して戦闘に加わるのが早いか、それともアサシンがジークを仕留める方が早いか。




　ルーラーは不可能だとしても、ジークを仕留めるのは容易いとアサシンは判断した。既に奇襲は不可能な状況だが、それでも彼の隙は簡単に衝ける。

　アサシンはメスを投げ放って、ルーラーとジークの分断を開始した。といっても、要はルーラーが一足飛びでも届かぬ距離にジークを追い込めば良い。

　怨霊で子供を操り、ルーラーとジークを徐々に分けていく。アサシンはメスを投げつつも、ジークを一撃で仕留めうる場所へと移動する。

　ルーラーが次々と幼子に憑依した怨霊たちを浄化させる。

　だが子供たちの数は多く、何より怨霊が昇華されたからといって人質としての価値は失われない。子供たちを守りやすくはなるが、それだけだ。

　そうする内に、ルーラーが気付いた。

「ジーク君！　こちらに戻って下さい！」

　その声に、ジークもようやく気付いた。襲い掛かる子供たちのせいで、自分とルーラーは完全に分断されている。

　アサシンの攻撃からジークを守ろうとしても、十人以上いる子供たちが壁となって立ちはだかれば、一瞬でジークの身を守るということは不可能だ。

「遅い――――――！」

　アサシンは壁を蹴って、ジーク目掛けて突貫した。両手には肉切り包丁、それでジークの首を刈り取る。

　絶対的な勝利の確信。

　絶望的な敗北の音色。

　だが、ジークが変身を決断するよりも。そして、アサシンがジークの首を刎(は)ねるよりも更に迅いものがある。




　神域の弓兵――〝黒〟のアーチャー(ケイローン)が放った矢は、獰猛(どうもう)な鮫(さめ)のように街を包む霧を引き裂いていく。

　気付いたときには遅い。魔力を籠めた矢は、榴弾(りゅうだん)のように爆発した。ジークもその余波で吹き飛び転がるほどの威力だった。直撃したアサシンの方は、軀の一部がこそぎ取られていた。

「う、ぐぅぅぅぅっ……!!」

　苦悶に呻きながら、アサシンはそれでも跳躍した。建物から建物へと跳び移って逃げ延びようとする。

　そこへ、

「――逃さない！」

　流星の如き勢いで、ルーラーが飛来した。

　逃げることへと集中したせいだろう、子供たちの動きが単調になったことを見破ったルーラーは、壁面を疾走する〝黒〟のアサシン(ジャック・ザ・リッパー )に向けて聖旗を振りかぶった。

　〝黒〟のアサシンはどうにか両手の肉切り包丁で直撃を防ごうとするものの、聖旗は刃(やいば)がある訳でもない。その鋼の棹で攻撃を捌き、相手を打ちのめす武器だ。

　まして、ジャンヌ・ダルクの旗は戦場で常に彼女と共に在り、今でも象徴として扱われている聖宝だ。

　切り裂きジャックのナイフは恐怖の象徴だが――それでも、戦場で名を馳せた聖旗に勝てるはずもない。




　〝黒〟のアサシンは失墜した。石畳にクレーターを作るほどの強烈な一撃で、ほぼ戦闘不能状態に陥った。

　暗殺者(アサシン)というクラスの悲しさ、彼女には三騎士やルーラーのクラスと真っ向から打ち合う耐久力はない。

「ぐ……う、ぅ、ぅぅぅぅぅ……！」

　それでも、〝黒〟のアサシンは動いて逃げようとする。ルーラーはちらりとジークを見た。怨霊に憑依されていた子供は、まるで魂が抜けたようにばたばたと倒れていく。

　〝黒〟のアサシンの損傷が原因だろう、とルーラーは見当を付けた。彼女の見識に誤りはない。子供たちに憑依していた怨霊を呼集しなければならないほど、〝黒〟のアサシンは弱体化していた。

　宝具である霧も、次第に晴れていく。

「お(マ)……かあさん(スター)……おかあさん(マスター)、おかあさぁん(マスター)……！」

　這いつくばり、両腕だけで逃げようとしながら〝黒〟のアサシンは母を呼ぶ。ルーラーはそれに、どうしようもない憐れみを抱いた。

　加害者か被害者かを問えば、彼女は紛れもない加害者だ。だが、恐らくはその発端は被害者であることから始まったのだろう。

　彼女の姿を見れば、彼女の声を聴けば、その程度の推測はつく。

　そして――それでもなお、彼女は邪悪だ。このまま放置すれば、彼女という名の現象はサーヴァントという枠組みには押し込められなくなるだろう。

　特異、異常、領域の外に在る怪物だ。

　ルーラーが洗礼詠唱で昇華させようと、這う〝黒〟のアサシンの前に回り込んでその顔に手を当てた。

“主は全ての不義を許し、全ての厄災(やまい)を許す。そして其の命を墓穴から救い出し、慈しみ、憐れみ――〟




　何かを察知したのか、アイスブルーの瞳が恐怖に見開かれる。

「や、だ……」

　その言葉に応じることなく、ルーラーは詠唱を開始する。




「やだ……やだよ……やだ、やだ、やだ……！　やめて！　やめて、やめて、やめて！　おかあさん(マスター)……！　助けて、おかあさん(マスター)……！」




　歯を食い縛り、詠唱を続けようとするルーラーは不意に膨大な魔力を知覚した。

「これは――令呪!?」

「おかあああああさああああああああああああああああああああああん！」

　瞬間、〝黒〟のアサシンは掻き消えた。マスターがサーヴァントの危機を知覚して、令呪を行使したのか。やはり、どこかでアサシンの様子を監視していたらしい。凶行を隠さないのは魔術師として失格かもしれないが、聖杯戦争のシステムについてはしっかり理解しているようだ。

　ルーラーは〝黒〟のアサシンの気配をわずかながら知覚した。恐らく、まだこの街の何処かにいる。霧も晴れた今、捜索は容易だろう。ここで取り逃がす訳にはいかない。

「追います、ジーク君！」

　ジークは頷き、ルーラーの跡を追うように走り始めた。
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　六導玲霞が令呪を行使したのは、霧が晴れたからだ。霧が晴れたということは、彼女(ジャック)の力が著しく弱まったということ。危機的状況に陥っていることは想像に難くない。

「お……かあ……」

　痛みに蹲(うずくま)る〝黒〟のアサシンを、玲霞はひょいと持ち上げた。サーヴァントといっても、少女にはそれ相応の重さしかない。アサシンは何とも軽く、まるで内側(なかみ)が空なのではないか、と玲霞が思うほどだった。

「ごめんなさ……」

「喋(しゃべ)らなくていいのよ。さ、おやすみ」

　玲霞はそう言って、そそくさと歩き出した。この場は撤退するしかない、幸いにも隠れ家はすぐ近くだ。

「おかあさん(マスター)……これからどうしよう……」

「怪我を治してから考えましょう。今は、休んだ方がいいわ」

　そう言いつつ、玲霞は考える。聖杯を手に入れたいし、そのためには彼らが障害となるが、排除するのはこれで更に困難になった。長期戦を念頭に置いて、このトゥリファスから撤退するべきかもしれない。

　幸い、魔術師さえいれば情報には困らない。聖杯が世界のどこにあろうとも、必ず追跡は可能なはずだ。

「……ねえねえ、おかあさん(マスター)。また、ピアノ、ききたい……」

　不意に口から衝いて出た子供らしい要求に、玲霞はくすりと笑った。痛いだろうに、微かに笑いながら微笑ましい駄々を捏ねる。

「分かったわ、何とかしてあげる」

　戦略を考えるよりも、彼女の言葉を優先させる方が今の玲霞には重要になってしまう。

　苦しみながらも、ジャックが笑ったことに玲霞は安堵する。霧は文字通り、霧消してしまった。急がなければ、また見つかるかもしれない――。




　玲霞は車一台の幅しかない狭い通りを急ぎ歩く。倒れ伏した人間たちがそこかしこにいるが、彼女はその一切を無視した。心は痛まない、運が悪かったのだと切り捨てる。何より、今は背負った娘を安静にさせる方が優先される。

　復帰した街灯の灯りが、ふと通りに面した店の窓ガラスを照らし出した。

　光の反射が、玲霞に偶然それを見せた。人影、明らかに現代とは異なる時代を生きていると思わせる奇妙な服、そしてその何者かは弓に矢を番(つが)えてこちらを狙っている――間違いなく敵であり、背負っているジャックと自分が標的だった。

　選択を迫られる。このままならば、あの矢は間違いなく自分とジャックを貫くだろう。ジャックは分からないが、自分はほぼ即死だろう。幸運などアテにならない。

　逃げることもできない、戦うことも難しい。慈悲などあるはずもない。

　つまり対抗する手段はない。だから、今からすることに意味なんてない。

「……うん、仕方ないわね」

　意味なんて、本当にないのだけど。そうしなければいけない、と六導玲霞は思ったのだ。

　以上の思考は正に刹那で終了した。

　玲霞はくるりと振り返ると、両腕をジャックから放す。自然、ジャックは石畳に尻餅をつくことになる。急に放り出された少女は、ぽかんとした表情で玲霞を見る――凍り付く。

「おかあ、さん(マスター)……？」

　鋭い痛みは一瞬で、それでも直感で把握できたことがある。

　自分は助からない。

　――元より勝ち目は薄い戦いだった。暗殺者(アサシン)という特性上、バトルロイヤルでこそ真価を発揮する彼女は、どう足掻いても正々堂々と戦うことができなかった。

　マスター殺しも、城塞に籠もられては難しい。更に、マスターである玲霞は魔術師ではなく、サーヴァントにとって力の源である魔力の補給もできない。

　だからそもそも、スタート地点から圧倒的な開きがある。運営している者が明らかならば、抗議(クレーム)をつけること甚だしい。

　けれど、玲霞はこれっぽっちも気にしていなかった。

　人を殺したことも気にしていない。罪深き人間を殺したし、罪なき人間も殺してしまったが、それでも気に病んではいない――憐れみを感じるが、それだけだ。

　重要な点は二つだけ。

　切り裂きジャックは、六導玲霞を救ってくれた。生きたいという望みを叶えてくれた。

　そして。短い間であるが、彼女と過ごした日々はこの上なく楽しかった。

　どれほど血腥(ちなまぐさ)くとも、どれほど残酷なものであっても――。

　六導玲霞は心の底から楽しかった。




　――おかあさん(マスター)。




　あどけない声で、自分をそう呼ぶ少女がいた。彼女の正体がどんなものであっても、構わなかった。ただ、それだけが喜びで。ただ、それだけで素敵な日々だった。

　楽しい夢が終わる。

　無念は山のようにある――が、無念を悔いても始まらない。

　楽しい、夢だったのだ。

　思考があやふやにならない内に、玲霞は素早く脳内で文章を紡いだ。

　仰向けに倒れ込む自分に、慌てふためいてジャックが近寄る。

「おかあさん(マスター)……!!」

　頬に手を当てる――それくらいする余裕はある。微笑む――これくらいなら、何とかなる。別れの言葉――それは、無理だ。今はそれより、もっと重要なことがある。

　手向ける言葉を二つ。

「二つの令呪を以て、命じます。『私がいなくても』『あなたは大丈夫』……ジャック」

　こんなものを持っていても、宝の持ち腐れだ。

　最後の二画を消費して、生存の確率をほんのわずかでも押し上げる。相変わらず、魔術なんてよく分からない。

　分からないから、おまじない代わりだ。母親が怖がる娘を安堵させるように。玲霞は令呪を使ったのだ。

「やだ、だめ、だめだよ、おかあさん(マスター)！　だめ、だめ、だめ……！」

　聡い娘だ、と玲霞は思う。

　気が遠くなる、世界と遊離していく――瞼(まぶた)を閉じる。聴覚も覚束なくなって、握られた手を握り返すこともできなくなった。

　もう何かを感じ取ることも、思うことすらもできない。




　六導玲霞は、ただ何となく今の状況に相応しい表情を浮かべた。……微笑んだのだ。
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　〝赤〟のアーチャー(アタランテ)は〝黒〟のアサシン(ジャック・ザ・リッパー )のマスターを仕留めた。放置しておいても問題はなかった。むしろ、アサシンたちが混乱を助長するならばその方が良い。彼らが殺人鬼であり、聖杯大戦から逸脱していることで困るのは魔術師たちだ。〝赤〟のアーチャーにとっては、何の関係もない。

　ただ――〝黒〟のアサシンは、子供を巻き込んだ。

　その時点で、〝赤〟のアーチャーにとってアサシンとそのマスターは敵となった。特に、マスターは許すつもりはなかった。アサシンは子供だが、マスターは大人であり――サーヴァントが、子供を巻き込むことを是認したのだから。

　矢を番えて、アサシン諸共に始末するつもりだった。だが驚いたことに、アサシンのマスターは自身のサーヴァントを庇おうとでもしたのか、こちらを振り返った。

　偶然か、目線が絡み合った。

　悪辣な魔術師のような風貌ではなく、現代的な衣装の――ありふれた女だった。

　女は儚(はかな)げな愁いを浮かべ、何を抵抗するでもなく矢が放たれるのを待っていた。いや、そうではない。どうやら彼女はアサシンを守ろうとしているらしい。

　――それは、何の意味もない行為だろうに。

　〝赤〟のアーチャーは迷わない。狙わせてくれるならば、それに越したことはない。彼女は中立(ニュートラル)に、一切の感傷を無しにその矢を放った。

　人一人を殺すには、余り有る一射。胸板を貫き、その手応えに〝赤〟のアーチャーはアサシンのマスターを仕留めたことを実感した。

「おかあさん(マスター)……！　おかあさん(マスター)、おかあさん(マスター)、おかあさん(マスター)……！」

　必死になって呼び掛ける少女に、アサシンのマスターは頬に手を当てて何かを呟くと、そのまま息絶えた。

　罪悪感にも似た感傷が胸を抉るが、心を動かされることはない。子供とはいえ、アサシンはサーヴァントだ。サーヴァントは、聖杯戦争を勝ち抜くために召喚される存在。

　子供の姿を取っていたとしても、それは単なる全盛期の姿というだけに過ぎない。

　……特異ではあるが。そういうこともあるのだろう。

　〝黒〟のアサシンは、ただ茫然とマスターの屍体を眺めている。このまま放置しておいてもいずれ消えるだろうが、万が一別のマスターが出現しないとも限らない。

　始末しよう、とアーチャーは矢を番えて放った。アサシンは屍体の傍で蹲ったまま、身動き一つしない。矢を放たれたことすら、理解していないのかもしれない。

　その方がいい、とアーチャーは思った。このまま、何もかもを置き去りにしていく方がいい。無念も、希望も、絶望も、消えてしまえば無関係だ。




　心臓を貫いた矢に対して、アサシンは一瞬痙攣しただけで悲鳴すらも上げなかった。

　〝赤〟のアーチャーは訝(いぶか)しげに接近する。矢は正確に〝黒〟のアサシンの霊核を破壊したはずだ。だが、彼女はそれに対して何の反応も示さなかった。

　痛みも、消失もない。それは異常な光景だった。アサシンはただ、空を見上げている。虚ろな顔は、彼女が最早戦えるような存在でないことを明瞭に知らしめている。

　にも拘わらず〝赤〟のアーチャーは背筋に悪寒を抱き、何かを畏れ始めていた。

　あらゆる恐怖を克服し、勇有る存在になってこその英霊だ。アタランテも当然、英霊に連なる存在として、そのことはよく理解している。

　暗闇の森も恐れはしない。神が解き放った巨大な猪も恐れはしない。

　一瞬の油断が死を招く戦場すらも、笑って乗り越えることができる。聖杯大戦においても、それは変わらないはずだった。

　この状況に恐怖を感じる余地はない。敵は討った、討っていなかったとしても瀕死だ。ここは敵地だが、己の足ならば逃げ延びる自信はある。仮令、全てが最悪な方向に転んでこの戦場で散ったとしても、悔いはあるが納得はする。

　それは戦いにおける業だ。英霊として、その程度の覚悟は誰しもが持っている。

　だが……。

　〝赤〟のアーチャーは、一歩後退る。違う、今相対しているものはそういう恐怖とは何かが決定的に違った。

　このまま此処に居るだけで、何かが終わってしまいそうな感覚。

　何を恐れることがある。〝黒〟のアサシンに、もう反撃の手立てなど残されてはいない。

　マスターも死に、宝具も使えないサーヴァントに一体どんな脅威があるというのか。

　脅威はない。そのはずなのに――。

　ぐるりと〝黒〟のアサシンの首が人形のように回転し、〝赤〟のアーチャーへ顔を向けた。虚ろな瞳は、まるで青水晶のように美しいと弓兵は思った。

　〝黒〟のアサシンが、口を開く。




「どうして？」




　一言だけそう漏らした〝黒〟のアサシンの口から、濁流のように黒い塊が噴出した。

　〝赤〟のアーチャーは慌てて飛び退(の)いたが、彼女にしては致命的に反応が遅かった。

「これは……!?」

　アサシンとして召喚された切り裂きジャック(ジャック・ザ・リッパー)は、怨霊の集合体である。ホワイトチャペルで捨てられた胎児たちの群れが、少女という形を取って一時的に現界していただけだ。

　今、〝赤〟のアーチャーの矢は彼女を『切り裂きジャック』という軛(くびき)から解き放ってしまった。

　濃霧のような怨霊たちは近くにいた生者(アーチャー)に殺到する――たまらず巻き込まれる。

　――瞬間。〝赤〟のアーチャーは地獄を見た。







　問：地獄とは何か？




　答：永遠に続く拷問

　答：永劫に繰り広げられる殺戮(さつりく)

　答：永久に終わらぬ絶望

　なるほど、どれもこれも地獄と言うに相応しい。

　だが、この世界には実に多種多様な地獄がある。

　霧の都(ロンドン)、ホワイトチャペル――特定の人間にとって、そこは紛れもない地獄だった。ただ生きることが難しく、まして誇りを持った人生など有り得ない。

　九歳の少女が身を売る世界に、誇りなどあるものか。皮なめし工場や食肉処理場の悪臭が常に漂い、ネズミやゴキブリが我が世を謳歌する。強者など存在しない、そこにいるのは全員が惨めな弱者で、哀れな被害者で、残忍な加害者だ。

　そう、地獄。

　地獄だとも、これこそが地獄だ。子供、子供がいる、沢山の子供がいる。

　瞳は死んでいる。愛などこの世にないと理解している。違う、そうじゃない、愛はある。確かにある。そのはずなのに声を掛けられない。助けたい、あなたたちを助けたい、なのに軀が動かない。
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　子供たちが、一斉に彼女に目を向ける。

　――助けてあげる！　助けてあげる！　私はかつて、あなたたちと同じように失墜しようとしていた。それを救われた！　その喜びを、あの歓喜を、どうかあなたたちに――。




　言葉は失われたまま。それでも〝赤〟のアーチャー(アタランテ)は心で訴えようとする。そんな彼女に、子供たちは無言のままに歩み寄る。

　そこに喜びはなく、悲しみも憎悪もない。無機質な瞳は、鮫のそれにも似ている。

　粟立つようなおぞましさに、〝赤〟のアーチャーは思わず退(しりぞ)こうとしたが、そこに子供の一人が腕を掴んだ。

　子供たちが、一斉に口を開く。

「一緒にいて」

　ずるりと、皮膚の内側に入り込む。一人が彼女の足を掴む――同じく、彼女の血管に入り込む。一人は神経に、一人は骨に、一人は内臓に、一人は筋肉に、一人は脳髄に。

　〝赤〟のアーチャーは、絶叫した。

　恐怖ではなく、彼女たちの絶望に心をひたすら痛めつけられて――。







§§§







　〝黒〟のアサシン(ジャック・ザ・リッパー )を追跡していたジークとルーラーもまた、それに巻き込まれた。

　二人が通りを走っていると突然黒い霧のようなものが押し寄せ、逃げる暇もなく巻き込まれた。全身に泥のようなものが絡みつき、眠りに落ちる寸前のような感覚の遮断。

　気付けば、ジークは奇妙な場所に佇んでいた。

「ここは……」

　やけに肌寒く、霧が立ち籠める街だった。周囲から漂うのは酷い悪臭だ。肉の臭い、臓物の臭い、吐瀉(としゃ)物の臭い……。

　トゥリファスではない、とジークは判断した。建物のつくりがまるで違うし、人通りがある。霧は些か鼻につく臭いがするものの、苦痛がある訳ではない。

　どこか全身の感覚が鈍いことに気付く。通りを行き交う人々が悉(ことごと)く自分を無視していることにも。

　歩き出す。足が大地を踏み締める感覚がない、まるで薄手のビニール袋のようでどうにも危なっかしい。

　幻覚、それも悪夢の内側(なか)――ジークはそう判断した。

　問題はこれが誰の悪夢なのか、ということだ。ジークではない、こんな景色は全くの未知だ。ルーラーでもあるまい。彼女の真名は既に知っている。どう考えても、時代と合致しない。

　骨身に染みるような冷たい風が吹いて、ぐしゃぐしゃになった新聞記事がジークの足下にひらひらと舞い降りた。

　文字を読む――なるほどと納得する。




〝地獄より(from hell)〟――〝切り裂きジャック(Jack the ripper)〟




　ここは切り裂きジャック……即ち、〝黒〟のアサシンの悪夢らしい。しかし、肝心のアサシンはどこにいるのか。彼女は……いや、彼だったか？　どちらだった？　おかしい、こんなことを忘れるはずは……。

「くそ。また情報が消されたか」

　追い詰めても追い詰めてもすり抜けていく様は、いっそ見事なものだ。だが、今度という今度は逃がしはしない。

　ジークは切り裂きジャックを求めて歩き出す――不意に視界が歪み、一瞬で場所が切り替わる。




　――そのときまで、ジークは人間に幻想を抱いていたことを否定できない。

　――自意識に目覚めたのはわずか数日前、知識はあっても経験はない彼は人の悪業がどれほどのものか、理解していたとは言い難い。

　――何より、幸運にも彼の周囲に居た人間が英霊であり、英雄であったことも大きい。

　――世界は美しい。その言葉を紡ぐために人々がどれほどの犠牲を払ってきたのか。ジークはまだ理解できていなかった。




　嗤え、嗤え、嗤えよ。

　ここは世界の最下層。奈落の果て(コキュートス)に他ならない。もちろん地獄など知らない。あるのかないのか、そんなコトは分からない。

　見学者に分かることはただ一つ。ここは紛れもない地獄だということさ。霧の都(ロンドン)／ホワイトチャペル、偉大なる人体処理場。堕ちてしまえば、這い上がることなど不可能な女郎蜘蛛の巣だ。

　ここには希望を除いたパンドラの箱の全てが詰まっている。あらゆる災厄、あらゆる絶望が流入し、収束し、汚泥の如く降り注ぎ続けている。

　外も内も怪物(クリーチャー)のような娼婦どもが、己の性を売り飛ばし、それによって産まれた生命を売った金で握り潰す。

　グシャリグシャリ。

　繰り返し繰り返し。

　グシャリグシャリ。

　処置処置処置処置。

　血肉は川に流された。どうせ工場が廃液を垂れ流しにしているのだから、今更タンパク質が増えたところでどうということはない。

　確かにどうということはなかった。全く問題はない。世界の大いなる流れとやらを考えれば、こんなものはわずかな汚泥に過ぎない。

　そのわずかな汚泥から手を突き出して、怪物が生誕した。

　だからここは地獄であり、煉獄であり、人ならぬケダモノたちが住む悪徳の都(バビロン)である。




　ジークは直視した。

　年端もいかない少女が、その日の糧を得るために毛むくじゃらの大男に犯される様を見た。その少女のパンを奪うために、少年が棒きれで少女を殴り倒すのを見た。少年は悪賢い大人に命懸けで奪ったパンを奪われ、最終的にそのパンが意味のない誰かに行き着くのを見た。

　胎児を見た。無節操な性交で産み落とされたものたちが、世界から廃棄されていく様を見てしまった。

　この地獄では子供が殺されるのではない。子供は消費されるのだ。

　そうして、次第に子供たちの瞳から光が消えていく。世界は真綿のように、彼らの全身に巻き付いていて、彼らは身動き一つ取れずに蛇に吞まれていく。

　醜かった。

　あまりに醜かった。

　巨悪がいるなら話は分かる。誰か、とてつもない悪人がいて――彼が支配をしていれば、ジークはまだ幻想に身を委ねることができただろう。けれど、これはシステムだ。人間が街を作り、発展するに従って産み落とされた不良債権。あるいは、膿(うみ)だった。

　誰一人弾劾(だんがい)できない。誰一人救えない。いや、これを救うのは不可能だ。救うという行為そのものが、システムには認識できない。

「やめてくれ」

　ジークは震えて、蹲る。今まで幾度となく死にかけたが、それはいずれも肉体の死だった。だが、この光景はジークの心を殺していく。

「やめてくれ……頼む、頼むから、やめてくれ！」

　幻想は汚染され、美しいはずの光景が色褪せていく。




「――そう。そうなんだよ」




　気付けば風景は、またしても切り替わっていた。霧が濃く、月光は届かず……何とも薄ら寒い夜。今し方聞こえた声は、何だったのだろう――と周囲を見回して、気付く。

　ジークはどこかの通り(ストリート)に一人きりで佇んでいた。

「……何が、そうなんだ？」

　ジークは思い切って、そう言葉を発した。もぞり、と路地に動く影が見えた。迷わずそれを追っていく。

　路地裏の行き詰まり(デッドエンド)に、襤褸(ぼろ)を被った少女が佇んでいた。

　何とはなしに、彼女が切り裂きジャックなのだな――と理解する。

「もう一度問う。何がそうなんだ？」

　奇妙に歪んだ声で、少女は答えた。

「世界は、みにくいよ」

　がさりという音に振り向く――そこにもやはり、襤褸を被った少女がいた。その少女が、口を開く。

「だから、帰りたかった」

「……何処へ、帰りたかった？」

　再び物音。今度は頭上から――壁面をこともなげに歩く、襤褸を被った少女。

「おかあさんのおなかのなか」

　更に出現する。どこからともなく、彼女たちは虚ろな瞳でジークを見る。

「かえりたかった」

「かえりたかったの」

「おかあさんのおなかに、かえりたかっただけなのに」

「どうして？　どうして、みんないじわるするの？」

「たすけてほしかったのに。どうして、だれもたすけてくれなかったの？」

「わたしたちがわるかったの？」

「わたしたちがきらいだったの？」

　ジークには、それに対する適切な答えを出せない。生きたいという前提が、彼女たちには存在していなかった。

　少女たちが、ジークの腕を掴む。少女たちは泣き笑いの表情を浮かべながらどろりと溶けて、ジークの内部へ浸透していく。




「世界は――とても、醜くて。わたしたちはそのことを知っている。それでもまだ、生きていたい？」




　それは。世界を知らぬ少年の胸に、この上なく致命的な傷をもたらした。







§§§







　ルーラーもまた少女たち(ジャック)の悪夢に取り込まれていた。生物が腐ったような臭いが漂う大通りを、ルーラーは歩く。

「ここは……英国(イングランド)ですか」

　先ほどのトゥリファスは、建築様式こそ中世だったものの街そのものは衛生が保たれていた。だが、こちらはその逆だ。建物はレティシアの記憶では馴染(なじ)み深い近現代の様式だが、どうしようもない不穏さと不衛生さに満ちている。

　切り裂きジャックが生誕した街だ。凍りそうなほどに冷たい霧と、暗くて黒い夜。ルーラーはその通りを歩き出す。

　気付けば甲冑は脱げていて、その手に持つはずの聖旗もない。だが、彼女は心細さとは無縁だった。堂々と、真っ直ぐに歩く。

　この幻影には、おおよその見当が付いている。どうすれば逃れられるのか――いや、どうすれば倒せるのか。それも把握している。

　……それは、悲しいことだった。結末は幸福であるとしても、そこに至るまでの苦痛は誰かが被らなければならない。

　無実の人間、無実の子供、無垢(イノセンス)の結晶のような存在が。

「――それでも。斃(たお)さなければ始まらない」

　一人呟くルーラーの眼差しは強い意志を感じさせた。刃のように鋭く、鋼のように固い意志を。




　路地裏に子供がいる。絶望を宿した瞳で、聖女たるジャンヌ・ダルクを睨んだ。弱き者からの殺意――けれど、ルーラーは怯(ひる)むことなく彼女を睨み返した。それは絶望的な被害者である子供に対して、英雄が投げかけぬはずの殺意だった。

　子供は驚いて、一歩後退る。冷然とした口調で、ルーラーが問う。

「どうしました、〝黒〟のアサシン(ジャック・ザ・リッパー )。……いえ、〝黒〟のアサシンだった少女。切り裂きジャックの名を持ってしまった、誰でもない貴女。逃げるのですか？」

「……どうして、こわくないの？」

「怖い？　どうしてあなたたちを恐ろしいと考える必要があるのですか。あなたたちは、ただの哀れな犠牲者でしょうに」

　その言葉に、たちまち無数の子供たちがぞろぞろと現れる。顔は千差万別のようで、どこか統一感があった。誰も彼も薄汚れ、瞳には昏い光が満ちている。

　これこそ紛れもないこの世の地獄というものだ。彼女たちはそれを体現している。

　どんな非情な人間でもここに突き落とされれば戸惑い、恐れ、戦慄するだろう。これこそが切り裂きジャックの原点にして内的世界(インナースペース)。死に際の彼女が見せる、人間の醜悪さを詰め込んだ暗黒の箱庭だった。

「せいじょさま」

「てんしさま」

「すくって、かわいそうな、とてもかわいそうなわたしたち(ジャック)を。すくって。すくって、たすけて、てをとって。おねがい、おねがい、おねがい――」

　ルーラーに群れる子供たちは、必死の表情で縋(すが)り付く。

　聖女ならば救う。聖女ならば必ずや彼女たちを救済する。いや、聖女でなくとも真っ当な人間であれば何かしら感じ入るものがあるはずの状況。

　なのに中央の彼女は微動だにしない――それどころか、その顔には些かの動揺も、同情も、憐憫(れんびん)すらもありはしなかった。

　聖女は、厳かに告げる。

「――それはできません。私は迷える子供たちを救うことはできます、祈ることで未練を残す魂を浄化させることもできます。けれど、切り裂きジャックを救うことだけはできないのです」

　子供たちが凍り付く。

「あなたたちは既に、〝彼〟の伝説に組み込まれています。既に切り裂きジャックという殺人鬼は、誰でもあって誰でもないのです。あなたたちは、自分が殺した者が確かに切り裂きジャックの犠牲者だと分かっているのですか？　名前も、顔も分からない。ただ、母の面影だけを求めて殺していたのでしょう？」




　切り裂きジャックは最低でも五人の娼婦を殺した――。

　切り裂きジャックは臓物を抉り出した――。

　切り裂きジャックは新聞社に手紙を届けた――。




　切り裂きジャックは医者だ。

　切り裂きジャックは皇室の人間だ。

　切り裂きジャックは画家だ。

　切り裂きジャックはどこにでもいた、ありきたりの人間だ。




　全ては嘘で、全ては真実。あらゆる噂と伝聞と推理がない交ぜになった今、彼ないし彼女の正体を掴むのは想像を絶する難行だ。

　誰でもあって、誰でもない。誰でもなくて、誰でもある。

　問題は――可能性は無限に等しく存在するということ。そうなってしまえば、反英霊である切り裂きジャックは、この世界に全ての可能性を組み込まれてしまう。

　恐らく聖杯は、あらゆる形をした〝切り裂きジャック(ジャック・ザ・リッパー)〟を呼び出そうとするに違いない。

「そう。あなたたちは〝切り裂きジャック〟に取り込まれてしまった。取り込んでしまったのかもしれませんが……。だから、倒すことはできても救うことはできない」

「――そんな」

「やだよ――」

「わたしたちは、わたしたちは――」

　子供たちに動揺が走る。救いを求めながら、ここにやってきた人間たちを悉く汚染させる彼らは、やはり悪霊なのだ。朧げながら、彼らは己の結末を理解した。

　聖女の祈りは救いではなく――。




「……もう分かっていますね。私は今から、あなたたちを滅ぼします」




　存在を完全に消滅させるための洗礼詠唱である。

〝主の恵みは深く、慈しみは永久(とこしえ)に絶えず〟




「どうして……そんな、どうして……!?」

「それが自然の摂理だからです。……あなたたちも既に分かっているはず。膨らんだ憎悪と殺した人間の絶望で、あなたたちは変質してしまった。今や、〝切り裂きジャック〟という概念から、誰一人として離れられないでしょう」




〝貴方は人なき荒野に住まい、生きるべき場所に至る道も知らず〟




　彼らは群体で一個体としての〝切り裂きジャック〟を形成している。

　一人一人には名前すらも与えられていない。世界に個体としての存在が認められていないのだ。




〝餓え、渇き、魂は衰えていく〟




「ちがう！　ちがうよ、わたしたちは、わたしたちは――！」

「ならば、あなたたち個々に名前はあるのですか？」

　子供たちの呼吸が停まる。それは、禁断の問い掛けだった。胎児のまま打ち棄てられた彼らに名前などない。人間に名前はあっても、細胞に名前は与えられない。




〝彼(か)の名を口にし、救われよ。生きるべき場所へと導く者の名を〟




「では――」

　右手をゆっくりと差し出す。そこへ何処(いずこ)かからの絶叫が響いた。

「止めろ……止めろ、ルーラー……!!」




「〝赤〟のアーチャー(アタランテ)……!?」

　驚愕するルーラーを、〝赤〟のアーチャーが弓に矢を番えて睨み据えていた。その右腕は黒く濁り、悪霊に憑依(きせい)されていることが明白だ。

「何をやっているのです、アーチャー！　右腕に――」

　ルーラーの言葉を遮るように、彼女は矢を射ち放つ。

「黙れ！　貴様こそ、何をやろうとしている!?　子供だぞ！　彼らは子供であり、無害な霊に過ぎん。悪ですらない！　犠牲者だ、世界の機構(システム)に挟み潰された憐れむべき魂だ！　それを、どうして殺す!?」

　〝赤〟のアーチャーの言葉に悪霊たちは反応し、一斉に彼女の背中へと回り込む。自分を庇護しようという強い意志を感じ取ったのだろう。

　ルーラーには武器がない。そもそも、ここは幻影の世界だ。いくら殺し合ったところで決着がつくはずもなく、番えた矢にも効果はない。

　……あの弓矢は、〝赤〟のアーチャーの意志だ。この子らを殺すなら、殺してやるという単純な報復意志。

　同情を寄せているのか、とルーラーは睨む――睨み返される。

「アーチャー、貴女も英霊として理解しているはずです。その子らは救えない。彼らが生きるということは、仲間を増やすという意味に他ならない。そもそも、その子ら自体――安らかな場所に魂を帰還させることが慈愛です」

　〝赤〟のアーチャーは全く迷わず、その矢を射った。鋼の鏃(やじり)が石畳の床を貫く。悲しいほどに直向(ひたむ)きで、致命的に誤っている。

「何が慈愛なものかッ!!　救うことが聖女の役割だ！　オルレアンの乙女、戦場で剣を抜かず、旗を振ったは何が為だ！　殺さない為だろう！　その手を血塗れにしない為に――」

「――そう思いますか、〝赤〟のアーチャー」

　ルーラーは冷めきった声で告げる。それは、戦乱を駆け抜けた狩人が一瞬でも威圧されるほど、刃のように鋭い声だった。

「剣を使わなかったから、私の手が血に塗れていない？　まさか。――私はあの戦いに加担した。戦うと決めた。その瞬間から血に塗れたも同然です。甘く見ないで下さい。彼女たちを滅ぼすことに、躊躇(ためら)いなどない！」

　その言葉に〝赤〟のアーチャーは心底憤り、噛みつくように叫んだ。

「ならば、ならば。貴様は聖女ではない……！」

「いかにもその通りです、〝赤〟のアーチャー。誰もが私を聖女と呼ぶ、けれど他ならぬこの私だけがそう思ったことは一度もないのです」

　〝赤〟のアーチャーは愕然とした表情を浮かべた。聖女であれば、彼女たちを救える可能性がある。そう思っていたのかもしれない。

「此処は彼女たちの記憶の世界、残留思念が生み出した幻影に過ぎません。永遠にこの曖昧な世界で苦しませ続けるつもりですか!?　さあ、そこを退(ど)いて下さい」

　苦悶しつつも、〝赤〟のアーチャーは断固として立ちはだかる。

「……ッ……こと……わる……！　私が、私がこの子たちを見捨てたら、誰がこの子たちを愛してくれると言うのか!?　魂を帰還させると言ったな、ルーラー。それは昇華であり、ただの殺害に過ぎないだろう！　私は――」

　アーチャーとルーラーの言葉が停止する。アーチャーの背後に隠れていた少女が一人、ルーラーの前に進み出た。何とも茫洋とした表情――まるで、荒野に放り出された子犬のようだ、とルーラーは思う。

「ねえ」

　呼び掛けに応じて、ルーラーは膝を突いて目線を合わせる。どうあれ、彼女が今から行うことは間違いのない〝罪〟。せめて、そこからは目を背けない。

「はい、何でしょうか」

「あなたは……わたしたちをころして、へいきなの？」

　その言葉は剣となってルーラーの胸に突き刺さる。歯を食い縛る――堪える。

　救えるものなら、とうに救っている。助けられるものなら、とうに助けている。だが、できない。それはできないことだと、ルーラーは理解している。

「それでも。それでも、私たちは前に進まなければならないのです」

　食い縛った唇から、血が流れる。それを見た瞬間、〝切り裂きジャック(こどもたち)〟の動揺や恐怖が消えた。

「よせ……よせ、やめろ……やめてくれ……！」

　〝赤〟のアーチャーの背に隠れていた子供たちが次々と、ルーラーの前に出る。〝赤〟のアーチャーが引き戻そうとする――拒絶するように、子供たちは彼女の腕からすり抜けていった。

「――しかたないんだね」

「ええ。仕方のないことです。どうか、安らぎがありますように」

　終焉(おわり)を悟った猫のように。彼らは逃げることもなく、ルーラーの手を受け入れる。〝赤〟のアーチャーは理解してしまった。もう、どうしようもないのだと。彼女たちが死ぬのは必然で、覆すことのできぬ事実だった。

　何より、子供たちが彼女を拒絶している――だから動けない。この幻影の世界では、第三者として見届けるしかない。




〝渇いた魂を満ち足らし、餓えた魂を良き物で満たす〟




　詠唱は厳かに。そして速やかに彼らの存在を消滅させていく。これは繰り返しの死ではなく、文字通りの抹消だ。彼らは輪廻の軸から外れ、如何なる聖杯戦争においても〝切り裂きジャック〟として召喚されることはない。

　それは救いのようで、救いではない。サーヴァントとなることは、即ち第二の生を得ることであるが、彼らにとっては第一の生に等しかった。

　誰からともなく手を繋ぎ、じっとルーラーを見つめる。




〝深い闇の中、苦しみと鉄(くろがね)に縛られし者に救いあれ〟




　消えていく。天に昇るのでもなく、闇に沈むのでもなく、ただ霧のように世界へと溶けていく。

「ああ――」

　その間、ルーラーは全く厳然たる表情を崩さなかった。泣けば、子供たちは自分が死ぬことに悲しんでくれていると知って、世界に未練を残すだろう。だから、ルーラーは鋼鉄のように佇んでいた。




〝今、枷(かせ)を壊し、深い闇から救い出される〟




「しにたくないな――」

　子供たちの呟きに崩れ落ちそうになる――体勢を崩すことも許さない。欠片(かけら)の動揺もなく、ただ淡々と彼らを〝処理〟し続ける。




〝罪に汚れた行いを病み、不義を悩む者には救いあれ〟




　子供たちが一人、また一人と消えていくのと同時に悪夢のような霧の都(ロンドン)も消えていく。これは彼らの記憶で再現された場所であり、彼らが消えてしまえば必然、存在を許されない。

　そうして、暗闇の中。最後の少女が残された。彼女は無垢な瞳で聖女を見据える。

「わたしたちは、いなくなるの？」

「ええ。それが自然の摂理ですから」

「そっか。そうなんだろうね。わたしたちはどこにもかえれないし、どこにもいけないんだろうね。ぐるぐるまわって、ぐるぐるあるいて、どこにもたどりつけないんだね」

　そう呟いて、少女は笑って問い掛ける。

「――かなしい？」

「……いいえ。あなたたちは在るべき場所に向かうだけ。悲しむべきことではありません」

　硬い声で、聖女は応じる。

「だから、ないてはくれないんだ」

　聖女は泣いていない。心を分厚い殻で覆って、子供たちを冷徹に踏みにじる。悲しむ権利など存在しない。罪を裁くのではなく、ただ存在を許さない自分が――悼むことなど許されない。




〝正しき者には喜びの歌を、不義の者には沈黙を〟




　聖言を紡ぐ。

　少女は笑うでもなく、悲しむでもなく、虚無の瞳でそれを受け入れた。




〝――――去りゆく魂に安らぎあれ(パクス・エクセウンティブス)〟




「……かわいそうだね」




　聖女を憐れむ言葉を残して、最後の少女が消滅する――霧が晴れる。膝は折らない、屈さない。泣かない、嗚咽を漏らさない。生まれることすら許されない子供たちを、彼女は決して憐れまない。

　同情は犠牲者を呼び寄せるだけ。取り込まれてしまえば、全てが徒労に帰す。

　帰りたいだけなのに、と泣きじゃくる犠牲者(こども)たちをこの手で殺(あや)めた。誰の咎めもなく、誰も弾劾できない、ただ罪悪だけが刻まれた殺人行為。

　食い縛る唇からは、血が流れる。

　ルーラーは今、人間の業というものをその身に味わっていた。




〝それでも〟




　それでも、彼女は挫(くじ)けることはない。ルーラーは油断なく、〝赤〟のアーチャー(アタランテ)を見据えている。自分と共に巻き込まれたはずのジークの身も案じられる――が、彼女からわずかでも視線を外せば、致命的な状況に陥るという確信があった。

　現実に帰還した今も彼女は蹲り、体を震わせている。手負いの獣のようだ、とルーラーは思う。何であれ、〝赤〟のアーチャーが、我を失っているのは確かだ。

　……まだ敵だと決まった訳ではない。自分たちが立ち去った後、〝赤〟のアーチャー、ランサー、ライダーはどちらを選んだのか、確定した訳ではないはずだ。

　だがしかし、先ほどの様子では――。

「ルーラー……お前は、彼女たちを殺めたな」

　虚ろな声が、酷く夜の街に響いた。その声で、ルーラーも理解した。

「ええ。確かに彼女たちを殺したのは私です」

　彼女は敵だ。絶対に己とは相容れない――。

　ゆらりと立ち上がった彼女(アーチャー)は、全身を殺意で震えさせながら叫ぶ。

「そうか。お前も切り捨てる側か。あの子たちはただ、生きたかっただけなのに。それを踏みにじる側なのだな!?」

　瞳には涙と共に深い殺意が滲(にじ)み出ている。唇からは血が滴り落ちるほどに激昂している。

　わずかだが、彼女とは戦場で言葉を交わしたこともある――あのときの飄々(ひょうひょう)とした態度など微塵も見受けられない。

　敵と味方だからではなく、ルーラーが彼女の魂にも等しいものを傷つけたからだ。

　英雄には触れてはならない傷がある。〝赤〟のアーチャーにとっては、それが子供たちだったのだ。子供たち(ジャック・ザ・リッパー)を救わなかった以上、〝赤〟のアーチャーにとってルーラーは完全なる敵だ。

　〝赤〟のアーチャーは彼らが絶対に救えない存在だったとしても、それを救おうと足掻こうとしたのだろう。どれほどの苦悶と絶望を経ても決して諦めなかったのだろう。

「……仮令何を言っても、貴女は納得しないでしょう。〝赤〟のアーチャー」

「――あの娘たちは、救えたんだ」

「救えません。どうあれあの子たちは悪霊だった。あの子らには救われるという概念そのものがない。だからいくら温もりを求め続けても――その温もりを与えるべき者を、必ず台無しにしてしまう」

　〝赤〟のアーチャーが拳を傍の石造りの建物に叩きつけた。凄まじい破砕音と共に、壁が脆(もろ)くも崩れ去った。

「黙れ！　救えた……救えたんだ！　私の力では無理でも、聖杯の力で救えたはずなんだ！」

　聖杯の力で、と彼女は言った。それはつまり、聖杯に願いを叶えて貰(もら)うということ。

　しかし聖杯はシロウ・コトミネが支配しているはずだ。

　疑問を質そうとしたルーラーに対し、問答無用とばかりに〝赤〟のアーチャーは弓に矢を番えた。だが、それよりほんのわずかに迅く、霧が晴れて二人を目視した〝黒〟のアー(ケイロ)チャー(ーン)が、建物の屋上より〝赤(アタランテ)〟に狙いを定めていた。

「――猛々しきは神なる鉄槌なり(αστραπηχειμων)」

　放った矢は三連、いずれも籠められるだけの魔力を籠めた大盤振る舞い。ライダーやセイバーならばいざ知らず、〝赤〟のアーチャーにこれだけの破壊力を有する矢を防ぐだけの護りはない。中(あた)れば、ほぼ間違いなく即死だったろう。

　ただし、中れば――だ。

　石畳の床が爆裂し、巨大なクレーターを穿つ。ところが獣のように吼(ほ)え立てた〝赤〟のアーチャーは、三本の矢を恐ろしいほどに俊敏な動きで躱(かわ)しきった。四足で歩く獣のような動作は、さすがに野生で生きてきた狩人(ハンター)だと〝黒〟のアーチャーは苦い表情で認めた。

　だが、〝赤〟のアーチャーは今しがたの掃射にも全く関心がない。〝黒〟のアーチャーの方を見ることすらもなく、獣のように、鋭く息を吐き出し――〝赤〟のアーチャーはルーラーに対して、血を吐くような怨嗟(えんさ)と共に叫んだ。

「――許すものかッ!!　ルーラー、お前の欺瞞(ぎまん)に満ちた生を私は絶対に許さない！　偽の聖女、子供たちを救うのではなく殺したお前を――絶対に許さん！　聖杯を獲るなら、獲りに来い。一人残らず、このアタランテが射貫いてやる！」

　〝赤〟のアーチャーは苦悶に喘ぎつつ、敵対者(ルーラー)を睨み付けながら、迅速に後退していく。

　生前、アタランテの美貌に魅せられた男たちは一つの試練を課された。彼女との徒競走で勝利すること。敗北は死。それでもなお、諦めきれぬ男たちは次々と試練に挑み――そして、その悉くが敗北した。

　彼女に匹敵する速度を持つ者など、〝赤〟のライダー(アキレウス)くらいのものだろう。ギリシャの大賢者たるケイローンを以てしても、単純な走力では絶対に追跡できない。

「――逃げるか、〝赤〟のアーチャー」

　誇りを刺激すれば立ち向かうかと、言葉を放つ。だが、〝赤〟のアーチャーは〝黒〟のアーチャーを一瞥することもなく、素早く闇夜の中へと逃げ込んでいった。

「……追いつけそうにはありませんね」

　ルーラーにも知覚できる。ほんの一瞬で彼女は戦闘領域から脱し、あと一分も経たぬ内にこの街からも抜け出すだろう。恐らく彼女は斥候(スカウト)役であり、好機だったとはいえ、〝黒〟のアサシン(ジャック・ザ・リッパー)を仕留めようと動いた方が異例だ。

　恐らく、子供を救うためだったのだろう。しかし彼女の矢は〝黒〟のアサシンが持つ何かを解放してしまった。本来ならば霊核が破壊される――あるいはマスターが死亡することで、サーヴァントはこの世界との繋がりを断ち切られて消失する。

　だがそうはならず、〝黒〟のアサシンは結果的にあの地獄を再現してしまった……。

　ルーラーは頭を振って、ひとまず思案すべき事柄を振り捨てた。この区域の安全は確保された、ジークを捜さなければ――。

「ジーク君！」

　軋み、悲鳴を上げる心を叱咤してルーラーは周囲を捜す。あの霧にはジークも一緒に取り込まれたはずだ。自分は耐えられた、だが果たしてあの無垢としか言いようがない少年は耐えられるだろうか――？

　直後、ルーラーは胎児のように丸まったジークを発見した。抱き起こし、呼び掛ける。

「しっかり……しっかりして下さい、ジーク君！」

　弱々しく震えながら、ジークが目を覚ます。良かった、とルーラーが胸を撫(な)で下ろす暇もなく、彼はルーラーの腕を掴んで問う。

「ルーラー。あれは、何だ」

「ジーク君……どうか落ち着いて」

　だがジークはどこか張り詰めた、混乱しきった表情でルーラーを問い詰める。

「あれが普通の人間なのか？　魔術師ではない、ただの人間たちがあんな簡単に地獄を作り出せるのか？」

　ジークの衝撃は相当に大きい。サーヴァント、彼らは規格外の力故に人間の世界から外れた存在だ。魔術師、彼らは人間でありながら人の理(ことわり)から外れた者たちだ。

　そしてホムンクルスを除けば、彼が出会ったことのある人間などわずかでしかない。逃げた先の村で出会った老人と、今日街で出会った人間くらいではないだろうか。

　無論、彼とて人間に完全な善を求めてまではいなかっただろう。

　だが――悪ではないと信じていたはずだ。自ら望んで、この世の地獄を作るほどではないと考えていたはずだ。

　今にも泣き出しそうな彼にどう伝えればいいのだろう。彼らとて、望んで地獄を作り出した訳ではないと言えばいいのか。人間の生存本能が悪を許容してしまうからだとでも伝えればいいのか。違う、彼は人は善良な存在だと信じたいのだ。

　けれどルーラーは知っている。それは違う、と。

「……恐らく、貴方が見たものを私も見ました」

　ジークは驚いたようにルーラーを見る。

「いいですか、ジーク君。貴方の問い掛けたいことは、私にすら答えられるものではありません。どうしようもない非道をあらゆる言い訳でやってのける無垢なる残酷さ、それは確かに、人間の内側(なか)に存在します」

　他ならぬジャンヌ・ダルクもそれを体験している。裏切られ、生命と誇りをあらゆる手段で蹂躙(じゅうりん)された。あれが邪悪でない訳がない。そして、そんな蹂躙を行ったのは生まれながらの悪党でも悪に育てられたのでもなく、ただジャンヌ・ダルクの敵方についたというだけの平凡な人間たちだった。

　そしてまた、ジャンヌ自身もそうだ。故郷を救うため、主の嘆きを止めるために――信じて悪を為した。

　だから、聖女は人が悪に堕ちることなく悪を為すことを理解している。

　一つ一つは善でも、総体として悪であることを認識している。

　それでも――。

　ジークの両手を掴んで強く握る。表情を見られたくなくて、顔を伏せた。

「それでも。まだ、諦めないで下さい。どうか、どうか……」

　人間を見限らないで下さい。

　そういうものだ、などと諦めないで下さい。人に醒めることは簡単で、人を憎むことはもっと簡単で、人を愛し続けるのは難しいことだから。

「貴女は――」

　ジークが口を開く。顔を上げることなく、ルーラーはその言葉を聞く。

「貴女は、まだ諦めていないのか」

　人を悪だと認めず。

　人を醜き邪(よこしま)なる存在だと認めていないのか。

　それでも――の後に、何も言葉が継げないほどの失望を抱えても。

　聖女(あなた)は人間を愛しているのだろうか。

　顔を上げる。少女の笑みは、気高さに満ちていた。

「ええ。諦めてなどいません」

　誇るような言葉が、ジークの混乱と嫌悪をぎりぎりのところで押し止めた。ジークとてジャンヌ・ダルクの過去は識っている。

　あれほど非業の死を遂げた少女が、まだ諦めていないと言ったのだ。ならば、己のような未熟者風情(ふぜい)が諦めるべきではない。

　自分はまだ世界を何も見ていない、結論を下すにはあまりに早い。

　無論、あの光景を思い出すだけで吐き気を催すほどの嫌悪がある。ルーラーは諦めていないと言ったが……それはつまり、このルーラーが諦めないと思わなければならないほどに――。

　世界は不定形の悪に満ちている。

　陰鬱(いんうつ)な感情を圧(お)し殺して、ジークはどうにか立ち上がった。




「終わったようですね」

　ジークが振り返ると、〝黒〟のアーチャー(ケイローン)が空から優雅に落ちてきた。羽のような身軽さで音もなく着地する。

「ええ、巻き込まれた方々の治療は必要ですか？　私も多少ならば」

「昏倒している人間たちは、重傷ではありますが死に至るほどではありません。既にマスターが手筈を整えています」

「それで子供たちは――」

　ルーラーの不安そうな顔に、〝黒〟のアーチャーは安心させるように笑った。

「意図的にあの『霧』からは排除されていたようです。お二人と戦った際の擦り傷程度のものでしょう」

「そう、ですか。良かった……」

　少女が胸を撫で下ろして安堵する。〝黒〟のアーチャーは報告を終えると即座に霊体化して、マスターの下へと向かった。

「これで、終わったのかな」

「ええ。少なくとも〝黒〟のアサシンに関しては……何もかも、全て終わりました」

　ジークはぼんやりと霧の中で垣間見たあの光景を――より正確には、あの声を思い出す。

　殺意を籠めて弾劾する〝赤〟のアーチャー(アタランテ)と、それに冷徹な声で応対するルーラー。

　〝赤〟のアーチャーは幾度も詰(なじ)っていた、子供たちを殺したと。倒れ伏していたジークはもしかすると自分たちが〝黒〟のアサシンから庇っていたあの子供たちか、と愕然としていたが、どうやら〝赤〟のアーチャーが言っていたのは幻影の世界に現れた子供たちのことらしい。

　ジークは一般常識はともかくとして、あの子たちがどんな存在であるかは理解している。

　サーヴァント、〝黒〟のアサシンを成立させるための子供たち……つまり、〝切り裂きジャック〟の大本のような存在だ。当然ながら既に死んでいる。

　かと言って、放置しておけば無力な人間に憑依していたかもしれない。そうなった場合、人間の肉体を得た〝切り裂きジャック〟が出現していた可能性は高い。

　無論、低級な悪霊だ。せいぜい趣味嗜好を殺人に駆り立てるくらいが関の山で、魔術的な力は一切持ち合わせていなかっただろう。

　それでも間違いなく犠牲者は出る。だから、ルーラーが子供たちを殺した――洗礼詠唱などの術式を用いて浄化させたのだろう。それは正しい、間違いなく正義と呼ぶに相応しい行為だと、ジークには判断できる。

　なのに、何故〝赤〟のアーチャーはルーラーを罵(ののし)っていたのか。そしてルーラーは、そのことを認め続けていたのか。

　不合理だ。不合理にも程がある。生前に様々な業績を積み上げた英霊だというのに、それはあまりに理不尽だと思わないのか。

　ジークがルーラーに問い掛けると、彼女は愁いを眉宇に漂わせて呟いた。

「――恐らく、〝赤〟のアーチャーはああいう『邪悪』を見たことが無かったのでしょう」

「見たことが……無かった？」

「地獄には様々な形があります。なるほどアタランテは魔性の存在に虐殺された村を見たことがあるかもしれない。悪逆非道な王の圧政を見たことがあったかもしれません」

　けれど、あの地獄はそれとは違う。致命的に違うのだ。あのホワイトチャペルには正義がなかった。正義など、何処にも存在しなかった。

　だが――邪悪もなかった。女王も、医者も、警官も、犯罪者も、娼婦も、孤児も、全てが悪でも正義でもなかった。ただ、空が重かった。あまりに重たい灰色の空が、彼ら全てを押し潰そうとしていたかのようだった。

　なるほど〝切り裂きジャック〟は悪だろう。だがその発端は、見捨てられた子供たちの――ただ、安息の場所へ還りたいという、ささやかな望みだった。

「……だから、君は謝っていたのか？」

「はい。覚えておいて下さい、ジーク君」

　振り返る――ぼんやりとしたガス灯に照らされた、儚い笑み。

「正義と悪は、立ち位置が複雑で幾らでも切り替わるものです。私は少なくとも、〝赤〟のアーチャーにとって明確な『悪』でしょう」

「君が、悪……？」

「ええ。〝赤〟のアーチャーが言っていた通り。私は自分でもそう思っているのです。私は――聖女などではありません」

　聖女ではない、とルーラーは言った。

　それは自身の否定であり、彼女を慕った者たちへの偽りである。ジークは驚いて、少女を見つめる――ルーラーが目を逸らす。

「さあ、帰りましょうジーク君。モタモタしていると、貴方のサーヴァントが怒り出してしまいそうです」

　誤魔化すように笑って、彼女は歩き出す。ジークはその後を大人しくついていくことにした。彼女の背中を見ながらジークは平凡な人間たちによる、邪悪な地獄を思い出す。

　自分はこれから、幾度となくあの光景を思い出すのだろうと確信する。その度に揺らぐのだろう、人間という種を信じられなくなるのだろう。

　個々人としての人間は好きになることがあるかもしれない。だが、それは圧倒的な悪性に押し流されるだけの、小さな善性でしかないのかも――。

　ジークは人間と、人間が織り成す世界を考える。

　いつか自分は結論を下すことができるのだろうか。




　人は善性である／人は悪性である。




　あるいはそのどちらかでもない、未知の概念で人間を認定するのだろうか。ジークには分からない。生まれたての人工生命体(ホムンクルス)には、あまりに荷が重すぎる。

　生誕した感情による混乱、状況の異常さによる混乱、今なお見えぬ己の行き先。

　頭の中はぐちゃぐちゃで、信じられるのは自分のサーヴァントと彼女(ルーラー)の笑顔くらいのもので――。




〝私は、聖女などではありません〟




　先ほどの告白は、とても大切なこと。忘れてはならないこと。ジークはそう思った。でも、言葉の意味が分からない。

　誰もに認められているはずの聖女が自分自身を悪だと自嘲し、まして聖女ではないと呟く理由など、皆目見当が付かない。

　問い質せば、答えてくれるのだろうか？

「……いや、駄目だな」

　すぐにジークはその考えを捨てた。何もかもを問うて、何もかもに答えを得てしまっては、多分駄目なのだ。自分で思考し、自分で理解しなくては。

　それがもしかすると永遠に答えのない問いであろうとも、暗闇の中に消えた答えであろうとも――。その答えを探すという、行動そのものを止めてはならないのだ。
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　〝赤〟のアーチャーは大聖杯が格納された神殿宝具『虚栄の空中庭園(ハンギングガーデンズ・オブ・バビロン)』に到着すると、淡々とした様子でマスターであるシロウに〝黒〟のアサシン(ジャック・ザ・リッパー )を討ったことを報告した。

「できれば、〝黒〟のアサシンにはもう少し後方で攪乱して欲しかったのですが」

　悠然と玉座に座る〝赤〟のアサシン(セミラミス)は、ふんと退屈そうに応じる。

「どちらでもよかろう。いずれにせよ、連中は間違いなく我らを追ってくる。総力戦になる以上、塵芥(ちりあくた)が余計な動きをしても困る」

「それもそうですか。……ああ、アーチャー。ちなみに〝黒〟のアサシンは何者か、分かりましたか？」

　〝赤〟のアーチャーは全く無気力に、退屈そうに応じた。

「討った輩のことなど、どうでもよいだろう」

「……ふむ。なるほど確かに仰る通りですが」

　微かに訝しむような視線。〝赤〟のアーチャーは面倒そうな表情で、それに取り合わない。それよりも、今は考えるべき事柄――憎むべき相手のことで精一杯だ。

「疲れた……報告は以上だ」

　そう告げて、彼女は王の間から退室した。マスターであるシロウが、妙なものを見たと首を傾(かし)げる。

「どうした、マスター？」

「……いえ。少し〝赤〟のアーチャーの様子が気になりまして」

「いつもと変わらぬと、我には見えたぞ」

　〝赤〟のアーチャーは、基本的に冷淡だ。無関心、という訳ではないが誰かが目の前で死んだとしても、眉一つ動かさないだろう。

　あまりにも厳しい自然の摂理に沿って生きてきたが故か。彼女は生と死に関しては、極めて冷徹で醒めた思考を有している――己自身も含めて。

　だから、討った相手が誰であろうと死んだことに変わりは無いのだから、どうでもいい。

　確かにそう考えれば、彼女の態度はいつもと然程(さほど)変わらない。しかし、シロウにはどこかしら違和感が拭えなかった。

　……それで気付く。彼女は「疲れた」と言った。仮にもアタランテともあろうものが、高々斥候(せっこう)を行ったくらいで疲れるはずがない。

　背を向ける直前、〝赤〟のアーチャー(アタランテ)の横顔をシロウは見た。

　数多の男たちが婚儀を申し込んだその秀麗な貌(かお)には、誰かへの隠しきれない憎悪と憤怒が滲み出ていた。




　〝赤〟のアーチャーは無言のまま、庭園を歩き続ける。記憶に刻まれたあの光景を振り払うように、どこか早足で。その前に、一人の男が立ち塞がった。

「……退け、キャスター」

　不機嫌そうに、アーチャーはキャスターを一瞥する。いつもと変わらぬ、海の底を思わせるように深く濁った笑みを湛えて、キャスターは言う。

「『昼の善良な者たちは項垂れ、微睡み(Good things of day begin to droop and drowse;)、黒き夜の化身が餌食を求めて蠢き出す(While night's black agents to their preys do rouse.)』……夜に囚われましたかな？　尊き駿足を持つ狩人よ」

　アーチャーはキャスターにうんざりした、というように服の襟を掴む――壁へ押し込む。

「私は疲れている。とても、疲れているんだ。だから黙れ、道化師」

　だが、道化師(キャスター)は黙らない。

「たかが斥候を務めただけで、お疲れになるような貴女ではありますまいて！　されば貴女は疲れているのではなく、怯えているのでしょう？　幽霊城の話を聞いて、眠りに逃避できなくなった童と同じように！」

「黙れ！」

　アーチャーの視線に殺意が滲み出る。これ以上何か戯れ言を弄せば殺す、そう目が宣言している。にも拘わらず――キャスターは笑みを崩さず、彼女に問う。

「――何を視たのです？　何を知覚したのです？　愚かなこと。何を視ようと、それは最早過去の残骸に過ぎませぬ。我々は過去の亡霊、亡霊が過去を悔やめばただの怨霊でしかない」

　何も知らぬはずの道化の言葉は、これ以上ないほどに弓兵の心底を抉り出した。

「貴様……!!」

　不意に、キャスターの肉体から気が抜けた。あっという間に、彼女が掴んでいた男はただの木偶(でく)人形に成り果てる。

　作家であるキャスターが使う魔術……というよりは、彼の絶大なる知名度と謎めいた経歴が織り成す奇術の類か。

「――我々は未来に生きねばならない。未知の世界にその身を委ねるために。アーチャー、貴女も視たいでしょう？　全ての子供が慈しまれる世界を！」

　彼女の背後に、キャスターが何時の間にか忍び寄っていた。己の願いを口にされたことに、アーチャーは再び掴みかかろうとして止めた。目の前の彼もまた人形のような気がしてならなかった。

　〝赤〟のキャスター(シェイクスピア)は薄い笑みを浮かべ、片目を閉じた。

「その為に、我々は大聖杯を起動させなければならない。是が非でも、ね」

「……お前は、本当に願いが叶うと信じているのか？」

「我らがマスターの言葉を聞いたでしょう？　あの大聖杯は、確かにマスターと貴女の願いを聞き届ける」

　その答えに、〝赤〟のアーチャーの顔が苦渋に満ちたものへと変わる。それはまさに、悪魔の囁きだった。

「私には――分からぬ。確かに彼奴(あやつ)の願いならば、私の願いをも叶える力があるかもしれない。だが……だが、本当にいいのだろうか？　あの願いは、本当に……正しいのだろうか？」

「さあ。それは吾輩にも分かりませぬな。いいえ、こう言いましょうか。保証がなければ決断できないのですか？　『するべきか、せざるべきか(to be or not to be)』――ならば、道化は笑うしかないですな！」

　アーチャーはキャスターをしばし睨み付ける――その目に、わずかながら生気が蘇(よみがえ)る。無言で彼から離れていく。

　その背に、キャスターは声を掛けた。

「ところでアーチャー殿。結局貴女は、どのような地獄を見たのです？」

　アーチャーは彼に背を向けたまま、ぼそりと呟いた。

「……世界の機構の一端だ。あそこには、神も、英雄も、魔獣も、悪王も、全てが亡い」

　魔性の存在が悪事を働いているなら退治しよう。

　神が暴れているなら宥(なだ)める方法を考えよう。

　だが、そのどれでもない。素晴らしいほど上手く噛み合っているが故に、弱者を食い物にするシステムが完全に整った世界機構。

　それを打破する手段は、たった一つしか残されていない。

　大聖杯の起動による、願望成就。それだけが今のアーチャーの希望だ。

「あれは、私の力では救えないものだった。……だが、あの女ならば救えたかもしれないのに、切り捨てた」

　憤怒に拳を震わせる――この質問が地雷だと理解していて、〝赤〟のキャスターは好奇心を抑えきれずに問い質した。

「あの女？」

　問い掛けに振り向いた〝赤〟のアーチャーの瞳は、怖気を震うほどの歓喜に満ちていた。

「ジャンヌ・ダルク。あの女は私が殺す。矢で射殺す、射殺せなければ爪で引き裂く、爪が駄目ならば牙で咬(か)み千切ってやる」

「おや、貴女の美しい爪と歯で可能なのですか？」

　瞳には変わらず狂気。そして〝赤〟のアーチャーは心底愉(たの)しそうに嗤う。

「可能さ。私はあの女を殺すためならば、バケモノにだってなってやる」




　アーチャーは立ち去り、キャスターはそれを見送る。見送るキャスターの背後に、何時の間にか〝赤〟のライダー(アキレウス)が立っていた。

「良く回る口ってのは、厄介なもんだな」

　辛辣な声に振り向く――キャスターは笑い出す。

「は、は、は。何しろ吾輩の武器はと言えば、言葉の短剣(speak daggers)しか持ち合わせておりませんで！」

　この男が親切心で悩むアーチャーに助言を贈った、などとライダーは考えていない。キャスターは明らかに含む何かがある。問題は、その含む何かが不明な点だ。

　極端な話、単純に言葉による惑わしで面白がっているというだけ……ということも有り得るのだ。

「それよりも、ライダー殿こそアーチャー殿を慰めに行っては如何(いかが)かな？」

　キャスターの言葉は正しい。確かに今は危うい〝赤〟のアーチャーを慰撫(いぶ)することが大切だ。だが、それよりも優先すべき事案が一つある。目の前の、キャスターについてだ。

「ふん。姐さんは後で慰めに行くさ。それより俺が気になるのは――」

「我々が何を待っているか、ですか？」

「そうだ。準備って言うがよ。一体、何の準備だ？　……〝黒〟の連中が遅かれ早かれやってくる。それへの対策って訳でもなさそうだしな」

「無論です。そもそも、そんな準備はアサシン――女帝殿がやるべきことでしょう」

「そりゃそうだ」

　この空中庭園は宝具であり、持ち主はあの全くもっていけ好かない〝赤〟のアサシン(セミラミス)だ。

　襲撃に対する策など、とうに行っているだろう。では、この魔術もロクに使えないはずの〝赤〟のキャスターは一体何をやっているのか。

「魔術が使えぬとはいえ、キャスターである吾輩には〝奇跡〟を織り成す技があります。今はそれの準備中、という訳です」

「奇跡――ね」

　それはつまり、宝具ということだろう。この空中庭園と同じで、必要なものが揃っていないのか、あるいは時間が掛かるのか。

　いずれにせよ、それは戦闘ではなくこの状況を打破するものではないか、とライダーは推測した。

「それでは吾輩これにて――――と、お待ちを。そう言えばライダー殿。〝黒〟のアーチ(ケイロー)ャー(ン)は、貴方の師匠であるケイローンだとか」

「……それがどうかしたか？」

「いえ。サーヴァントとはいえ、かつての師匠と刃を交わすことになった因果に、どう折り合いをつけているのかと」

「知りたいか？」

　是非とも、と頷いた。〝赤〟のライダーは迷わず、愛槍を編み上げるとキャスターに突きつける。

「お前にゃ、百年経っても分からねぇよ」

　険しい視線は、あからさまな敵意を伝えている。〝赤〟のライダーは決して我慢強い方ではない。現状がどうであれ、これ以上の愚弄はキャスターの命に関わるだろう。

　そして現状を認識しているのかいないのか、キャスターは平然と肩を竦めた。

「然様(さよう)ですか。なるほど、気高き戦士の誇りや魂は言葉で語るようなものではない。兵(つわもの)と戦う歓喜と悲哀が満ちて、とてもとても一言で表すことができない、と仰るのですな！」

「人の話聞いてねえだろお前！」

　――しかも、忌々(いまいま)しいことに。この何とも言い難い複雑な想いは、言葉に切り刻んでしまえば案外、単純明快になってしまうらしい。

「くそ、調子狂う」

　ガリガリと苛立たしげに頭を掻いて、ライダーは槍を消した。ランサーに愚痴でも聞いて貰おうか、とキャスターに背を向ける――またも声が掛かる。

「いつか、貴方の物語も書に刻みましょう。そこで質問です。悲劇が良いですか、喜劇が良いですか？」

　もう一度槍を突きつけて脅すのもうんざりなのか、ライダーはあっさり答えた。

「俺が駆け抜けた俺の人生だ。手前(てめえ)が勝手に解釈すりゃいいさ。ただまあ――」

　刹那、ライダーの心に過去が去来した。英雄と女神の子として生まれ、幼い頃に母と離別し、学び、戦い、人を愛し、人を憎み、戦って死んだ。

　それはきっと、言葉で表現できてしまうものなのだろう。シェイクスピアが紡ぐ無限無数の言葉によって、彼の心中までもを語り、露わにすることができるのだろう。

　けれど。それはやはり、物語に過ぎない。

　どれほどの言葉で的確に表現されようとも、己の生は己のものだ。だからまあ、喜劇であろうが悲劇であろうが、どちらでも同じこと。

　となれば、後はライダー自身の好みだ。

「喜劇にしてくれ。読んだ人間が、馬鹿馬鹿しいと笑ってくれるような。実際、踵だけが人間のままでそこを射貫かれて死んだなんて、馬鹿馬鹿しいにも程がある！」

　ライダーは己の人生を豪快に笑い飛ばす。それを見たキャスターは笑みを消して、深々と頭を下げた。

「畏(かしこ)まりました」

　幾許かのトラブルがあったとはいえ、ライダーは己を幸運だと信じている。

　少なくとも、この第二の生は悪いことばかりではない。かつて超えたいと願った背中があった。数多の英雄の師にして、あらゆる武芸とあらゆる知恵を持つ大賢者。

　戦い、超えることがいつか叶うだろうかと考えていた英雄がいた。

　それは戦場の日々で、いつしか置き去りにしていた願いだった。だが――叶ってしまった。叶ってしまった以上は、それを幸運と捉えよう。

　ただ――〝赤〟のライダーは、天草四郎時貞(シロウ・コトミネ)の願いが果たして世界を救済するに足るものなのかどうか、未だに迷っている。

　理屈は整っている。完全無欠に正しい。人の業をよく理解しているライダーは、彼の提案は、槍を置くに足るほどのものだと今でも思っている。

　だが……それでも迷いがある。あれは最早、人間という種に対する革命だ。一体世界がどうなるのか、予測がつかない。

　ただ、少なくともマスターは信じている。数十年の月日を経て、下した結論だ。恐らくライダーの考えるような疑念はとっくに踏破しているのだろう。

　拙速に過ぎるのか、それとももう遅いのか。英霊ですらも判断つきかねる問題だった。

　……天草四郎時貞は、地獄を見たはずだ。ありとあらゆる人間が虐殺されるその光景を確かに見たはずだ。そして、それでもなお全人類を救うことを欲している。

　だからこそ、〝赤〟のライダーは彼をマスターとして仰いでもいい、と決断した。

　それが間違っているとは、思えない。思えないが――。

　わずかな逡巡がどうしても残る。この想いは人類の救済が正しく成立したと分かるまで、消えることはあるまい、とライダーは確信した。
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　〝赤〟の各サーヴァントには、『虚栄の空中庭園(ハンギングガーデンズ・オブ・バビロン)』内部にそれぞれ私室が与えられている。無論、霊体化すれば済む話であるが、やはり実体化し続けることを好むサーヴァントは多い。まして、魔力供給の不安がないとなれば尚更だ。

　とはいえ、内装は素っ気ないものだ。眠りや食事が不要なサーヴァントにとって、私室とはただ単純にプライベートを保護する意味合いしかない。そのプライベートとて、この世界に召喚されてきた役割を考慮すると、ほぼ無用の長物と言えるだろう。

　しかし、今の〝赤〟のアーチャー(アタランテ)には孤独が必要だった。

　ベッドに座り、革製の籠手を脱ぎ捨てる――変色した右腕を見る。十重二十重(とえはたえ)と黒い蛇のような痣(あざ)が巻き付いていた。

　痛みはなく、不具合もない。だが、アーチャーには理解できる。これは極めて純度の高い〝呪い〟だ。恐らくは、〝黒〟のアサシン(ジャック・ザ・リッパー )のマスターを殺した際に巻き込まれたあれだ。

　〝黒〟のアサシンのおぞましい過去。子供の群れ、胎児の怨念。〝黒〟のアサシンが死んで拡散する寸前、自身に取り込まれたのだろう。

　無論、切り離すことは容易だ。アーチャーに解呪する手段はないものの、ここにはキャスターの力を持つアサシンがいる。あるいは、マスターでありサーヴァントでもあるシロウ・コトミネがいる。

　二人の手を借りれば、この右腕は難なく快復するだろう。

　しかし――アーチャーは、どうしてもその選択ができなかった。アサシンに力を借りたくない、というのは当然だ。あの女に己の弱味を見せるなど、冗談でも有り得ない。

　シロウ・コトミネは本来、アサシンのマスターだ。だから、当然ながら彼に依頼するのも抵抗感がある。

　……いや、それらは全て言い訳か。アーチャーは理解(わか)っている。自分は、この呪いを受け入れなければならない。この呪いは、彼女が何より愛した子供たちの怨嗟だ。

　幸い、所詮は低級の霊であるが故かさしたる苦痛もない。

　この呪いが、仮令己の破滅を呼び寄せるものであろうとも構わない。これは罰だ。彼女が受け入れなければならない罰だ。

　腐臭が漂う右腕に包帯を巻いて、彼女は腕をそれきり放置することにした。




　アーチャーが気付いていないことが一つある。右腕に憑依したのは、確かに低級の怨霊であり、アーチャー自身に何か影響を及ぼすほどのものではない。何しろ、サーヴァントは最高位に到達している英雄たちの分霊だ。

　そもそもアーチャーは憑依を拒絶することも可能だった。取り込んだ時点で、全く危険なく彼らを栄養分として貪ることすらもできた。

　なのに、彼女はそれを拒絶した。つまり、〝彼女たち〟が自意識を保ち続けることを望んでしまった。無論、怨霊どもに高等な知能などない。彼女たちは、ただ己の願望を囁き続けるだけだ。




〝かえりたい、かえりたい、かえりたいの。おかあさんのおなかに、かえりたいの〟




　囁くだけしかできない、全く無害なはずの怨霊。だが、その囁きに〝赤〟のアーチャーは恥じ入り、憐れみを寄せていた。

　それは最期の望みだけを声高に訴える怨霊たちに対して、決して持ってはならない感情だった。憐れみは感情を掻き乱し、次第に救えなかった己と救わなかった聖女への憎悪が膨れ上がっていく。

「構うものか」

　だが、〝赤〟のアーチャーはその憎悪を躊躇なく受け入れる。刹那的で破滅的なその感情は、どうしようもないほどに愛おしかった。

　己を憎み、あの女を憎めば憎むほどに――自分の愛情を証明できると確信できるのだ。

　だから今は牙を研ぐ。虚言の聖女を殺すために、〝赤〟のアーチャーはひたすら憎悪を育て続ける。
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　〝赤〟のキャスター(シェイクスピア)はライダーを見送り、自身の書斎へと向かった。キャスターのサーヴァントには、クラス別のスキルとして『陣地作成』が存在する。キャスターの能力、出自、あるいは職業によってランクは可変する。魔術師として高名だったならば、工房を上回る神殿の形成すらも可能だ。

　一方、魔術師ではない……例えば作家のような人間には神殿や工房など不要。必要なのは、執筆のための書斎である。

　〝赤〟のキャスターが構築した書斎には山積みの本、タイプライター（すぐに放り出した）、それからシロウが手に入れたパソコン一式（これも放り出した）――書斎机には紙とペン。

　おおよそ、キャスターというクラス名からは縁遠い。まさに書斎そのものである。無論、ゴミ箱の中に山と積まれた紙屑は、全てシェイクスピアの新作ということを考慮すれば、ある意味で魔法のような部屋であろうが。

　本棚の中から、〝赤〟のキャスターは一冊の本を取り出した。本の題名は『ウィリアム・シェイクスピアの喜劇、史劇、悲劇』――俗に〝最初の一冊(ファースト・フォリオ)〟と呼ばれる作品集である。

　……といっても、この本はシェイクスピア自身が出版したものではない。彼の友人が死後に作品を纏(まと)めただけに過ぎない。そもそも、彼の自筆とされる原稿は存在しない。

　彼はそれをしまうと、隣にあった分厚い革装丁の本を取り出した。本に題名はなく、作者の名前すらも刻まれていない。

　今、彼が手にしている本は先の一冊とは違う。これは正真正銘、彼の著作本である。だが――その書は未だ途中でしかない。

　愛おしげに、彼は途切れた文章に指を這わせる。

「――さて。ここまでは疑いなく、傑作の道を歩んでいるが」

　主人公には数多の苦難が必要である。最初から最後まで順風満帆な人生など、どこぞの凡人に任せておけば良い。劇的(ドラマティック)な部分が必要だ。それが悲劇であれ、喜劇であれ、あるいはそれ以外の何かであれ、特異な者にはそれに相応しい人生がある。

　その意味で、シロウ・コトミネは限りなく彼(キャスター)の理想に近い。願いが叶うにせよ、叶わないにせよ、彼の結末は、さぞ見応えのあるものだろう。

　ここにはこの聖杯大戦に関わる人物全ての本がある。

　既に敗北し消えていった者、無造作に殺された者も含めた全て。無論、あの田舎娘――ジャンヌ・ダルクの本もある。生前、英国の敵だからといって徹底的に虚仮(こけ)にしたのは、少し悪かった、と反省する。

　あれは哀れで狂った田舎娘などではない。そちらの方が遥かにマシだ。あれは己の罪を理解し、それでもなお聖女であることを止めぬ――絶望と戦う少女だ。

「聖人という存在を分類した場合、それは人を救い、我欲ではなく悪しき世の絶望と戦う者とするが妥当だ。ならば結果はどうあれ、当然二人は紛れもない聖人だ」

　民を救うため、故国を救うため、規模はどうあれ彼らは立ち上がった。

「だがしかし。二人は道を違えてしまった。全ての人類を救済すべく動き出した我らがマスターと、それを止めるべく動く聖杯の守護者。善意が互いの悪意へと裏返るという、何たる悲劇！　『名誉へ至る道は何とも狭く、二人並び立つほどの余裕はない(honour travels in a strait so narrow Where one but goes abreast.)』」

　二人の対立は避けられず、その構図はあまりに蠱惑(こわく)的だった。両者共に人を救おうとしているにも拘わらず、どうしても殺し合わなければならない相手。

「最終的には二人が対峙することを願いたいものだが――」

　彼は本を閉じ、もう一冊の本を取り出す。その本は先の豪勢な装丁とは異なり、白く素っ気ない、そして粗末な代物だった。

　これは、あのホムンクルスの本である。彼は幼く、拙く、そして平凡であるはずだった。否、今でも平凡の域を脱してはいない。彼が特異なのは、あくまで与えられた力によるもの。周囲の選択が、彼に特異であることを押しつけただけだ。

　しかし……しかし、だ。

　それでもなお、彼はこの聖杯大戦に生き残り続けている。短い生にも拘わらず、戦いを選択して足掻いている。人生と呼ぶにはあまりに短い月日は何とも濃厚だった。無論、ホムンクルスとは生まれながらに知識が与えられる――というより、知識を所有して生誕する人工生命体。その多くは退屈でありきたりで量産的だ(つまらない)。

　だからこそ、このホムンクルスの異常性が際立っているとも言える。

　退屈ではなく、ありきたりでもない。ただ、サーヴァントの異常性の方が遥かに強く、この聖杯大戦では目立たぬだけだが――相当に狂っている。

　英雄ではない。だが、平凡な存在でもない。運命に翻弄される哀れな少年だが、そのことを苦にしてはいない。

　ならば、この聖杯大戦における彼の役割は何だ。

　聖女の慰労か、マスターあるいはサーヴァントとしての戦力か、それともあるいは――彼こそが、この戦いの中心人物であるシロウ・コトミネ――即ち、天草四郎時貞に対峙するべき存在なのだろうか？

「……ふうむ、それはさすがに有り得ないか」

　天草四郎時貞と並び立つのは聖女ジャンヌ・ダルク。その認識に変わりは無い。恐らく、決戦にて彼らは再び対峙する。

　そこにホムンクルスが割り込む隙間などない。……いや、戦力として投入されることはあるかもしれないが、彼自身がこの戦いの根幹に当たる部分に手出しできるはずはない。

　だが、その可能性もそろそろ潰(つい)える頃だ。

　マスターの人類救済はまもなく開始する。シロウ・コトミネは救世主となるのか。それとも――人を救うことに、またも失敗する哀れな道化となるのか。いずれにせよ、キャスターにとって悲劇であれ、喜劇であれ、愉快極まる物語であることに間違いはなかった。







§§§







　〝赤〟のランサー(カルナ)は五人の元マスター――ロットウェル・ベルジンスキー、ジーン・ラム、ペンテル兄弟、フィーンド・ヴォル・センベルンたちが寛(くつろ)いでいる部屋にいた。

　円形のテーブルに五人が等間隔で座らされている。別に縛り付けられている訳ではないが、彼らは天井を見上げながら、呆けた表情で会話を行っていた。

「そう言えば、聞いた話によるとアトラス院で政変が――」

「見てくれ、このスクロールに刻まれた術式の精密さを。高くついたが、その価値はあるだろう――」

「ええ、そうね。はい、ええ、その通り――」

「ああ、オークションが待ちきれない。飛行機はいつまでこちらを待たせる気だ――」

「そろそろ刻印の継承を段階的に開始するのだが、私の息子はどうもいかん。魔術師たらんとする覇気に欠けている」

　既に五人の話題に統一感はない。正気と狂気の二重構造、彼らは全く正気で、本当に同じ状況にあるのなら、必ず同じ反応を示し、同じ言葉を呟くだろう。

　しかし、ここは彼らに与えられた一室だ。サーヴァントを召喚するより前に、〝赤〟の(セミ)アサシン(ラミス)によって毒を飲まされ、正気のままに狂気の世界へと誘(いざな)われた。

　彼らが体得した精神防御など、〝赤〟のアサシンからすれば紙細工のような装甲だったろう。彼らは殺されず――しかし、自由を与えられることもなく。ただ、ここで生き続けていた。

「――お主、また此処に来ていたのか」

　ぼんやりと、〝赤〟のアサシンが浮かび上がる。ランサーの目は誤魔化せない。彼女は単に思念をランサーに飛ばしているだけだ。佇む彼女も幻影に過ぎない。

「この庭園を護れ、というのがシロウ・コトミネの命令だが。現状、襲撃の予感はない。恐らく、明日の夜だろう。それまでは、元のマスターが指示せぬ限り此処に居る」

　〝赤〟のランサーの言葉に、女帝の顔が不快そうに顰(しか)められる。

　三騎のサーヴァント中ただ一騎、〝赤〟のランサーだけはシロウをマスターと認めてはいなかった。ライダーもアーチャーも、マスターがこの体たらくではと彼らを見切った中、ランサーだけはただ自分を召喚した、というだけの理由で彼らを護っている。

　別段、それはそれで構わない。どうあれ、結果的には〝赤〟のランサーもまた自分たちの手中にある駒の一つだ。

　だが、問題は五人のマスターだ。毒を飲まされ、精神は別の世界を彷徨っている――だが、正気なのだ。サーヴァントたちに異常を気付かせずに話を進めるため、彼らには直接的な害を何一つとして与えていなかった。

　世界最古の毒殺者、セミラミスといえどもこれほどの悪条件では満足のいく成果は出せなかった。つまり、いつ目覚めるか分からないということだ。

　ライダーとアーチャーが今更彼らに与(くみ)する訳がない。だが、ランサーはどうだろう。

　マスターとは言葉一つ交わしていない、それどころかマスターとしての権限が委譲されたにも拘わらず、彼は忠実なサーヴァントであり続けている。

　〝赤〟のアサシンが不信を強めるのも当然だ。もし彼のマスターが目覚め、指示を下せばランサーは間違いなく裏切るだろう。仮令、それがどのような状況であろうともだ。

　そこで、ある時点から〝赤〟のアサシンはもう誰も関心を向けなくなったこの五人を始末しようと目論んでいた。大したことではない、せいぜい散らかっていたゴミを片付ける程度の行いだ。

　だが、そこにこのランサーが割って入った。

「お前たちが彼らをどう認識しているかは勝手だが。オレのマスターが居る以上、好きにはさせん」

　淡々と、彼は五人を守護していることを告げる。以降、彼は空中庭園を警備するという退屈極まりない役割を受け入れつつも、〝赤〟のアサシンの謀(はかりごと)を未然に阻止し続けていた。

　無論、強引に突破するのは簡単だ。この空中庭園において、〝赤〟のアサシンは正に絶対的な権力者。〝赤〟のランサーを抑えて、五人を殺すことなど片手で事足りる。しかし、それは密かな暗殺ではなく、単純な戦闘行為。

　……つまり、マスターや他のサーヴァントに露呈する危険があるということだ。だからどう、という訳でもないがあまり見せて良い光景ではない。故に、〝赤〟のアサシンはランサーが立ちはだかる度に、渋々と引いていた。

　それでもここまで繰り返されれば、業を煮やすというもの。〝赤〟のアサシンは言う。

「いい加減に諦めろ、ランサー。彼らはこの戦いの間目覚めぬし、お主が命令を聞く義理もなかろう」

　彼女の声には隠しきれない棘(とげ)がある。ライダー、アーチャーの二騎は比較的分かりやすい、彼らは典型的な英雄だ。鼻持ちならない力自慢、技自慢、ご大層に名誉や誇りを掲げ、戦場を駆け抜ける愚かな勇者ども。

　だが――〝赤〟のランサー、カルナは彼らと何処かが隔たっている。出自、経歴、全てにおいて完璧な英雄であるはずの彼は、セミラミスが知る数多の英雄たちとは一線を画していた。

「マスターとサーヴァントの関係は義理ではない。契約であり、絆だ。アサシン、お前とてシロウ・コトミネに義理で協力している訳ではあるまい」

「いかにも。我とあやつはマスターとサーヴァントという契約で結びついている。しかしランサー。お主のマスターはシロウであって、此奴(こやつ)ではあるまい」

　アサシンはそう言って、〝赤〟のランサーがマスターと仰ぐはずだった男を指差した。

　嘲(あざけ)りを含んだ、並の英雄ならば我慢ならぬとばかりに突っかかるような笑いで挑発する。けれどランサーはその笑みに不愉快そうな様子すらも見せず、厳粛というか生真面目な態度で頷いた。

「確かにお前の言葉は正しい、アサシン。マスターとサーヴァントとして、これ以上ないほど正当に結びついているのは、こちらの陣営ではお前たちだけだ。マスターはお前を利用し、お前はマスターを利用する。だが、そこには互いの奉仕と信頼がある。お前は彼を裏切ることはできない、せいぜい想像するだけで精一杯だろう」

「――」

　ランサーの言葉に、アサシンは絶句する。今、あまりにさらりと自分(セミラミス)のもっとも深い部分にあった『何か』を指摘しなかったか、この英霊は。

　しばしの沈黙の後、〝赤〟のアサシンはのろのろと口を開いた。

「……今、貴様、何を、言った？」

「どうもこうも。お前はマスターを裏切ることはできない、向こうも信頼しているから正に理想のマスターとサーヴァントだと褒めたつもりだが」

　〝赤〟のアサシンはランサーを睨む。心外だ、と言わんばかりにランサーが首を傾げた。確かに彼は褒めている。褒めているつもりなのだろう。しかしそれは、

「何を……莫迦(ばか)なことを」

「馬鹿げてはいない。マスターとサーヴァントとしては理想的だ。マスターもまた、お前を裏切ることはあるまい。お前が裏切りには最大の罰を以て報復するからではなく、最善の手段として裏切らないことが大切だと理解しているからだ」

　――彼は、裏切らない。

　その言葉が、酷く尊いものに思えてならない。

　アサシンの動揺を他所(よそ)に、ランサーは更に言葉を続ける。

「だから理解しろとは言わんが納得してくれないか、アサシン。弱肉強食は世の摂理――とはいえオレたちは獣ではない。本能に被せるべき人倫が存在するはずだ。そしてそれは、百居れば百だけ異なる倫理だ。……その倫理が、オレにマスターを裏切らせない。オレはそういう風にできている」

　〝赤〟のアサシンの無用とも思える警戒も、〝赤〟のアーチャー(アタランテ)のあまりに冷徹な論理も、全てを承知の上でランサーは告げる。

「オレは此処で彼らを守る。こちらからは以上だ」

　幻影のアサシンは、玉座に座る本体が受けた衝撃を表すかのようによろめいた。

「……そう、か。いい、好きにしろ」

「感謝する、アサシン」

　幻影は消えようとした寸前、ランサーに振り向き、尋ねた。

「――なあ、本当にお主は我が裏切らないと思っているのか？」

「……愚問だ。アサシン、お前は恋しい相手を殺したくなる偏執狂(パラノイア)なのか？」

　その言葉に、幻影は酷く取り乱して消失した。

　ふむ、と呟いて〝赤〟のランサー(カルナ)は胸を撫で下ろす。恐らく、これでアサシンが彼らを狙うことはあるまい。

「――どうやら、オレの役割は済んだようだ。マスター、あなたとは言葉を交わすこともできなかったが、どうか幸運を」

「いいかな？　美味いコーヒーのコツは……」

　あらぬ方向を見て、架空の人間に喋るマスターに目礼するとランサーは霊体化して姿を消した。
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　そして〝赤〟のアサシン(セミラミス)は一人、玉座に座って茫然としていた。




　――お前は彼を裏切ることはできない、せいぜい想像するだけで精一杯だろう。




　何て妄言。今更ながらに怒りのような感情が、腹の中で煮え始める。

　血が沸騰しそうなほどに熱い。

「裏切ることはできないだと？　このセミラミスが――」

　馬鹿げたことを。裏切らないのは、あくまで目的が合致しているからだ。あれは人類を救済し、自分(セミラミス)は救済された人類を統べる存在となる。

　帝位に就くは自分一人。後は全て彼女の〝家畜〟である。虐げる訳ではない、管理と支配を行うだけだ。受肉すればそれも容易く叶えられるだろうし、大聖杯がこの庭園にある限りは魔力の枯渇を考える必要もない。

　後は〝黒〟の連中と雑作もなく決着をつけるだけ。全てが終われば、マスターを裏切ることも充分可能だ。

　ランサーめ、笑わせる。裏切ることはできる。ただ、裏切る必要がないだけだ。

　何だったら今すぐにでも裏切ってもいい。あの男の意志を消し、あの男のマスター権限を奪い取り、傀儡(かいらい)にすることなど簡単だ。

　そうだ。あの少年(こども)の我が儘(まま)に付き合う必要はない。奪えばいい。いつものように、幾度もやってきたように、言葉と指先と甘い毒で、全てを我が物にしてしまえ――。

　想像する。裏切られた彼の顔を。呆けたように驚き、徐々に事実を理解していくと醜く怒りに歪むだろう。そうして、それから悲しげに泣き喚く――。

「……いや、違うな。あやつは、そんな風に悲しみを露わにしない」

　多分、驚いて少しだけ目を見開くだろう。それから、彼(マスター)は――きっと笑う。

　上手くいかなかった、自分の六十年が無駄になった。

　なのに、悔やむことはない。何故ならもう、シロウ・コトミネは後悔を四百年前へ置き去りにしてしまっている。全てを許し、全てを救うと誓ったときから何もかもを。

　裏切りに怒ることはない。裏切りには対処するだけ、処置するだけだ。

　それは悲しい在り方だ。裏切りには嘲笑が付きもの、彼は裏切られる度に嘲笑われ、積み上げたものを蹴り飛ばされる。けれど、何度それを繰り返しても少年は一から積み直すだけだろう。

　裏切ったところで、裏切られた側は何とも思わない。絶望などとうに捨てている少年は、裏切った者を置き去りにして前に進む。

　背後から刃を突き立てる暗殺者(アサシン)は、絶対に追いつけない。

　ただ、彼の背中を見届けるだけしかできない。

　悲しい、悔しい、そんな激情ではなく――薄雲のように曖昧な寂しさを抱いた。
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第二章







　〝黒〟の陣営、ユグドミレニア一族のマスターとそのサーヴァントたちは再び会議室に集結していた。

　紆余曲折あったものの〝黒〟のアサシン(ジャック・ザ・リッパー )は討ち果たされ、後顧の愁いは消え去った。霧による被害に関しては、血族たちに任せておけば問題ない。アサシンに操られた子供たちが全員無事だったのは、不幸中の幸いだった。

「明日の昼、トゥリファスから首都ブカレストに向かいます。そこで飛行機に乗り換えて、『虚栄の空中庭園(ハンギングガーデンズ・オブ・バビロン)』に空襲を仕掛けます」

　――だから、フィオレのこの宣言にも驚くべきではないのだが。

「姉さん。空襲って空から地上への襲撃だから厳密に言うとこの場合は使われないんじゃないか、と思う」

「む。ど、どっちだっていいんですっ。カウレス、あなたもきちんと準備を整えなさい」

「いや、それはするけどさ。結局、空から行くの？　普通に？」

　フィオレは眉を顰(ひそ)めて、頷く。

「だって、いくら考えても迎撃されないのは不可能でしょう？　なら、一番安上がりの方法で、出来得るだけの擬装を施して行った方が効率的よ」

「はいはーい！　飛行機！　飛行機操縦できます！」

　〝黒〟のライダー(アストルフォ)が張り切って手を挙げた――が、フィオレは首を横に振る。

「飛行機の操縦は、ゴーレムにやって貰うことにします。サーヴァントの手を操縦で塞ぐ訳にもいかないでしょう」

「だって、ボクってば騎乗スキルＡ＋ランクなんだよ!?　ヒポグリフ以外にも、何でも操縦できるってとこ、見せつけたいじゃないか！」

「うふふ。そんな浅ましい動機であれば、益々そういう訳には参りません。……それに、いざというときヒポグリフを操れないでは、マスターを守れないのでは？」

「うう、そりゃそうなんだけどさぁ……」

「空中庭園に向かうメンバーは、〝黒〟のアーチャー(ケイローン)、〝黒〟のライダー、ルーラー、それから、〝黒〟のセイバー(ジークフリート)である彼。……それに私ですね」

「しかしマスター――」

　〝黒〟のアーチャーが反論しようとするが、フィオレは彼女にしては素っ気ない態度で反論を拒絶した。

「くどいです、アーチャー。私にもユグドミレニアの長としての誇りがあります。まさか、戦闘の途中で魔力切れなど起こさせる訳にもいかないでしょう」

　アーチャーは無言で引き下がった。フィオレの頑なな表情に、自分の言葉では通じないと理解したらしい。彼女は皆に言い聞かせるように言葉を紡ぐ。

「……最低でも、私は搭乗しなければなりません。私にはユグドミレニアの長としての使命があります。加えて、今回は通常の聖杯戦争と異なり十四騎が召喚されました。マスターとサーヴァントの経路(パス)が弱い可能性もあります。離れるのは、得策とは言えません」

　聖杯戦争におけるマスターとサーヴァントの関係は、突き詰めれば魔術師と使い魔の関係と同じだ。使い魔と魔術師の間には因果線(ライン)が結ばれており、基本的に距離は関係がない。だが、マスターとサーヴァントの間にある魔力経路は召喚の際に作成された擬似的なものである。ある程度の距離ならば、因果線が通じるがあまりに遠すぎると切れてしまう可能性がある、とフィオレは推測したのだ。特に、ユグドミレニアの魔術基盤であるルーマニアから離れてしまえば尚更だ。

　それはつまり、マスターが存在しないのと同じこと。『単独行動』スキルなしでは一日とて保(も)たぬだろう。

「姉さん、俺も――」

　フィオレは素早く、彼を制するように言った。

「カウレス。貴方は残りなさい。……フォルヴェッジの後継者は貴方です。危険な目に遭わせる訳にはいきません」

「――それは駄目だ」

　カウレスの返答に、フィオレは凍るような目で彼を睨む。それは、姉としての目ではなく魔術師としての目だ。

　だが、普段ならそれだけで意見を引っ込ませるカウレスが一歩も退かず睨み返す。

「……カウレス。この件は後で話しましょう」

　場に残った気まずさを振り払うように、ルーラーが尋ねた。

「飛行機ですか。……速度は問題ないと思いますが、接近すれば敵の良い的になることへの対策は見つかったのですか？」

　フィオレが眉根を寄せて、何とも困ったという感じで頭を押さえた。

「一応、三手は思いつきました。よろしいですか、では――」

　フィオレはアーチャーと共に練り上げた作戦の全容を語った。彼女が考案したという三手の内、二手は誰でも思いつく極めて妥当で効果的なものだ。

　問題は残る一手である。

　やや強引であるが、悪くはない――と〝黒〟のライダーは判断していた。ジークも少しは庭園に辿り着く確率が上がるだろう、と納得した。〝黒〟のアーチャーはアイデアを聞かされたとき、なるほどそれならわずかではあるが空での不利を解消できるだろう、と満足げだった。

　そしてただ一人、世間一般の常識を知るルーラーだけが顔を蒼白にさせていた。

「……ルーラー、どうかしましたか？」

　フィオレが首を傾げて尋ねる。ルーラーは溜息をついて首を横に振る。

「いえ、何でもありません。魔術師と人間の間に横たわる溝を今更ながら痛感しただけですから」

　とはいえ、これではあの〝赤〟のアサシン(セミラミス)の大宝具『虚栄の空中庭園(ハンギングガーデンズ・オブ・バビロン)』に肉薄できるというだけだ。

「これではどうしても足りません。あと一手、欲しいです」

　フィオレの言葉にジークが難しい、とばかりに唸った。

　まずそもそもの前提条件が厳しい。難攻不落の空中要塞、アタランテ、カルナ、アキレウス、セミラミス――いずれ劣らぬ最強ランクのサーヴァントたち。

　勝つ負けるではなく、どうすればあの空中要塞へと接近できるのか――。

　ルーラーがまず手を挙げた。咳払いを一つ、全員が彼女を注視する。

「我々が乗るものとは別に聖別した爆薬を搭載した飛行機を用意、それを高高度から庭園目掛けて墜落させるというのは如何でしょう」

　幾多の戦場を駆け抜けたルーラーが提案した戦術は、かなり過激だった。

「……だ、大胆ですね」

　フィオレが引き攣(つ)っている。〝黒〟のライダーは「おー」と感心したようにぱちぱちと拍手していた。

「けれど空中庭園は自律移動する城塞。宝具を統べる〝赤〟のアサシンも合わせて、恐らく随一の神秘を誇っています。聖別したとはいえ、ただの爆薬ではどこまで通じるか……」

「しかし、多少なりとも損壊させておかなければ潜入すら不可能でしょう。前回とは状況があまりに異なります。今度は、全力で迎撃してくるはずです」

　ルーラーの言葉は正しい。大聖杯の強奪の際は、地上から近くサーヴァントたちが迎え撃つという状況でもなかった。そもそも、シロウは意図的に〝黒〟のサーヴァントとルーラーを庭園に誘導した節がある。

　今回は違う。〝赤〟の側は、全力で〝黒〟の側を排除しようと動くだろう。

「その案は採用するにしても、やはり一手が足りませんね」

　〝黒〟のアーチャーの言葉にサーヴァントやマスター、果ては待機していたホムンクルスたちまで様々な意見を出し合ったものの、これといった意見は出なかった。

「飛行機ではなくて戦略爆撃機……ううむ、いずれにせよ破壊力のある武器が必要なのですが……ミサイル……バンカーバスター……いえ、不遜な名称ですがいっそ『神の杖』あたりを……」

　ルーラーの呟きの半分も、フィオレたちは理解できていない。ゴルドだけが「この聖女は世界を終わらせる気か……」と恐れおののいていた。

「ん？　それならこのホム――」

　カウレスがふと思いついたようにジーク(ホムンクルス)を指差そうとした瞬間、ルーラーが睨んだ。カウレスは慌てて手を隠す。

　ジークは生真面目に手を挙げてから発言する。

「俺が〝黒〟のセイバーとして、宝具を使用するのは一向に構わない。……だが、あの空中庭園の防衛機能――つまり〝赤〟のアサシンの魔術とぶつかり合った場合、敗北することはなくとも凌(しの)ぎきられる可能性が高いと思う」

　ジークはルーラーが聖旗で防いだあの魔術の威力を正確に算定している。あれだけならば、〝黒〟のセイバーの幻想大剣(バルムンク)で押し勝てる自信がある。

　だがしかし、〝黒〟のライダーによれば空中庭園には十一の迎撃術式が存在するという。もしルーラーに降り注いだあの魔術行使が一だったとすれば、単純に考えて十一倍。

　それでも敗北することはないだろうが、打ち勝てるという自信もない。確率的に高いのは、拮抗――全力で綱を引っ張り合い、双方疲弊するだけに終わるという展開だ。

　そしてそれは、〝赤〟の側にとってはともかく〝黒〟の側には最悪だ。

「拮抗では、〝黒〟のセイバー(ジークフリート)の力を浪費したも同然。それは悪手です」

　〝黒〟のアーチャー(ケイローン)の言葉に、ルーラーも同意する。なるべくなら力を使って欲しくはない。だが空中庭園に到達するために必要ならば、手を貸して欲しいというのも事実だ。

　その結果が拮抗に終わる確率が高い、というのであればどうにもならない。

　作戦そのものに穴はない。ないのだが――庭園に到達するには〝赤〟のランサー(カルナ)、ライダー、アーチャーの迎撃を潜(くぐ)り抜けなければならない。更に、庭園そのものにも防衛機能が備わっているだろうから、それも踏まえると――。

「……やはり、生存の確率は低いな」

　ジークの直截(ちょくさい)な言葉に、陰鬱な沈黙が会議室に漂う。ジークの言う通り、これだけしても確率は低い。飛行機は所詮、空飛ぶ鉄の塊に過ぎない。アーチャーの弓、ランサーの槍、ライダーの馬による突貫で易々と引き裂かれるだろう。

「――そうですね。この程度しか思いつかなかった私の無能さが原因です。ただ、空中庭園に対抗する手段など、然(そ)う然うありはしません」

　庭園と称してはいるものの、あれは最早一つの城塞だ。数百年を費やしたミレニア城塞など、あれの前では風船も同然。

　〝赤〟のアサシン――セミラミス。女神デルゲットと人間の男の間に産まれた伝説の女帝。鳩たちに養育され、成長してからは絶世の美女として謳われた彼女は、ときにイシュタルの化身とも同一視される。

　神秘の強さでは、恐らく〝赤〟のランサーであるカルナと良い勝負だろう。その彼女の宝具(きりふだ)である空中庭園。聖杯大戦の期間というひとときの奇跡だとしても。それは現代科学技術の結晶ともいえる飛行機など物の数にも入るまい。

「大丈夫大丈夫！　少なくともマスターと、あと一人くらいはボクが守れるから！」

　沈む雰囲気を殴って破壊するように、明るい声を〝黒〟のライダー(アストルフォ)が発した。その声には強がりなど一切無い。自信に満ち溢れた、まさに英雄だけが叫ぶことのできる言葉だ。

「ヒポグリフか？」

「うん！　前回の戦いでは本領発揮できなかったけど、今度こそはやってやるよ！　何しろマスターがキミだからね！」

　あっはっは、と笑ってジークの背中をぱんぱんと叩く。ルーラーは会議室の雰囲気が一転、呆れ半分ながら明るくなったのを感じ取る。あまりにも気楽で、あまりにものんびりとした発言だが、それ故にその発言は真摯であった。無理に盛り上げようとしたのではなく、心底からそう思っている戦士が一人いる。ただそれだけで、雰囲気は変わるものなのだ。

「それにほら。ボクは魔術関係は全然平気だし！　何しろ魔術だったらどんなモノでも攻略できる書物があるからね！」

　何より〝黒〟のライダーは頼もしい。本人の力量を補って余り有る豊富な宝具。

「まあ、真名を忘れているんで本領は発揮できないんだけどさ」

　そう。仮令真名を忘れていて、宝具の本領が発揮できないとしても――――。




「いやちょっと待って下さい。ライダー、今何て言いました？」




　ジークを含めた全員の視線が、〝黒〟のライダーに集中する。ライダーはきょとんとした表情で首を傾げ――。

「え、だからボクが持ってる宝具の書物。真名忘れてて、困ってるんだよね」

　おおよそ全く困ってない様子で、〝黒〟のライダーは朗らかに言った。







　――どさり、と〝黒〟のライダーがどこからともなく取り出した本が会議室のテーブルに置かれた。フィオレやカウレス、ゴルドといった魔術師の面々はゴクリと唾(つば)を吞む。

「これが、アストルフォの宝具……」

　ライダーが操る幻馬(ヒポグリフ)や槍のような縁遠いものとは異なり、魔導書(グリモワール)は彼らにとっても見慣れた存在である。

　そして、見慣れているが故に理解できる。この書物に秘められた、膨大な魔力を。

「……なるほど。これがあるからこそ、貴女の対魔力は私に次ぐランクにあった訳ですね」

　ルーラーは納得したように頷いた。確かに不可思議な現象だったのだ。騎乗兵(ライダー)の対魔力は基礎からして然程高くはなく、そもそもアストルフォという英雄にそんな伝説があるとも聞いたことはない。

　だが、善なる魔女がアストルフォに与えたという全ての魔術を打ち破る書は伝説に刻まれている。なるほど、これを普段から身につけているなら、大抵の魔術師では傷一つつけられまい。

「いやー。便利なんだよ、何しろ持っているだけでいいんだから」

「……あの、ライダー。いいですか？」

　フィオレは深呼吸しつつ、指摘する。

「これは真名を詠唱することで、本来の機能を発動させるものです。伝説によれば、確か全ての魔術を打ち破る魔導書ですよね？　……真名、忘れているんですか？」

「いや、実は喉まで出かかってるんだけど――」

「思い出して下さい、お願いしますから！　貴方次第で、あの庭園を攻略できるかもしれないんです！」

　ライダーの両肩を、フィオレは装着した接続強化型魔術礼装(ブロンズリンク・マニピュレーター)でガタガタと揺さぶる。

「わ、わ、わたっ、わたたっ！　待って待って！　思い出す！　思い出します！　いやむしろ思い出したから！　ホントホント！」

「本当ですか!?」

　フィオレだけでなく、アーチャーやルーラーといった面々も食いついて一斉に顔を寄せた。さすがのライダーもプレッシャーを感じるのか、汗を流して一歩退(さ)がる。

「えっとね。あのね。ボクが思い出せたのは、真名じゃなくて思い出す条件の方、なんだ、けど……」

「条件……ですか？」

「うん。条件は――月の出ない夜であること。その日なら、ボクは確実にこの魔導書の真名を発動できるよ」

　その言葉に一同が顔を見合わせる。

「月が出ない――ということは、新月でしょうか」

　フィオレの言葉に彼女のサーヴァントたる〝黒〟のアーチャーが同意する。

「月は古くから狂気の道標とされてきました。ライダーの理性が蒸発しているのが狂気故と考えた場合、月が隠れる日こそがライダーの理性が取り戻される日ということでしょう」

「新月は……今から五日後か。どうするんだ？　ユグドミレニア」

　ジークが問い質す。本来は翌日出発すべき状況だが、新月まで待てばライダーの宝具が解禁されるということになる。

　待てば待つほど、空中庭園はルーマニアから離れていく。ルーマニアから離れた場合、問題になるのは大聖杯の所有権だ。大聖杯を奪い返した場所がルーマニア外だったとすると、こちらの魔術基盤となる土地ではないために霊脈との接続が著しく困難になる。

　ユグドミレニアの長、ダーニックはかつてナチスドイツの力を利用して大聖杯を輸送したが、今の自分たちにそんな力はない。

　ルーマニア内と外では、ユグドミレニアの権勢がまるで異なるのだ。ルーマニア内部なら血族の生き残りを招集し、必要ならばルーマニア政府を動かして大聖杯をミレニア城塞に引き戻すことは可能かもしれない。

　だが、一歩国外に出てしまえばユグドミレニアの〝力〟は弱い。大聖杯を運び入れるなど、まず不可能だろう。魔術協会も聖杯大戦に敗北すれば、大聖杯を諦める訳ではない。

　つまりどういうことになるか――仮令この大戦に勝利したとしても、大聖杯はユグドミレニアの手に渡らないということだ。

　だが、五日待たなければ大聖杯を得るために余計なリスクを負うことになる。

　フィオレは決断を迫られる。

　……魔術師としては、〝黒〟のライダーの宝具を無視してでも大聖杯を獲るべきなのだろう。

　根源に至る。ユグドミレニアの力を世に知らしめる。そのためにも、大聖杯の起動は絶対的に必要な行為だ。

　もし、大聖杯をむざむざ取り逃がせばどうなる？　ユグドミレニアは終わったも同然だ。少なくとも、大聖杯を奪われて魔術師としての命脈はほぼ絶たれる。

　ユグドミレニアの長として、それだけは――。

「……悪い。ちょっと姉さんと話させてくれ。サーヴァントとジークは、今夜は戻って休んでくれ。明日、結論を出すから」

　行き詰まっていた思考を察知したのか、カウレスが手を挙げてそう言った。ゴルドは既に自分が口を出せる問題ではない、とばかりに率先して退出した。

　フォルヴェッジ姉弟に対して、〝黒〟のライダーは何か言いたそうだったが、ジークとルーラーが揃って肩を掴むと、無理矢理引き摺っていった。

　最後に〝黒〟のアーチャー(ケイローン)が苦悩するフィオレを見て――次いで、カウレスを見る。カウレスは無言で頷く。それを見てアーチャーは安堵したように微笑み、無言で退出した。

　そして、会議室には二人が残される。

　フィオレは車椅子を動かすと、窓から何も映らぬ暗闇を見た――まるで逃げるように。

「さて。姉さん、どうする？」

　冷然とした口調は、何ともカウレスらしからぬ一方で如何にも魔術師然としていた。フィオレは窓にその顔を映したまま応じた。

「多少のリスクは背負うべきです。私たち(ユグドミレニア)は、是が非でも大聖杯を奪い返さねば――」

「俺は、ここが分水嶺(ぶんすいれい)だと思う」

　最後まで彼女の話を聞くことなく、カウレスはそう言葉を割り込ませた。

「分水嶺って……何が？」

「姉ちゃんが魔術師になるか、人間になるかの分岐点ってことさ」

　――その言葉は、酷い悪寒をフィオレにもたらした。

「……何を、言っているの」

「ルーラーから聞いた大聖杯の進行方向から推測すると、あいつらはまず間違いなく黒海(こっかい)に向かっている。そこから何処に行くかは分からないけどさ。北に行くのか南に行くのか、それとも目指すべき場所があるのか――ともかく。俺たちが明日中に追いつかなければ、大聖杯は誰のものでもなくなる」

「それは、分かっているわ」

「ダーニック・プレストーン・ユグドミレニアはこの叛乱に全てを捧げた。血も、魔力も、財産も、全くもって何もかも賭け金に上乗せ(レイズ)した。これで敗北すれば、全てが無駄になる。五日経てば、高確率で勝っても無駄になる」

「それも、分かっているわ」

「だから大聖杯が欲しいなら明日中に出発するしかない」

「だから、何もかも分かってる！　カウレス、何が言いたいの!?」

　さすがに苛立ったのか、振り返ったフィオレがカウレスを睨む――怒りが、たちまちの内に雲散霧消する。

　カウレスの瞳は深い海の底を思わせるように昏かった。

「だけど。それは魔術師の選択だ」

「……魔術師、の？」

　当たり前だろう。それは全ての前提だ。フィオレ・フォルヴェッジ・ユグドミレニアは魔術師なのだから。

「あの大聖杯を、邪な存在に使用される訳にはいかない。だから勝たなければならない。そのために勝利への可能性を少しでも高くする。リスクよりは確率。……たとえ、大聖杯が手に入らなくとも」

　平然と、カウレスはそう言ってのけた。

「考慮に値しません。ユグドミレニアが――」

「ユグドミレニアはどうでもいい。姉ちゃんが一族の長であることも抜きだ。これは、姉ちゃんが魔術師であり続けるかどうかって問題だ」

　その言葉の意味するところを理解し、フィオレは顔を蒼白にして一歩退がる。怒りは消えた、代わりに目の前の弟が怪物になったような気がして恐れた。

「……私に、魔術師であることを止めろって言うの？」

「それを、姉ちゃんが選択しろ」

「そんなの決まっているでしょう。私は――」

　私は、魔術師であり続ける。あり続けなければならない。だってそうだろう、両親も親戚もそう期待しているし、血族は私が纏めなければならない。大聖杯で足を治療するという願いも叶えなければ――。

「……犬のこと、覚えてるか？」

　――呼吸が停まる。水底に沈ませたはずの記憶が、突然浮上した。

　ずるりと剥かれた犬の皮。苦痛の絶叫。「どうして？」と訴えかけるような、黒い、瞳――。ごきりごきり、と骨が折れる音。

　思い出すだけで、吐き気がこみ上げる。

「……覚えて、いるわ。忘れるはずない」

　車椅子の肘当てを握り締め、血を吐くようにフィオレは応じた。忘れよう、と何度も何度も思って。その度に忘れまいと誓い、フラッシュバックに耐え続けた。

「そうか。……だったら、姉ちゃんはやっぱり魔術師に向いてない。あんなもの、さっさと忘れてしまえば良かったのに」

　過去の思い出は大切だ。

　それが、魔術師として飛躍するためなら取っておくべきだろう。けれど、フィオレの記憶は何の益にもならぬトラウマに過ぎない。低級霊の降霊成功確率を、今更高めたところで何になろう。成功するのが当然で、失敗してもその対処は百通り考えられる。魔術師として鍛え上げられた彼女の魔術回路そのものが、つまらない憑依現象は拒絶する。

　……だから、記憶には意味などない。悲しく、辛(つら)く、目眩がするほどに不快な記憶ならば、忘れてしまったって問題ない。

　――ただ一点。犬と過ごした、あの穏やかな日々を忘れてしまうという事実を除けば。

「忘れられて、いい訳がないでしょう」

「どうして？」

　問い掛けるカウレスの声は穏やかで。フィオレは反発することも忘れて、素直に答えた。

「だって、あの子を忘れてしまったら。あの子はどこに行けばいいの？」




　この世界で、あの犬の存在を記憶しているのは――多分、自分と弟だけ。

　忘れられれば、その瞬間にあの子は消えてなくなる。存在したという確かな認識が消えてしまう。

　人は死人を忘れぬために墓を建てる。墓を見る度に、在りし日の姿を蘇らせる。

　生きているのと同じくらい、生きていたと証明するのは重要なのだ。

　だから、自分が忘れてしまえば。

　あの子は、どこにも行けなくて――。




「それは魔術師の合理からもっとも外れた感情じゃないか。……だから駄目なんだよ、姉ちゃん」

　駄目なんだ、という言葉にフィオレの呼吸が一瞬停まる――こくりと、頷く。

「……そうね。駄目ね。私は少し、迷いすぎたかもしれない」

　忘れるべきだった。だけど、忘れなくても大した支障はなかった。唾棄すべき半端さ、自身の才能で魔術師としての在り方を誤魔化し続けた。

　けれど、それももう終わり。幼年期はとうに過ぎ去り、彼女は階段を上るか下りるか決めなければならなかった。

　……上るべきなのだろう。魔術師であり続けるべきなのだろう。

　それは正しい行為だ。間違いなど一つもない、合理的な判断なのだろう。

　ああ、だけど――。

　夕暮れの中、墓を作った。今はもう風雨に晒(さら)され、どこに埋めたかも分からないだろう。それでも、確かに自分と弟は墓を作った。

　あの犬を悼み、あの犬の死を悲しんだ。それを消し去って、平気な顔で魔術師であると名乗る勇気が自分にはない。

　そう、そうだった。自分には、勇気がない。臆病で、小心者で、くよくよと考え続けるのが、自分の正体だ。

　胸に温かいものが満ちる。

　階段を上れなくなったことではなく、犬のことを決して忘れないようにと願う自分を、どうしようもなく愚かだと、弱いと思うのに――後悔、できない。

「――私は、もう上れない」

「……そっか。うん。姉ちゃんは、やっぱそれでいいと思う」

　限界だった。

　カウレスの言葉に、フィオレは背を丸めて泣きじゃくり始めた。




　フィオレ・フォルヴェッジ・ユグドミレニアは、戦いから降りる決意をした。聖杯大戦そのものから降りるのではなく、魔術師としての人生から降りようと決めたのだ。

「……五日、待ちましょう。ライダーがあの書の真価を発揮できるなら、迎撃されるリスクを減らせます」

「そっか。じゃあ姉ちゃんは留守番――」

　カウレスが安心したように胸を撫で下ろすと、フィオレは首を傾げて言った。

「何言ってるの？　そんな訳ないでしょう。私も当然ついていきます」

「はぁ!?　降りるんじゃなかったのか!?」

「カウレス。貴方こそ、何を言っているんですか」

　先ほどまで泣いていたのが嘘のように、平然とした表情で弟に告げる。

「魔術師としてのフィオレ・フォルヴェッジ・ユグドミレニアは確かに降りました。でも、それはそれとして聖杯大戦のマスターとして選ばれた責任はまだ残っています」

「うぐ。それは……」

　カウレスが呻く。確かに彼女の言う通り、魔術師であろうがなかろうがマスターとしての責任はまた別に存在する。

　まして〝黒〟のアーチャー(ケイローン)はまだ生きており、魔力を必要としている。

　聖杯大戦そのものも、ここで降りる訳にもいかない。それは魔術師であるかどうかではなく、マスターとしての誇りによって戦わなければならない。

「いい、カウレス？　私も飛行機に乗るわ。貴方はゴルドおじ様と此処に残りなさい。万が一のときは、全て貴方たちに託します」

「……いや、行く。行くよ、俺も。姉さんと同じだ。俺には、生き残ったマスターとしての使命がある」

　そう、未だカウレスはマスターだった。〝黒〟のアーチャーの魔力を、若干ながら供給している。だが、それはあくまでバックアップ程度のもの。本来はとうに聖杯大戦を降りているマスターに過ぎない。

「もう、バーサーカーはいないのに？」

　悲しげな問い掛けに、カウレスは真っ直ぐフィオレを見つめて答えた。

「バーサーカーがいなくても、一つ残らず令呪が消えていても、俺はまだマスターだ。そして何より、ユグドミレニアの魔術師だ。その責務がある以上、俺も行く」

　その言葉に、フィオレは息を呑んだ。

　ユグドミレニアの魔術師――その言葉が、意味するところを悟ったのだ。それは離別の宣言であり、一種の決意表明だった。

　わずかの間、二人は沈黙した。

「…………そう。カウレスはそっちを行くのね」

　寂しそうにフィオレは呟き、カウレスは平然と肩を竦める。

「俺としてはどっちでも構わないんだけどな。まあ、姉ちゃんがあっちに行くなら、俺はこっちに残った方がいい」

　カウレスは自身の願望ではなく。フィオレの行動に従って動いているに過ぎない。だが、それについては何の後悔もない。

　元より、彷徨い歩くような人生だ。人間でも、魔術師でも、どちらでも良いなんて全くもって半端な存在。それが姉の人生を確立させることに役立つなら――まあ、いいだろう。

「ついてきてくれないの……？」

「ついていく必要あるか？」

　縋るような言葉を、カウレスは躊躇いなく突き放す。これでいいのだ、とカウレスは思う。フィオレは寂しがり、傍から居なくなることを愁いている。だけど、それはいつか立ち直る別れに過ぎない。

　彼女は目指す方向を決めた。その先に何が待っているのかは分からない。ただ、決めた。

　失うものはあまりに大きい。魔術師としての栄光、人生、それらを全て擲(なげう)つのだから当然だ。それでも――フィオレはそちらに行きたいと願ったのだ。

　正しい、正しくないではなく。後悔を包み込むような決意だった。

「……寂しくなるわね」

「それはどうかな。五日後、二人揃って枕を並べて討ち死にって線もある」

「――ああ。当然そんな未来もあるかしら」

　ぼんやりとしていたせいか、未来を生きるよりは余程可能性が高い状況をすっかりと忘れていた己に気付く――気付いて、フィオレは思わず笑い出した。

　カウレスも合わせるように笑い始め、それから互いの顔が愉快すぎて笑い転げた。




　目尻の涙を拭い、カウレスは言う。

「最後の戦いだ。気張れよ、姉ちゃん」

　フィオレは答える。

「大丈夫よ。私は――アーチャーが、守ってくれるから」







§§§







　空には煌々(こうこう)と瞬く星。

　時折吹く風は冷たいものの、その身を震わせるほどではない。ミレニア城塞の見張り台から見下ろすトゥリファスは、ようやくその平穏を取り戻していた。

　魔術師たちが走り回り、一般人に暗示をかけてパニックを抑制し、医者に化けて医療を行い、警察に化けて毒ガスが自然発生したとの発表を行っている。代理で長となっているフィオレが、早速政府と交渉して非常事態を収めた。連続殺人鬼の事件も解決した、という方向で動くらしい。

　〝黒〟のアーチャーは星を見ながら、奇妙な断絶を感じ取る。異常が発生した訳ではなく、ふと心に浮かび上がったものがあった。

「――二千年程度では、星は変わらないのか」

　かつてギリシャで見た空と、ここトゥリファスで見る空とは異なるものかと思ったが、あまり変わらない。

　人間の生活は変わった。歴史は動き続けている。けれど世界そのものの在り方はさして変わっていない、とアーチャーは思う。

　戦い、愛し合い、思考し、指示を下し――。王と呼べる者は悉く絶えたけれど、その行動自体は、アーチャーが生前の頃と然程変わりはない。

　……それは、仕方のないことだと思う。

　人は知恵を育み、知識を伝えることはできる。だけど、体内に根ざした本能そのものまで変わる訳ではないのだ。

　変わったとしたら、それは最早人ではなく別の生物だ。

　それでも――人は、人以上の何かを目指すべきだったのだろうか。

「……馬鹿な」

　思わず漏らした呟きを、背後に立った者が聞き咎めた。

「アーチャー？」

　透き通るような声に振り向く。

「ああ、ジークでしたか。どうしました？」

　彼の背後に高確率で潜んでいるであろうライダー、ないしルーラーの姿を捜す。視線に気付いたジークが少しだけむくれるように言った。

「二人とも貴方のマスターと話をしている。俺は伝言を頼まれただけだ」

「伝言？」

「ああ。……追跡は五日後だそうだ。詳しくは、後で本人から話すそうだが」

「――そうですか」

　アーチャーはその言葉の意味を、よく理解している。それは、魔術師として非凡であった彼女が平凡な人間に向かうと決めたということ。

　だが、選択した。失うものが沢山あって、それでも選んだのだ。

　どんなに平凡な人間でも、いつしか選択を迫られる。人生の選択、進むべき道。

　後悔しない人間、迷わない人間は極めて稀少(きしょう)だ。けれど、迷わないことが正しいことではないとアーチャーは知っている。

　否、迷って間違ったとしても一向に構わない。

「アーチャー。聡明な貴方に、一つ質問がある」

　伝言を伝えたら、すぐに戻ると思っていたせいだろう。ジークがまだその場に残っていたことにアーチャーは少しだけ驚く。

「ええ、何でしょう」

　綺麗に誂(あつら)えた人形のように端正な顔立ちが、仄かな愁いを帯びる。

「俺には、分からないんだ」

　囁くような声が、星空に溶けて消えていく。

「分からない、とは？」

「……〝黒〟のアサシン(ジャック・ザ・リッパー )が、俺に見せたものがある」




　少年(ジーク)は語る。

　搾取する人間がいて、搾取される人間がいた。最終的な終着点は、ただただひたすらに摘み取られる無垢な生命。

　機能(システム)として完成していて、誰も悪くはなく、どこにも正義はない。

　それは一種の地獄に等しい光景だった。




「あれは確かに、人の全てではないかもしれない。……でも、気付いたんだ。もし、人間が総体として少数を犠牲にし続けるならば。目に見えにくいだけで、世界はあの地獄と然程変わりはないんじゃないかって」

　辿々しい言葉で、ジークは世界を弾劾する。

　世界は美しくなどない。世界は醜い。それは――一片の真実を含んでいる。

「……無論。俺は世界を知らない。だから、貴方にとってはつまらぬ考えかもしれないが」

　どこか拗(す)ねたように彼は言う。それが少し微笑ましい、とアーチャーは思う。

　さて……否定するのは簡単で、言葉に表すのも簡単だった。十の言葉で、彼の理論を破壊することができるし、百の言葉があれば説得するのも容易だろう。何より、ジークは自身の結論を否定されたがっている。世界は美しいと、ルーラーが告げた言葉を信じたがっている。

　けれど、アーチャーはそれを拒絶した。

「……かもしれません。ジーク、私が大地を駆けていたのは二千年以上前です。人は増えました。災害や戦いを乗り越え、繁栄し続けました。地球の長い歴史の中で、これほどまでに繁栄した種族は人間くらいのものでしょう。けれど、その二千年の間で人類が変化した訳ではない。本質的な意味では変わっていないのです」

　ジークは驚いた表情で、アーチャーの顔を見る。アーチャーはやりきれない、というように首を振った。

「私が育てた人間は百を下りません。英雄と呼ばれるに至った者は数知れず。無論、それは本人の才覚と努力によるものです。私はそれを後押ししたに過ぎませんが――」




　それでも。彼は教えを授けた弟子たちを誇りに思っている。

　医術の神として崇(あが)められたアスクレピオス、名高き英雄ヘラクレス、カストル、そして〝赤〟のライダーとして顕現したアキレウスまで。歴史に名を残した者も、埋もれた者も、皆立派な人間だった。




「あれほどの英雄たちがいて、それでも世界は変わることがない。それは当たり前です。本能を変えることは、どんな人間にもできない」

　どれだけ人間を鍛えたところで、空腹にならぬ人間はいない。もし成し得たとすれば、それは呪いか何かの類だろう。

　人間には知性があり、本能がある。知性だけでは生きることもできない、本能だけでは、ただの獣でしかない。

　知識の向上により、知性は発達した。本能を抑える術も増えた。だが――それらを無くすことは決してできはしない。

「けれど、歴史という大河の前ではあらゆるものが押し流されてしまう。仕方のないことです、仕方のないことですが……こうして二千年後の世界に居ると、私という者に意味はあったのか。そんな下らぬことを考えます」




　全く下らない。

　〝黒〟のアーチャー(ケイローン)はこみ上げた思いを即座に否定する。この世に存在する意味を持って生まれた命などない。あってはならない。

　存在する意義、存在する意味は自らが進み、作り出さなければならないのだから。




「……意味は、あるだろう。貴方は歴史に名を残している。星となって輝き、二千年後にまでその名を知られている。羨(うらや)ましい、と俺は思うぞ」

　唇を尖らしてそう呟くジークが、アーチャーには何とも微笑ましい。

「ありがとう、ジーク。さて、貴方の問い掛けには答えられません。ですが、許されるなら一つだけ助言を。貴方は既に答えを得ています。真実とは時に目に見えぬ、気付かぬもの。考えなさい。今の貴方が善であろうとするのか、悪であろうとするのかは分かりませんが、その心に導かれるままに考えなさい。助言を受け入れるのは有意義ですが、従うのは止めなさい」

「……結局、考えなければならないのか」

「面倒ですか？」

　ジークは無言で首を振る。思考は決して面倒ではない。ただ、あまりに考えすぎて立ち止まっているような気がしてならないのだ。

「そうですね。ただ考えるだけでは、堂々巡りになるだけです」

「……行動するのか」

　ジークの言葉にアーチャーは頷いた。

「その通り。行動し、決断しなさい。今の貴方は、この大地を二本の足で踏み締めることができる生物なのですから」

「……分かった。アーチャー、生きていくというのは大変なんだな。俺ですらこうなのだから、貴方がたのような英雄はもっと大変なのだろう」

　ジークの言葉をアーチャーは否定する。

「確かに生きていくことは多少なりとも大変かもしれません、けれど貴方が想像する程ではありませんよ。……むしろ、貴方の出発地点の方が余程過酷だったでしょう」

　自意識を持ったのは魔力供給槽の中。そもそも、そこから抜け出そうという考えからして異常だろう。

　自身の状況を理解し、絶望したのかもしれない。途方に暮れたのかもしれない。それでも、彼は前に進むことを選んだ。

　……それは、誰にでもできる振る舞いではない。大抵の英雄は生まれ持った力があり、才があり、神からの祝福がある。

　彼にはそれが一切ない。それがないままに――こうして、聖杯大戦という過酷な状況で戦い続けている。人間に可能性が秘められているならば、人に限りなく近付いた人工生命体――ホムンクルスにも、無限の可能性が秘められているのかもしれない。

「……別に、必死なだけだったと思うが」

　本人に自覚はないようだが。

「その必死さがあれば、貴方の悩みはいつか解決されるでしょう」

「そうか……ありがとう、アーチャー」

　ジークは律儀に礼を言うと、何かを考え込みながら歩き出していた。アーチャーの助言に忠実に、考え続けようとしているらしい。

「それはいいんですが、足下は気を付けて下さいね」

「分かっている……っと」

　言っている傍から、よろけた。きゃっ、と小さな悲鳴が上がったところを見ると、アーチャーのマスターとすれ違ったらしい。

「すまない」

「いえ、大丈夫ですから」

　そんなやりとりの後、見張り台へマスターであるフィオレがやってきた。車椅子では階段を上れないため、接続強化型魔術礼装(ブロンズリンク・マニピュレーター)を装着している。

「あのホムンクルスから、言伝(ことづて)は聞きましたか？」

「ええ。……五日後ということでしたが」

　〝黒〟のアーチャーは、それがもたらす意味をよく理解している。

「大聖杯は――」

「ええ。分かっています。アーチャー、幾つかお話ししたいことがあるのです。聞いてくれますか？」

「無論です、マスター。中に入りますか？」

「……いえ。このままで構いません」

　そう言って、フィオレは空を見上げた。アーチャーは城塞の灯(あか)りに微かに照らされる少女の横顔を見る――微かな涙の跡。




「願いを叶えることは可能かもしれませんが、大聖杯そのものを取り戻すのは難しいでしょう。恐らく、魔術協会に回収されます」

　もっとも大聖杯で願いが叶うかどうかも微妙なところだ。奪われた大聖杯が、どういう状況なのか分からない。さすがに破壊はされないだろうが、それはあくまでこちらの推測に過ぎない。

　何しろ六十年間、大聖杯を狙い続けた極東の小英雄だ。一体何を謀(はか)っているのか――。

「それは、ユグドミレニアにとってはあまりに不利益ですね」

　穏やかな声で、〝黒〟のアーチャーは事実を突きつける。そう、五日後に襲撃を仕掛けるというのであれば、それはほぼ敗北と同義なのだ。

　遅かれ早かれ、血族たちも知ることになるだろう。そうなれば、フィオレは一転窮地に追い込まれる。

「ええ。ですから、私はこの責任を取って……いえ、責任を取らないためにでしょうか。魔術を、手放そうと思います」

「……」

　沈黙。分かってはいたこととはいえ、アーチャーは気まずげに押し黙った。

　魔術師が魔術を手放す――それは己の人生だけではない、一族の長きに亘る歴史も全て捨てるという意味だ。

　それは想像を絶する苦痛であり、恐怖だろう。少しずつ積み上げていった大切なものを破壊するのだから。

「そんな顔しないで、アーチャー。……これでいいのです。私も、ようやく理解できました。アーチャー、私が魔術師失格だと気付いていたのですね？」

「いえ、それは――」

　穏やかな笑みは、アーチャーの嘘を許さない。

「……申し訳ありません。召喚されて以来、マスターと語らう内に薄々とそう認識していました。マスター、貴女はあまりに卓越した魔術の才能をお持ちでした。それは今でも疑いようのない事実です」

　アーチャーは真摯な表情で謝罪する。くすくすとフィオレは儚い笑みを零し、彼の謝罪を受け入れる。

「ありがとう、その言葉はとても嬉しいです。だけど――私には魔術師としての才能は無かった。合理的に思考して、魔術の研鑽(けんさん)のために全てを捧げることはできなかった」

「せめて、マスターが孤高の魔術師であったならと思います」

　それならば、聖杯大戦に巻き込まれることもなく、ましてユグドミレニアの長などに納まるはずもなかった。

　元より魔術師は好んで戦う訳ではない。ただ、譲れないものの結果として戦いが存在するだけだ。孤高であれば、その危険も少なかったろう。魔術の才を活かし、終生そのことに気付かないまま、次代へ後を託せたかもしれない。

　だが、それらは全て虚しい仮定に過ぎない。

　フォルヴェッジ家の嫡子として生まれ、ユグドミレニア一族の長候補として数多の期待を背負ってしまった。いつか、自分自身が気付いた。あるいは誰かが気付いた。

　それは恐らく、止めようにも止められない致命的な状況だったに違いない。カウレスの言う通り、確かにここが分水嶺だった。

「しかし。不遜な発言かもしれませんが――私は、だからこそ嬉しいのです」

「アーチャー……？」

「貴女は魔術師としてではなく、一人の人間として私を扱った。サーヴァントという必殺の兵器ではなく、共に戦う仲間として私を扱った。いえ、そういうお人好(よ)しの貴女だからこそ私が召喚されたのかもしれません」

　それは聖杯戦争において、極めて不要な感情だ。サーヴァントとの最後は離別しかない。

　どれほど心を通わせてもそれだけは変わらない。

　いずれ終わる交流。ならば、最初から互いをそう扱えば良い。マスターはサーヴァントを兵器として扱い、サーヴァントはマスターを燃料とする。

　ただそれだけで、良いはずなのに。

「そんなことありません。私はただ、アーチャーに嫌われるのが怖かっただけ……」

　何て人間らしい答えなのだろう、アーチャーは苦笑する。

　フィオレ自身もそれに気付いたのか、照れたようにはにかんだ。

「もう一つ聞いておきたいことがあるの。アーチャー、〝赤〟のライダー(アキレウス)と……戦ってもいいの？」

「……どういうことでしょう？」

「貴方とアキレウスの夢を視たの。幼い彼と、それを養育する貴方を」

　フィオレは自身が視た夢を語った。幼いアキレウスは、ただひたすらケイローンを尊敬し、敬愛していた。ケイローンもまた、彼を子供のように――そして、一人の英雄とすべく鍛えていた。

　家族……まさに、あれは家族そのものという光景だった。

「アーチャー、貴方にとってライダーは愛弟子(まなでし)なのでしょう？　そんな彼と戦うことが、私にはどうしても良いと思えない……」

　人間らしい感情で、人間らしい答えを告げる。

　やはり、良いマスターだと〝黒〟のアーチャー(ケイローン)は顔を綻(ほころ)ばせる。けれど、彼女の言葉は勘違いだ。誤りではない、だが――正しい訳でもない。

「マスター。確かに貴女の言う通り、もしかすると多少なりとも対立した辛さはあるのかもしれません。けれど、それ以上に私にとっては喜びの方が大きいのです」

「喜び……？」

「アキレウスが私の手元を離れたときは、彼が十(とお)に届くか届かないかという年頃でした。予言通りとはいえ、彼は英雄として振る舞い、英雄として戦い、死ぬその瞬間まで英雄であり続けました。その偉大なる功績に、ほんの少し私が役立てたことはたまらない喜びです。そして――」

　アーチャーは不敵な笑みを浮かべ、拳を握る。

「思うのです。比べたいと。かつて彼の拳は小さく、弱く、私を打つなど考えられもしませんでしたが、今は私を貫けるのだろうかと。彼の拙い槍捌きは、私の矢をあしらえる程になっているのだろうかと」

　それは戦士としての本能。この世に生を受け、武を修めた者全てに萌芽する闘志という身勝手で、純粋なる欲望。強き者であれば、親兄弟であろうが戦いたいというシンプルな思考だった。

「私はあの〝赤〟のライダーと戦いたい。……それは、嘘偽りのない本心です」

「では。サーヴァントとしてではなく、一人の戦士として？」

「……そうですね。無論、サーヴァントとして彼を排除する必要がある、というのも確かですが」

「――そう。ねえ、アーチャー。私は魔術師として失格かもしれませんけれど。もしかして、貴方もサーヴァントとしては失格なんじゃないかしら？」

　くすくすと、フィオレが笑い出す。

　アーチャーが自身の言葉を反芻(はんすう)し、神妙な様子で頷くのを見ると笑い声はますます大きくなった。




「……魔術を捨てることを、惜しいとは思いますか？」

　アーチャーが不意にそう尋ねた。フィオレはほんの少し悲しげな顔で俯(うつむ)き、囁いた。

「それはもう。身を切られるような痛みです。私にとって魔術は、大切なものだった。捨てることが惜しくて、痛くて、泣きたくなるほどに」

　この会話が終わると、フィオレは多分泣くだろう。

　それから、刻印の移植をカウレスに行うときも泣くだろう。

　己が身を引き千切られるような痛みに、しばらくの間は悲嘆に暮れるだろう。

「――良かったですね、マスター」

　返答としてはあまりに不適切な言葉を、フィオレは受け入れる。

「……ええ。私の人生は、決して無駄なものではなかった。選び、喪失の痛みを知らなければならないほどに、魔術は私の人生だった」

　だからこそ。

　だからこそ、別の道を歩くためには捨てなければならない。

　悲しいことではある、悔やむべきことでもある。けれど、それほど大切なものを抱ける人生など、然う然うありはしない――故に、喜びでもあった。

「ありがとう、アーチャー」

「私は何もしておりませんよ。貴女は貴女自身の意志で道を選んだ。そして、カウレス殿が背中を押した」

　その言葉にフィオレは首を横に振った。もし、ケイローン以外がサーヴァントだったとしたら、とてもこの選択を行うことはできなかった。

　深い森のように穏やかなこの青年が、ただ背中を見守ってくれていたからこそ選択ができたのだ。

「私のサーヴァントが、貴方で本当に良かった」

「マスターが貴女であることを、ただ望外の幸運に思います」

「五日後。私のことは気にせずに、思う存分その腕を振るって下さい。そうすることが、私とカウレスの身を守ることに繋がります」

　空中庭園に至るまでの障害をただの飛行機で踏破することなどできない。そのため、幾つかの対策（というよりは、まさに力ずくと呼ぶべき戦術だが）が考え出されていた。

　マスター(フィオレ)とサーヴァント(ケイローン)が別行動を取るのも、その策の一つである。サーヴァントはマスターを守るべき者、そのアーチャーが一ヶ所に留まっていてはマスターの場所を晒すも同然だ。

　故に、アーチャーはマスターを忘れて自由に動く。

「とはいえ、緊急時には令呪での召喚に応じます。何かあれば、必ずお呼び下さい。私はサーヴァントとしては落第かもしれませんが――射手座(サジタリウス)の星に懸けて、貴女をお守りいたします」
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　アーチャーはフィオレの手を取り、跪く。微かに頬を赤らめたフィオレは、手の甲への接吻(せっぷん)を受け入れた。

「私の時代にはなかった儀礼ですので、不作法であればお許しを」

「とんでも……ありません」

　そう言いつつ、フィオレは大切なものを受け取ったかのように両手を重ね合わせた。

　離別は近くて、確実だった。サーヴァントは分霊であり、もし次の聖杯戦争にケイローンが召喚されたとしても、それは決して此度の聖杯大戦に招集された〝黒〟のアーチャーではない。

「アーチャー。どうか、貴方に勝利がありますように」

　何が勝利で何が敗北となるのか、最早それすらも曖昧だけど。それでもフィオレは祈り、言葉に託すしかない。

　アーチャーは言葉を口にはせず、ただ穏やかな笑みで頷いた。
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　ジークと〝黒〟のライダー(アストルフォ)はトゥリファスを離れ、ブカレストへと向かう。フィオレから隠れ家(セーフハウス)を提供するので先行してそちらに向かって欲しい、と要望されたのだ。

　……何でも、あまり部外者には見せられない儀式を執り行うらしい。サーヴァントである〝黒〟のライダーはともかくとして、これから先も生きる可能性があるホムンクルスはなるべく離れた場所に置いておきたい、というのがフィオレの要望だった。

　何の儀式かは不明だが、自分が邪魔なら仕方ないとジークは承知した。何だったら労働力のホムンクルスも提供する、とのことだったがそちらは丁重に断った。

「私もすぐに跡を追いますから」

　ルーラーが両手を握り締める。ジークを見据える目はとても真剣だ。ルーラーはジークとフィオレに依頼された二つの仕事を片付けるため、ミレニア城塞に引き続き逗留することになる。要するに、最大の安全弁が存在しないということだ。

「いいですか？　ライダーにトラブルを起こさせないようにお願いします。これは私だけではなく、ユグドミレニアと〝黒〟のアーチャーを含めた全員からのお願いです」

　うん、うん、と背後にいたホムンクルスまでが一斉に頷いた。

「……分かった。〝黒〟のライダーは俺が何とか抑えてみる」

　ジークは決意を示すかのように拳を握る。

「おーいキミたち、いい加減ココにボクがいることに気付いてくれないかな？　いや、分かってるよね？　分かってやってるんだよね。畜生マスター含めてケンカ売ってるなコンニャロー！」

　そしてそれを傍らから見ていた〝黒〟のライダーが怒り出す。だが、フィオレたちの不安も無理はない。何しろ、理性が蒸発したと伝説に謳われるアストルフォである。ここトゥリファスにいるときでも大小様々なトラブルを引き起こしたのだ。

　その最大のトラブルは言うまでもなく、〝彼(ジーク)〟である。

「まあどうか落ち着いて下さい。私はライダーを信じています」

　〝黒〟のアーチャー(ケイローン)が穏やかな声で、ライダーの肩を叩く。

「アーチャー……うう、信じてくれるのは君だけだよぅ」

　ライダーが瞳を潤ませる。カウレスがジト目で呟いた。

「最後までライダーの見張りにつくかどうか、悩みまくっていたけどな」

「裏切り者ーッ!!」

　〝黒〟のライダーはアーチャーの胸をぽかぽか叩いた。まあまあ、とジークが宥める。そんな二人を柔らかな視線で眺めながら、フィオレはジークに告げた。

「私たちが合流次第、すぐ空中庭園に向けて出発します。今の内に、ホムンクルスたちへ別れを告げておいた方がいいかもしれませんよ？」




　――別れ。




　その言葉で、ジークは不意を衝かれたように硬直した。フィオレの言葉は当然だが、今更ながら実感する。ジークはこの仲間たちと、別れなければならないのだと。

「分かった。ライダー、少し待っていてくれ」

「ん。思う存分、別れてきなよ」

「ジーク君。別れは寂しいものです。記憶に刻んでおいて下さいね」

　ルーラーの言葉に頷き、ジークはホムンクルスたちに別れを告げる。

　大多数のホムンクルスは彼の別れの挨拶に軽く頷き、肩を叩くか頭を撫でるかして返答とした。

　さようなら、頑張れ、元気で、寂しくなる、死ぬな、負けるな、健闘を祈る、体を厭(いと)え――全てがありきたりで、全てが大切な言葉だった。

　一つ一つの言葉を噛み締め、ジークは最後にリーダー格のホムンクルスであるトゥールの下へと向かった。

「……行くのか」

　彼女は例の霧で大きなダメージを喰らったせいで、まだベッドから起き上がれない。意識は鮮明だが、立ち仕事をするほどの体力が戻っていないらしい。ゴルドの見立てでは、あと三日もすれば、元通りになるそうだが――。

「ああ。勝っても負けても、多分ここには戻らない」

　敗北すれば、恐らく死んでいる。勝利した、あるいは生き残ったとしても、トゥリファスに戻ることはない。

　……そのときの自分が、どうなっているかは分からない。人を悪と遠ざけるのか、人を善と信じているのか。

「そうか。それでいいんだろうな。……行け、お前には未来があるんだから」

　トゥールは軽くジークの手を握ると、柔らかに叩いた。ジークは神妙な表情で頷いた。

「本当にありがとう」

「……む？　礼を言うのはこちらの方だと思うのだが」

　ジークの言葉に、トゥールが首を傾げる。ジークは溜息をつく――どう説明すればいいのか。彼女たちが生きていることが嬉しい、ただそれだけなのだ。

　言葉に表すのに戸惑っていると、トゥールはくすくすと笑った。

「まあ、何ともお前らしい別れの挨拶だ。……お前なら、どこだって生きていける。お前は私たちの希望だからな。お前はきっと、何かとんでもないことをやってくれる。ここに居るホムンクルスは、皆そう信じている」

　とんでもない、か。

　現状でも、自分が〝とんでもない〟存在であるという自覚はある。とはいえ、それは泡(うた)沫(かた)の奇跡に過ぎない。聖杯大戦が終われば、誰でもあって誰でもない平凡な生物として生涯を過ごすのだろう――。

「そうじゃない。お前はきっと、とんでもないことをやらかすよ」

　くつくつと、心底楽しそうにトゥールは笑う。それが発作のような咳に変わったので、慌てて水を飲ませて退室することにした。

　一度も触れ合ったことのない者とも、一度ならず二度、三度と語り合った者とも別れの挨拶を交わした。

　同じ別れでも、本当にわずかだが微細な違いがあった。悲しむ者がいて、喜ぶ者がいて、寂しがる者がいて、期待を籠める者がいて――。

　些細な違いであるが、それが彼ら一人一人のわずかな個性なのだろう。どれほど同じように育成されたとしても、第三者が気にも留めなくても、それは大切なものだとジークは思う。

　……別れを惜しむ。その惜しむという感情そのものが大切なのだろう、きっと。

　全員に別れを告げて、門前で待っていた〝黒〟のライダーと合流した。

「別れは済んだかい？」

「……うん、大体は」

「そっか。じゃ、頑張ろう！」

　力強く手を握り締められる。その強さが頼もしく、嬉しかった。そして同時に考える。

　ライダーとも、いつか……いや、〝いつか〟ではなく確実に別れが訪れる。

　そのとき、自分は泣くのだろうか。笑うのだろうか。それとも、何も感じないのだろうか。できれば、何かを感じ取れるといい、とジークは思う。




　トゥリファスからバスに乗り、夕暮れを過ぎる頃にようやくブカレストに到着した。地図に従って歩き出す。途中、大柄の男たちに囲まれたこともあったが、幸い双方共に怪我はなかった。〝黒〟のライダーがかつて巨人を引き摺り回したという腕力で、傍にあった標識を両手でねじ曲げたのが功を奏したらしい。

「じゃ、行こうか」

　平然とした顔で、ライダーは歩き出した。……今のは、ライダーがその力を発揮しなければかえって大事(おおごと)になっていたし問題ないだろう、とジークは結論付けた。

　隠れ家として提供された家屋は、煉瓦(れんが)造りで閉鎖的という〝魔力滞留型建築物〟の典型だった。

　ジークは教えられた暗号と鍵によって、魔力でロックされた扉を解錠する。もうまもなく夜になる。夜のブカレストは物騒だ。……ジークとライダーの場合、あくまで〝物騒〟で済むが、二人に絡もうとする人間たちはそうはいかないだろう。殴られる、だけで済めばいいが下手をすると手加減を忘れたライダーによる頸骨が捻られた屍体が積み上げられてしまうかもしれない。

　中に入る。一階は居間と台所。二階には寝室があり、客間用のものと合わせて四つのベッドが用意されていた。さすがユグドミレニアの隠れ家だけあって、あらゆる調度品の贅が凝らされている。良質の本革製ソファー、ペルシャ絨毯(じゅうたん)、チューリップを模したクリスタルシャンデリア――到着早々、はしゃいだライダーがシャンデリアの一部を破壊したことには、目を背けることにした。

　魔術師の工房のようなもの、例えば地下室や屋根裏部屋といったものは存在しなかった。もっとも内側の壁にはよくよく注意して見れば、幾つかの警報術式が施されているのが分かった。壁を破壊される、あるいは周囲で何らかの魔術行使を感知するとベッドと連動して、強制的に覚醒させる仕組みのようだ。

　冷蔵庫に食料があったので、今日はもう家から出るのを止めることにした。ライダーは相変わらず、霊体化をすることなくはしゃぎ回っている。

　幸いにもライダーの被害はぶら下がることで金属部分が曲がってしまったシャンデリア一灯、跳躍三回で脚を完全破壊した客間用のベッド一台、食器洗いを手伝ってくれたことによる割れた皿三枚コップ二個で済んだ。外ならともかく、家の調度品が壊れた程度で魔術師たち(ユグドミレニア)は怒るまい。

　夜になった。ライダーは烏(からす)の行水のようなシャワーを終わらせると、すぐにベッドで眠りに就いた。一方のジークは窓越しに星の柔らかな煌めきを眺めて、〝黒〟のアーチャー(ケイローン)やルーラーの言葉を思い出していた。

　考える、行動する。

　言葉ではあまりに単純だが、それはずっとずっと難しいことだった。何しろ、人々が尊び、信仰していたルーラーやアーチャーですら時に悩んでいる。この世界に在り続けるだけなら簡単だ――呼吸をして、食事をして、排泄をして、睡眠を取ればいい。それを繰り返せばひとまず〝生存している〟と言えるだろう。

　これならジークも生存している。

　けれど、そこに他者が絡めば話は数段複雑になっていく。他者とどう関わっていくのか。その他者は悪なのか、正義なのか。……そして、自分自身は正義なのか、悪なのか。

　〝黒〟のアサシン(ジャック・ザ・リッパー )が見せた、あの悪が生産されていく街が正しいものだとは思わない。……だけど、もしかするとあの街で生きていた彼ら彼女らもまた、正しいと思っていなかったのかもしれない。

　では、どうすれば良かったのだろう。

　どうすれば解決できたのだろう。どうすれば誰も犠牲にせず、誰も悪にならず、全てが幸せになったのだろう。

「……分からない」

　恐らく〝黒〟のアーチャーのような賢人も、〝黒〟のライダー(アストルフォ)のような無邪気な英雄も、ルーラーのような聖人ですらこの問題は解決できないんじゃないか、とジークは考える。

　ジークの思考は正しい。

　悪しき存在がいれば、全力で戦い討ち滅ぼすが英雄だ。

　けれど、あの街にはそもそも悪が存在しない。あそこに必要だったのは、貧困からの救済、犯罪の抑止、そして何よりあの場にいた全住民の幸福だ。

　可能な訳がない。では放置することが正しいのか。いや、そうではない。目に留まった者だけを選んで救えばいいのだろうか――そんなはずがない。

「人類の……救済か」

　……そう言えば、人類を救済すると向こうのルーラー、天草四郎時貞は宣言したらしい。

　素晴らしいことだ、とジークは素直に思う。天草四郎時貞については、ジーク自身も調べてみた。聖人認定こそされなかったものの、彼が命を賭して打って出たことは誰の目にも正しく『義』と呼ばれるべきものだ。

　圧政に立ち向かうこと。人間扱いされなかった者たちに人間だと誇りを与えたこと。それは――自分にはとても出来ない、立派なことだ。

　敵対していて、その方法が恐らく間違っているとはいえ……人類救済が真実ならば、とても立派なことだ。そしてもし、その方法が間違っていなかったとすれば。遺恨を忘れ、皆はこぞって協力して――。

「……む？」

　ジークは首を捻る。抱いたのはほんのわずかな違和感。

　だが幾ら考えても、その違和感の正体が掴めない。夜も更けたため、ジークは諦めて眠ることにした。







　翌日。ジークたちは食事をするために（やむなく）外へ出ることにしたのだが、そのせいでトラブルに巻き込まれる確率が倍増した。〝黒〟のライダーは太陽の光を浴びると、ただでさえ高いテンションが更に高くなる。相手が犯罪者や犯罪者未満のチンピラ連中であれば、まだマシだ。

　最悪だったのは、夫婦喧嘩に首を突っ込んだときだ。

「思いっきり喧嘩して、憂さを晴らせばいいじゃないか！」

　二人を仲裁した〝黒〟のライダーの言葉がそれであり、最低の結論であった。結果的にその喧嘩は噴水で互いに水を浴びせながらの殴り合いに移行し、繰り出した顎(ジョー)への右フックで妻が勝利を収めた。

　……確かにその夫婦はライダーに礼を言うと、肩を組んで笑いながら帰っていったのだが。そこに至るまでの犠牲が大きすぎる――コーヒーショップの窓ガラスは割られ、水を浴びせられて服がずぶ濡れになり、引っ繰り返されたテーブルは壊れ、その上に載っていた料理の皿はジークの顔面に直撃し、皿にあったまだ食べていないパスタのソースはジークの顔を油でベタベタにした。

　そして弁償は何故かジークとライダーが背負わされることになり、ユグドミレニアから与えられていた予算の半分以上が、代金として請求された。

　仕方なしに、ライダーが何かを発見して立ち止まる度にジークが強引に引っ張っていくことになる。そしてライダーは頻繁にその足を止める。大道芸人を見つけては立ち止まり、子供同士の微笑ましいカップルを見ては立ち止まり、信号を渡るのに時間が掛かりそうな老人は迷わず手助けした。

「君は本当にトラブルが好きだな」

「うん！　だってトラブルは楽しいし人間も好きだからね！」

　満面の笑みでそう言われると、もうどうしようもない。確かにライダーは人間が好きなのだろう。ただ歩いている、ありきたりの人間を見ているだけで本当に楽しそうに笑っている。

「どうして人間が好きなんだ？」

「うーん、分からないや。逆に聞くけど、どうして嫌いになれるんだい？」

　そう言われると、ジークは困った。ライダーが笑い、見つめているものは正義でも悪でもなく、ただありきたりの人間たちだ。

　好意も悪意もない。ただの書き割り――言い方は悪いが、ジークにとってはその程度の存在でしかない。

「そうだね。書き割り書き割り。あの人たちはきっと、ボクたちと何の関わりもなく生きていく。悪いこともするし、善いこともするだろう。どっちに転ぶかは彼らの選択次第、でも――そこにボクが関われば、もしかすると何かが変わるかもしれないだろ。それが面白い！」

　笑い、笑って、〝黒〟のライダーはそう言う。両腕を振り回し、興奮したように叫ぶ。

「夜に出会ったチンピラはボクにぶちのめされたことで、真人間に戻ろうと思うかもしれない！　さっきの喧嘩夫婦は子供を作って、その子供が凄いことを発見するかもしれない！　そしてもしかすると、何も変わらないのかもしれない！　うん。だからこそボクは人間が好きで、もしかしてって話が大好きなんだ！」

　通り(ストリート)の真ん中でくるくると回り、踊る。その快活な様子に、道行く人々は半分迷惑、半分微笑ましそうにライダーを避けていく。

「そうか。……うん、それは……何となく、理解できる」

　ジークはライダーを見ながら思う。きっとライダーは、あの地獄を見ようと見まいと、あれ以上の地獄を直視しようとも、それはそれこれはこれとあっさり割り切るのだろう。

　人間が居る限り、人間と関わり続ける。面白いことが起きるように願いながら――。

「あ、こらこらそこの君！　ボクの財布を盗もうなんて駄目だぞ！　ほらほら、ナイフとか振り回すと危ないから――はい、ポキッ！」

　ジークは溜息をついて、トラブルをどうにか穏便に済ますべく走り出した。




「人が好きなのはよく分かったから、せめてトラブルを大きくするのだけは勘弁してくれ」

「ごめんなしゃい……」

　ジークの叱責に、さすがのライダーも悄然とした様子で頭を下げる。

「とにかく、もう昼過ぎだ。昼食を食べてさっさと戻ろう――」

　ジークがそう告げたとき、ライダーの顔が不意に鋭くなった。またトラブルか、と一瞬思ったが、それにしてはあまりに険しい表情を浮かべている。

「……ライダー？」

　訝しむジークの言葉を無視して、ライダーは唐突に走り出した。

「この気配……サーヴァントがいる……！」

　ジークは慌てて跡を追う。大通りから路地裏へ。周囲の人間たちが面食らって道を譲る。また何かに巻き込まれるかも――とジークは一瞬思ったが、それは杞憂(きゆう)だった。

　全力疾走するライダーには、夜にしか見せない勇敢な騎士としての威容が満ち溢れている。生半可な人間では、声を掛けることも躊躇うだろう。

　走る――ライダーの足は迅い。追いつくことは諦めて、見失わないように魔力を辿るのだけがジークには精一杯だ。滅茶苦茶な経路(ルート)は、ライダーが相手のサーヴァントに追いつくことしか考えていないからだろう。

「ライダー！」

「もうちょっとで追いつく……！」

　道途中で遊んでいた子供を跳び越し、猫に退いて貰って塀の上を走り、挙げ句に古いマンションの一室に乱入して、そこの窓から飛び降りた。

「いた！」

　先を行くライダーの叫びに、ジークの体にも緊張が走る。確かにサーヴァントがすぐ近くにいる。〝黒〟のセイバー(ジークフリート)をその身に宿したジークにも、知覚できた。恐らく、相手方も既に自分たちの気配を感知しているだろう。

　そうしてライダーが裏通りの角を曲がり、少し遅れてジークも続く。

　真昼だというのに、妙に薄暗くなった路地裏に、〝彼女〟がこちらに背を向けていた。

「あ―――――――――――――――――――!?」

　凶悪な声と共に振り返る――。

　顔を忘れることはない。

　気配を知覚できぬはずもない。

　街中だというのに、彼女だけがさながら戦場にいるかのようだった。




「お、お前。何でこんなトコロにいるんだよぅ!?」




　〝赤〟のセイバー(モードレッド)は、訝しげな目で二人を睨んで言った。

「……そりゃ、こっちの台詞だな」







§§§







　――どうやら、夢を視ているようだ。

　極東の島国、獅子劫(ししごう)を名乗った一族たちが移り住んだのは、一年中雨か雪が降っているような陰気な土地だった。晴天は夏季のわずかな間だけ。日々の多くは濃い灰色の雲に覆われている。

　ただ生きていくだけで気力を使い果たすような、荒涼とした場所。

　魔術師とはいえ、生きるためには糧がいる。零落した魔術師ともなれば尚更だ。下らない、魔術とも呼べない呪(まじな)いを使って土着の民の信望を得るところから始めなければならなかった。




〝まだ間に合う、まだ間に合う、まだ間に合う〟




　何が間に合うものか。お前たちは既に終わっている。どうしようもない行き詰まり、刻印は衰退し、その力は最盛期の一割にすら満たない。魔術回路は世代を経るごとに細く貧弱になり、やがてただの〝魔術を知る〟だけの人間となるだろう。

　侮辱、陵辱、屈辱。魔術師にとって、絶対に避けたい結末。深淵を知るための挑戦で命を落とすのでもなく、凄絶なる魔術合戦の上で命を落とすのでもなく、ただ無意味になるという最悪の結末。

　嫌だ、そんなのは嫌だ、絶対に嫌だ、嫌だ、嫌だ。

　子供のように駄々を捏ねる、必死になって知己の魔術師たちに助けを求める。最盛期のときは、あれだけ恩を売ったはずの彼らはその悉くが嘲弄と蔑みを露わにした。

〝哀れな一族よ。お前たちはもう終わりだ〟

〝魔術回路が亡くなる者をどう助けろと？〟

〝悲しいことではあるが、これもまた魔術師の宿命だ。どれほど文をしたためても、お前たちの望みが叶うことはない〟

　結局、彼らの願いを叶えたのは知己の魔術師ではなかった。得体の知れない、悪霊めいた何かと呪術的な契約を交わした。




〝まあ、繁栄は請け合うけれど〟




　ソレは倩兮(けらけら)と楽しそうに笑った。




〝でも。これはあくまで前借りだから、いずれ刹那で全てが途絶える定めだよ――？〟




　構わない、と一族は決断する。それまでにこの魔術は踏破してみせる。手段は幾らでも考えられる。自分では駄目でも子々孫々、いつか必ず――。

　それは辺境の地にある呪術への偏見と、蔑みがあっただろう。彼らの術式は原始的で、粗野で、彼らの美意識からは掛け離れていた。

　だがその一方、術式は美しい程単純で頑丈だった。何て浅はかだったのだろう。一族は知識を継承し、呪いを警告し、可能な限りの迅速な対処を子に、孫に命じた。

　繁栄の時間はまるで夢物語のよう。論文が認められ、時計塔は驚きを隠さず獅子劫一族を迎え入れた。どうやったかは知らないが素晴らしい、歓迎しよう――。

　そしてまた、墜落もあっという間だった。

　坂道を転がるのではなく、崖から突き落とされるようなもの。惨(むご)い仕打ち？　とんでもない。これは覚悟の上だった――ただし、子孫からすればいい迷惑だったろう。

　獅子劫界離(かいり)が、終わりの始まりだった。これまで獅子劫が作った子の中の最高傑作。父を超え、魔術の更なる秘奥に到達する一族の誇り。

　精通するなり、妻を娶らされた。呪いのことを片時も忘れなかった一族は、真っ先に子を孕(はら)ませることができるかどうかを確認される。

　そして遂に、始まったと一族は理解した。

〝駄目だ。界離には子を産ませる力がない。身体に異常がない以上、これは間違いなく呪いだ。何てことだ、とうとう始まってしまった――〟

　まずあらゆる方法で、子を生すための試みが行われた。様々な薬を使い、儀式を施し、あらゆる伝手(つて)を通して、大金を投じて治療術を得意とする魔術師たちに診せた。

　結果はいずれも惨憺(さんたん)たる結果に終わった。子供はできる、一瞬だが確かに子は生誕する。しかし何度繰り返しても、すぐに死んだ。子は生まれて、溶けて、消えていく。

　妻とは即座に離縁が決まった。冷然とした瞳で、彼女は告げた。

〝立派な魔術師ね、貴方。自分の子供も、弄(もてあそ)べるのだから〟

　全くその通りだ、と界離は思う。子は生まれる度に死んでいく――自分の責任で。何をやっても死んでいく――自分が殺したようなもの。

　だが妻の一族も事此処に至って獅子劫一族の失墜を悟り、速やかに手を引くことにした。

　界離とその妻は、魔術的には最高の組み合わせだった。だから、あくまでこの二人が生す子でなければならぬと拘(こだわ)り続けた。そこで、やむなく彼らは養子を取ることにした。

　獅子劫一族も必死だ。ともかく、獅子劫界離が何らかの形で別の子に魔術刻印を継承させること。実子でなく、養子であってもそれでいい。

　……この状況に至っても、彼らは〝呪い〟の真意を理解していたとは言い難かった。彼らが交わした契約は、獅子劫界離が生まれた時点で魔術を諦めること。

　魔術師の子を産む、ということそのものが不可能だったのだ。

　それに気付かぬまま、彼らはどうにか相性の良い遠縁の少女を発掘した。引き合わされたとき、界離は自分が怖がられていることを知って地味に落ち込んだ。

　少女と更に相性を高めるため、界離は生活を共にした。




〝これで、お兄様と同じ魔術師になれるのですね。嬉しいです――〟

　彼女が微笑んでそう呟く。体が弱く、大人しい少女だった。雨が降る度、雪が降る度に体調を崩す。刻印が移植されればそれを通して体も頑強になるだろうと聞くと、少女は嬉しそうに微笑んだ。だが、移植するまでは不健康であり続ける。仕方がないので、寝込む彼女に、界離が本を読み聞かせてやった。

〝魔術師になったら、本を読んでくれないのは残念ですけど――〟

　そう言って残念そうに俯く。界離はぼそぼそと、「元気になれば本なんて幾らでも読める」と彼女に言った。そうじゃない、と膨れっ面をされてようやく自分に読んで欲しいのだと気付いた。

　仕方がないから、飽きるまでは俺が本を読んでやる――そう言うと、やっと少女の機嫌が直った。

　後にも先にも――。

　界離の人生の中で、これほど穏やかな日々はついぞ無かった。




　そんな日々は。

　ある日突然、魔法のように全てが消えた。




　紫色になった体を荼毘(だび)に付す。この地の風習に従い、何より土地の汚染を恐れて炎で燃やした。涙はない。あるはずがない。

　こんなことがあるかもしれないという可能性から目を逸らし続けていたのは、誰より獅子劫界離本人だ。

　もしかしたら、という期待があったから。父が、一族の皆が大丈夫だと言っていたから大丈夫なのかも、という希望があったから。

　そんなの、何もかも全部嘘だ。誰かに責任を負わせることなど、できはしない。

　だって獅子劫界離は彼女の父親になりたかった。その夢で少女を無惨に押し潰した。

　それが真実で、それ以外には何もない。涙も、謝罪も、全てが遠かった。




　獅子劫界離は静かに呪いの全てを受け入れた。書物を漁り、発狂寸前まで思考を続け、最後に――終わりを受け入れることにした。

　それから先の人生など、命を投げ棄てる行為でしかない。如何に死霊魔術師(ネクロマンサー)とはいえ、現代の戦場はあまりに危険すぎた。

　魔術師ではなく、魔術使いに近い――いや、そのものだったと言えよう。だが、彼にはもう心底どうでも良かった。死に際を悟った男が、溜め込んだ資産を浪費するようなもの。

　悪運強く、あるいは自ら死を選ぶことだけは拒んだせいか。

　獅子劫界離はどうにか半分だけ生きていた。もう半分は、少女の死と時を同じくして死んでいる。

　戦場で血を流し、倒れる度に思い出す。




〝次に目が覚めるときは、お父様と――〟




　ああ。少女にそう呼んで欲しいと、そう願った罪がある。苦しい、痛い、辛い、死ねば楽になる――両手を握り締め、血を吐いて起き上がる。

　月日は巡る。柔らかだった殻は鋼のように固くなり、論文を執筆していた手には無数の傷跡が刻まれていた。

　屍体を漁り、屍体を加工し、術式を編み出し、金を作り、浪費する。

　罪がある。

　罪があるから、まだ生きる。贖罪(しょくざい)の方法は未だ見つからず。

　せめて、死ぬような思いをしよう。




　そうして現在(いま)に至り、獅子劫界離は聖杯に出会った。出会わされてしまった。

　死者の蘇生は不可能だと、魔術師としての知識が教えている。

　可能性はゼロに等しいと、戦場を駆け抜けた経験が伝えている。

　それでも。それでも何かが見つかるかもしれない。半ば自棄(ヤケ)になりつつ、膨らむ希望を圧し殺しつつ――男は聖杯に手を伸ばす。

　男が聖杯を求めた理由は、たったそれだけ。

　ありきたりの、状況設定(シチュエーション)さえ変更すれば幾らでも世に湧き出るような他愛もない物語。

　だけど、だからこそ獅子劫界離の聖杯を求める情熱は本物だった。

　それは全くちっぽけな、本人すら自覚がないであろう魔術師としての矜持(きょうじ)であり、同時にようやく探し当てた贖罪の手段でもあり、本能のもっともっと奥で理解している。

　獅子劫界離の、死に場所は此処なのだと。




　目が覚めると〝赤〟のセイバー(モードレッド)は言った。

「下らねぇ夢を視せるんじゃねえ、バカマスター」

「下らない夢を視せたのは悪いがバカはないだろ、バカは……」

　夢の内容に心当たりがあるのか、獅子劫は顔を顰めた。







　『霊器盤』により、〝黒〟のアサシン(ジャック・ザ・リッパー )が仕留められたことが発覚した。〝黒〟の陣営に被害はない。さすがにライダーとアーチャーの二人がかりであれば、仕留めるのも容易だったということか。

　獅子劫界離と〝赤〟のセイバーは、既にトゥリファスを離脱している。大聖杯が存在しない以上、敵地にいつまでも張り込んでいる状況でもない。

　彼らはルーマニアの首都ブカレストまで後退して、空中庭園の情報収集に勤しんでいた。

　今は寝袋ではなく、ホテルで部屋を借りている。ルーマニアはユグドミレニア一族の影響力が極めて大きいが、さすがに首都ブカレストではその権勢も影を潜める。それでも、ホテルの最上階スイートを匿名で二部屋借り、念のために他人が借りた部屋を暗示で〝平和的に〟譲り受けた。

　……最上階の景色を楽しもうとしていたセイバーが、窓から何も見えないことにふて腐れたのだけはどうにもならない。一人でスイートルームを使ってもいい、と獅子劫は提案したが、それはあっさりと拒絶された。

「ダメだダメだ。サーヴァントたるもの、マスターの身を守らなければならないだろう」

　腕組みして、まるでサーヴァントの如き発言だった。

　お前何か悪いものでも食ったのか、という指摘を獅子劫は必死に吞み込んで「そうか」とだけ言った。

「だからマスターがスイートに移動すればいいんだ。大丈夫だって、オレがついてる！」

　獅子劫自身、九割方スイートでも安全だろうと踏んではいるが万が一を考慮すると眠るに眠れない。心配性なのだ。

「……夢の中のマスターは、もっとこう捨て鉢だったんだが」

「どんな夢を視たかは知らないが、賞金稼ぎとしての用心はする。きちんとな」

　いつか死ぬにしても万全を期した上で死ぬべきだ、というのが獅子劫界離の世界に対する姿勢だった。

　〝赤〟のセイバーは不服そうであったが、それでもマスターの傍を離れようとは思わないらしい。

　獅子劫は部屋を取って落ち着いたついでに定期報告を行うことにした。本来は自分を雇用したロッコ・ベルフェバンに報告すべきだろうが、骨董品級の魔術師である彼には電話や電子メールなどでの報告は禁じられている――そもそも所有していない。

　いちいちまだるっこしい魔導器など使っていられないため、簡易な報告であれば獅子劫はベルフェバン老ではなく、携帯電話による報告が可能なロード・エルメロイⅡ世に行っている。

《ふむ、現状は理解した。……危機的だな》

　冷徹な声で、エルメロイはシンプルに現状を表現した。その通り、全く状況は危機的だ。

　大聖杯が強奪された、というだけでも一大事なのにそれが魔術協会ではなく聖堂教会の、しかも『冬木(ふゆき)』の第三次聖杯戦争におけるルーラー、天草四郎時貞だという。

　当然、既に魔術協会も動いている。一時期は聖堂教会との関係が極度に悪化し、全面対決に陥りかけたものの、双方の穏健派が必死で調整を行って事なきを得たようだ。

　今回、聖堂教会は動かない。シロウ・コトミネについては、どういう結末を迎えようとも一切関知しない、という言質は取っている。

　聖堂教会からすれば、そもそもシロウという一介の神父が血迷い裏切っただけ。ならば切り捨てる、という選択は極めて妥当だろう。……幸いなことに、シロウが天草四郎時貞という情報は教会側には気付かれていない。可能性は低いが、彼を擁護または利用するために聖杯大戦に乱入するという状況も考えられなくはなかった。

「いや全く。それで、前回依頼した件だがどうなってる？」

　獅子劫の無遠慮な言葉にも、エルメロイはさしたる反応もなく淡々と言葉を返す。

《問題ない。指定した場所に準備させる。暗号鍵も後で送付する》

「了解。それでもう一つの件だが――」

《やはり、こちらでは魔力が感知できない。恐らくは〝赤〟のアサシン……セミラミス自身の力か、宝具によるものだろう》

　予想通りか、と獅子劫は舌打ちした。あれほどの膨大な魔力を使用しているであろう宝具ならば、どこまででも追跡できると思ったが〝暗殺者(アサシン)〟のクラスを冠しているのは伊達ではないらしい。

　恐らく、過去において数々の聖杯戦争で召喚されたサーヴァントが使用した宝具の中でも、トップクラスの特異性を持つ宝具だろう。

　光を放って敵を滅ぼす剣、あらゆる攻撃を寄せ付けぬ鎧、音速で空を翔る戦車、無限に怪物を召喚する書物、あるいはもっと特異で得体の知れない何か――それが宝具というものだ。

　だが、英雄たちが持つ数多の宝具の中でも動く要塞など前代未聞だ。しかもそれが聖杯を内部に格納している。魔術協会としては悪夢にしか思えない状況だろう。

《追跡は可能か？》

「問題ない、ユグドミレニアの魔術師には常時使い魔の監視をつけている。連中は心当たりがあるらしい」

《ルーマニア国外に出る可能性はあるのか、君はどう思うね？》

　エルメロイの言葉に、獅子劫はしばし考え込んだ。可能性としては極めて高い、何しろ空中を飛行する要塞だ。速度が如何に遅くとも、国外に出ることは避けられまい。

「速度が不明瞭だ。まだハッキリしていない」

《そうか。既にルーマニアの周囲にある国々には回収用の部隊を派遣しておいた。状況次第で、即座に回収に向かう》

「……了解だ」

　予想していたことだが、魔術協会は万全の態勢を整えたようだ。それもそうだろう。何しろ願いを叶えるどころか、大聖杯そのものが手に入るかもしれないのだ。あれが時計塔に持ち込まれれば、即座に次の聖杯戦争が勃発し兼ねない。

　……こちらの願いを叶える余裕が果たしてあるかどうか。

「――何だ、マスター。こいつら、聖杯を横取りする気なのか!?」

　ひょい、と背中越しにセイバーが大声で怒鳴った。獅子劫が凍り付き――携帯電話の向こう側にいるであろうエルメロイも、動揺した。

《い、今のは？》

「失礼。こちらのサーヴァントが――」

　獅子劫が取りなそうとするのに構わず、セイバーはさっと携帯電話を強奪して叫んだ。

「おい！　言っておくが聖杯はオレたちの物だ！　後から掠め取ろうとしてもそうはいかねェぞ！　分かっているか!?」

《……》

　絶句するエルメロイ、慌てて携帯電話を奪い返そうとする獅子劫、それを片手であしらう〝赤〟のセイバー(モードレッド)は、立て続けに捲(まく)し立てる。

「返事をしろ、魔術師(メイガス)！　聖杯はこちらの願いを叶えるまで渡さねぇ！　分かったか!?」

《……わ、分かった》

　それで満足したのか、〝赤〟のセイバーはひょいと携帯電話を投げ渡した。

「あー……今のはサーヴァントの戯れ言ということで勘弁して欲しいんだが」

　それで済むはずがない、と覚悟しつつ獅子劫は弁明した。長い沈黙の後、驚いたことにエルメロイは激昂するでもなく、逆に微かではあるが楽しそうに笑った。

《失礼。お互いサーヴァントには苦労させられるな》

「……まあな」

《今のは不問に付す。回収は迅速だ、手早く願いを叶えた方がいいぞ》

　通話が切れて、はぁと獅子劫は溜息をついた。

「オイ、何か今オレの悪口言ってなかったか？」

「言ってねえよ。というか、お前……いや、いい。状況はあまり変わらねぇか」

　結局のところ、最後まで獅子劫界離が生き残った場合はサーヴァントも存在することになる。獅子劫としては、サーヴァントの正体をなるべく秘しておいて万が一のときは、彼らの回収を遅らせるようにしたかったが――サーヴァントが死んだ状態で、自分が生き残ることができる状況とは思えない。

「そうだそうだ！　マスターが聖杯を求め続ける限り、オレはマスターのサーヴァントだからな！」

「安心しろ、諦めてねぇよ。さて、俺はちょっと作業に入る。お前さんは自由行動で構わねえぞ。ホテルの屋上に行くなり観光なり、好きにしろ」

「んー……大丈夫か？」

「しばらくは籠もりっぱなしになる。夕暮れまでに帰ってくればいい」

「オッケー。じゃ、好きにさせて貰うぜ」

　騒霊(ポルターガイスト)並みに騒がしい使い魔(サーヴァント)が部屋から出ると、獅子劫はやれやれと溜息をつく。

　それから、荷物の中から一際大きな瓶を取り出した。以前、報酬として頂戴したホルマリン漬けのヒュドラの仔だ。頭部を加工してダガーにしていたが、全ての首に手を加える余裕はなく、半端なところで放り出していた。

「〝赤〟のライダーがアキレウスだった……。ならば、〝黒〟のアーチャーはケイローン……あるいはパリスか？」

　〝黒〟のアーチャーの真名は、当然ながら獅子劫には伝えられなかった情報である。とはいえ、状況説明と対抗手段を整えるためのやりとりで〝赤〟のライダーと〝黒〟のアーチャーにある因縁は、容易に読み取れた。

　アキレウス……トロイア戦争における最大の英雄であるが、彼の人生には二人の弓使い(アーチャー)が深く関わっている。

　一人はパリス。トロイア戦争の切っ掛けであると同時、アキレウスに致命傷を負わせた男である。

　アキレウスの唯一の弱点である踵、太陽神(アポロン)が憑依したパリスはその小さく、戦場においては一瞬たりとも休まず動き続けるであろう踵を見事に射貫いた。

　恐らく、アキレウスにとっては不倶戴天の敵。だが、同時にパリスの方もまたアキレウスにはひとかたならぬ恨みがあるはずだ。

　何しろ、パリスはアキレウスによって実兄にして偉大なる英雄ヘクトールを殺され、屍体を戦車で引き摺られるなど狼藉の限りを尽くされたのだ。

　もし英雄パリスが〝黒〟のアーチャーだとすると……実兄を殺害した男を、彼は懐かしげに語っていたことになる。

　それは英雄独自の価値観を考慮すれば、有り得ない話ではないかもしれない。しかし、不自然な状態であることには違いない。だが、アキレウスにはもう一人、彼の人生に深く関わった弓使いがいる。

　他ならぬアキレウスを養育した男、ケンタウロス族随一の賢者であったケイローンだ。

　無論、ケンタウロスの証であるはずの下半身は馬ではなく人間そのものだ。だが、それはさして驚くべきことではない。何しろケイローンは神と女神の間に産まれた、神霊に限りなく近い大賢者。

　半人半馬の姿を取ることも、人そのものの姿を取ることも自在だろう。

　……そう、彼がケイローンであれば神性を持つ〝赤〟のライダーを傷つけられることにも納得がいく。何よりあの森羅万象に通じるような知恵の深さは、パリスよりもケイローンに相応しい。

　しかし――そう、ケイローンということは。

「……やはり、可能性があるな」

　一方、〝赤〟側にもシロウ(ルーラー)がいる。あのとき、礼拝堂で邂逅(かいこう)した全員の真名は互いに知れているのだ。

　ケイローンがいて、アキレウスがいる。そしてもう一騎のサーヴァント、あれが問題だ。

　それがどういう事態を招くか、獅子劫は思考する――決定する。

　作りかけのナイフを破棄して、彼は新たな魔道具作成を開始した。
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　〝赤〟のセイバーは、ぼんやりと昼のブカレストを歩いていた。露出過多な格好であることに加えて、その凜とした美しい顔立ちはやたらと人目を引く。……だが、声を掛けようとする者は誰も居ない。

　ルーマニアの首都、ブカレストは治安が悪い。少なくとも、これほど目立つ服を着た少女が一人で出歩けば高確率で何かしらのトラブルに巻き込まれるだろう。

　だが、物事には大抵の場合例外が存在する。チンピラであれ、スリであれ、偽警官であれ、人間である以上は本能に根ざした行動を取る。

　……つまり、少女の姿をしたグリズリーに声を掛けるような愚か者は存在しない、ということだ。

「むぅ。やはり強引にでも、マスターを連れてくるべきだったか」

　退屈そうにセイバーは欠伸(あくび)をする。

　すれ違う人間は少女の美しさに一旦は目を留める――が、たちまち慌ててそっぽを向く。見られていることに気付いていたセイバーは、いっそトラブルに巻き込まれたいと願う。

　鬱陶(うっとう)しい夢を視たせいか、どうにも胃の中に曖昧模糊とした何かが溜まっている気がする。その解消には、暴れるのが一番だ。

　しかし声を掛ける者は誰一人としておらず、退屈極まりない。様々な人間がいる、老いた者、若い者、善良そうな者、悪そうな者――その全てから切り離されている。

　――サーヴァントは世界から切り離されている。

　聖杯戦争に勝ち抜くために召喚された英霊。第二の生を得られても、求められるのはただ戦いだけ――だから、仕方がない。

　セイバーは結論付けたものの、そもそも生前も一人だったという事実が脳裏を過(よ)ぎる。

　母であるモルガンは、自分を父への復讐の道具としか認識していなかった。急速に成長させられたせいで、子供の頃から自分を知る者もいない。

　キャメロット城で騎士に叙任されてからも、さして他の騎士と交流があった訳ではない。

　あったのは、戦いだけ。剣を交え、罵り、殺し合う。それがセイバーの知る唯一のコミュニケーションだったように思う。

　自分をモードレッドと認識し、素顔のままに語り合ったのは――ただ一人。

　自分に何ら関心を持たなかった父親(アーサー)だけだ。

　父親のことを思い出す度に、臓腑が煮えるような感覚がする。あれとは分かり合えない、あれとは対等になれない。理想の王であることを約束された機械仕掛けの人形と語り合うには、せめて王にならなければ――。




「あ―――――――――――――――――――!?」




　素っ頓狂な声のせいで、不意に思考が途切れた。先ほどまで声を掛けろ、と考えていた癖に一転、問答無用で殴り飛ばしたくなるくらいの苛立ちが募る。

「うるせぇな。一体、誰――――」

「お、お前。何でこんなトコロにいるんだよぅ!?」

　振り向いた〝赤〟のセイバー(モードレッド)もさすがに目を見開いた。自分と同じように私服に着替えた〝黒〟のライダー(アストルフォ)が、例のホムンクルスを庇うように立っていた。

「……」

「……」

　〝黒〟のライダーと〝赤〟のセイバーは気まずげに沈黙する。

　敵対している、という訳ではない。だが決して和解した訳でもない。それでも、他の人間かサーヴァントがいれば、二騎共に堪えただろうが今は止める者がいない。

「……そりゃ、こっちの台詞だな。で、やる気か？」

　〝赤〟のセイバーが薄ら笑いを浮かべると、〝黒〟のライダーがいきり立つ。

「そっちこそ、やる気なの？　ボクはどっちでもいいよ。やるなら、やるさ」

　あれだけ叩きのめされておいてなお、懲りないらしい。ストレスを解消するのに丁度良い、ここは一つ、もう一度徹底的に潰してやろう――。

　そう思って〝赤〟のセイバーが一歩踏み込もうとした寸前、もう一人の登場人物が舞台に立った。〝黒〟のライダーの前へ出ると、右手を挙げて告げる。

「〝赤〟のセイバーか。二日ぶりくらいだな。少し尋ねたいことがあるのだが、暇があるなら少し話をしてもいいだろうか？」

「へ？」

「はい？」

　――話？

　啞然とする二人を他所に、少年は再度尋ねる。

「今、忙しいのか？」

「いや、別に、忙しくはないけど……いいのか？」

　訝しげに〝赤〟のセイバーは少年を眺める。少年の平然とした表情に怒りは見当たらず、嫌悪感や恐怖すらもない。……自分に殺されたはずだが、少年の中では既に処理された事柄のようだ。

　少年はこくんと、水飲み人形のような動作で首を振った。

「ああ、自分たちも暇だからいい」

「ちょ、いや、待っ……」

「ライダーは忙しいのか？　なら、別行動で――」

「やだやだやだだめだめだめ！　行く、行きます！」

　〝赤〟のセイバーは少年と〝黒〟のライダーを交互に見た後、肩を竦めて告げた。

「分かった。どこで話す？」
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　三人は大通りを歩き始めた。先ほどまでジークたちが道を歩いているとやたらと絡まれた（その度に喜色満面になったライダーが暴れ出そうとするのを、ジークが必死で止めていた）ものの、今度は通りを歩くだけで誰もが顔を逸らすようになった。

　どうやら、一行の先頭を歩く〝赤〟のセイバーのお陰らしい。……確かに、後ろをついていくだけでもありありと分かるほどの凶暴な気配は、常人には耐え難いに違いない。

「それで。お前ら、一体こんな場所で何してるんだ？」

　振り向いた〝赤〟のセイバーが問い掛ける。膨れっ面のライダーは、腕組みしてそっぽを向く。

「答える義務はな――」

「ライダーがどうしても出掛けたい、と言うので俺がお目付役に選ばれた。俺がいるなら、然う然うに無茶はしないだろう、とルーラーは判断したらしい」

　ジークはライダーを制止してそう答えた。

「そもそもブカレストにいる理由は？」

「知らないが、必要らしい」

　ふぅん、と〝赤〟のセイバーは肩を竦めた。マスターに報告しようかと思ったが、作業中なら後でもいいだろう、と判断する。

「〝黒〟のアサシン(ジャック・ザ・リッパー )は死んだらしいな？」

「……ああ、死んだ」

　ライダーはそっぽを向き続けているので、代わりにジークが答える。〝赤〟のセイバーは無関心そうに「そうか」と呟いた。

「それで、セイバーはどうしてここ(ブカレスト)に？」

「答える義務はないな。……まあ、オレたちがトゥリファスに居続けるっていうのもどうかと思った。それだけだ」

　一時的に手を組むことになったとはいえ、敵地なのは違いない。セイバーのマスターである獅子劫界離の答えは至極妥当だろう。

「んで、話ってのは？」

「そうだ、ジーク。コイツなんかに何の話があるんだよう？」

「……お前さっきからカリカリしすぎだろ」

　〝赤〟のセイバーが呆れたように呟くと、〝黒〟のライダーはさすがに猛反発した。

「何言ってんのさ!?　君が彼を殺したこと、ボクは忘れてないからな！」

「まあ、俺はあまり気にしてないから」

「いや、そこは気にしようよ!?」

　ジークの言葉にさすがに〝黒〟のライダーが突っ込んだ。ジークにとってみれば、自分は生きているので問題ない。無論、犠牲者には心を痛める――恨めしい、という気持ちも無論ある。

　ただ、今はそういう場合ではない。

　対立するべき状況でもなし、それならば話くらいは聞けるかもしれないとジークは期待していた。何しろ、〝赤〟のセイバーはモードレッド――あのアーサー王の伝説を終わらせた叛逆の騎士である。

　人間という存在について、何かしら一家言を持っているかもしれない。

　ジークはそれを問うてみたかった。答えではなく、意見が欲しかった。

「いやまあ、お前がいいならいいけど……。よし、お前がオレの宝具で死ななかったことを許してやる。それでチャラだ」

　……果たしてそれはチャラだろうか、とジークは首を捻ったが〝赤〟のセイバーの機嫌は良いみたいなので、コメントは差し控えることにした。




「ここにするか」

　いかにも適当に選んだ、という感じで〝赤〟のセイバーはさっさと喫茶店のドアを開いた。ジークとライダーが後に続く。

「いらっしゃい」

　灰色の髭(ひげ)をした店主は、どこか無愛想な様子で三人を出迎えた。幸運なことに、彼ら以外の客は誰も見当たらない。もっとも昼飯時にこの有様では、味は期待しない方がいいかもしれないが……。

「ジーク、何にする？」

「……ハムのサンドイッチとコーヒー」

「じゃあ、ボクもそれにするね」

　手渡されたメニューに目を通した〝赤〟のセイバーは、しばらく考えて言った。

「オレはグリルチキンのサンドイッチと青リンゴのサラダ、シーフードパスタに仔牛のステーキ、食後にええと、このマフィンを三つ。ああ、後コーヒーもくれ」

　ジークとライダーは揃って顔を見合わせ、次に店主に視線を移した。

「……お嬢さん、食えるのかい？」

「食えなきゃ注文しねえよ。あるのか、ないのか？　なければ別のものを――」

　再びメニューを取り出そうとするのを、慌てて店主が制止した。

「いいよ、全部出せるから！」

　慌てた様子で店主が調理場へと向かった。どうやら一人で経営しているらしい。店の狭さや内装の古さからもそれが窺える。とはいえ、不衛生でないのは幸いだった。

「で、話って何だ？」

　店主がいなくなると、早速〝赤〟のセイバー(モードレッド)が身を乗り出した。

「一から順に説明しても構わないか？」

　その言葉に〝赤〟のセイバーは渋い表情を浮かべつつも「手短にな」と承諾した。

　ジークはまず、自身の出自を軽く説明し――それから、〝黒〟のアサシンがどういうサーヴァントだったかの話をした。

　そして、彼女が見せた幻覚がどのようなものだったかを軽く話したところで、注文した品が大量に運ばれてきた。

「……四の五の言う前に、ひとまず食おうぜ」

「分かった」

「そだね」

　〝赤〟のセイバーは、別に食事に拘りがある訳ではない。というよりも、一流の魔術師と契約を交わしている以上、食事をする必要もない。

　だが、それはそれ。食事は可能なのだ。まして彼女はサーヴァント、世界の理(ことわり)から外れし存在である。

　食事は空腹を満たすためでなく、八割方が好奇心だ。

「……むぅ。追加注文したいところだけど、店主さんに悪いしお腹も空いてないしお金も持ってない」

「君にお金を渡すと後が怖いからな……」

　ジークがしんみりと呟く。トゥリファスを出てから、ライダーは「あれ買おう」「これ買おう」と大騒ぎである。

　……明らかに偽物であろうプラチナリングなど、買っても意味がない。しかも偽物だ、とジークが断言したことで露店の主は怒り出してしまった――数少ないジークが騒ぎを大きくしたトラブルだ。

　〝赤〟のセイバーは物凄い勢いでサンドイッチにがっつき、ステーキを貪っている。

「そーいや、そっちのマスターは？　あのグラサンのゴツい人」

　〝黒〟のライダー(アストルフォ)が眉を指で吊り上げた。

「工房で作業中。オレがいると邪魔になりそうなんで、抜けてきた」

「こっちは飛行機で行くけど、君たちの方はどうするの？」

「オレも知らね。ただ、似たような手段になるんじゃねえか？　だって、空中庭園だぜ」

　確かに、と頷く。

　空を飛ぶ要塞に向かう以上、手段は限られる。航空機か、魔術による飛行かのいずれかだ。そして、どちらを選んでも堅固な要塞に防がれるという点では変わりない。

　脆弱さにしても変わりない。一級の魔術に耐え得るような飛行用魔導器がこの世のどこかに存在するとしても、規格外(ＥＸ)のランクを持つ魔術の前では、紙とベニヤ板程度の違いしかない。

「ボクのヒポグリフが本気を出せば、何とかなると思うんだけどなぁ」

「――――」

「――――」

　〝赤〟のセイバーが絶句し、ジークが目を覆った。〝黒〟のライダーはそんな二人を見て、「どったの？」と言いつつサンドイッチを摘まんだ。

「ヒポグリフ、ヒポグリフ……あー、お前もしかしてアレか。シャルルマーニュ何とかのアストルフォってヤツか」

「そだよ？　あれ、言ってなかったっけ？」

「確か聞いてないな。そっちがジークフリートって話は知ってるけど」

　そっかー、と〝黒〟のライダーは平然とした様子で受け入れる。

「……まあ、今更聞いたところでなあ」

　〝赤〟のセイバーはさしたる驚きも見せない。

「だろ？　ボクってば君にボッコボコにされたしね！　でも、マスター替わったし次に戦ったらどう転ぶか分からないぜぃ？」

　〝赤〟のセイバーがせせら笑って肩を竦める。

「そっちに転ぶ訳ねえだろ。バカも休み休み言え、バカ」

「バカって言う方がバカだってよく言うよねー」

「あん？」

　……やや険悪な雰囲気になったところで、ジークはすかさず手を挙げた。

「コーヒーお代わり！」

　大声で叫んだせいか、二騎のサーヴァントは毒気を抜かれたようにジークを見た。

「……まあいいさ。オレもコーヒーお代わり」

「ボクもー！」

「ウチは別料金だよ」

　素っ気なく店主が言うが、それでも構わないとジークは答えた。その程度の金額はまだ残っているはずだ。

「さて、と。お前の質問に答えるんだったな。人間が善か悪かっての」

　こくん、と頷くと〝赤〟のセイバーは心底呆れた、というように嘆息した。

「バカかお前。人間は人間、状況次第で善にも悪にもなる畜生どもだ。衣食が足りなきゃ礼儀も仁義も消えて失せる、所詮は少しばかり賢(さか)しいだけの獣に過ぎん。オレは他の連中なんぞどうでもいい。オレだけが卓越した存在であり続けるならば――な」

　〝赤〟のセイバーの意見は過激で、そして真っ直ぐだった。善でもなく、悪でもない。

　ただ……どちらかに転ぶだけ。そして皆、愚かだ。だから他者はどうでもよく、ただただ自分という存在だけが重要である。

「人間が嫌いなのか？」

　ジークの直截な問い掛けにも、〝赤〟のセイバーは怯まず肯定した。

「嫌いだね。恨みは忘れない癖に、受けた恩は忘れる。自分の損害になるなら、全てを犠牲にしてでも免れようとする。面倒でなければ下らぬ善行を施す癖に、面倒であれば巨悪を見逃すことも厭わない。我欲に駆られて行動し、失敗すれば自分以外の何かが悪いとホザきやがる。守る価値など銅貨一枚もない。それが人間って連中だ。どうだ、ガッカリしたか？」

　結論は出た、とばかりに彼女はステーキをフォークで突き刺した。

「ふぅん……悲しい結論だね」

　〝黒〟のライダーの言葉にも、〝赤〟のセイバーは揺らがない。ジークはしばし考えて、更に問う。

「ならば、〝赤〟のセイバー。生前の貴女が叛逆したのも、それが理由なのか？」

　一瞬で空気が冷え込んだ。

「……違う。人間への認識と、オレの叛逆は全く別問題だ。二度と口にするな」

　〝赤〟のセイバーはたちまち視線を殺意が籠もったものへと変化させた。恐らく、これ以上口にすれば、本当に斬りかかってくるだろう。気分屋なのか、彼女と会話するだけでも一苦労だ。

「でもさ。いや、叛逆の中身についてはともかくとして――君についてきた人間もいるんでしょう？」

　この話題については打ち切ろうか、と思った途端に〝黒〟のライダーはあっさりと踏み込んできた。まさか続けるとは思わなかったのか、〝赤〟のセイバーも目を丸くしている。

「君を慕い、君を王にせんと命を張った人間がいるんじゃないか。彼らも蔑むのかい？　それは可哀想だと思うよ、ボク」

　ジークは心臓が締め付けられるような感覚を抱き、令呪が刻まれた手の甲を押さえた。この大都市の真ん中、まして昼間から仕掛けられれば、大パニックだ。だが、〝黒〟のライダーは無論のこと〝赤〟のセイバー(モードレッド)もそれほど自制が利くタイプだとは思えない。

　全く無関係の店主まで、尋常ならぬ雰囲気に気付いたのかコーヒーポットを持ったまま凍り付いている。

　だが、恐怖に身を強張(こわば)らせている二人を他所に〝赤〟のセイバーは嘆息して肩を竦めた。叛逆の内実はともかく、引き連れた人間に関しての質問ならば特に問題はないらしい。

「別に。あいつらはあいつらなりに、オレに賭けなければならないものがあった。王(アーサー)に叛逆することが必要だった。オレは自分に逆らった人間を蔑んでいるのでもなければ、オレに与した人間をオレと同類だと思う気もない」

「全員を蔑んでいるのかい？」

「――オレは、王になるべき存在だ。王が人間を同類と見なしてどうする。王が人間たちと共に泣き、笑えば救えるのか？　そうじゃねえだろ。王とは、そういう存在であってはならないはずだ」

　〝赤〟のセイバーは静かに、怒りも蔑みもなくそう言った。

「キミは、王になりたいのかい？」

「大雑把に言えば、そうだ。生前は――――敗北、したからな」

　忌々しげに舌打ちする。つまりは、それが聖杯に託した己が願望という訳だ。

　王になるべき存在、というあまりに現実と程遠い願い。だが、ライダーもジークも眉一つ動かさない。少なくとも、何の願いも持たないジークは己に誰かの願いを罵る権利はないと思っている。

「……何だお前ら。急に黙りこくって」

「いや、別に。ボクがその言葉に反論できるはずないだろ。ボクは王になったことないし、なろうと思ったことは……ちょっとはあるけど、意欲的には『くれるから貰う』程度だし」

「ライダーに同じく、反論はできない。俺の立場で、王はあまりに遠すぎる」

　彼女の言葉を間違っていると指摘できるのは、王であった者か……王になろうとする者だけだろう。

「願いは等しく尊い。いや、人類殲滅だったらさすがにドン引くし引き留めるけど。君の願いは君だけのものだ。それをとやかく言うのは間違っている――というのが、ボクの信念だし」

　〝黒〟のライダー(アストルフォ)は珍しく真面目な表情でそう答えると、むぅと気まずげに沈黙している〝赤〟のセイバーへ、不意を衝くように尋ねた。

「ただ――それでも、それでも一つだけ問い質したい。君は悪しき王になりたいのか善き王になりたいのか、どっちなんだい？」

　〝黒〟のライダーは王の立場からではなく、王に仕える臣下としての問い掛けを行った。

　単純で、けれど決して逃げてはならない問い掛け。

　……〝赤〟のセイバーの表情が、微かに歪んだ。口を開こうとしてわずかに逡巡したように、目線を横に向ける。

　そうして、絞り出すような一言を二人に告げる。

「――善き王だ。決まってるだろ」

　〝黒〟のライダーは「そう」とだけ呟いた。その後、コーヒーを飲み終わると〝赤〟のセイバーは立ち上がった。

「行くのかい？」

「もう用はないだろ。……あるのか？」

　ジークは首を横に振った。ルーラーや〝黒〟のライダー、アーチャーとはまた異なる視点で、彼女は真剣に意見を伝えてくれた。

　全面的な肯定をする訳ではない。だが、その一方で否定することもない。今はまだ、考え続けるべき段階だ。

「いや、無い。ありがとう、参考になった」

　そうジークが応じると、〝赤〟のセイバーは不敵な笑みを浮かべて座っているジークの頭をぐしゃぐしゃと掻いた。

「じゃ、次は空中庭園でな。それまで、生き残れよ！」

　そんな言葉を残して、彼女は颯爽と店を出た。それを見送ったジークはぽつりと呟いた。

「……あれだけ食っておいて、勘定払わずに出ていったんだが」

「そこらへんはほら、王様だからね」

　〝黒〟のライダーはそう言って、大笑いした。
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　〝赤〟のセイバーは歩きながら、先ほどの問い掛けを繰り返す。

「どんな、王に――か」

　善き王、と〝赤〟のセイバーは答えた。それは決して虚偽ではない、少なくとも英雄に討たれるべき悪しき王などになるつもりはない。

　では、そもそも。何をすれば善き王になれるのか。圧政ではなく仁政を敷くべきだろう。周辺国家との対立構造が解消されない限りは、兵たちは強く鍛え上げるべき――いや、そうではない。

　そんな当たり前のことではなく。〝黒〟のライダーはもっともっと根源的な問い掛けを発していたように思う。

　――どんな王に、なりたい？

　〝赤〟のセイバーは考える。今の自分は王になるために戦っている。王の資格たる選定の剣に挑戦させてくれれば、必ずや引き抜く自信がある。

　理想の王になりたい。守るべき者全てを守れるような、誰もが望む王でありたい。

　そのためには父のような民草の理想たる王になるべきなのだろうか？

　それとも、己が夢を叶えるために全てを巻き込む貪欲な王であるべきなのか？

　理想の王はきっと息苦しいだろう。貪欲な王はきっと民に恨まれるだろう。

　〝赤〟のセイバーはぼんやりと、道行く人々を眺める。聖杯から与えられた知識によれば、この国(ルーマニア)は暴君に支配された傷跡が未だに生々しく残っている。

　歪んだ妄想で圧政を行い、無意味で豪華な宮殿を建築させた。結果、暴君は叛乱によって討たれたという。

　そういう王にはなるまい、〝赤〟のセイバーは思う。

　では、父親のような理想に殉じた完璧な王がいいのか。あの父ですら、道半ばで膝を屈したのに？

「……くそ」

　目を背けていたものを、あのライダーに突きつけられた。

　王になりたい、とただ愚直に憧れるだけで――。その先にあるものを、全く何も見ていなかったことに。

　他の王たちは見ていたのだろうか。歴史に名を残した暴君、名君、暗君たちですら――統治の先に、何があるかを。

　自分の父親は、アーサー・ペンドラゴンは、自分の治めた国の未来に何を見ようとしていたのだろう。

「……自分で壊しておいて、何が未来だ」

　自嘲的な笑みを浮かべる。アーサー王の治世は上手くいっていた。確かに、彼女はブリテンを平和に導いていたのだ。それを台無しにしたのは、他ならぬ自分だ。

　何が最悪かといって――そのことを、ただの一度も後悔したことはない。

　あの叛逆で自分自身も含めて、多くの人間が命を落とした。騎士として民の剣となり盾となろうとした父すらも。

　だけど。叛逆できなければ、モードレッドという騎士の魂が死んでいた。

　誰にも認めて貰えない、誰にも関心を向けられない、誰にも愛されないし誰も愛さない。平和な世界は素晴らしい。そのために命を賭ける人間たちもまた素晴らしいのだろう。

　だがどうして、その素晴らしさのために全てを捧げた者へ、わずかばかりの愛情を与えてくれなかったのだろうか。

　愛してくれとすら思わない。せめて、せめて自分に関心を向けてくれれば、この姿を目で追ってくれれば、ただそれだけで良かったのに。




〝莫迦なことを言う。お前はきっと満足しなかった。際限なく愛を求めて、情を求めて、最後には王位を求めて、結局治世を台無しにしただろうさ――〟




　内側から囁き声。苛立ちと同時に、納得もする。

　そうかもしれない、と〝赤〟のセイバー(モードレッド)は自分を省みる。何しろ自分は、愛情など分からない。甘いものなのか、苦いものなのか、酸っぱいものなのか、無味無臭なのか。

　……でも、この世のあらゆる人間がそれを求めるのだから。きっと麻薬のように常習性があるのだろう。

　夕暮れ時になるまで、〝赤〟のセイバーは小さな公園のベンチに座って呆けたように空を見上げていた。あのホムンクルスのことは笑えない。彼は人間というものの認識について悩み足掻いているが、〝赤〟のセイバーは王について足掻いている。

　どちらも他者からすれば下らない戯れ言で、笑われても仕方のない事柄だ。けれど、それに拘らなければ自分も、そしてあの少年も生きてはいけないのだ――。

　しばらくそうして過ごしたが、結局彼女に話しかけようとする者は現れなかった。

　ホテルに戻ると、獅子劫は作業を終わらせたらしくタオルで汗を拭いていた。

「おう、何もなかったか？」

　食事の件は別段報告するまでもない、と思ったセイバーは「何もなかった」とだけ答えた。それからミネラルウォーターを美味そうに飲むマスターに意を決して尋ねた。

「なあ、マスター。アンタ、人を愛したことはあるか？」

　当然の如く、獅子劫はひどく噎(む)せた。苦しげに咳き込んだ後、恨めしそうに自身のサーヴァントを見やる。

「何だ、いきなり。また随分と珍妙な質問を――」

「別にいいだろ。どうだ、マスター」

　どうやらからかっているのではなく、真剣に問うているらしいと察した獅子劫は、髭を摩(さす)りながら考え始めた。

「……それはどういう意味合いでだ。家族への愛か、恋人への愛か」

「違いがあるのか？　ならどっちでもいい、どうなんだ？」

　〝赤〟のセイバーは身を乗り出して獅子劫を見つめる、答えを聞くまでは一歩も退(ひ)かぬという態度だ。

「無い、な」

「やっぱり、魔術師はそんなもんか」

「そりゃ偏見だ。いや、その偏見が間違っている訳じゃないが――魔術師は、魔術師なりに誰かを愛することもできる」

　もっとも、その愛は恐らく〝赤〟のセイバーが存在を問い質す愛とは少し異なるものだろう。魔術師であること、魔術師として大成することが幸福であるが故に彼らの愛は一般的なものとは程遠い、ねじ曲がった形となる場合がある。彼らなりの愛し方、という訳だ。

「俺個人でいえば、妻とはとうに離縁している。子を生すこともできなかったし、養子は例の通りだ。父親は俺が賞金稼ぎの道を歩んだ時点で決別した」

　妻は一族の繁栄を全てと考える、魔術師に相応しい女だった。愛もなければ、形もロクに整わない内に離縁した。もう彼女の顔も朧げにしか思い出せない。

　父親は諦めきれずに、何としてでも継承者を作ろうとした。だが、犠牲は一人で充分と獅子劫界離は家を出た。その際、父とは完全に対立した。幾度か父に雇われた魔術師が、刻印を強奪するために襲撃を仕掛けたこともある。

　母親は――居ても居なくても、全くもってどうでも良い存在だった。教育に口を出すことはなく、ただ自分を産んだというだけの女だった。

「何だ。マスターも愛を知らないのか」

「知っているさ。ただ、縁がなかっただけだ」

　何より興味がない。真っ当な世界は声高らかに謳う。愛こそ全て、愛こそ我が人生、愛こそ全てに打ち勝つ偉大なるもの――。

　真っ当でない世界に生きる獅子劫は知っている。愛は単なる緊張心理状態に過ぎず、それは魔術行使、銃器使用にさしたる影響を与えないと。むしろ、成功確率よりも失敗確率の方を大きくさせるものだと。

　魔術師にとって愛は不要である――それが、人間には大切なものだと理解していても。

「……ちぇ。やっぱり魔術師はダメだな」

　忌々しそうに舌打ちし――獅子劫は苦笑する。

「魔術師は人間としては欠陥品だぜ、セイバー」

「マスター。オレは選定の剣を抜く。抜かなくてはならない。そして王になる」

　獅子劫は無言で頷く。それから、セイバーは悔しそうに告げる。

「だが、オレが想像できるのはそこまでだ。あの騎士王を超える王になるためには、どうすればいいか――何も分からない」

　彼女の悩みは真剣で、切実だった。

「それで誰かを愛そうと思ったのか？」

「……分からないからな。分からないから、父とは違う王になるべきかと思ったんだ」

　モードレッドの父――世界有数の知名度を誇る伝説の王、アーサー・ペンドラゴン。幾多の戦乱を潜り抜け、ブリテンを統一するに至ったまさに掛け値無しの大英雄。

「父の統治は絶対的で完璧だった。公平無私、清廉潔白。十を得られないと理解していたから、九を取って一を切り捨てる。その作業に澱(よど)みも狂いもなかった。オレ以外はな」

　父を語る〝赤〟のセイバーの目は、爛々(らんらん)と輝いている。セイバーは父に対して、熱狂的な信仰と凍えるほどの憎悪を併せ持っていた。

　どちらも正しい感情、どちらも正しい認識だ。

「マスター、オレは――――」

　どうすればいい、とは問えなかった。これが獅子劫に答えられぬ問い掛けであることくらい、彼女にも理解できている。

　獅子劫は何時の間にか銜(くわ)えていた煙草の煙を吐き出すと、自身のサーヴァントに言った。

「……そうだな。一つだけ、分かったことがある」

「何だ」

「お前は父親と向き合わなきゃならねえ、ってことさ」

「父上と――」

「憎んでいるのは分かった。憧れているってのもよく分かった。だが、それは父親の背中を追っているが故の感情だろう。超えるなら、分析しろ。父も、人間も、自分自身も。観察して、分析して、整理して、結論を出せ」

「……オレは、別に憧れている訳じゃない」

　そっぽを向く。下手に突っ込むと藪蛇(やぶへび)になりかねないので、「そうかい」とだけ獅子劫は呟いた。

「まあ、参考になった。礼を言うぞ、マスター」

「どういたしまして。さて、ユグドミレニアの連中が動くまでしばらく待機。……俺の勘だが、それが最後の戦いになるだろうな。戦いが終われば、俺は報酬を受け取ってお前は聖杯で願いを叶え、選定の剣に挑戦する。ここまで付き合ってくれた礼に、それを見てやりたいが、さすがに無理だろうな」

　どうやって選定の剣の挑戦をさせるかは不明だ。だが、もし彼女の願いを真っ当な形で叶えるとすれば、時間と空間の概念を跳躍するのは間違いないだろう。

　ただの魔術師である自分が、それを越えられるとは思えない。

　それでも、彼女が王になる瞬間をどうにかして見てやりたい。そう思うのは寂しさからだろうか、それとも単なる我が儘だろうか――。

「気にするな。マスターだってその瞬間には願い事を叶えるんだろう。お互い、相手のことを考えている余裕なんかあるものか――」

　セイバーはそう言って笑い出す。突然笑い出した彼女に、獅子劫は顔を顰めた。

「おい、どうした？」

「いや……アンタの願いを思い出した。子孫繁栄ってやつ」

「笑い事じゃないぜ、こちとら真剣なんだ」

　笑いながら、セイバーは彼を制するように腕を振った。

「違う、そうじゃない。マスターの願いが叶ったらさ、マスターの子供が生まれるってことだろ？　獅子劫ジュニアが……」

　そこまでどうにか言ったところで、堪えきれないとばかりにまた笑い始める。恐らく、彼女の頭の中では、サングラスに煙草を銜えた赤ん坊がイメージされているに違いない。

「マスターの子供……ククク……ダメだ、想像が面白すぎる！」

「人の子供を勝手に想像して勝手に笑ってやがる。何てヤツだ――」

　獅子劫は呆れつつも、口元を緩ませた。

　〝赤〟のセイバー(モードレッド)の悩みは、恐らくその存在に関わるほどの重要なものだ。獅子劫がこれ以上、口を出すべきものではない。

　自分と彼女は共に歩むパートナーではなく、あくまで利害共有者なのだから。彼女の行く道と、己の行く道はいつか違える。




　――ふと、とおりものめいた何かが獅子劫の胸を掠めた。




　口を開いて、それを言葉にする寸前に押し止める。魔術師とはいえ、獅子劫界離もそれなりに縁起には拘る。

　未来の有り得ない仮定を口に出すのは無論、考えることすらも不吉だった。

「さて、マスター。次はどうする？」

　〝赤〟のセイバーがずいっと身を乗り出した。

「次？」

「応とも。準備は整ったんだろう。どうするんだ？」

「ああ、そういうことか。次は――待つ」

「そうか、待つのか。……いつまで？」

「さあな。さっきも言ったが連中が動き始めないと、何とも言えん」

「……もしかして、すること何もない？」

「無論、あるさ。連絡とか、報告書とか、精神統一とか。やることは沢山あるぞ」

「オレのやることは!?」

「無い――と言ったら怒るか？　怒るよな、うん」

「怒らない！　だが暴れる！」

　がるるるる、と狂犬の如く唸るセイバー。獅子劫は溜息をついて、彼女が街にいる間に購入したＤＶＤを手渡した。

「何だこれ？」

　パッケージには炎を撒き散らして空を翔る戦闘機が映っている。実物ではなく、限りなくリアルに描かれたイラストらしい。

「見るがいい。これこそ、今のお前に必要なものだぜ」

　胸を張って獅子劫が言った。

「これがか？　本当かよ……」

　ぶつぶつと愚痴を零しつつ、彼女はＤＶＤをホテルに備え付けられたプレーヤーにセットする。映像が始まって三分もするとセイバーはそれに見入り始めていた。
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　夜になると、隠れ家にルーラーが到着した。

「遅くなりました……」

　どこか申し訳なさそうな声に、ジークは仁王立ちで告げる。

「確かに遅い。もう深夜だ、この街の夜は物騒極まりないぞ。別に明日でも良かったのではないか？」

「あはは。物騒でも物騒でなくても、私には大して違いはないと思うのですが」

　実際、隠れ家に来るまでに散々絡まれた――というより、絡んだらしい。

　暴力を振るおうとしている者には、しっかりと暴力の悪質さを刻み込んだ。甘言を弄しようとした者には、清浄な正論できっちりと叩き潰した。

　お陰で、本来の予定より遥かに遅れてしまった……とルーラーは謝罪した。

「まあ、物騒ではないにしろだ。君はどんな事件に巻き込まれても、死ぬことも傷つけられることもないだろうが、だからといって、トラブルに積極的に関わろうとするべきではない、と思うぞ」

「……ふふ」

　くすくすと、妙に楽しそうにルーラーは笑う。何が可笑(おか)しい、とジークはますます顔を顰める。

「いえ。笑っているのはこちらの問題です。それよりも、ライダーはどうしました？　まさか、外に出たとか外で暴れているとか外で全裸になっているとか……!!」

「ライダーはそこまで酷く――いや、酷いかもしれないが、今のところは問題ない。風呂に入っている」

「そ、そうでしたか。少し手が汚れたので、洗面所をお借りしますね」

　怪我人を助けて治療した際に、手が血で汚れたらしい。いつまでもこのままという訳にはいかないが、台所の水で血を洗うというのも気が引けたのか、ルーラーは洗面所へと向かおうとする。

「……ああ、いいのか？」

「いいって、何がですか？」

「いや、ライダーは浴室にいるんだが……」

　大抵の家の例に漏れず、洗面所と浴室は隣り合っている。風呂上がりのライダーと出くわす可能性がある。

「ああ、問題ありませんよ、その程度で恥ずかしがるようなライダーでもないでしょう」

　何より――。

「同性同士ですし」

　そう言って、彼女は洗面所に飛び込んでドアを閉めた。ジークは今の言葉に、しばし茫然とする。

「待っ――――」

　混乱した思考をどうにか立て直して、遂にルーラーが致命的な勘違いをしているという結論に至ったジークは、慌てて彼女を呼び戻そうとした……が、時既に遅かった。

　洗面所で石鹸(せっけん)で手を念入りに洗って血を落とすルーラー。そこへ浴室の扉が開き、「あれ？」と、何やら驚くような声がした。ルーラーは笑顔で振り返る。

「ああ、ライダーですか。上がったのなら、交代して戴けないでしょうか――――」

　瞬間。

　世界が静止した（または歴史が動いた）。
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　〝赤〟のアサシン(セミラミス)を通して、シロウ(マスター)から招集の報(しら)せを受けたサーヴァントたちは、王の間へと集った。

「――鳩たちによれば〝黒〟の側がようやく動き出しました。予想より遅かったですが、恐らく四日以内に何らかの方法でこちらに到達するでしょう」

　〝赤〟のサーヴァントたちは驚きもせずに受け入れる。

「……まさかそれだけで全員を呼集した訳でもあるまい」

　〝赤〟のランサー(カルナ)の問い掛けに、シロウは頷いて右腕を挙げた。そこに刻まれた無数の令呪が、鈍い光を帯びる。

「申し訳ありませんが、私は最前線で指揮することはできません。ですがそうなると、彼女(ルーラー)の令呪行使から咄嗟に抵抗させることが難しい。全員に二画の令呪を使用して、令呪への抵抗力を上げておきます」
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　マスターに与えられる令呪も、ルーラーに与えられる令呪もその強制力に違いはない。ならば作動条件を限りなく狭め、更に二画使用することで、ほぼタイムロス無しに抵抗することが可能だ。

「大盤振る舞いだな」

　〝赤〟のライダー(アキレウス)がそう呟くと、シロウは不敵に笑う。

「令呪の援護が今更貴方がたに必要ですか？」

「――無いね」

　前線で戦うであろうランサーやアーチャーにも異存はない。ルーラーの令呪で自害を強制されるという惨めな結末は、出来れば彼らも避けたかった。

「では皆さん、ご武運を」

　挙げた腕の令呪が徐々に輝きを増していく。

「我がサーヴァントたちに令呪を以て命ずる――――」




　ライダーたちが立ち去り、王の間にはシロウとアサシン、そしてキャスターのみが残る。

　シロウが告げる。

「アサシン、キャスター。これで次の戦いにおける私の役割は終わりです。後はお任せします」

「勝算は？」

「あります。冬木の大聖杯には意思というものが存在しません。主の意図なき自動機構(オートメーション)です。牙を剥くことなく、けれど触れ合うことなく中枢まで向かうことができれば――」

「お主の夢が叶うか」

　〝赤〟のアサシンが笑う。シロウは首を横に振って、訂正する。

「これは私の夢ではなく、この世全ての夢ですよ――アサシン」

　誰もが心の奥底で望み、願い続けた幸福な結末。

「輝かしき夏がやってくる、という訳ですな！　そして吾輩もまた、一つの傑作をモノにする、と」

「もっとも。そのためには我らが〝黒〟の連中を迎撃せねばならんがな」

「おや、自信がありませんか？」

「まさか」

　〝赤〟のアサシンは口元を歪ませた。他所ならばともかく、戦闘を行うのが庭園(ここ)であれば、勝利を疑う余地などない。

「加えて。こやつ(キャスター)の宝具があるのだろう？　しかし――我は未だに疑っている。確かに宝具は奇跡を具現化させる代物だが……そんなことが可能なのか？」

「さあ……どうでしょう」

　シロウの惚(とぼ)けた発言に、アサシンが睨む。

「キャスターの言葉通りならば、あくまで可能性の発現。理論上は可能なはずです。魔力を考慮する必要もない。不安はありますが、聖杯を完全に支配下に置くまでは私は無防備ですし。ランサーが討ち果たされた場合の最後の砦として、活用しましょう。何より――面白そうです」

　面白そう、という答えにアサシンが啞然とする。他方、キャスターは我が意を得たりとばかりに得意気に頷く。

「娯楽への飽くなき追求、それこそが肝要ですな。では、吾輩も全力の宝具(とっておき)で、剣も魔術も火も雷(いかずち)も敵わぬ文の冴えをご覧に入れましょう！」

　アサシンは盛り上がるキャスターとシロウを見て、やれやれと小さく嘆息した。
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　――さて。

　ルーラーが二人より遅く合流したのには、当然ながら訳がある。一つはジークに頼まれていたフィオレとの交渉立ち会いである。

「証文を書け、と？」

「ええ。ホムンクルスたちの安全を保障させるための契約です。現状では口約束に過ぎませんし、この後我々が離れてしまえばホムンクルスたちを守る者がいなくなります」

「あいつらの方が、私より強いんだが――」

　このところ、ひたすらホムンクルスたちの調整を行っていたゴルドがぶつぶつと愚痴を零す。昼夜問わず、ゴルドが食事中であろうが就寝中であろうが異常が発生すればホムンクルスたちに連行されているせいか、その眼光は救急病院の医者のように爛々と輝き始めている。生気はないが、半ば自暴自棄めいた気分もあって高揚感はあるのだろう。

「そう、ですね。確かに、一切の確証もなく魔術師の言葉を信じろというのは無理があるでしょう」

「ええ。なので、ホムンクルスとの間に安全保障の契約を締結して下さい。それを確認してから、お願いされていた契約に移ります」

　フィオレはしばし考えて、悪い取引ではないと頷いた。いずれにせよ、勝利すればホムンクルスたちに与えるべき仕事はない。せいぜいが城塞のメンテナンスくらいのものだ。

「では、ホムンクルスたちと契約を――」

「姉さん、このホムンクルスたちとは契約を結べるのか？　自我が発達しすぎているように思えるんだけど」

　カウレスの指摘にフィオレが「あら」と口を押さえる。彼の言う通り、魔術師の契約において極めて重要視されるのが、その姓名である。名前とは、あらゆる存在における住所(アドレス)のようなものだ。

　呪術においても、真名は必要不可欠な情報だ。名前のように特定の存在を縛り付けるものがなければ、呪術師の呪いは集束せずに拡散してしまう。

　そしてこのホムンクルスたちは、命令に従わない時点で自我を持ち始めている。つまり、従来の『ホムンクルス』では、契約執行に支障を来す恐れがある。故に、契約を結ぶには彼らが認識できる真名がなければならないのだ。

「ご安心を。我々の名前はゴルド殿につけていただきました」

「契約に通じるかどうかは分からんぞ。問題はないと思うが」

　ゴルドがふて腐れたようにそっぽを向いた。まさか照れているのかとカウレスは思ったが、その表情から察するに、本当にふて腐れているらしい。

「まあ。ゴルドおじ様は生真面目ですのね」

　そして全く何の頓着もなく、ゴルドを褒め称えるフィオレだった。褒められると、ゴルドはますますふて腐れた。難儀なオッサンだ、とカウレスは嘆息する。

「それなら契約には支障ないですね。文面は魔術師同士が結ぶ契約の、定型的な文章を少し改良するだけで済むでしょう。基本的にこの要塞での居住を認める代わりに、雑務と城塞の修繕手伝いをこなしていただきたいだけです。外に出て行くのも問題ありません。ただ、魔術協会にあまり睨まれないよう行動は慎んで下さいね」

「出ていくホムンクルスはそれほどいない。ただ、身分証明の問題があるのだが――」

「ふむ。……そのくらいなら、こちらで何とかしましょう」

　フィオレはカウレスが探し出してきた契約書に幾つか修正を加えると、リーダー格のホムンクルスであるトゥールに差し出した。受け取ったトゥールが顔を顰める。

「どうしました？」

「いや、思っていた以上に話がスムーズに進むのでな。何か陥穽(かんせい)があるのではないかと」

「疑り深いな、お前は」

　ゴルドが目を剥く。

「今までの扱いを考えれば、妥当な認識だと思うが？」

　冷淡な態度でトゥールが応じる。まあまあ、とフィオレが二人を宥める。

「落ち着いて下さい。疑うかもしれないと思ったからこそ、聖杯大戦の審判たる彼女に裁定をお願いしたのです」

　渡された契約書を、ルーラーは真剣になって読み通す。

　ちなみに契約条項について、ルーラー――ジャンヌ・ダルクは完全に理解している訳ではない。ただ、彼女は生まれ付いてこの手のものに対する欺瞞には人一倍敏感だった。

　特に死ぬ前の一年間は、言葉と文面との戦いだった。あらゆる問いで、こちらの足を掬(すく)おうとする聖職者たち。ジャンヌはそれを乗り切るために、戦場と同じくらいの真剣さで臨んだ。

　契約書に目を通しつつ、時折それを書いたフィオレ、手伝ったであろうカウレスやゴルドに視線を移す。彼らの目に虚偽や悪意はない。やや不躾(ぶしつけ)なゴルドの態度は、単なるふて腐れであって、それ以上の何物でもなさそうだ。

　現状における虚偽のメリットとデメリットを考慮する――メリットは小さすぎて、デメリットは大きすぎた。この契約書に関する限り、嘘はないと考えていいだろう。

「問題はないようです。念のため、皆さんも目を通して下さい」

　そう言って、ルーラーが契約書をトゥールに手渡した。トゥールと周囲のホムンクルスは真剣な表情で、その契約書をじっくりと読み始める。本来、ホムンクルスは製作者の命令に従うだけの人形に過ぎない。そんな彼らが、自分たちのことについて書かれた契約書を真剣に眺めている。

　それはつまり、彼らに自我(エゴ)が育ちつつあるという証拠だ。もっとも、一概にそれは絶対的に良い、とばかりは言えない。自我は己の利益を最大限に拡張するための思考を行う。その結果、悪事を働くことへ繋がることもあるからだ。

　自分の利益のために他者を踏みにじる――。しかし、同時にルーラーはその心配はないだろうとも楽観視している。

　彼らは利益のために産み出された生命体だ。利益のために他者を踏みにじることは、決して許せないだろうし自身がそれを行うこともないだろう。

　少なくとも、ジークは彼らのことを信じている。ならば、自分も彼らを信じるまでだ。

「……問題はないようだ。では、この契約書に署名すればいいのか？」

「ええ。署名には、各人が自分の血を一滴垂らすようにして下さい」

　体内に存在していた血液と名前、これを組み合わせれば契約としてはそれなりに強い縛りを得られる。中には子々孫々に至るまで縛り付けを強制する契約も存在するが、今回はそこまで強くはない。だが問題はないだろう、子々孫々に至るまで彼らが関わり合いになる可能性は極めて低い。




　集まったホムンクルスたちの署名が終わると、フィオレはルーラーに向き直った。

「それでは先ほどの件、お願いします」

「構いません。すぐに始めるのですね？」

「……はい。今の内にやっておかないと、後になって決心が鈍りそうですし」

　フィオレは苦笑する――カウレスの顔が難しいものに変わる。ゴルドは無言で席を立った。いくら一族といえども、彼はフォルヴェッジ家の魔術師ではない。ここから先を見ようとするなら殺し合いになるからだ。

　彼女がルーラーに依頼したのは、魔術刻印移植の補助である。

　フィオレからカウレスへ。フォルヴェッジ家の刻印を段階的に移植する。幸いにも、カウレスはフィオレの予備として生育された存在だ。状況によって、いつでも移植することができるよう、肉体は生まれた頃から調整されている。

　問題は本来移植を行うための魔術師が不在なため、フィオレ自身が調整しながら刻印の移植を行わなければならないことだ。しかもカウレスを後継者として認定させるためには、それなりに大きな割合で、刻印の移植を行わなければならない。

　少なくとも半分、できれば七割方。無論、その代償は大きい。半減した刻印により、フィオレの魔力は激減するだろうし、そうかといって移植されたばかりのカウレスでは、満足に扱うこともできまい。

　だが、既に事態はマスターがどうこうできる領域ではない。〝赤〟の側のマスターが天草四郎時貞である以上、この聖杯大戦はサーヴァントの戦いなのだ。従って、戦力という意味では全く問題がない。

　けれど、本来魔術刻印というものは幼い頃から段階的に移植していくものだ。いくら弟であるカウレスが移植のために肉体を調整されているとはいえ、これほど大規模な移植となると危険が伴う。

　そこで、魔術にも造詣が深いアーチャーとある程度の治癒を可能とするルーラー、この二人に移植の立ち会いを依頼していたのだ。

「……サーヴァント二騎に付き添われるなんて贅沢ですね、私は」

　くすくすとフィオレは笑った。カウレスは嘆息して愚痴を零す。

「まさか、いきなり七割も渡されるとは思わなかった……」

「不安ですか？」

　アーチャーの問い掛けに、カウレスは肩を竦めた。

「貧弱な魔術回路を持つ身としては、ね」

　軽い答えではあるが――他の魔術師からしたら、卒倒する出来事だ。両親が聞きつければ、カウレスを殺害するのも辞さないだろう。

　これは有り体に言って、魔術師にとっては犯罪に等しい行為だ。優秀な者に継がせるのではなく、劣等な者に継がせようとしているのだから。

　しかも優秀な方は別に何か不自由なことがあった訳ではない。単に、魔術師という存在からただの人間に堕ちるためである。

　刻印移植の儀式には、フィオレの私室を使用する。姉弟は揃ってベッドで寝そべり、瞼を閉じて精神を融解させていく。人の精神は思っている以上に硬い。だからまずは溶けることから開始する。

　氷では、いつまで経っても移植はままならない。水になって溶け合い――その後、再び凍らせる。無論、一歩間違えれば人格が混合されたことにより、崩壊した人間が二人誕生することになる。




「では、同調を開始して下さい」




　〝黒〟のアーチャー(ケイローン)の穏やかな声。

　それでも、フィオレは選んだ。死と隣り合わせの魔術が嫌いになった訳でも戦いを恐れた訳でもないが、無理だと悟ってしまった。

　自分は生涯、弟のような覚悟を持てない。自分はどこまでいっても、ただの人間だった。




　――――――――――――――――――溶ける。

　交わる――――――――――――――――――。




「カウレス。少し走りすぎです。落ち着いて下さい」

「分かっているんだけどさ、この感覚はどうにも――」




　一族が死に物狂いで学び戦うことで培ってきた結晶が、ぱつんと半分ほど割れた。

　途端、恐ろしいほどに虚無が襲い掛かる。顔も知らぬ先祖たちが黒い顔で責め立てている。何ということをしてくれたのだ、お前たち姉弟は許されぬことをしたのだと。

　姉は怯み、弟は奮い立つ。

　知ったことか、と吐き捨てる。責任を取るのは姉ではなく、弟(おれ)だと叫ぶ。

　確かに百年遅れるかもしれない、二百年遅れるかもしれない、それがどうした。俺がフォルヴェッジ、俺がユグドミレニアだ。

　一切の異議も反論も認めてやるものか。




「いけない、刻印の異物感に肉体が反応しようとしています……ルーラー、カウレス殿を落ち着かせて下さい！」

「はい、分かりました！　聞きなさい、カウレス。いいですか？　私の言葉に耳を傾けるのです……！」




　生意気で身の程を知らぬ小僧に、数百年の妄執が襲い掛かる。地獄のように凄惨な奇跡を目の当たりにする――屈服し、恋に堕ちる。人間から魔術師に成り代わろうとした始祖。

　魔術に恋焦がれた、魔術を愛した、人間でなくなることなど簡単だった。

　始祖の執念が剣のように、自分こそが継承者であると主張する少年の胸を貫く。嘔吐(おうと)がこみ上げる、吐き出すということは己の魂を晒すこと。

　だが、どうしようもなく気持ちが悪い。際限なく速度を増すメリーゴーラウンド、臓物が体内でひしゃげる。喉元まで出かかる――いっそ吐き出せば、楽になるのか。

　楽になってしまえ、と誰かが囁く。口に手を突っ込んで、喉にあるそれを肺臓もろとも引き摺り出そうとする。




〝大丈夫。――貴方は、大丈夫ですよ〟




　不意に、天から降り注ぐ聖女の声。

　途端に砂漠が引っ繰り返って緑地になった。爽やかな草の匂いに、吐き気がたちまち消えていく。少年はとんとんと大地を蹴って、身のこなしも軽く歩き出す。




「……よし。落ち着いたようです、あともう少し。頑張ってください、マスター」




　誰かの……微かな声。穏やかな調子で、この草原に相応しいと思う。

　歩いて、歩いて、歩いて――辿り着く。

　刻印の最新箇所。幼い頃から共にいた彼女の記憶には、何の目新しさもない。ここも、かつて自分たち姉弟が遊びに使っていた場所だ。家の近くの、何の変哲もない花畑。

　いつも一緒だった。彼女がたまに振り向いて、自分の存在を確認していることも知っている。一人は寂しい、孤独は嫌だというように。

　だから仕方ない、といつでも後にくっついて歩いた。




　――弟は姉の後ろをくっついて歩くものだから。




　ずっと一緒に居るのかもしれない、と思っていた。

　ずっと一緒には居られまい、とも思っていた。

　聖杯大戦なんてものに巻き込まれたときは、魔術師としての自分にただ嘆いたが――本来の聖杯戦争よりはマシだと思うことにした。

　生き残ってしまい、また一緒になるのだろうと思っていたが――やはり、この聖杯大戦で少女は己自身と正面から向き合うことになってしまった。

　成長した少女は選択した。それは過酷で、誰にも理解されない選択だけど。

　選択したこと自体が、弟には喜ばしいと思った。

　ならば、もう。

「……ん？」

　何もかもが見慣れた風景だったが、そこに一つだけ異分子が存在した。

　少女が弟を見つけると、手を振って歩き出す。手には引き紐(リード)、その先には鈍臭そうな犬がいた。

　犬は尾を振って、少年を出迎える。……そうか、と少年は不意に悟る。少女がいつまでも魔術を捨て切れなかった理由が、そこにいた。

　無駄にはできなかった。無駄にはしたくなかった。使い捨てられた命、使い捨てられた生、せめて自分が掬い取らなければ――。

　だからフィオレ・フォルヴェッジ・ユグドミレニアは魔術師であり続けたのだ。

「……でも、それももう終わりね」

　少女は寂しそうに笑い、引き紐を手放そうとしては躊躇っている。その動きが気になるのか、老犬は紐をのんびりと噛み始めた。

「終わりじゃねえよ、姉ちゃん。継ぐって言っただろ」

　あっという間に引き紐を奪い取る。驚く少女に少年は言う。

「継ぐってことは、こいつも引き継ぐってことだ。忘れた訳じゃないだろ。あの現場には、俺もいた。俺も見ていたんだ」

　分かっていた。覚悟していた。あのとき、父は犬を使うのだと知っていた。

　知っていながら、それを見過ごした。なるべく犬に情を向けぬよう、極力その存在を無視しようとした。

　けれど、犬は無視しても姉は無視できない。ある日、彼は姉に尾を振る犬を見てしまった。姉も、犬も、未来に何の疑問も抱かず――。その光景に、ただただ涙が溢れた。

　だから、少年にはこの引き紐を預かる義務がある。

「責任持って、預かってくれる？」

「……ああ、責任を取る」

　少女は笑い、少年に後を託す。老犬はぱたぱたと、何とも鈍重な動作で尾を振った。

　受け継ぐ。

　魔術を受け継ぎ、命を受け継ぎ、誇りを受け継ぐ。分かたれた刻印は、少年の手には余る力かもしれない。だが、それを恐れることも悔やむことも永遠にない。

　在りし日の情景。それが脳に刻まれている限り――彼はフォルヴェッジ家の、そしてユグドミレニアの魔術師として、己を律する。




　幻想が終わり、脳髄に冷えた何かが差し込まれたような感覚にカウレスは呻いた。

「大丈夫ですか？」

　ルーラーが不安そうに覗(のぞ)き込む。カウレスは熱で白濁する思考を落ち着かせて、問い掛けに頷いた。

「あ――ああ、大丈夫だと思う」

　現実の認識は段階的。両手両足は動く、ただ肉体に強烈な異物感がある。関節という関節に泥が詰まったように動きが鈍い。

「大丈夫ですか、カウレス殿。……七割どころか八割の刻印をマスターから持っていったのです。持っていかれた方はむしろ楽になるかもしれませんが、持ち込んだ方は苦しいでしょう」

「……別に。こんなの、大したことない」

　大したことはある、あるのだが――こんな痛みに、長い間姉が耐えてきたことを考えると意地でも突っ張らなくてはならない。

「魔術師君。これを使いなさい」

　そう言って、ルーラーが布を胸板に強く巻き付けた。ただそれだけで、たちまち痛みが緩和する。動くことも億劫(おっくう)だったのが、ベッドから下りて歩ける程度には回復していた。

「聖骸布です。いざというときのために取っておいたのですが、今は貴方が使った方がいいでしょう。一応、呪いや毒といった穢(けが)れにも耐性がありますから、しばらくはそのままつけていて構いません」

「……随分と痛みが和らいだ。ありがとう、ルーラー」

　その言葉にルーラーは微かに笑みを零して言った。

「立派でしたよ、カウレス・フォルヴェッジ・ユグドミレニア。それからもちろん、姉であるフィオレ、貴女も」

　アーチャーの助けを借りて身を起こしたフィオレは首を横に振り、力無く笑った。

「いいえ、とんでもない。今は、カウレスだけを褒めてあげて下さい。私の、自慢の弟なんですから」

　その言葉にカウレスは顔を真っ赤にして、緩みそうになった口元を押さえた。







§§§







「ふぅん。それでボクたちより遅れたのかー」

　ここに来る前にちゃっかり購入した寝間着を身につけた〝黒〟のライダー(アストルフォ)が、机に突っ伏したルーラーに笑いかける。

「……」

　ルーラーは沈黙。先ほどの衝撃から立ち直れていないらしい、とジークは判断した。

　まあ無理もない。無理もないのだが――。

「……普通分からないか？」

　ジークの問い掛けに、ルーラーが身を起こした。微妙に涙目、頬から耳まで真っ赤だ。

「分からなかったんですよ!!」

　裸身を直視した、というのもあるがそういう場所に自ら踏み込んだ、というのが更に羞恥を加速させているらしい。

「だが、ルーラーなら真名やステータスが認識できるだろう？」

　ルーラーは頭を抱えたまま、ケタケタと笑っている〝黒〟のライダーを指差した。

「ジーク君。……〝黒〟のライダーのステータスを確認してみなさい。マスターなら、少し集中するだけで、これまで出会ったサーヴァントたちの能力をある程度把握できるはずです」

「……ふむ」

　言われて、改めてステータスを確認した。頭の中に本が浮かぶ。それを捲(めく)ると、今まで出会ったサーヴァントたちのステータスがぼんやりと表示された。

　セイバー、アーチャー、ランサー、そしてライダー……。

「……何だこれ」

　ジークが隣に座るライダーを見た――満面の笑みで手を振られる。

　ライダーのステータス画面は、無茶苦茶だった。一応、各種能力のランクやスキルなどはきちんと確認できるのだが、そこかしこがイタズラされている。

　特に性別の部分は完全に塗り潰されていて、判別は不可能だった。ジークは慌てて他のサーヴァントを確認したが、幸いにも特に変わった点はない。

「……確かにサーヴァントの中には、能力を隠蔽する術や宝具を持っている者もいます。でも、イタズラするのは前代未聞ですよ……一体何をどうやったらこんなことやれるんですか……いえ、やれるやれないはともかく普通やらないですよ……もう……」

　そりゃそうだろうな、とジークも思う。二人の視線を集めたライダーは、照れ笑いしながら答えた。

「んー、多分あれかな。ボクの持ってる本！　ステータスを確認できるって、要は一種の魔術みたいなものでしょ？　聖杯戦争の基本的なルールに則った魔術だから完全に防げないけど、ちょっとくらいなら何とかなるのかもね」

「いい加減な……何たるいい加減な……」

　ルーラーが頭を抱えた。無理もない、とジークも思う。大した害はないので、放置することに決めているが。

「それで。相変わらず、本の真名は思い出せないのか？」

「んー……何となく、ちょろちょろっと頭に浮かんではいるー」

　何ともだらしのない返答である。だが、ジークは特に叱咤しようとは思わない。自分のサーヴァント、ライダーはやるときはやると信じているからだ。

「三日後までに思い出せます？」

「多分、大丈夫、だと、思いたい……思う」

　ルーラーの問い掛けに、ライダーは目を逸らす。

「ライダー。相手は空中庭園に接近しようとする私たちを積極的に妨害しようとするでしょう。アサシンは空中庭園から魔術による迎撃を行い、ライダーはあの戦車で空を飛び、アーチャーは無論弓でこちらを射つ。高高度から落下しても、我々サーヴァントは死ぬことはないかもしれませんが――」

　言うまでもないが、そんな高度から落下すればジークは間違いなく死ぬ。

「分かってるってば！　大丈夫、任せて！」

「……不安です」

「ルーラー。ライダーのことなら心配ない」

「はあ……」

　ジークの言葉にやや不安そうではあるものの、少女は納得したらしい。

「それで。ジーク君は大丈夫ですか？」

　沈黙。〝黒〟のアサシン(ジャック・ザ・リッパー )の件を知らぬライダーは不思議そうに、マスターの顔を覗き込む。その表情に首を傾げる。彼の顔に見えたのは、どうしようもない苦悩だった。

「マスター……？」

「……問題はない。戦うことを選んだんだ」

　ジークはどうにか答えを返した。そう、自分は誰かのために戦う訳ではない。選んだ。巻き込まれたこの戦いに、自ら望んで身を投じた。

　自分のために戦う。人間のためではない。

「風呂に入って、寝る」

　ジークはそう言って、椅子から立ち上がった。ライダーとルーラーは、無言でそれを見守り――彼が浴室に入ったのを確認して、顔を見合わせる。

「何か、燻(くすぶ)っているみたいですね。ライダーは聞いていますか？」

「……うん。実は昼間に〝赤〟のセイバー(モードレッド)と出会ってさ。ただ、マスターの言っていた地獄というのが何なのか、あまり具体的には聞いてないんだけど」

　ルーラーは〝黒〟のアサシンが見せた幻覚について、詳細に説明した。人間が人間を殺し、あらゆるものを奪う堅牢な都市システム。誰も悪くないのに、誰も善良ではない、人間が再現した地獄について。

「そっか……」

　〝黒〟のライダーは沈痛な表情で俯いた。無論、英雄であり世界を巡ったライダーはこの世には、そんなどうしようもないものが存在することなど知っている――そして、受け入れている。

　それはどうしようもなく醒めきった英雄の視点だ。救えない者は救えない、弱者が弱者のまま牙を剥くこともある、身分と貧富とその他様々な事情によって確立されたシステムとしての悪性は、どれほどの勇者でも倒せるはずがない。

「でも、いつかは知らなきゃいけないことだ。それに、マスターは別に人間になりたい訳じゃないんだろ？」

「ええ。それでも、やはり人間に対する憧れはあるのではないでしょうか？」

　ライダーは腕組みして、首をこてんこてんと左右に傾げた。

「そうかなあ……。マスターは生きたいと願った。そしてそれは、ちょっと変で歪(いびつ)な形で叶ってしまった。だからと言って、人間に憧れる……というのはないと思うけど。大体、マスターが魔術師以外の人間に会ったことってある？」

「セルジュという老人の方に食事をご馳走になりました。とても善き方でした」

「マスターが憧れてしまうほどに？」

「……そこまで、深く接した訳ではありません。善良な人間がいる、とは認識したかもしれませんけど」

　手掛かりのようなものはない。恐らく、ジーク自身でもまだ理解できていないのだろう。

「好きになってくれると、いいのですけど」

「人間を？」

「ええ。……だって、困ります」

　不意に、妙な感情の籠もった呟きが少女から漏れた。耳聡く聞きつけたライダーは、好奇心に加えて警戒心を露わにして、机に身を乗り出した。

「む、む、む。……どうして君が困るの？」

「え？　あ、いや、その、ごめんなさい。別に何でもないです！」

　口元を押さえて、分かりやすいほどにルーラーが狼狽した。ますます不審そうに、ライダーが顔を近付ける――焦った様子でルーラーが目を逸らす。

「何か隠してない？」

「な、何も隠してませんってば。本当です」

　目が泳いでいた。

「神に誓える？」

「こ、こんな些細なことで主に誓うのは申し訳ないというか……」

　先ほどまでの勇ましさが消え、どこか年相応の少女のようにルーラーは羞(は)じらっている。さすがにこれ以上弄(いじ)るのは哀れだとライダーは肩を竦めて話を変えた。

「……まあでも、人間を好きになって欲しいっていうのはボクも賛成だな。だって、マスターには未来があるんだから！」

「そう……ですね。幸せな未来だといいって、私は思いますっ」

　ルーラーが嬉しそうに言った。その無邪気な微笑みに、ライダーも機嫌良く頷く。

　不意にルーラーが、まだ出てくる様子のないジークを気にしつつも、ライダーにひそひそと囁いた。

「……あ、あの。ライダーさんはジークさんのこと、お好きなんですか？」

「君はどうなの？」

　間髪容れずに質問を返されたルーラーは目を見開き、背筋をぴんと伸ばして硬直した。

「そ、それは。その、ですね、あの、いや――」

　はぁ、とライダーは溜息をつく。立ち上がって子供にやるように、ルーラーの頭をくしゃくしゃと撫でた。

「ひゃぅ!?」

　ふふん、とライダーは笑い、耳元で囁いた。

「――まあ、頑張りなよ。ボクは応援しないけどね、ルーラーじゃない誰かさん」

「……！」

　振り返った少女に手を振って、ライダーは二階の寝室へと消えていった。

「……うぅ。気付かれてました」

　一人呟き、少女は頬を手で押さえた。バスタオルを頭に被ったジークが、頬を真っ赤にして顔を伏せるルーラーに気付き、声を掛ける。

「ルーラー、何かあったのか？」

「あ、いえいえいえ！　何でもありません、何でも――」

　再び少女が硬直した。ジークは不思議そうな顔をしつつ、浴室を指差した。

「順番を違えてしまったが、君も風呂に入るといい」

　少女は硬直して、ジークの体を見つめていた。右腕にシャツが引っ掛けられている。それを着て眠るつもりなのだろう。つまり、現状のジークは上半身裸だということだ。

「……は、はい！　分かり！　ました！」

　さながら機械人形のようにぎくしゃくとした動きで、少女はジークの隣を通り過ぎる。

　それを見送ったジークは、不思議に思いつつも二階の寝室へと向かうことにした。前日のようにライダーに乱入されなければいい、と思う。何しろ実体化している上に寝相が悪いので、狭いベッドだとすぐに蹴り出されてしまうのだ。
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　朝に祈り、昼に祈り、夜に祈り、食事前に祈り、眠る前に祈る。

　――つまるところ、私の生き方は単純で。毎日が息苦しい。

　寄宿舎の友人たちは、適度に息を抜いていた。それを責める気はないし、私自身息を抜いた方がいいのではないか、と思っていた。思っていたのに、何故だかそうする気にならなかったのは――多分、心を騒がせるものが恐ろしかったからだろう。

　深海で暮らすような毎日。大きな喜びも悲しみもなく、ただ淡々と私は日々を過ごしている。

　私が日々を過ごす学院は、取り立てて特徴らしい特徴はない。友人たちは牢獄のよう、と愚痴を零す。その一方で、外界と完全に遮断されている訳ではないが故に簡単に堕落もするし、悔悛もする。

　そんな環境で私はよく自分を律していると言われた。

　外と交わり堕落することもなく。さりとてそれを過剰な誇りに変える訳でもなく。教師も友人も、何故か私を褒め称えた。

　その在り方は美しい、その在り方は正しいと皆が言う。私は曖昧な笑みでその賛美を受け取り、心の中で頭を抱える。それほどのものではない。

　私は単に、変わることが怖かっただけだ。

　自分の性格はよく理解している。歯止めが利かない、ブレーキが壊れている、走り出したら後は速度を上げるだけで、下げることができない。

　行き先が崖であっても、そのまま跳躍。落下して死ぬまで停止はない。

　だから外界とは関わらず、さりとて牢獄で大きな喜びを感じるほどでもない。更に言うならば、外側に両親がいる以上繋がりを絶てるはずもない。

　中途半端、と自嘲したくもなる。

　他者と繋がり俗世に染まった、極々ありふれた人間となる気は起こらず。

　外を遮断した禁忌のみが支配する世界にその身を捧げる度胸もない。

　有り体に言って、私は何処を目指すべきか分からなかった。向かうべき道が見当たらない。何となく朧げに見える道を、覚束なく頼りなく歩いているだけ。

　ええい、もうこうなればどうとでもなってしまえと半ば自棄になって歩いている。

　この先に何が待っていようとも、分からないのだから仕方ない。堕ちてしまおうとも、虜囚の身になろうとも、後悔しようとも……仕方がない、と切り捨てる。




　そんなときに――私は夢を視て、道を見た。




　聖女ジャンヌ・ダルクが私の助力を乞うている。私は挿入された知識を理解し、全てを受け入れた。無論、恐怖はあった。聖杯を巡る英雄同士の殺し合い、自分のように凡庸な人間が関わるべき事柄では決してない。

　だが、私は承知した。眠っていればいい、という聖女の勧めも丁重に断って、彼女の視覚を通して全てを見続けた。

　想像を絶する壮絶な戦いも、吐きそうなほどの嫌悪を抱く凄惨な光景も、何もかも。

　安全圏にいる、ということが精神的な防壁となってくれたのだろう。私は、私以外の誰もが一生涯を懸けても絶対に見られぬものを見ていた。

　戦場を疾駆する英雄。神秘的な武具で以て、巨大な石像を打ち砕く勇者たち。怪しげな術を使う魔術師もいて、神々しいまでの姿をした巨人や空に浮かぶ大要塞すらも見た。

　けれど。何よりも私の目を惹いたのは――惹いたのは。




　どうしてこんなに純粋で綺麗なものが呼吸をして、生きているのだろうと。そう思ってしまうほどに、その人は美しかった。

　人工的に作られた生命(ホムンクルス)だという少年。

　聖女から授けられた知識で理解する。その多くは短命で、鋳造した人間の意のままに動く忠実な召使い(サーヴァント)。

　けれど彼は死を拒み絶望を乗り越え、掛け替えのない自由を手に入れていた。良かった、とほっと息をついたのも束の間で、彼は戦場に戻りたいと乞い願った。

　訳が分からない。だって、それは手に入れた自由を投げ棄てる行為だ。

　自分だったら、絶対に手に入れたものにしがみつく――決して放さない。命を賭けて手に入れたものなのに。

　彼は言う。

　仲間が救いを求めている、見捨てて行くことはできないと。

　私にだって理解できる。この人はきっと、何もできない。確かに後悔はするかもしれない。見捨てたという罪悪感があるかもしれない。

　けれど、きっと忘れられる。楽しく生きていけばいい――この人は楽しく生きなくちゃダメだ。世界は広くて、美しいものが沢山あるのだから。

　何かできるなら、まだ話は分かる。だけど他ならぬ彼自身が「何もできない」と知っているのだ。愚かで、無鉄砲で、何の役にも立たない無益な選択であることを百も承知で。

　この人は戻ることを選択した。

　中途半端に生きている自分には、彼の在り方があまりに眩(まばゆ)い。

　その美しさを誇るためではなく、誰かに見て貰うためでもなく、ただただ朴訥(ぼくとつ)に磨き上げられた宝石。美を誇らないことを愚かだと蔑まれようとも、決して生き方を変えない人。




　手を伸ばせば、すぐ届く位置にいるのに。

　私にとっては、一番遠い場所にいる人だった。







　熱い湯に浸かると、疲労が溶けるように消えていく。少女(レティシア)は大きく安堵の息を吐き出した。こうして風呂に浸かるのも久しぶり、という気がした。

「――あの。何かスイマセン」

　表に出た少女は、内側の聖女に謝罪する。

“謝罪する必要はないと思いますが？”

「……いえ。その……自分でもよく分からないのです……この気持ちが」

　この感情は、何て奇妙な味なのだろうと少女は嘆く。

　羞恥と喜悦が入り交じっていて。それに悲哀が大さじ一杯交ざっている。

“それは――やはり、気付かれていないからでは？”

　それももちろん、ある。でももう一つ、隠し味に何かが入っている。ほろ苦くて、甘くて、切ない何かが。

“レティシア。別に貴女が出ていることを知らせない縛りはないのですよ？”

「……いいえ。それは止めておきます」

　少女はちゃぷりと、湯船の中で手を泳がせる。名前を明かせないことは悲しい、あの少年が自分のことを見ていないことも悲しい。でも、この隠し味はきっとそうじゃなくて。

　――ああ、何て罪深い。

「私、もう大丈夫です。……自分の気持ちも、あやふやですから」

“でも――”

「ありがとう、聖女様。私、嬉しかったです」

　瞼を閉じる――開く。少女(ジャンヌ)は自分の内側のレティシアが眠ったことを確認する。

「もういい……ですか」

　フィオレの選択によって与えられた二日間。緊急時以外なら、レティシアに体を貸し与えても良いと、ルーラーは判断していた。

　それだけのことを、彼女はしてくれている。この体を貸し与えてくれた。凄絶な戦いにも拘わらず、それに付き合い続けてくれた。如何に安全だとはいえ、内側でただ戦いを観覧し続けるだけというのは相当に精神的に消耗するはずだ。

　感謝してもし切れない。何より、本来より遥かに人間に近くなったこの状態は予想を上回るほどに衝撃的だった。

　空腹を感じ、食事に喜びを抱く。疲労を感じ、睡眠を求める。人間の根源、本能に根ざした圧倒的な多幸感。改めて生の素晴らしさを実感する。

　レティシアがいなければ、それを感じることもなかったろう。……無論、空腹で苦しむこともなかったのだが。

　そう。だから、彼女には尽きぬほどの恩義がある。何より、わずか数日とはいえ傍にいた少年に心を惹かれるのも当然といえよう。だから交代すれば、少しでも心を通い合わせることができるのではないか――と思ったのだが。

「残念……ですね」

　湯気のせいか、視界は朧で世界は何とも曖昧だ。そう、残念なことだ。ジークはまだ、レティシアのことに気付いていない。残念で、悲しいことで、でも少しだけ――。

「……違う。私は、」

　ほんの少しだけ、全く違う感情が交じっている。それは絶対的に余分で、今すぐ切り捨てなければならない感情だった。

　なのに、それがどうしても捨てられない。とてもちっぽけで、とても不要なはずなのに。

「分からないですね。何もかも」

　湯気に溶けて、消えてしまえとばかりに――ルーラーは、天井を向いて大きく息を吐き出した。
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第三章







　……それからの二日間、全くもって何もかもが平穏だった。ジークとしては、家に閉じ籠もっていた方が、面倒なトラブルを避けられるので隠れ家でゴロゴロと――漠然とした、何かを考えたかった。

　だが、それを許さないのが自分のサーヴァントである。

「さあ、遊びに出よう！」

「ちょ、何を言って――!?」

　そして、ライダーに掛かれば聖女の制止など無意味だ。〝黒〟のライダー(アストルフォ)は思う存分、彼らを引っ張り回した。

　街を練り歩いて物を食べ、観光名所を見て回り、道行く人々の訝しげな視線にもめげずに話しかけて笑い合った。たまにトラブルに遭遇すると、ライダーとルーラーが処理をした。天衣無縫の権化たるライダーがにこやかに話しかければ刺々しかった人間も苦笑いを浮かべ、悪意を持って近付いてきた人間はルーラーの声と言葉に、項垂(うなだ)れて退散した。

　ジークはさながら台風と天使を一緒に引き連れて歩いているような気分だった。極めて安全であるが、極めて疲れる。

　だが、疲れるだけだ。そしてその疲れは何とも心地よいものだった。

「――楽しい？」

　不意を衝くように、ライダーが問い掛ける。何故か、ジークの答えに耳を傾けるかのようにルーラーもじっと少年を見つめていた。

　ジークは答える。

「無論、楽しい」

　焦燥がほんのわずか燻っているのは確かだ。未来に不安があり、行き先に暗雲が立ち籠めている。当然、何もかも忘れるという訳にはいかない。いかないのだけれど――。

　陽光は眩しく、空は青く透き通り、道行く人間は良くも悪くも活気に溢れていて。

　そんな場所をただ散策するだけで、自然と心が弾み出す。

　ジークが笑うと、ライダーとルーラーは満足げに頷いていた。

　理由は分からない。何故なのか、と問い掛けても二人は顔を見合わせクスクスと笑うだけだ。……きっと、良いことなのだろうとジークは思う。




　――夜になると、ジークは考える。

　例えば人間の善性、悪性、本能、そういった答えの出ない難問に首を捻る。本を読み、二人に教えを乞い、それでも見つからぬ答えに頭を悩ませる。

　そして、天草四郎時貞のことも考えた。

「……どうして、人類を救済しようと彼は思ったんだろう」

　居間のソファーで本を読みながら、ジークはふと呟いた。

「ん？　そりゃ、ソイツにとって人間が罪深い存在だからじゃないか？」

　至極当然、というようにライダーが答える。

　単純ではあるが、正しいようにも思える。人間は生まれ付いて罪深い存在であり、だからこそ人類を救済する。大聖杯を使い、どうやって叶えるかは分からないにせよ――とにかく、罪深き人類を救済しなければならないという使命感に満ちている。

「なら、天草四郎は人間が嫌いなんだろうか」

「そりゃ嫌いじゃないか？」

　ライダーはごろごろとジークとは別のソファーで寝転がりながら、ジークが読み耽(ふけ)っていた天草四郎について書かれた本を指差した。何かの役に立つか、と思ってミレニア城塞から持ち込んだ本だ。他のサーヴァントは与えられた知識があるものの、ジークは学ばなければ、敵の首魁(しゅかい)がどのような存在なのかも分からない。

　……戦うだけなら、別にそれで問題はないのかもしれない。大英雄ジークフリートに変わりさえすれば天草四郎時貞など所詮は極東の聖人、一撃で屠(ほふ)ることも可能だろう。

　だが、何となくそれでは駄目なのだとジークは思う。倒すにせよ、倒されるにせよ、せめて相手を知りたいとジークは考えていた。理解できなくとも、納得はいかなくとも、その存在を認識し、客観的であれ人生を知るべきだと。

　相手が何かを知らぬまま、何かの標的を撃つように銃爪(ひきがね)を引く――それだけは、やってはならないとジークは自戒する。

　そんな訳で、彼は天草四郎時貞について漠然とではあるが知った。そして知れば知るほどに、分からなくなる。

　普通にサーヴァントとして召喚されるなら納得もする。ルーラーとして召喚されたのも、恐らく極東の地であれば問題はなかったのだろう。

　ユグドミレニアの魔術師が調べたところによると、三度目の聖杯戦争は極めて凄惨なものだったらしい。

　同盟を結んでいるはずの軍がそれぞれ秘密裏に動いて、そこに魔術師たちが加わり――気付けば、誰も手が付けられないほどの虐殺に発展していたとか。

　第一の生で三万七千人の虐殺に立ち会い、第二の生で魔術師や軍の醜い争いを見た。

「人間を、好きになれるはずがないか――？」

「……そうでもない、と私は思います」

　ジーク、ライダーとはまた別のソファーに座っているルーラーが突然声を上げた。二人が目を向ける。ルーラーは誰に聞かせるでもなく、独り言のように呟いた。

「英雄として、あるいは聖人として生きていけば自然と人の醜い面も美しい面も見えてきます。人間の悪性、善性、あるいはそれを超越した何か。どれほど醜い面を見たとしても、美しいものを信じたい。人を好きであり続けたいからこそ、救いたい――そう思ったのかもしれません」

「……なるほど」

　それはもっともな考えだ、とジークは思う。えー、とライダーはソファーで足をじたばたさせながら反論する。

「でもさー、それだったら人類を救済するって考えに至るかなあ？　んー……ほら、悪い人間を消して、良い人間だけにしてくれ、みたいな願いになるんじゃない？」

「それは救済ではなく、選別です。救うべき人間、そうするべきでない人間を選ぶ権利は、どんな聖人や英雄にもありません」

　ルーラーの言葉に、ジークは首を傾げる。

「しかし、貴女はかつて戦ったはずだ。祖国を守り、敵を倒すために。それは救うべき人間の選別ではないか？」

「……ええ、確かに。あれが間違いであると思ったことはありません。けれど、間違いでなくとも私の行いは〝罪〟なのです。私は自身を聖人などと思ったことはありません、神の嘆きを聞いただけの凡庸な女に過ぎません」

　故にあれは選別ではなく、選択だ。こちらを救うと決めて、あちらを討つと決めた。人間が人間を救うというのは、そういう行為なのだ。

　決して高みから、救うべき人間とそうでない人間を仕分けてはならない。

「シロウ・コトミネ――天草四郎時貞も、それはよく理解しているはずです。彼は救うべき人間を救うためではなく、全ての人間を救うべく大聖杯を手に入れた。もっとも、それは過(あやま)ちです。だからこそ、私はここに居る」

「過ち……か。では、過ちでなければ貴女もその救済を選ぶのか？」

　ジークの問い掛けに、ルーラーが硬直した。手にしていたコーヒーカップが微かに震えている。

「……ルーラー？」

　訝しげなジークの呼び掛けに、ルーラーは慌てて首を横に振る。

「い、いえ。何でもありません。……そうですね、その救済が完全なものであれば考慮に値する、とは思います。でも、それは有り得ません」

「そうだねー。有り得なーい！　そんなのあったら、昔のもっともっと賢い連中がとっくにやってるってーの！　生き物はね、救われてばっかりじゃ駄目なんだ！」

「……なら、君に救われた俺も駄目なのか？」

　ジークの言葉に、ライダーはむっと睨む。

「んもう！　違うよ！　キミは救われたんじゃない。自分を救っただけだ！　ボクはほんの少し手を貸しただけ！　質問を返すけど、もしキミは自分がいずれ救われると分かっていたら、自分一人で脱出しようと考えたかい？」

　ジークは言葉に詰まった。

　……もし、救いの手が確実にあると知っていたら。自分は果たして、あそこまで死に物狂いで戦えただろうか。

　待っていれば、誰かが救ってくれると知っていたら――。

「――そうですね。ジーク君が〝黒〟のライダー(アストルフォ)に救われたのは確かな事実です。でも、そうなるまでの過程を考えると、最初にジーク君を救ったのは自分自身です。それをなおざりにするのは、良くありませんよ」

　ルーラーの言葉に、ジークは何とも名状しがたい感情を抱いた。嫌悪ではなく、どこか心をくすぐられているような、嬉しさと羞恥の入り交じったもの。それが〝照れ〟だと理解するのに、ジークは少し時間が掛かった。

「……そういうものか」

「そーゆーもんだよ、そーゆーもん」

　そう言いつつ、ライダーは焼き菓子をひょいと摘まんだ。

「お、ストロベリー。当たり当たり」

「む。ライダー、先ほどから苺(いちご)味ばかり食べ過ぎではないですか？」

　ルーラーが睨む。彼女がコーヒーと一緒に楽しもうと買い込んできた焼き菓子は、ライダーの極めて偏向した食べ方により、苺味が極端な減少を見せていた。

「別に適当に掴んでるだけだって……おっと、またもストロベリー」

「も、もう無くなっちゃった!?　ライダー！　貴方という人は！　強欲は大罪です！」

「だ、大丈夫だって！　チョコレート味も美味しいからさ！　寝る、おやすみ！」

　さすがにライダーは形勢不利を感じ取ったのか、不意に霊体化して逃げ出した。

「まったく……」

　ジークはそれを見つつ、チョコレート味の焼き菓子を摘まんだ。鈍い味覚を総動員して、何とかチョコを感じ取る。

「充分に美味いと思うぞ」

「はい……」

　しょんぼりする少女に、焼き菓子を投げ渡す。食べると、ルーラーは幸せそうに頬を緩ませた。

「ああ、堕落してしまいそうです……」

「……食事の面なら、既に思う存分堕落していると思うが。いや、すまない。口が滑った」

　ジークが反射的に指摘すると、彼女は頬を膨らませた。

「特殊な召喚方法だったので、仕方がないのです。それに、カロリー消費が激しいせいで彼女が太る心配もありませんし」

「彼女？　……ああ、レティシアという少女か」

　ルーラー――ジャンヌ・ダルクは今、レティシアという少女を核(コア)として召喚を果たしているという。

「はい。とても良い娘なんですよ」

　レティシアの話題になった途端、ルーラーの顔が綻んだ。

「だろうな。戦う訳ではないとはいえ、この状況でついてきてくれるというのは性根が据わっている」

「ええ。あの子は別のものに興味を惹かれているみたいですけど――」

　くつくつと楽しそうにルーラーが笑う。別のもの……確かに聖杯大戦、魔術、そして何よりサーヴァントという非現実的な幻想の数々、どれもこれも一般人でも興味を惹かれるには余り有る存在だろう。

「ああ、分かります。ジーク君はきっと勘違いしていますね」

「……俺の心が読めるのか？」

　首を傾げるジークに、ますますルーラーは笑う。

「ええ。彼女が惹かれているのは何より――!?」

　そこまで言ったところで、ルーラーは自分自身の口を両手で押さえた。

「どうした？」

「い、いえ。何でもありません。それよりジーク君はレティシアとお話ししてみたくありませんか？　今は火急の状況という訳でもありませんし」

　ルーラーの問いに、ジークは首を傾げる。話す、と言っても実質的には初対面である。

「確か、最初に出会ったときには敬遠されていた気がしたが大丈夫だろうか？」

　嫌われることは一向に構わないが、嫌っている相手と無理に語らわせることはない――とジークはレティシアを気遣った。

「大丈夫ですっ！」

　――と、不意にルーラーが立ち上がると大声で叫んだ。きょとんとするジーク、口元を押さえて愕然とした表情を浮かべるルーラー。

　沈黙。しばらくして、ルーラーがぺたんとソファーに座った。

「……もしかして、君がレティシアか？」

　ジークがおずおずと尋ねると、彼女は力無く首を横に振りかけ――頷いた。

　その表情はどこか頼りなげで、落ち着いていない。不安そうに拳を握る様は、確かに一人の、どこにでもいそうな少女だった。

「あの、はい。そうです、私……レティシアです」

「初めまして、なんだろうか」

　ジークの言葉に、レティシアは微笑んで頷いた。その微笑みは、ジークの目に少しだけ寂しそうに映った。

「はい。初めまして、ジークさん。お会いできて、本当に良かったと思います。これまでは、見ているだけでしたから」

「そうか。その……君は、俺が大丈夫なのか？　すまない、曖昧だった。ええと……」

　ジークのあやふやな問い掛けに、レティシアはくすりと笑って頷いた。

「はい、問題ありません。あれはその、何というか……緊張していただけですから。今はもう、大丈夫です。ジークさんのことはずっと見ていましたし」

　ふにゃり、とルーラーのときとは少し異なる柔らかい笑みを見せる――顔立ちは完璧に同じであるにも拘わらず、雰囲気が明らかに異なっていた。

「なら、良かった。……しかし、大変なことに巻き込まれたな」

　真っ当に生きてきた人間が、ある日突然聖女をその身に憑依させることになったのだ。おまけに聖杯を巡る戦争に巻き込まれ、普通なら耐え切れないほどの残酷さを直視することになったのだ。

　幾ら内側で意識を眠らせているだけ、といっても何かの拍子に見たくないものを見るときだってあるだろう。

「聖女(ジャンヌ)様は、私を大事に扱って下さっています。それに、正直に言って少しだけ心躍るのも事実ですから」

「心……躍る？」

　首を傾げるジークに、レティシアはこくんと頷く。

「その、不謹慎だと自分でも思いますけど――。でも、私はこれまで魔術も知らない、本当に何も知らない人間でした。聖女様が降臨されなければ、多分ずっと知らずに生きていたことでしょう」

　両手を祈りのように組み上げると、少女は語る。

「でも、こうして知ることができました。神話や伝説でしか語られない、英雄の皆様がたともお会いできました。敵であれ、味方であれ、平凡な私にとっては貴重な体験です。それから、ええと、ジークさんとも……お会いできましたし」

「……確かに、ホムンクルスは珍しいだろうな」

　しばらくして納得したようにジークが呟き――その言葉にレティシアは目を伏せる。

「ホムンクルスだから、じゃありません。ジークさんだから、です」

「……ふむ」

　首を傾げる。その純朴とすら形容できる反応は、やはり分からないのだろう。




　レティシアは思う。

　この人は〝自分〟の価値を恐ろしいほど冷徹に計算している。マスターであり、〝黒〟のセイバー(ジークフリート)のサーヴァントであり、魔術を使えるホムンクルス。そして多分、それ以外には何もないと思っている。

　誰かに向ける優しさや、英雄たちにも劣らない勇気も、何もかも――ないものとして、扱っている。そんなものは誰もが当たり前のように持っていると考えている。

　それがレティシアには、たまらなく悲しい。




「……ええと、ルーラー……じゃない、レティシア」

　俯いていたレティシアは呼び掛けに顔を上げる。ジークは真剣な眼差しでレティシアを捉えていた。背筋をピンと伸ばし、真っ直ぐに少女を見つめている。

「俺は、何か貴女に無礼を働いただろうか？」

「はい？　あの、どうしてそんなことを――？」

「いや。貴女が悲しそうに俺を見たから。俺が無礼を働いた場合、恐らくルーラーは俺を正すか怒るかするだろう。だが、今はレティシアだ。もしかしたら、悲しむのかもしれないと思ったのだが、違うのか？」

　そういうことかと、レティシアは納得する。また悲しくなったが、すぐに悟った。

　結局のところ、これは言葉で形にせねば伝わらないことだ。誰もが自然と悟っている、あるいは心の奥底で誇っているそれを、ジークは見つけていないのだから。

　これはもしかすると絶好の機会(タイミング)かもしれない。

　勇気を出せ、と自分を叱咤する。

　ここで言わなければ、もしかすると一生伝えられないかもしれない――それは嫌だ、とレティシアは思う。

「違いますよ。私は……そうですね、ただジークさんに自分自身を蔑まないで欲しいだけです。あの、一度しか言わないですからね？」

「ああ」

　レティシアは深呼吸して、身を乗り出すジークに向けて言った。




「ジークさんは、マスターでなくても、サーヴァントでなくても、魔術を使えなくても、ただ貴方というだけで、本当に素敵な人なんですよ」




　その言葉を、ジークはしばし茫然とした表情で受け止めた。レティシアは満足したように頷くと、静かに瞼を閉じ――。

「――私もそう思います、ジーク君。そして、どうか貴方自身がそう思えるように祈っています」

　ルーラーは少年の手を軽く叩いた。呆気に取られていたジークは、何とも曖昧な動作で頷いた。少女(レティシア)の言葉が何らかの切っ掛けになる、それで少しずつ理解してくれればいいとルーラーは思う。

「俺は――」

　ジークの言葉は続かない。

　少年は世界を問い、人間を問い、善悪を問う。しかして彼は未だ自分自身を問うてはいない。自分が空っぽのまま、世界を問い掛け続ければ――いつか彼は自分を価値無き存在だと断定するだろう。

　生きる価値は他人が決めるものではない、己で決めるものだ。そして自分の価値を自分で認められたときに、ジークの歩む道が繋がるはず。

　ルーラーはそれを信じたかった。彼を護ってやりたい。共に歩むことは叶わなくとも、その道を繋げる手伝いくらいは――。




「……っ」

　目眩にも似た頭痛がする。夢を語る資格がないと、誰かが嗤っている。

　お前は彼を此処まで連れてきたのだ――お前は、全く自然にこのホムンクルスを戦場へと導いた。御心のままに。

「ルーラー、どうした？」

　ジークの訝しむような声に、ルーラーは慌てて首を横に振った。

　何でもありません、と彼女が答えるとジークは再び思考に埋没する。ルーラーはそれを眺めながら、改めて思う。

　――私は確かに、彼を此処まで連れてきてしまった。

　ここから先はまだ何が起きるかは分からない。だが、責任がある。あのとき、彼を突き放さずに退避させなかった責任が、ルーラーには存在する。

　それがある限り、自分は彼を護り続けるだろう。……この命を賭けても。

　その誓いを心に浮かび上がらせると、ルーラーはほっと安堵した。彼のために、命を賭けることができる。そんな自分に、安心してしまうのだ。

　彼女が気付いていないのは、一つだけ。……その身を焼き焦がすような感情は、決して罪悪感だけではない。




　少女(レティシア)にはそれが悲しい。言葉で訴えかけても、聖女はそれを認めないだろう。そして、彼女がそれを認めたときには、多分何もかもが遅いのだから。




　そうして。誰もが平穏に過ごせる最後の夜が終わる。







　――夜が更けていく。

　〝黒〟のアーチャー(ケイローン)は星空に己が拳を握って挙げる。

　相手をかつての教え子とは思わない。敵は稀代(きだい)の大英雄、トロイア戦争を駆け抜けた最強の戦士アキレウス――。

　心が奮い立つ。と同時に覚悟もする。万全の態勢でアキレウスと対峙して、それでもなお勝つという保証はない。冷徹に思考すると七対三でアーチャーの不利。アキレウスの槍は正に神速。戦闘における彼の組み立てを完全に把握できたとしても、情報処理が追いつかない可能性が極めて高い。

　しかも、それは足場の不利を解消し、尚且つ相手が戦車(チャリオット)を使用しないと仮定してだ。

　そんな都合の良い展開に持っていくのは、相当な幸運と策が必要だ。

　けれどアーチャーはだからこそ勝たねばならぬと肝に銘ずる。何故なら、勝利こそがマスターに伝えられる最後の教えだからだ。

　不思議なものだ、と笑う。これほど穏やかな気持ちで、最後の夜を迎えられるとは思ってもいなかった。本来の聖杯戦争において、勝ち抜けるのはただ一組。

　無念の内に滅びるのが当たり前という状況下で、これほどの仲間に巡り合えるのは運が良い――良すぎるほどだ。

　必ず、勝とう。

　〝黒〟のアーチャーは滾(たぎ)るような心と共に、そんなシンプルな結論を噛み締めた。







　――夜が更けていく。

　〝黒〟のライダー(アストルフォ)は眠っていた。一応、仮にも純然たるサーヴァントであるにも拘わらず、ライダーは眠る。必要のないはずの眠りに就く。そうして、夢を視る。

　当然のように、マスターの夢である。

　……とはいえ、ジークの人生は正に凝縮された刹那の煌(きら)めきでしかない。生まれてすぐ、最初に出会ったのは他ならぬ〝黒〟のライダー自身だ。

　だから、ライダーはジークの過去を視て自分(ライダー)に出会う。

　そうして少年の想いを心で感じ取る。あのとき、自分が現れて――自分が助けると告げたことで、ジークがどれほど嬉しかったかを実感する。

　ああ、護って、護って、護って、幸せにしてあげたいなあ！

　心が躍る。別れがあることなど、ライダーは忘れている……というよりは、思考から遮断している。分かっている。それはきっと辛く、悲しいものなのだろう。

　受肉できれば、それも叶うのだろうがどうも難しい。大聖杯を取り戻すとか、取り戻さないとか、願い事はどこにいったのだろうというハナシだ。

　ただ漠然と――もう無理だ、という確信があった。自分の直感は、こういうときによく当たるのだ。

　だから今は楽しいことだけを考えよう。サーヴァントとして、出来るだけのことを頑張るのだ、とライダーは誓う。

　胸が熱くて、頭は形にもならない思考がぐるぐると渦巻いていて、だからもうどうしようもないほどに興奮している自分が理解できる。

　マスターのために、命を賭けて戦う。それが嬉しくて嬉しくて、たまらない。

　〝黒〟のライダーは眠りに身を委ねたまま、微かに頬を緩ませた。







　――夜が更けていく。

　深夜の出来事だ。カウレスは眠れず、ぼんやりと窓から中庭を眺めていた。人間の目では、せいぜいが薄い輪郭が分かる程度だ。だが、未だ片付けられない瓦礫の輪郭程度は見て取れる。

　カウレスはよく、自分のサーヴァント(バーサーカー)をここから眺めていた。大抵は自分の背中にくっついて離れようとしない彼女が、唯一独自行動を取るのが中庭の花摘みだった。

　数日前の出来事なのに、もう懐かしく感じる自分が嫌になる。

　と同時に、ありありとあの風景が浮かび上がることに驚く。乏しい会話の中で、一度だけカウレスは〝黒〟のバーサーカー(フランケンシュタイン)に尋ねたことがあった。




〝花は、嫌いなんじゃないかって思ってた〟




　彼女は何を言われたか分からない、というように首を傾げた。カウレスは苦笑する――それはそうか。花を池に捨てていくエピソードは、映画内の創作に過ぎない。

　すまない、忘れてくれと言うとバーサーカーは頷いて再び花占いに興じ始めた。摘んだ花片(はなびら)を両手に持つと、彼女は立ち上がって空に向けて突きだした。

　緩やかな風と共に、花片が一斉に舞い散っていく。

　ほんの一瞬の――だけど、色鮮やかに刻まれてしまった光景。舞い散る花片の中に佇む少女は、どうしようもなく儚かった。
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　もう少し、何かを語り合えば良かった。何でもいい、互いの好きなもの、嫌いなもの、恐れずに何だって語れば良かった。言葉が通じなくとも、通じないなりに何かを得られたはずなのだから。

　だが、もう彼女は居ない。自分の手で殺めたも同然の行為で、カウレスは彼女を死なせてしまったのだ。

　花畑に突き刺さった瓦礫が、何だか墓標のようにも見えてならない。そうして、思考は更に悪い方向へと転換していきそうになる。

「バカ、やめろ」

　自分の頭をコツンと叩く。感傷に身を浸している余裕はない。明日の夜で、全てが終わる。果たしてそのとき、自分は生きているのかどうかすら疑問なのだ。

　だが――まだマスターとしての責任がある。令呪も消え、サーヴァントも失い、それでもカウレスは聖杯大戦に自分の意志で参加し、自分の意志で戦ったのだ。

　ならば、可能な限り最後の最後まで見届ける。それがカウレスが自身に与えた枷だった。

「……寝るか」

　無理にでも寝ておこうとカウレスは決断した。無論、覚醒用の薬草や術式などあるにはあるが、それらはあくまで非常時や研究が捗(はかど)っているときに使うものだ。眠れるならば、眠っておくのが良い。まして少し前に魔術刻印の移植を行ったばかりなのだ。体中に熱と痛みがあったせいで、ロクに眠れなかった。

　さて、魔術師には悪夢を取り除くための術式や薬も存在する。使うべきか――とカウレスは少し悩んだが、止めることにした。

　それが過去であれ、近い未来であれ、逃げずに悪夢を受け入れる。どうしようもなく独善的な行為にも思えたが、せめてこのくらいは立ち向かうべきだろう。

　カウレスは眠る。どうか自分と、それから誰より姉(フィオレ)が明日を乗り越えられるようにと祈りながら。







　――夜が更けていく。

　弟と違い、フィオレは眠らないことに決めた。

　寝付けそうにない、ということもあったが夢を視るのが怖かったのも確かだ。自分の決意は、言ってしまえば柔らかいプディングのようなものだ――少しの衝撃で、ぐずぐずに崩れてしまう。

　アーチャーは珍しいことに実体化している。

「少し、現身(うつしみ)を保ったままで考えたいことがありますので」

　大した負担でもないので、フィオレは喜んで許可した。恐らく、ここからそう離れてもいない城塞の見張り台あたりで、考え事をしているのだろう。

　フィオレはそんなアーチャーのことを考える。明日が今生の別れだというのに、奇妙なほどに落ち着いていた。

　ただ、大切なものが少しずつ少しずつ遠のいていくような気分に、何とも言えない微かな無常観があった。それが明日以降魔術を失う自分のせいか、それともアーチャーとの別れのせいか、あるいは両方なのか――ぼんやりとしたまま考える。

　魔術刻印を移植する前は、これで良かったのだと考えた。

　移植した直後は、自分はとんでもないことをしでかしたのではないか、と後悔した。

　そして今は、振り子のように小さく小さく揺らいでいる。

　アーチャーに相談しようかと考えた。私は後悔しているかもしれない、と。だが、それは止めた。さすがにこの状況で語るべき事柄ではない。何より、自分のサーヴァントは顔色一つ変えずに相談に乗ってくれそうな気がしてならないからだ。

　――自分一人で、頑張ろう。

　それはとても心細いけれど、大切なことだ。人生は後悔の繰り返し、それでも選んだ道なのだから。その後悔も少しずつ日常に溶けていくのだろう。

　もっとも、それでも後悔は後から後からひっきりなしにやってくる。それを忘れて、蓋をして、誤魔化し誤魔化し生きていく――ああ、どうしようもなく自分(にんげん)らしい。

　己の人生において、後悔しないと決めたものは三つだけ。

　一つ目、あの犬を可愛がったこと。シャワーを浴びて汚れを落とされるときの鬱陶しそうな表情。熱風で乾かしたときの、和んだ表情。頭を撫でると、尾を振ってくれたときの仕草――末路がどれほど凄惨でも大切な思い出だ。

　二つ目、〝黒〟のアーチャーとしてケイローンを召喚したこと、出会えたこと。自分の人生において、あらゆる面で胸を張って成功だったと言える数少ない事柄の一つだ。

　三つ目、魔術を学んだこと。……楽しくなかった、憂鬱だった、全く無駄だった。そんな訳はない。術式がきちんと発動したときの、あの楽しさは今でも胸に焼きついている。

　これだけあれば、十分に胸を張って生きていける。

　失ったものを悔やんでも、何よりも貴重なモノを得たのだと。

「ああ、だけど明日死んでしまうかもしれないのね」

　そんな独り言を呟いて、くすくすと笑う。無論、死ねば後悔するのだろうけど――。でも、たとえ一歩でも前に進んだことだけは誇れるような気がしてならなかった。

　フィオレは眠らず、静かに明日を受け入れる。







§§§







　――夜が更けていく。

　〝赤〟のセイバー(モードレッド)は獅子劫界離を伴ってブカレストから離れ、約三百キロ離れた場所にあるミハイル・コガルニチャヌ空軍基地へと向かっていた。

　魔術協会を通して、要求していた品が届いたのだ。このままブカレストには戻らず、決戦の場――即ち、空中庭園へと向かう予定だ。

　運転手は獅子劫、助手席の〝赤〟のセイバーとは互いに言葉もなく車を走らせている。カーステレオからはどこか陰鬱なカントリーミュージックが流れていて、沈黙に気まずさは感じられない。それをセイバーは不思議に思う。

　生きていた頃、自分以外の誰かと二人で、こんな沈黙を抱えたことはない。相手が逃げるか、自分が立ち上がるか、もしくは殺し合う寸前まで憎しみ合うか、大抵はこの内のどれかだった。

　誰一人として気を許した者はいなかったし、誰一人として気を許してくれる者もいなかった。人生とは、騎士とは、自分という存在(モードレッド)とは、そういうものなのだと思っていた。

「……なあ」

「あん、何だ？」
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　ぶっきらぼうな物言いにも、あまり腹が立たない。道路を走る車は何ともまばら、多少は騒がしいはずの音楽すら、静けさを強調させるだけの存在だった。

「……おい、何だって」

　獅子劫の訝しむような声――そう言えば呼び掛けただけで何の質問もしていなかった。さて、何を尋ねようと思っていたのか。

「あー……何だったっけ、忘れた」

　しばしの沈黙。獅子劫は首を捻って呟いた。

「……人間には良くあることだが、サーヴァントにもあることなのかね」

「あるんじゃないか。何しろ第二の生って言うくらいだからな。食事や睡眠は必要ないけどさ」

「その割にはよく食うよな、お前――」

「うるさいな。ありゃ空腹じゃなくて、味への好奇心ってやつだよ」

「さすが、食の暗黒島に生まれただけのことはあるな」

「反論できない悪口は止めろ、マスター」

　下らない話題を下らないと思いつつ語り合う。楽しかった、酒があればもっと楽しいだろう、と思うほどには楽しかった。

　どうして生前はこんな風に誰かと語り合わなかったのか――。当たり前か、父がそうしていなかったのだ。父の跡を継ぐべき自分が、父がしないことをするはずがない。

　けれど、父がやらなかったことはこんなに楽しい。

　父は楽しかったから語り合わなかったのだろうか。それとも、楽しくないから語り合わなかったのか。あるいは不要だと思っていたのだろうか。

　全て、かもしれない。父はあまりに遠くを見すぎていた。平和な国を築き上げるために、あらゆる労力を惜しみなく捧げた。

　無論、配下の騎士たちも労力を捧げていた。けれど、彼らはあまりに近視眼的だった。城を築くためにはまず土台を作ることが必要だが、それが分からずにただ城を追い求める。

　あるいはその逆。目の前の労働が、何のためのものか理解できない。

　領地の村を干上がらせることは非情で、残忍な行為。……そこから、一歩も抜け出せない。その先にある勝利が見えない。それもそうだろう、領地を干上がらせない場合に敗北するというのは仮定の未来でしかない。

　無論、説明はされた。勝利のために、あの村を贄(にえ)にするのだと王の言葉を聞いてもいただろう。だが――。




　――もしかすると、もしかすると、村を干上がらせなくても勝てたのではないか？




　そんな風に思ってしまえば、王に対する不信が間違いなく根付く。……何しろ、他ならぬ叛逆の騎士(じぶん)がそう言って彼らを唆(そそのか)したのだから。

　王は孤高、王は孤独――当たり前のことで、紛れもない真実。

　けれど……語り合えば、良かったのかもしれない。

　胸襟を開き、互いの相互理解を深めればもしかすると違った道が開けていたのかも――。

「何だ、急に黙りやがって」

「うるせ。王になる者には人にゃ分からねえ悩みがあるんだよ」

「へいへい、宮廷魔術師は黙っていますよっと」

　獅子劫がそう言うと、〝赤〟のセイバーはふと連想する――深々と胡散臭さを強調させるようなローブを被り、背筋は老人のように曲がっている獅子劫界離。

　ひとまず笑い転げることにした。

「似合わねぇ！　駄目だな、マスターは！　まずその顔から直した方がいいぜ」

「オイコラ、人の顔をとやかく言うな。強面(こわもて)は気にしてんだ、これでも！」

　その言葉に少しだけ〝赤〟のセイバーは驚く――そしてまた気付く。些細なことではあるが、また一つ獅子劫界離という人間について知った。

　数日共に過ごしただけで、ある人間に関して沢山の事実を知る。生前、誰かと語り合っていたらどれだけのことを理解できていただろう。

　王と語り合っていたら――王のことを、理解できていたのだろうか。

　既に遥か彼方へ置き去りにした過去なのに、未練がましくそう考えてしまう。

「……まだ到着しないのか？」

「もう少しだ。退屈だとは思うが――」

「いや、退屈じゃない。それよりもっと話そうぜ、マスター。どうしようもなく下らない話をしてくれ」




　せがむような口振りに、獅子劫は苦笑する。

　実のところ、まだ先は長い。退屈しているなら困っていたが、話をすることで紛れるならばそれに越したことはない。

「しょうがねえな。じゃあ、これはとある戦場で出会った男の話だが――」

　獅子劫(マスター)は下らない話をして、〝赤〟のセイバー(サーヴァント)は、その下らない話を聞いて笑い、乏しいながら騎士時代の馬鹿げたエピソードを披露した。

　笑えるのはこれが最後かもしれない、と〝赤〟のセイバーは思う。

　死ぬことに恐怖はなく、望みを果たせなくとも絶望はない。そういうものなのだ、と軽く溜息をついて肩を竦めるだけ。

　全てが幸運に恵まれ、戦術が完璧に構築されており、技量を十全に発揮して聖杯を獲ったとしても、やはり別れは訪れる。

「……なあ、マスター。別れは寂しいものか？」

　わずかに弱気の虫が生じて、少女は思わず問い掛けた。少女は期待している。別れは寂しいものではない、と。人は思い出があれば、生きていけるものなのだと。

　獅子劫はもちろん、その答えを裏切って告げた。

「寂しいに決まってる。それが永遠の離別ならば尚更だ。いいか、セイバー。別れるってことは語り合えないってことなんだ。語り合えないってことは、永遠に相互理解の機会を無くすということ。どれほど強く結びついた相手でも――時の流れに消えていけば、思い出すことも減るだろう」

「じゃ、出会うのは無駄か？」

「全く無駄だ。完璧な存在であれば、本来は誰かと出会う必要などない。出会い、語るのは己に何かが欠けていて、それを埋めようとするからだ。だが悲しいことに、俺たちは全くもって完璧とは程遠い。だから他人と出会って寂しがる感情を埋めなきゃやってられない。つまり――出会いは贅沢なものだ。そう思えば、どんな不快な人間と出会っても我慢できるぜ」

「……何て捻くれた理論だ」

　セイバーの呆れたような声に、獅子劫は豪快に笑った。なるほど、彼の言うことも誤ってはいない。何の発展性もない下らない馬鹿話、全く無意味に時間を浪費する行為。

　それは何て贅沢で、貴重な時間なのだろう――。

　サーヴァントであれば尚更だ。本来は戦って、戦って、ただ戦うだけで全てが終わるはずなのだから。

「だからまあ、今の内は贅沢を楽しもうぜ。さて、話の続きだが――」

　獅子劫が語り出し――少女は瞼を閉じて、その下らない話に聞き入り始めた。







　――夜が更けていく。

　〝赤〟のアーチャー(アタランテ)は、〝黒〟のライダー(アストルフォ)や〝赤〟のキャスター(シェイクスピア)同様に霊体化をあまり好まない。それは好んで大地の感触や匂いを感じ取るためだ。

　空中庭園に彼女が嫌う鉄の臭いはほとんどないが、森や大地の匂いを嗅ぐこともできない。そして何より、子供たちの笑い声を聞くこともない。

　有史以来、世界にもっとも搾取されてきたのは子供たちだ。どれほどの子供が笑うこともできずに、ただ泣くだけで死んでいっただろう。

　そのことを考える度に、アーチャーは胸を掻き毟(むし)りたいほどの絶望に襲われる。簡単な世界のはずだ。子供たちの誰もが笑える世界なんて、大人が少し配慮して手を差し伸べればいいだけ。

　この世に生まれた己の半身と呼ぶべき存在を蹂躙し、虐待し、愛を伝えない。

　かつて同じ存在であったアーチャーにはよく理解できる。それがどれほど過酷で、辛いものであるか。そして――縋る手を握られる喜びが、どれほどのものか。

「――そうだ。だからこそ、私はお前たちを拒まない。受け入れる。愛しているんだ。私は、お前たちを本当に愛している」

　変色した右腕を見て、アーチャーは微笑む。怨霊たちは囁き続けている。




〝ころして、ころして、ころして、みんなころして、だれもかれもころして〟




　……それは、異常だった。低級な怨霊は生前の欲求を繰り返すだけの存在に過ぎない。かえりたい、と言えばひたすら帰ることを求め続ける。百年経っても千年経っても、幽体として存在している限り、それは変わりが無い。

　だが、アーチャーの右腕に憑依した怨霊たちは願望を変化させていた。それが〝赤〟のアーチャーの欲求から産み出されたものなのか、それとも本当に怨霊がアーチャーの愛と憎悪を理解してしまったのか、それは彼女自身にも分からない。

　確かなことは一つだけ。

　自分の願いは全く正当で、世界中にいる子供たちの命運が懸かっている。敗北(まけ)る訳にはいかない。仮令――見た者の心を凍り付かせるようなケダモノになろうとも。

　そうだ、己にはその力がある。英雄としての力ではなく、神が遣わせた懲罰の魔獣としての力だが――この子たちのためになるなら喜んでケダモノになろう。

〝だから、もう少しだけ待っていろ。大丈夫、私は喜んでお前たちの礎となる〟

　右腕を抱き締めるようにして、彼女は囁く。

　アーチャーの言葉に、右腕は「ありがとう」と微かな声で応じてくれた。少なくとも彼女にはそう『聞こえた』のだ。

　ああ、この声があれば戦える。殺せる。全ての障害を踏みにじって、全ての悪を滅ぼす。

　己が怪物として退治されようとも、笑いながら滅ぼされよう――。







　――夜が更けていく。

　〝赤〟のライダー(アキレウス)は槍を『毒蛇』の体勢に構えた。柄の真中部分を持ち、素早い刺突(つき)と相手の攻撃を受け流すに有効な形式(スタイル)だ。その状態で、敵対者(ケイローン)の鳩尾(みぞおち)を狙う。

　しかし、それは至極当然のようにサイドステップから体を捻ることによって躱される。　敵対者は自分の動きを看破している。こう構えた時点で、どこを狙うかは理解しているだろう。

　――前のめりになった自分はどう反応する？　迎撃(カウンター)の警戒、左右どちらかに躱した状態で行うのは拳か蹴りか。八割程度の確率で回し蹴り、胴を捻った行動と同時に攻撃(アクション)を起こすには、それがもっとも合理的だ。だから、前のめりになっている自分は側頭部を狙われる。防ぐにはどうする？　槍を引いて再度突く……それでは間に合わない。頭を下げて躱す……だが、それでは更に体勢が崩れる。

　打ち切る(カット)、やり直し(リトライ)。

　思い切って、初手を跳躍からの投擲から組み立てる――やり直し。

　足払いから上段へ刺突――やり直し。

　中段薙(な)ぎ払い、ガードされたところを反転してもう一度薙ぎ払い。膝を狙って下段刺突――駄目だ。やり直し。

「くそ、上手くいかねえ」

　瞼を開いて、〝赤〟のライダーは嘆息した。掌には汗が滲み出ている。首筋は冷えて、全身のあちこちがまるで本当に殴られ、蹴られでもしたかのように痛い。

　ライダーは今、〝黒〟のアーチャー(ケイローン)と一対一、障害物が特にない平坦なフィールドで戦闘に移行した状況を想定している。

　結果……五回戦って五回誤り、敗北している。自分が彼に教えられた槍で戦う限り、あらゆるコンビネーションが見切られている。加えて、アーチャーの未来視に近い眼力。奇策で打って出れば、それを読み取られて反撃を受ける。

　無論、ここまで悪くなることはない。ライダーが槍を繰り出す様はまさに神速。見切られていても、然う然う躱されることはない。今の仮想戦闘(シミュレーション)は、速度という点を除外(オミット)した状態で行ったものだ。

　だが、そうでないとも断言できない。〝黒〟のアーチャーの能力は底が知れない。正に全てにおいて万能、だからこそ英雄たちはこぞって彼に教えを乞うた。しかも、サーヴァントは全盛期の姿で召喚される。姿こそ人間であるものの、あれはケイローンという存在がもっとも充実していたときのステータスなのだ。

　この戦闘に懸ける想いや因縁を無視して互いの力量を純粋に比較検討した場合、〝黒〟のアーチャーはもっとも敵に回したくない相手だ。故に、〝赤〟のライダーは常に最悪の状況を想定して戦い――そして敗北し続けた。

「……初手から、誤っている気がするな」

　敵対者が自分以上の戦闘力を持つ以上、初手からの誤りは致命的だ。ほとんどと言っていいほど互いの手を知り尽くしている以上、突き詰めれば勝負はこういうものになる。

　双方が完全に合理的に動くため、悪手(ミス)を犯した方が敗北する。

　とはいえ、現状ではこんな状況に陥らない可能性の方が高い。〝黒〟の側で自分の戦車に対抗できるのは同じくライダーのヒポグリフだけだ。敵対者は、どう足掻こうとも空を飛べぬ。

　この条件は余程のことがない限り、覆るまい。

　だがその一方、相手もまたこの状況を覆すことには必死のはずだ。自分では思いも付かない奇策を打ってくる可能性もある。

　その場合、敵対者は間違いなく自分を狙う。分かる、同じ立場なら必ずそうする。

　それは、神の血を引く者にしか傷つけられぬ体を持つのが自分であり――神の血を引くサーヴァントは、相手方の陣営には彼しか存在しないためだ。

　……いや、そんな理由はどうでも良い。

　分かっている。震える筋肉が、軋む骨が、沸騰する細胞が囁いているのだ。




　――あの男と戦うのはお前だ。

　――お前だけがあの男と戦う資格がある。




　相手を殺したい訳ではない。相手を憎んでいる訳でもない。これは純然たる力比べ、そして敗北しても恨まず、殺されても憎まない。

　ただ戦いたい、ただ握った拳を振るい、蹴りを放ち、槍を突き立てたい。

　かつて心より敬愛した先生に、自分がどれほど強くなったか。それを見て貰いたい。生前、自分のことは誰もが英雄と褒めそやした。だが、再会できぬままだった先生にはついぞ、この姿を見せられなかった。

　誇らしかった。

　ヘラクレスやイアソンたちのような英雄と同様、ケイローンに教えを受けた一人というのがたまらなく誇らしかった。なのに、師はいつも穏やかに微笑むだけ。英雄たちに知恵と力を授けたことを、誇りもしない。英雄と賞賛される彼らを羨みもしない。




〝それはそうです。彼らは私がいなくとも、いつか当たり前のように英雄になったはずですから。私はただ、彼らの背中をほんの少し押しただけ。でもね、アキレウス。私はそれが……少しだけ背中を押したという行為が、たまらなく誇りなのです――〟




　かつて、幼いアキレウスにケイローンはそう言った。これは、そのとき不意に生まれた考えかもしれない。あるいは、学んでいる最中もずっと考えていたことかも――。

　アキレウスは思ったのだ。誰かを教え導き続けたケイローンは、結局一度として本気で戦ったことはないのではないか、と。

　同時にこうも考える。偉大なる師の――――全力を引き摺り出してみたいと。

　聖杯大戦、何たる奇跡なのだろう。

　状況が状況だけに、互いに十全たる力を発揮することはできないかもしれない。

　だが、その状況は来る。必ず来る。ライダーは残った一日全てを、この訓練に傾けるつもりだった。

　夜は更けて、太陽が帰還する。だが、ライダーは瞼を閉じたまま闇の向こう側を睨み続けていた。

　失策(エラー)、やり直し(リトライ)、悪手(ミス)、やり直し(リトライ)。

　〝赤〟のライダーは〝黒〟のアーチャーを打倒するため、数百数千の戦いを繰り返し続ける――。







　――夜が更けていく。

　空を征(ゆ)く空中庭園にはあちこちに小さな泉があり、〝赤〟のランサー(カルナ)はそこで沐浴するのを習わしとしていた。無論、サーヴァントにその必要はないが生前の習慣はなかなか抜けない。

　下流から流れ込む水、という不思議な現象を眺めながらカルナは黙々と体を洗う。

　カルナという男はその豪奢な鎧や絢爛(けんらん)極まる槍とは真逆に、素朴な生を好む。

　そもそも、鎧も槍も自ら望んで得たものではない。鎧は母が神に懇願したことにより、槍はその鎧と引き替えに与えられたもの。

　感謝はしている。身に余る光栄だとも思っている。

　母に捨てられた自分が生きてこられたのは、偏(ひとえ)に父から与えられた力と、母によって与えられた鎧のお陰だ。

　父の威光を穢さず生きる。

　その指針は第二の生を得た今でも変わりはない。無論、サーヴァントとしてはマスターに従わねばならない。父の威光を穢す振る舞いの一切を〝赤〟のランサーは拒絶する。

　だが召喚される前から、既にマスターが押さえられていたとあってはさすがに振る舞い以前の問題だ。

　マスターは虚ろな瞳で、夢を見続けている。会話は成立しない、意思疎通は不可能だ。ただ、その繰り言から聖杯を手に入れたと誤認しているのは分かる。

　それが分かれば充分だ。聖杯を手に入れる、マスターの願いを叶える。……無論、それが困難なことは百も承知だ。

　恐らく辿り着けはしない。聖杯は目の前にあるが、然う然う簡単に奪えるような状況でもなく、何より――〝赤〟のランサーのマスターは、現在聖杯を所有している天草四郎時貞に改変されてしまった。

　二心を抱いた訳ではないが、逆らうこともできない。八方塞がりだ。

　もっともそんな状況、施しの英雄(カルナ)にはいつものことだ。前のマスターを恨むこともなければ、現在の主(シロウ)を憎むこともない。

　出来ることを可能な範囲でこなすだけ。

　求められたものを可能な限り差し出すだけ。

　その結果は何もかも全て厳粛に受け止める。

　――いや、全てではないか。

　〝赤〟のランサーはたった一つ自分が拘り続けたものを思い出す。

　世界でただ一人。カルナの心を掻き乱し続けた英雄がいた。

　名をアルジュナ。『輝く王冠(キリーティ)』『勝利者(ヴィジャヤ)』『富める者(ダナンジャヤ)』――様々な異名を持つ、あらゆる者に愛された男である。

　カルナが鎧と槍を引き替えとして、全てを奪われた男ならば。

　アルジュナは代償なく、全てを与えられた男であると言ってもいい。

　カルナがアルジュナに抱いていたのは、嫉(そね)みだったのだろうか。それとも、嫉み以外の何かだったのだろうか。

　カルナには最期までそれが分からなかった。何しろ、あらゆるモノを嫉んだことがない彼には心を掻き乱す感情が何なのか、具体的に名付けることができなかったのだ。

　……この聖杯大戦が始まった直後、もう一度それを理解できる機会を得たこともあった。

　〝黒〟のセイバー(ジークフリート)――あれは、どこかアルジュナの面影を宿していた。後でシロウ・コトミネからその真名(な)を聞いたときに、なるほどと納得したものだ。

　王族の血を引いて、富も名誉も何もかもを手に入れた悲劇の英雄――ジークフリート。

　だがアルジュナと異なり、その末路はどうしようもなく悲惨だった。

　騙(だま)し討ちされるという、非業の最期。竜殺しの剣を振るう余裕も与えられず、無敵でありながら唯一の弱点を狙われ、命を落とした。

　この聖杯大戦に参加した様々な英霊に対して、カルナは全てを得難い存在だと考えている。味方に対しては協力するべき仲間として、敵に対しては得難き強者として。そういう意味ならば、カルナは誰よりも深く英霊たちを「識っている」と言えるだろう。

　だが、ただ一人、個人的な関心を抱いたのは〝黒〟のセイバーだけだ。交わした言葉はわずかでも、互いの得物を数百数千合も交えれば、見えてくるものもある。

　アルジュナに近しい存在でありながら、何かに餓えた男。

　非業の最期を遂げたことに対する無念はなく、新しい何かを求めている男。

　そして――誰の目にも明白な、正しき英雄。そんな彼が、自分ともう一度戦うことを望み、倒すべき敵として自分を認識していたのだ。それは戦士として最高の名誉であり、喜びであった。

　あの戦い、あの約束。どれほど沸き立つものがあっただろう。人々の営み、温かな会話に感謝する。しかし、それは〝我欲〟とは程遠い。自分の欲望、自分をたぎらせる喜びではない。

　だが戦場にはそれがあった。思えば、カルナにとって喜びとは戦場でしか出会えないものだった。己の全存在を槍の穂先に集中させる。己の出自、己が味方した人々の思惑から解き放たれ、〝ありのままの自分〟を惜しげもなく走らせる一瞬。

　剣戟(けんげき)の火花こそカルナにとって瞬く星だ。ありのままの自分を難なく切り返し、なお全力を出せと告げる好敵手。不遜ではあるが、その一瞬の喜びを味わうために自分の人生はあったのだと思うほどに。だから彼が消えた瞬間、つまりは一切が虚空へと消えてしまったとき、何とも言えぬ無念を抱いた。

　〝黒〟のセイバーは消えた。

　だが――まだ死んではいない。どういう理屈か不明であるが、彼は今もなおこの世界に存在し続けている。

　ならば……あの約束もまた有効だ。

　無論、彼が〝黒〟のセイバーとは程遠い存在であることなど理解(わか)っている。自分以上に何もかもを奪われて生誕し、それでもなお生き足掻こうとしている存在だということも、理解している。

　けれど、約束は約束。違えることは決してできない。あのとき、カルナとジークフリートは互いの命を賭け、必殺の構えで戦い、その結果を先延ばしにした。

　――必ずや再戦し、互いの名に懸けて死力を尽くすと。あれは命を前提にした信頼だった。これを破ることは、あの男の人生を侮辱するに等しい。

　彼はきっと、あの〝黒〟のセイバーと為った誰かに何かを遺したはずだ。それを見極めることが、交わした約束に繋がると信じている。




　故に、〝赤〟のランサーは生きている。

　戦争の最後までマスターを護り抜き、〝黒〟のセイバーとの約束を果たすために。
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　――夜の感覚もない。

　冷ややかな空気は鬱陶しい熱気となり、肌を灼く。

〝――また、ここか？〟

　粗い岩肌を手で探る。一体何度、俺は〝邪悪なる竜(ファヴニール)〟と邂逅するのだろうか。幾度剣を振るっても、あの肌に刃が喰い込むことはない。こちらは常に紙一重で攻撃を避け続けなければならず、一度でもそれを誤れば惨死に至る。

　そこには華やかな英雄の物語など存在しない。

　どれほど無様で、滑稽でも、ただひたすら生きるために剣を振るわなければならない地獄の喜劇だ。

　敵わない、と理解している。自分には積み重ねがない、閃きがない、外殻が英雄になったところで、内側には柔い出来損ない(ホムンクルス)があるだけ。

　けれど今の己は〝竜殺し(ジークフリート)〟。またも、この絶望的な戦いに挑まなければならない。

　竜が顎(あぎと)を開き、青白い光を瞬かせた。

　爆炎が巻き起こる。回避は不可能と判断。幻想大剣(バルムンク)の力を解放し、前面に押し出して直撃を防ぐ――！

　竜の息とは高熱と高衝撃、そして熱圧力による怒濤(どとう)の爆風だ。まともな人間が喰らえば、塵(ちり)になるか、風圧で肺臓が口からもぎ取られるかして一瞬で死に絶える。

　……それでも。俺(ジーク)は生きていた。

　息を吐き出そうとして、咳き込んだ。

　外殻の頑丈さと幻想大剣(バルムンク)の発動による剣気の衝突により、どうにか生き延びたらしい。膨大な苦痛も、息苦しさも、この外殻ならば耐えられる。

　だが――。

　両腕が動かない。全身は煮えた油を浴びたように熱い癖に、軀の芯は恐怖に凍り付いている。勝てない、英雄の身があっても〝俺(ジーク)〟ではどうあっても不可能だ。

　どうする？

　分かるはずがない。戦闘も、逃亡も、交渉も不可能。諦める以外に選択肢はない。

　――諦めてたまるものか。

　そう己を叱咤しても、最早何も思いつかない。竜もそれを察知したのか、こちらに恐怖を与えるように躙(にじ)り寄ってくる。

　そうして、顎を開いて一気に襲い掛かってきた。俺は無我夢中になって剣で切り込む。

　咥内ならば、もしかすると外皮よりは柔いかもしれない……。

　そんな淡い期待は、至極あっさりと打ち砕かれた。

「な……に……？」

　期待が砕かれただけならば、まだ良い。竜が狙ったのは俺自身ではなく、先ほど息(ブレス)を防ぎきった大剣――バルムンクだった。

　鋼鉄を遥かに上回る硬度を持つ竜牙(りゅうが)は剣に喰らいつき、そのまま刀身を噛み千切った。

　霧の一族(ニーベルンゲン)から手に入れた伝説の剣。黄昏の剣気を放つ聖剣にして魔剣――。

　それが、英雄ではなくホムンクルスの手に握られていれば。こうも呆気なく砕かれる。

　俺は……やはりジークフリートではない。この状況に陥ってなお、打開策を講じることができてこその英雄。

　なのに、俺にできることはろくでもない覚悟を決めることだけだ。死ぬ。現実でどうなるかは分からないが、この自分は竜の牙で引き裂かれる。

　この戦闘に敗北するのは必然で、ただ運が悪い。

　そんな言葉で片付けたい。自分が今、此処にいて、こうなるのは――ただ、運が悪かっただけなのだと。

　当たり前だ。お前は自分を何だと思っている？

　ホムンクルス、魔術で鋳造された人工生命体、それも量産品。偶然に頼って、慈愛に縋って生き延びてきただけだろう。




　――魂は無垢で、純粋で、それ故に何にでもなれる。




　不意の天啓に、自虐的な思考が中断される。だが、それが何なのかを理解するより先に竜が俺の胴体を銜えた。

　ずぶり、と牙が食い込んだ。絶叫できないほどの苦痛に身悶(みもだ)える。剣の柄(つか)は手放し、両手は力無く竜を叩いた。

　生きたまま食い殺される。それは想像以上の苦痛と恐怖があった。もがいていると、竜の瞳と目が合った――にんまりと嗤われる。

　ああ、きっとこの竜は何千何万という人間を喰らってきたのだろう。絶望と、恐怖を味わってきたのだろう。

　幻想の頂点に立つ竜種(りゅうしゅ)の癖に、そいつはどこまでも貪欲で。財貨を掻き集め、生け贄に差し出された人を喰らい続けた。

　殴る、殴る、人の手では傷を負わせるどころか知覚させることすらもできないだろう。

　牙がぐいぐいと、鎧ごと胴体を押し潰していく。この鎧とて堅牢さでは並大抵ではないが、竜の牙には紙細工同然だ。

　牙が欲しい、と思う。

　戦うために牙が欲しい、勝つために牙が欲しい、敗北せぬために牙が欲しい。

　この竜の、牙が欲しい。

　目の前には、竜の上顎。口を開き、餓えた狼のように齧(かじ)り付く。

　悲鳴が上がる――信じられない、と竜が驚愕する。

　信じられない、と俺は思う。

　気付く。

　嗤う。




　そうして、方向が定まった。

　元々あったかどうかも分からない他の選択肢を残らず切り捨て、道を切り開く。

　左手には破滅を司る『竜告令呪(シェイプシフター)』。死をカウントする必要は既にない。令呪が何画あろうとも同じこと。この戦いに参加すると決めた以上、必ずやゼロになる。

　けれど、もう何もかも覚悟の上だ。

　上顎を食い千切って、俺は竜に牙を剥いた。




　――――そうして、瞼を開く。意識は鮮明、痛みもない。

　寝床から窓を見る。外はまだ暗いが、ほんの少しだけ空は青みがかっている。

　朝まで後わずか。ジークはもう眠れないことを確信して、起き上がった。
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　――夜が明けていく。

　刻々と変わる空を、飽きもせずにルーラーは窓越しに眺めていた。朝の祈りは既に済ませている。レティシアの体調を考慮すると、眠っていた方がいいかもしれないが――それでも、とても眠れそうになかった。

　胸がざわつく理由は二つ。一つは天草四郎時貞……彼の人類救済について。

　確かに自分(ルーラー)が召喚されたのは、一見彼の救済を防ぐためにも見える。だが、現状で大聖杯を所有しているのは相手側であり、このままでは救済を防ぐこともできない。

　そこに至るまでに、無意識に自分が相手の益となる役割を果たしてはいないだろうか？

　……いけない。運命の糸について考え始めている。運命の糸は複雑で、あちらこちらが縒(よ)れて絡まっている。考え出せば、疑い出せばきりがない。

　天草四郎が宣言した人類救済は狂人の戯れ言に過ぎない。彼の救済は必ずや滅びをもたらす――だからこそ、自分が召喚されたのだ。そう考えていたからこそ、明白に彼と敵対した。幾度も脳裏に過ぎる疑問から、目を逸らしていた。




〝彼の願いが、本当に正しかったら？〟




　彼ほどの英雄が六十年かけて辿り着いた答えが、本当に間違っていると言い切れるのか。

　誰も傷つかず、一滴の血が流れることもなく、人を救う術が絶対に存在しないと――本当に自分は思っているのか。

　全ての人間は、いつかそれに到達することを夢見ているはずだ。

　天草四郎時貞が到達しなかったと、どうして言える？

　彼の願いが正しかったとき。

　彼の言葉が真実だったとき。

　ジャンヌ・ダルクは何を選択すべきなのか。

　そしてもう一つ。ある意味で、こちらの方がより重要な問題かもしれない。

　ずっと考え続けていた、この聖杯大戦で〝彼〟が果たすべき役割――。




「眠らないのか？」

　その声に内心の動揺を圧し殺して、振り返る。簡素な寝間着を身につけたジークが、そこにいた。

「ええ。まもなく夜も終わります。多分、今日が最後になるでしょうね。私たちは空中庭園に向かい、戦います。天草四郎時貞を止めるために」

「そうだな。止めなくては」

「……最後に、一つだけ確認させていただいてもよろしいですか？」

　どこか硬さを感じさせる声。ジークが頷くと、ルーラーは躊躇いがちに尋ねた。




「ジーク君は、本当にこちら側でいいのですか？」




　幾度となく訊かれた質問だ。こちら側、戦いの側、殺し殺される側――。念入りだな、と思いつつジークは首肯した。

「ああ、もちろん」

　躊躇いはない。だがルーラーは重ねるように問い質す。

「……かつてライダーが貴方に言ったでしょう？　『今のキミなら何だってできる』って。それは本当です。今の貴方はどこにでも行ける、何でもできる。最大の懸念だったホムンクルスたちは、新しい人生に踏み出そうとしています。なのに、どうして貴方が戦わなくてはいけないのです？　戦わなくていい、ジーク君は戦わなくてもいいんです」

　心臓が掴まれるような重圧を感じる。

　戦わなくてもいい、その必要はない――。

　心のどこかで求めていた甘い言葉、優しい声。温かな誘惑を振り払うように、首を横に振った。

「俺には……マスターとして、それからサーヴァントとしても義務がある」

　マスターになった、そればかりかサーヴァントにすらなることができる。そんな自分の力には、きっと意味があるはずで――。

「ジーク君。意味に従うだけが、人生の全てではありません」

　どこか内罰的な口振りで、ルーラーはそう言った。ジークには、それが何とも重い言葉のように感じられた。

「ルーラー……」

「確かにジーク君は力を得た。その力は必要な力で、だからこそ貴方は此処に居るのかもしれない。だけど、こちら側に居ることは意志であっても運命であってはならないはずです。だから――だから、ジーク君は逃げたっていいんですよ」

　彼女の震えは、何か激情めいたものを堪えているようにも見えた。

　運命によって此処に導かれ、必要だから此処に居る――それの、どこが間違っているのだろう。

　ジークが考え込み始めると、ルーラーはその頬に手を当てた。悲しむような笑顔で、少女は少年を見つめている。

「……ごめんなさい。混乱させてしまったようですね。安心して下さい。ジーク君は、大丈夫です」

　大丈夫――と彼女は囁いて、再び窓を見る。窓からは微かな光が差し込み始めている。

　終わりの朝が、遂に訪れたのだ。







　全ての夜が終わり、空は次第に黎明(れいめい)の光を帯びていく。

　聖杯を巡る戦いの結果、世界が滅ぶ訳ではない。

　けれど世界は変革するか否かの選択を迫られている。

　天草四郎時貞は〝正しく〟人類を救済する。

　ジャンヌ・ダルクは〝正しく〟それを否定する。

　互いに互いの正義があり、譲れぬ一線がある。この戦いに邪悪はなく、ただ存在するのは正義と信念のみ。

　だがしかし、多くの戦争はそのようなものかもしれない。互いに戦うに足る大義が存在し、己とその輩(ともがら)の幸福な世界を夢見て人間たちは戦いに挑む。

　詰まるところ、この聖杯大戦も同じだ。

　正しいから勝利するのではない。勝利した方が正しい。

　両陣営の裁定者(ルーラー)もそれを理解している。故に彼らは弾劾ではなく、ただただ殺し合うしかないのだ。

　もしこの戦争でこれ以上血を流さずに済む展開があるとすれば、一方が一方の主張を正しいと理解する以外にはない。

　そして、それは九分九厘有り得ぬ状況だ。理解するには、あまりに多くの血が流れすぎている。

　それでも、一方の陣営は甘い希望を抱いていた。もしかすると、話し合えば分かってくれるかもしれない――と。
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第四章







　――そうして、決戦の日は穏やかな日差しと共に訪れた。

　太陽(ひ)が昇り始めた頃、フィオレとカウレス、そしてサーヴァントである〝黒〟のアーチ(ケイロー)ャー(ン)は運転技能を持つホムンクルスと共にリムジンへと乗り込んだ。

「それではゴルドおじ様、後はよろしくお願いします」

　それを見送るのは、ミレニア城塞に残ったただ一人の魔術師、ゴルド・ムジーク・ユグドミレニアだ。彼は城塞の留守番と、今回の大戦を経てもユグドミレニアが生き残る道を探るため、あちこちの組織と交渉を行っていた。何とも惨めな敗戦処理であるが、ゴルドは何故かそういう交渉をもっとも得意としていた。

「ああ。……まあその、何だ。生きて帰ってこい」

　ゴルドの挨拶はいい加減だった。無精髭とだらしなく垂れ下がった前髪がここ数日ですっかりとくたびれ果てた、という印象を一層強くさせている。もっともカウレスは、何故かこちらのゴルドの方が好ましい、という気がした。

「ええ、生きて帰ってくるのは大前提ですから。ホムンクルスたちのことも、よろしくお願いします」

「私に頼まれても困る。こいつらは勝手に生きていくだろう」

「――フィオレ様、ご安心を。ゴルド様は何だかんだ言って、我々を救済する慈愛深く、心の広い御方ですから」

　ゴルドの傍にいたトゥールが〝様〟を強調しつつ告げる。振り返ったゴルドが苦い表情でトゥールを睨むが、彼女は素知らぬ顔だ。

「うふふ。では、行って参ります」

「じゃあな、ゴルドのおっさん。あんまりホムンクルスたちと喧嘩とかするなよ」

「負ける喧嘩を誰がするか、馬鹿者。さっさと行け！」

　最後に〝黒〟のアーチャーが慇懃(いんぎん)に頭を下げ、リムジンは発進した。それを見送ったゴルドはふと思う。




　――聖杯戦争など、我々魔術師の手に余るものじゃないか。




　万能の願望機……霊脈に接続して膨大な魔力を吸い込み続ける寄生魔導器。だが、それは言うなれば科学に耽溺(たんでき)した連中が作った核兵器と同じようなものだ。あまつさえ、その管理すら覚束ない。聖杯戦争という儀式を通さないと、起動すらできない。更に起動のためには最高で六人のマスターとサーヴァントを討ち滅ぼさなければ――。

　穴がありすぎる。と同時に、そう考える自分はやはり、才能というものに欠けているのだろう、と思う。魔術師としての才能――というよりは、戦って勝利するための才覚というべきか。

　魔術師としての才能が劣っていたとは思わない。だが戦略や戦術、そういうものに対して真摯に向き合ってこなかった。

　今更後悔しても遅い。それは分かっている、分かっているのだが――。

「おい、何をモタモタしている。のんびりしている暇はないのだろう」

「ええい、くそ。分かっている」

　下らぬ考えを打ち消す。そう、もう遅いのだ。後はどちらが勝とうが負けようが、果ては人類が救済されようが、ゴルドにとっては全くもって知ったことではない。

　そんなものは聖人や英雄が考えるべきことであり、今のゴルドにとって可及的速やかに片付けなければならない問題は幾らでもあるのだ。

　まずやらなければならないことは――血族に聖杯大戦に事実上の敗北をしたことを通達、然る後に魔術協会へ降伏する旨を届けてどうにか最小限の犠牲で済むよう取り計らわねばならない。

　気が重い、気が重いが死ぬよりはマシと自分に言い聞かせる。ゴルドは侮辱も罵倒も軽蔑も慣れたものだし、屈辱的な気分などここ数日で幾度となく味わっている。

　魔術協会の怨敵に、鼻水を垂れ流して謝罪するくらいはどうとでもなる。もっとも、交渉の材料となるべきものがあまりに少ない。

　この交渉は相当に長引くかも――。

「おい、何を惚(ほう)けている。急げ、今日から城壁の修繕だ」

　トゥールの言葉にゴルドはそれもあるか、と予定を変更した。まずは目の前のことからやっていこう。……決して、嫌な仕事を後回しにしたい訳ではない。ないのだ。
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　ジークたちの下にフィオレがやってきたのは、夕方も過ぎた頃だった。ドアをノックされたので、ライダーがひょいと扉を開く。

　車椅子に乗ったフィオレと、その背後に〝黒〟のアーチャーが立っていた。

「あ、もうそんな時間か」

「お待たせして申し訳ありません。それでは、向かいましょうか」

　〝黒〟のライダー(アストルフォ)がきょとんと首を傾げて尋ねる。

「向かうってどこへさ？」

「ああ、まだお伝えしていませんでしたか。アンリ・コアンダ国際空港です。そこから飛行機で、空中庭園へと向かいます。皆様、車にどうぞ。もう鎧に着替えて下さって構いませんよ」

　フィオレが三人をリムジンに誘導する。ルーラーとライダーは指示に従い、各々(おのおの)の鎧を着装した。

「よし……忘れ物はないですか、ジーク君？」

「ある訳ないだろ。俺にはこの位しかない」

　ぽん、とジークは腰に吊した剣を叩いた。〝黒〟のライダーから貸与された剣だ。最後の戦いで使う機会など、まずないだろう。これを使うときは、恐らくどうしようもなく致命的な状況だろう。

　それでも、ジークはこれを持っていると背中に鉄芯が入ったような力強さを感じた。剣があるからではなく、剣を貸してくれた者の温かさを思い出せるからだ。

「一応、このまま持たせて貰うつもりだけど構わないか？」

　ライダーは当たり前のように、快諾した。

「もちろん。それはキミにあげたものなんだから」

　三人はわずかな時間を過ごした隠れ家を少し名残惜しみつつ、フィオレと共にリムジンに乗り込んだ。

「うわ、中広い！」

「あの、鎧で大丈夫なんですか？　傷つけないようにするのは難しいのですが――」

「構いません。どうせいずれは差し押さえられるものですから」

　さらりとフィオレは応じると、既に起動させていた接続強化型魔術礼装(ブロンズリンク・マニピュレーター)で器用に後部座席に座った。

「さあ、出発です！　到着は…………大体五分後くらいです」

　碌に感慨に浸る暇もなさそうな近さだった。

「……歩きで行きませんか？」

　ルーラーの提案を、フィオレは断固として拒絶した。

「このリムジン、使える機会なんて然う然うないですから。これっきりかもしれないですし」

　そういう訳で、それこそ空港まではあっという間だった。




　城塞で生まれたホムンクルスであるジーク、そして城塞で召喚されたライダーとは異なり、ルーラーはフランスからこの空港へと到着しただけに、現状の異様さがよく分かる。

　何かが変わった訳ではない。ただ誰もいないだけだ。空港前のタクシーも、客も、警備員すら……何もかも。

「あ、はい。誰かに見られては困るので、もちろん貸し切りました。今から十二時間は、私たちだけがこの空港の利用者になります」

「貸し切りました、って……」

　さらりと言うフィオレに、ルーラーはただただ啞然とする他ない。ジークとライダーは「第三者を巻き込む訳にはいかないから、妥当な判断だ」と考えているらしい。仮にも国際空港を貸し切るとか、出鱈目(でたらめ)にも程があるとルーラーは思う。

　空港入口扉にのみ警備員ではなくスーツ姿の男たちが番人のように聳(そび)え立っている。

　フィオレが早口で、合い言葉らしきものを告げると彼らは頷いて扉を開いた。

「空港の周囲は人払いの結界を張ってあります。半径数キロ、誰も近寄りません」

「うひゃぁ。見事にがらーんとしてるや」

　〝黒〟のライダーが呆れ返るように呟く。確かにライダーの言う通り、だだっ広い空港には自分たちを除いて誰一人存在しない。カウンターの受付もいない、普段動いている荷物運搬用のコンベアは停止しており、電光掲示板も消えている。

「我が姉ながら、呆れる。……どんだけ金掛かったんだろ」

　一般人としての常識を持ち合わせている故か、カウレスもさすがに呆れた様子で呟いた。

「大したことありませんよ。これに使った経費は私が考案した魔術礼装五つ分だもの。それより問題だったのは、飛行機の買い取り金額の方。まったく、どうせ潰すものだから中古をお願いしたはずなのに、どうしてこんなに高いのかしら。ダーニックおじ様の残した資産があって本当に良かった」

「それはまあ……ジャンボジェットだからな」

　呆れたようにジークは窓から確認できる飛行場を見下ろした。フィオレが買い取ったという中古のジャンボジェットは合計十機。

　これを全部潰すつもりで使用する、とフィオレは言う。確かに妥当な判断である、一機では集中攻撃で潰される。だから、複数の囮(デコイ)を投入して生存の確率を引き上げる。……掛かった費用(コスト)さえ計算に入れなければ、全く妥当である。

「では、車中で説明した通りに配置します。……ライダー」

「ほいほい？」

「貴方の本が、最後の希望になるでしょう。思い出せましたか？　書の真の名を」

「ええと……」

　気まずげに目を逸らす――全員の顔が蒼白になる。

「ちょ、まさか思い出せてないんですか!?　ここまで来てそれは――」

　フィオレが詰め寄る。ライダーが慌てて手を振る。

「大丈夫大丈夫！　夜になれば思い出す！　でもほら、まだ夕方だからさ。もう少しだけ待ってくれるとありがたいかな、なんて」

「信じていいですね？」

「任せて！」

　ライダーは自信ありげに胸を拳で叩いた――ものの、疑念の視線はライダーに集中している。

「あは、あはは。……マスター、助けて！」

　視線から身を守るように、ジークの背中へライダーが回り込んだ。

「ライダー……少し二人で話したいことがあるんだが、構わないか？」

「へ？　いや、あの――」

　ちょっと待って、とライダーが制止するがジークは問答無用とばかりに、ライダーの腕を掴むと全員から遠ざかっていった。

「……何でしょうか」

「愛の告白かね」

　マスターである姉弟が揃って首を傾げて、緊張感のない発言を口にした。

「ライダーなら可能性はありますが、ジークからでは有り得ないかと」

　〝黒〟のアーチャー(ケイローン)も更に惚けた発言で二人の会話に乗る。そしてルーラーは、何となく二人の跡を追い始めていた。







「な、なになになに？」

　紙コップ式コーヒーの大型自動販売機、その陰に隠れるようにライダーを押し込む――ライダーは戸惑いを露わにジークを眺めている。珍しい表情だ、とジークは思った。

「ライダー。もしかして、だが」

「う、うん」

「――怖いんじゃないか？」

　問い掛けは直截で、だからこそライダーの虚を衝いたのだろう。ライダーはしばし茫然とした様子でジークを見やると、意気消沈したように肩を落とした。

「……うん。でも、どうして分かったの？」

「以前言っていただろう。理性を取り戻した途端に怖くなったと。君は月が輝けば輝くほどに、理性が消える。逆に言えば、月が輝かない闇夜のときはそれなりに理性が取り戻されるということだ。書物の真名を思い出せるくらいに」

「こんな状況だけど、あんな何気ない言葉を覚えていてくれて嬉しい。……いや全くその通り。マスター、ボク……怖いよ。サーヴァントとして有り得ない発言だと失望するだろうけど、ボクは怖い」

　ぼそぼそと、暗い表情でライダーが呟く。

「それは、死ぬのが怖い……のか？」

「ん？　違うよ。死ぬのは怖くない、これはホント。嫌だけどね、痛いのも死ぬのも本当に嫌だけど、怖くなんてない」

「だったら何が――」

　ライダーが嘆くように呟く。

「キミが死ぬのが怖いに決まってるだろ。親しい人が目の前で死んだり、死ぬことが分かってしまったりするのは本当に応えるんだぜ。理性が蒸発していれば、ひとときそれを忘れられる。忘れられるからこそ、無茶ができる。でも、今みたいに思考が明瞭だと恐ろしいことばかり想像してしまう」

　書の真名を解放しても、それに対抗し得る手段を向こうが持っていたら？

　これで防げるのはあくまで魔術だけ。〝赤〟のライダー(アキレウス)やアーチャーの直接的な攻撃は防げない。もし、二騎の内いずれかが〝黒〟のライダー(アストルフォ)に攻撃を仕掛ければ――それは致命的な一撃となるだろう。

　死ぬ。全滅する。何もかも自分が弱いせいで。

「ボクがもっと強ければ良かった。弱かったことを忘れるくらいにバカのままでいれば良かった。でも、新月は駄目なんだ。理性があっちゃ、もうどうにも――」

　ジークは〝黒〟のライダーの手を握る。真っ直ぐ、出会ったときと変わらぬ透明すぎるほどに透明な眼差しでライダーを見据えた。

　告げる。

「強いとか弱いとかは、どうでもいいんだ。俺はライダーが凄いヤツだと信じてるし、そう思っている。だって、君は俺を救ってくれただろ。理性があろうがなかろうが、同じことをしてくれたんじゃないか？」

　握られた手に驚きつつも、ライダーは曖昧に頷いた。

　そう。だからそれでいい――とジークは思う。

「失敗して死んでも、成功して生きてても、あのとき君に救われなかったらそもそもが始まっていない。ルーラーとも出会えなかった。此処に居ること自体がもう既に奇跡的なんだ。だからいいさ、好きにやってくれ」

「……失敗しても、いいの？」

「構わない」

「死んじゃうかもしれないよ？」

「死なないかもしれないだろ。どっちにしたって、もう止められる訳でもない。俺はライダーがライダーらしくさえあってくれれば、それでいい。失敗して俺がどうにかなることを怖がるのも……すごく、ライダーらしいと俺は思う」

　――ほう、とライダーは安心したように息をついた。

　要するに、聞きたかったのはこれだけだ。理性を取り戻した自分に、怖がる自分に失望したりしないか。自分が選んだ、そして自分を選んでくれたマスターに失望されたりするのだけは、絶対に嫌だった。




　――ライダーらしくさえあってくれれば。




　失敗を怖がるのも、あるいは何者をも恐れない愚かさも。共に自分らしい、とマスター(ジーク)は言う。

　だったら簡単だ。思い切りやればいい、成功しようが失敗しようが――それは、何とも自分らしい振る舞いなのだから。

「そっか。キミはボクがボクのままで居れば、それでいいって言うんだ」

「ああ。それで充分だ」

　〝黒〟のライダーは涙が溜まった目をごしごしと拭って誤魔化した。

「そっか、そうなんだ！　……うん。あれ、おかしいな。さっきまで失敗することばかり考えていたのに、急に気分が落ち着いたっていうか。何となく全部、上手くいきそうな気がする！」

　先ほどまでの沈んだ表情をすっかり忘れたライダーに、ジークは良かったと笑う。

「よし。そろそろ出発しよう！　大丈夫、キミのことはボクが守る！　ここまで来たんだ。折角だから、大手(おおで)を振ってハッピーエンドを迎えよう！」

　来たときと真逆に、ライダーがジークの腕を引っ張っていく。泡を食いつつも、自分のサーヴァントがどうやら元気を取り戻したことを理解して、ホッとする。

　それと同時に、こうして腕を引っ張られるのもそろそろ終わりなのだろう――という、悲しいほどの確信を抱く。

　何もかもが最高に上手くいったとしても――やはり、永久の離別は避けられないのだと。







　……胸が痛いのは、気のせいだと思いたかった。だが、じわりと広がった熱のような疼きが、それは嘘ではないと訴えている。

　ジークとライダーの会話に傷ついた訳ではない。マスターとサーヴァントとして、二人は完全に理解し合っている。良いことだ。マスターとサーヴァントの相互不理解は悲劇しか生み出さない。

　別にそんなことを嫉むほど狭量ではない。少女が心を痛めているのは、ただ一点だけ。ジークが何気なく発した言葉。




　――此処に居ること自体がもう既に奇跡的なんだ。




　そう。奇跡、奇跡だ。ルーラー(わたし)は、彼を此処まで連れてきてしまった。無論、ジークが選択した道だ。強制はしなかった。窘めていた。でも、結果的にここまで辿り着いてしまった。

　彼の選択であり、自分の選択。そのはずなのに、まるで〝導かれるように〟此処に至ったという感覚がどうしても拭えない。

　ルーラーは知りたかった。彼が此処に居る意味を。

　……同時に、知りたくなかった。もし知ってしまえば、ここまで連れてきたことへの罪悪感に押し潰されそうだ。

　だけど、何より心が痛むのはジークがどう思うかだ。

　もしも自分が意図的に導いたと理解すれば、彼は自分を軽蔑するだろう。忌み嫌うだろう。彼にとって、まさしく自分は不運を押しつけた死神のように見えるだろう――。

　耐えられない。

　悪し様に罵られることには慣れている。自分を利用していた人間が、突然冷酷に見捨てることすらも経験済みだ。

　だけど無垢に自分を信じてくれていた者を裏切ることには、とても耐えられない。まして彼は、私の内側(なか)にいる少女(レティシア)が慕う少年なのだ。

　ああ――胸が痛くて、痛くて、血が流れてしまいそう。

　全てを晒け出したかった。告白して、許しを得たかった。けれど、それで傷つくのは自分ではなく彼だ。

　それに、まだ決まった訳ではない。確かに此処に至ったのが〝何か〟の意志だったとしても……彼が大聖杯の〝破壊者〟に選ばれていたとしても、それは少年が生を全(まっと)うする障害となる訳ではない。

　彼は確かに〝黒〟のセイバー(ジークフリート)に為れるけれど、〝黒〟のセイバーそのものではないのだから。

　そんな儚い希望に縋るしかない。

　黒色の令呪、たった三分間とはいえホムンクルスがサーヴァントに変身するという有り得ない現象。それは生命を消費して、何かを犠牲にしているおぞましい奇跡だ。

　その行き着いた先が、ルーラーには恐ろしくてたまらない。

　そんな、誰もがただ悲しむだけの結末は――絶対に許容できない。







「……時間です。そろそろ参りましょうか」

「あれ？　そう言えば、パイロットはどーすんの？　ボクが操縦してもいいけど、残り九機は……」

「安心して下さい。十機全てに飛行機の操縦技術を搭載(インストール)したゴーレムを乗せています。素体はロシェの鋳造したゴーレムなので、腕は確かです」

　鋳造した後から必要な術式を〝拡張〟できるのは、ゴーレムの長所の一つだ。幸い、ロシェが鋳造した人型のゴーレムがまだ残っており、彼が残していた術式を搭載するのは簡単だった。




「それでは、私たちはこちらに乗りますのでここでお別れですね」

　ユグドミレニア最後のマスターであるフィオレは、ここからサーヴァントであるアーチャーと別行動を取ることになる。

　空中庭園に到達する前に、間違いなく空を飛ぶ〝赤〟のライダー(アキレウス)と激突する以上、離れていなくては巻き込まれてしまう可能性が高い。

　心細くとも、アーチャーは別の飛行機に乗るのが正しいのだ。

「……アーチャー。どうか、ご武運を」

「ありがとう、フィオレ。貴女に勝利を捧げましょう」

　サーヴァントの言葉にフィオレは首を横に振った。

「私に捧げる必要はありません。大切なのは、何より貴方です。貴方が心ゆくまで戦うこと。私はそれを望みます。――宝具を無条件で解禁します。私の指示を待つ必要はありません。貴方が使うべきときだと感じたら、使って下さい」

　アーチャーは厳粛に頷いた。彼女の言葉は戦闘に介入する一切の意志を放棄し、全てを委ねるということ。投げ遣りな訳ではなく、サーヴァントへの全面的な信頼の証だった。

「では、行きます」

「ええ。……庭園で会いましょう」

　別れの挨拶はあまりに素っ気ない。少女は名残惜しさを圧し殺して――笑顔で離れる。涙腺の決壊は恥だと少女は考えているのだ。サーヴァントはそれを理解しているからこそ、その矜持を守るために余計な声を掛けることはない。

「アーチャー」

「ええ。カウレス殿も幸運を。それから、マスターのことを――」

「頼まれるまでもないさ。……〝赤〟のライダーに勝てよ、アーチャー」

　片手を挙げて、カウレスはそれで終わりだ。何事もなかったかのように、姉の車椅子を押していく。

「二人とも死ぬなよー！」

　〝黒〟のライダー(アストルフォ)の無遠慮な挨拶に、二人は思わず苦笑する。カウレスが振り返って、やれやれと呆れたような顔で告げる。

「ライダーの方こそ、調子に乗ってうっかり死ぬなよ」

「の、乗る訳ないだろそんなの！　バーカバーカ！」

　いや乗るだろ――とは隣に居たマスター、ジークの呟きだ。とはいえ、ライダーは調子に乗った方が乗らないよりもずっと強いのも確かな事実である。

「カウレス。……本当にいいの？」

　車椅子を押す弟に、姉が最後の問い掛けを行った。フィオレが死地に赴くのは、マスターとしての責任感故。だが、カウレスは第二の(セカンド)マスターとはいえ魔力量を想定すると居なくとも問題ないレベルだ。

　……その道理は通っている。通っているが、カウレスはそれを拒む。

「弟だからな。別にいいんだよ」

　――何て人間らしい言葉だろう。

　フィオレはそう思ってくすりと笑う。普通ならば、それは忌避されて然るべき人間としての言葉だ。魔術師ならば、あまりに理不尽なこの状況に身を委ねるなど、あってはならないことだろう。

「それにさ。一介の魔術師が、神代の魔術に触れられる機会なんて然う然うないだろ」

　そしてそれは、何とも魔術師らしい言葉だ。魔術師は簡単に命を投げ出したりはしない。だが、それが魔術に関わることならば例外だ。そして〝赤〟のアサシン――セミラミスの統べる魔術は、正に神代の奇跡。それに触れられるならば、命を投げ出すのも決して高い買い物ではない。

　それを聞いて、フィオレは少しだけ安心したように頷いた。

　継承者としての自覚、魔術師としての覚悟。カウレスは自分などより、余程そういう大切なものを持ち合わせているようだ――。







「では、お先に失礼」

　二人を見送り、次にアーチャーが飛行機を選んだ。彼に限って言えば、マスターが乗り込む機体以外であれば、どれでもいい。

　そもそも、〝赤〟のライダーを迎撃しなければならないアーチャーにとって飛行機など足場に過ぎない。

「アーチャー！」

　〝黒〟のライダーの呼び掛けに、アーチャーが振り返る。ライダーは満面の笑みでＶサインを突きつけた。

「勝てよ！　弟子に敗北(まけ)たら、師匠の恥だぞ！」

「――ああ、確かにその通り。長い生ですが、弟子に敗北したことだけは一度もないつもりです。では、勝ってきます」

　軽い口調でそう答えを返して、アーチャーは今度こそ飛行機に乗り込んだ。

「やあ、あれなら大丈夫そうだ」

「それでは、私も行きます」

　ルーラーは例の爆薬を満載した飛行機を聖別してから、別の飛行機に乗る予定だ。

　彼女にとっては無念なことに、ここから先はジークと別行動を取らなければならない。

　旗振り――それが『虚栄の空中庭園(ハンギングガーデンズ・オブ・バビロン)』上陸作戦におけるルーラーの役割なのだ。

「気をつけろよ、ルーラー」

　ジークの呼び掛けに、ルーラーが薄い微笑みを浮かべた。ジークはその笑みに、不思議な悲しみを見て取る。

「ジーク君、どうか無理をしないで下さいね。言うまでもありませんが――」

「三回目の変身は厳禁、だな。分かっている」

　ここ数日、事あるごとに聞かされた言葉だった。彼女の言葉には、奇妙に差し迫ったものがあって、ジークとしても頷かない訳にはいかなかった。

　――もっとも、果たして変身していられずに済む状況ではないだろうな。

　不意に、ルーラーの表情が翳(かげ)る。

「……私も分かっています。この状況で、ジーク君が変身しないはずがない。貴方は、紛れもないマスターであり、戦うことを選んだ。力を使わずにいられるはずがない」

　思考を読み取るような言葉。ああ、とジークは嘆息する。やはりルーラーも分かっていたらしい。自分を止めるには、聖杯大戦から脱落させる以外に方法はない。

　戦うことを選んだのはジークというホムンクルスの意志だ。ルーラーといえども、それを言葉で止められる訳がない。




　ルーラーはどうしても、言えなかった。恐ろしくて言えず、言ったとしても――やはり、彼の決意が変わらぬことを理解しているが故に。




〝あなたが戦いを選んだのは、意志ではなく運命だったとしても？〟




　抗いがたい大きな何かに巻き込まれ、逆らえない運命に膝を屈しているのが今の貴方だとしたら？

　そして、それに手を貸したのが他ならぬ啓示を受けた自分だとしたら。

「……どうした？」

　――貴方は、私をどう思うだろう？

「何でもありません。ではジーク君、庭園で会いましょう」

　笑顔でそう告げたルーラーはジークと〝黒〟のライダーに背を向ける。フィオレに指定されていた機体に乗り込んだ彼女を見送ったジークは首を傾げた。

「何か、言いたいことでもあったんだろうか」

「言いたいことがあったなら、ルーラーはちゃんと言うだろう。今のはきっと、言いたいけど言えないことだろうね」

「それが何か、ライダーは分かるのか？」

「分からないさ。うん、まあ、でも――」

　〝黒〟のライダーは楽しそうにジークを見る。

「キミは、あの子に大切にされている。それだけは確かなことだろうね！」

　何が面白いのか、ライダーはニコニコと笑ってジークの背中を叩く。痛みはないが、驚いて咳き込む。

　大切にされている、という言葉を脳内で繰り返す。自分のようなホムンクルスを大切に思ってくれている、ただそれだけで何となく嬉しかった。

「さて、と。それじゃあ、マスター。ボクたちも行こうか！」

「ああ。……行こう、ライダー」

　生き残ろう、とジークは誓う。残り三画――いや、ルーラーのアドバイスに従えば二画。使うべきタイミングを見定めねば。

　飛行機に乗り込むと、内部は当然無人だった。好奇心旺盛な自分のサーヴァントは、コクピットのゴーレムを覗きに行ったが、ジークは大した興味も持てなかったので、適当な椅子に座って発進を待つことにする。

　周囲を見回して目に付いたのは、明らかに飛行機の内装にそぐわないウィジャ盤だ。盤には古いアルファベットと数字が刻まれている。その上にはレコードプレーヤーのような針とケーブルが付属しており、ケーブルの先には古めかしい金属製の筒がついていた。何となく、魔術師の無線機なのだろう――と推測する。

　そこ以外に、取り立てて改装したものはないようだ。魔術への防御もない。……もっとも、相手が相手だけに全財産を投資しても十秒保つところが十五秒になる程度だろうが。

　飛行機について簡単な知識は有していたものの、中がこれほど広いとは思わなかった。飛空の術式は駆け出しの魔術師でも習う程度の簡単なものだ。だが、魔術を使わぬただの人間はこの飛行機に到達するまで、二千年を費やした。

　歩みは遅く、けれど確実だ。一方の魔術は人類の先を超えて、超えて、超え続けて――今は、何処に至っているのだろう。

「お待たせー」

　ジークが感慨に耽っていると、コクピットを調べに行った〝黒〟のライダー(アストルフォ)が戻ってきた。石造りの大きな蜘蛛みたいなのが操縦席に鎮座してた、と楽しそうに報告した。

「いよいよだね、マスター」

　隣席に座ったライダーは、興奮を抑えきれないという様子で両足をばたつかせる。

「おっと、もう召喚しておいた方がいいかな。出てこいヒポグリフー！」

　止める暇もなく、ライダーはヒポグリフを召喚した。召喚されたヒポグリフは、さすがに戸惑っているようで、きょろきょろと狭苦しい機内を眺めている。

「お座り！」

　良く調教されているのか、めきめきと邪魔な客席を破壊しつつヒポグリフが座った。

「後は本、と」

　編み上げられた宝具――『魔術万能攻略書(ルナ・ブレイクマニュアル)（仮）』を手に取る。ヒポグリフ、そして書物。共に膨大な魔力を有する宝具であり、それだけに――〝赤〟のサーヴァントたちに魔力を走査(サーチ)されれば目立ちやすい。

　それが指揮官であるフィオレの狙いでもある。〝黒〟のアーチャー(ケイローン)、そしてルーラーも強い魔力を有した存在(サーヴァント)だ。それぞれがそれぞれの機体を守るとなると〝赤〟の側は攻撃の一点集中がやりにくい。

　〝黒〟のアーチャーは〝赤〟のライダー(アキレウス)を、ルーラーは〝赤〟のアーチャー(アタランテ)、〝赤〟のラ(カル)ンサー(ナ)の攻撃を押さえ込む。そして〝黒〟のライダーは――前回の意趣返し(リベンジ)、〝赤〟のア(セミラ)サシン(ミス)の神殿宝具『虚栄の空中庭園(ハンギングガーデンズ・オブ・バビロン)』に挑むことになる。

　だが、先の一戦では一撃に耐え切れずに撃墜された。そのために――今度こそは、書物の真名を引き出さねばならないのだ。

「……あ。そろそろ発進みたい」

　ライダーが飛行機が動き出したことに気付いた。挟まれていたマニュアルを暇潰しに読んでいたジークは、律儀にシートベルトを締めた。

「意味あるの？」

「無いだろう。飛行機が墜落するとすればサーヴァントの攻撃だろうし、ただの墜落ならばライダーが助けてくれるだろうからな」

「あはは、そりゃそうだ」

　そんな無駄話をしている内に、わずかに全身を押すような力が入った。ジャンボジェットを動かす四基の巨大なターボファンエンジンが獰猛な唸り声を上げる。

　突然、ウィジャ盤の針が動き出した。針は軋む音を立てながら、アルファベットと数字を突いていく。しばらくして、盤全体から声が響いた。

〝聞こえますか、ライダー？〟

　名指しされたライダーが、送話器を取った。

「聞こえてるよ、君。そっちは聞こえる？　あーあーあー」

〝……五月蠅いので、ちょっと通信機から離れて下さい。ルーラーが大まかな位置を掴んでいますが、それでもまだどこで遭遇するかは分かりません。気を抜かないで下さいね？〟

「分かってる分かってる！　大丈夫大丈夫！」

〝書物の真名はもう当然思い出せましたね？〟

「…………うん！」

〝待って。その沈黙は何ですか――!?〟

　ぶつり。ウィジャ盤の起動スイッチらしきものを、ライダーは切るとそっぽを向いた。それから、ジークの存在を思い出したようにびくりと震える。

「……大丈夫だからね？」

「心配するな。俺は君を信じているぞ」

　ジークは怒りも笑いもせず、ただただ真面目な表情で頷いた。もちろん、これが一番ライダーに重圧(プレッシャー)を掛ける手段だということは百も承知だ。クェェ、とジークに同意するようにヒポグリフが啼(な)いた。

「うふふー。マスターもボクというサーヴァントを理解してくれたようで何よりだなー」

　引き攣った笑みを返す〝黒〟のライダー。

　直後、機体がふわりと浮き上がった。ジークは窓の外を見る――時速数百キロの速度で、鋼鉄の塊が宙(そら)を翔る。

　眼下に広がるブカレストは、それこそ刹那の速度で小さくなっていく。人は豆粒どころか点ですらもない。わずかに灯りが瞬くだけの黒い街に埋もれていて、姿形も分からない。

　そうして更に飛行機は上昇を続ける。やがて、窓からでは一切何も見えなくなった――推測だがもう雲の上に居るのだろう。機内は室内灯で明るく照らされているが、外は塗り潰されたかのような暗闇だ。

　しばらくはただ待つだけ。ライダーは空港で手に入れたと思しき菓子をヒポグリフと一緒に食べていた。ヒポグリフは一口食べるなり顔を顰めて吐き出したが、ライダーは満面の笑みでひたすら貪っている。

　ウィジャ盤の針がまたもカリカリと動き出す――誰かから通信が入ったようだ。

《……ジーク君、いますか？》

　無線機から、今度はジャンヌの声が響いた。名指しなので、ジークが送話器を取る。

「いるが、どうした？」

《……》

　呼び掛けてきた割に、何故かルーラーは気まずげに沈黙した。

「ルーラー？」

《あの――――飛行機って、どうして浮くんでしょう》

　そして唐突に、根本的な問い掛けを投げかけられた。

「ええと。翼で発生する空気の流れが理由だったはずだ。説明すると長いが、必要か？」

《つ、翼がもげたりするとどうなるんですか？》

「失速して墜落するだろうな。もちろん、エンジンが停止してもだ」

《大変じゃないですか！》

「……大変だな。多分、状況的にはそれどころじゃないと思うが」

　――というよりも。端々から感じられる切羽詰まったような口振りから察するに。

「ルーラー。君、もしかして飛行機が苦手だったりするのか」

《はい！》

　元気の良い返答だった。

「そうか……。残念だが我慢して欲しい。というよりも、もう停まれないからな」

《うう、分かってます。分かっているんですが――》

　理解していても、恐ろしいものは恐ろしいし嫌なものは嫌なのだろう。ジークは少し考えて、慰めになりそうな言葉を掛ける。

「すぐに終わるさ。……空中庭園も浮くのが駄目だと言うなら致命的だが」

《ああ。あれなら大丈夫です。あれは魔力で動いているものですから》

　ジークからすれば、魔力で動く方がある意味で信用ならないと思う。機械は失敗を犯さない。機械は疲労するだけで、正しい手順で正しい機械が正しく納められている限り、物理的な法則に従うだけだ。

　もっとも、十五世紀の人間からすれば機械の方が遥かに信用ならないのも事実だろう。金属は割れ、壊れるものというのが常識。何百年も掛けて人間は頑丈な金属を作り出し、精密な飛行に耐え得る材質に向上させたが――見た目には、何の変わりもないのだから。

「もう少し、人間と人間が培ってきた科学を信用するべきではないか。いや、ホムンクルスの俺が言うのも何だが……」

　ジークの言葉にルーラーが虚を衝かれたように押し黙った。

　しばらくして「ほぅ」と小さく感嘆の息をつく。

《……そうですね。人が培ってきたものを信じなければ駄目でした。飛行機が飛ぶのは、魔力に依らない努力の結晶。こんな鉄の塊を飛ばせるなんて、まさに奇跡です！》

「うん、まだちょっと信じ切れてないみたいだけど納得してくれたようで何より――」

　不意に声が途切れた。

「ルーラー？」

《ライダーに準備するよう、伝えて下さい》

　ヒポグリフが威嚇するような嘶きを上げた。

「――っと、そこまでだ。マスター、来る」

　険しいライダーの声に、ジークは一度の深呼吸を自分に許す。ぴりぴりと空気が焼けるような感覚。彼方にある膨大な魔力の渦を、ホムンクルスの鋭敏な嗅覚が感じ取った。

「さあ、乗ってマスター！」

　ヒポグリフの首を軽く叩き、ライダーがひらりと飛び乗る。差し伸べられたライダーの手を、ジークはしっかりと握り締めた。
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　神殿宝具『虚栄の空中庭園(ハンギングガーデンズ・オブ・バビロン)』は存在そのものが既にして奇矯だが、その中でも大聖杯が格納された〝祭壇〟がある地下は際立って奇怪極まる場所であった。

　まず、面積が明らかに異常だった。空中庭園そのものの大きさを考慮すると、端が見渡せないほど広大な場所である訳がないのに、闇に慣れた目でもその広さが捉えきれない。恐らく、何らかの魔術行使によって空間を歪曲(わいきょく)させているのだろう。

　全体的にはすり鉢状だが、中央部分のみは扁平(へんぺい)な場所になっている。そして日乾煉瓦(ひぼしれんが)で組み上げられた幅広の階段を下りて中央に向かうと、そこには強奪された冬木の大聖杯が浮遊している。

　青白い光をぼんやりと放つ様は、この空間に召喚された月のようにも見えた。

　だが更に驚嘆すべきはこの地下の天井……つまり〝空〟に当たる部分だろう。

　天井には〝水〟が満たされている。逆さになった湖だ。そこには青赤黄と色鮮やかな睡蓮(ロータス)が咲き誇っている――さながら虹色の空。

　これは『虚栄の空中庭園(ハンギングガーデンズ・オブ・バビロン)』におけるさかしまの概念によるものであった。水は天井から更に上へ向けて流れ落ち、その水は王の間の天井に満たされている。

　つまりこの祭壇と王の間は水に満たされた天井同士で連結しており、実際にどちらが地下なのかは、不明なのだ。

「いやはや。……いつ来ても、感覚がおかしくなりそうですなあ」

　天井を見上げて、〝赤〟のキャスター(シェイクスピア)は苦笑する。大聖杯に満ちた魔力のせいか、時折宙(そら)の水に波紋が生じている。

　〝赤〟のキャスター――シェイクスピアは、神秘が公然と目に晒されなくなった時代に生まれた男である。祈祷師(シャーマン)が信仰対象に祈って奇跡を起こす瞬間も、名のある魔術師が密かに見せる有り得ぬ現象ともほとんど縁がない。

　彼の著作には、当たり前のように預言する魔女や呪いが出ているものの――。あれらはあくまでシェイクスピアの想像によるものだ。彼の想像力には限りがなく、恐ろしいほどに飛躍している。

　だからこそ、彼が空間に驚嘆するのは異例だろう。もっとも、この空中庭園と大聖杯の異常性を考慮すれば、無理からぬことか。

　シロウ・コトミネは地下中央、大聖杯を真上に見上げられる場所に立っている。

　キャスターの姿を認めると、シロウは軽く手を振って迎えた。

「では、キャスター。こちらの宝具は整いました」

「ええ、マスター。こちらの宝具も調いました」

　天草四郎時貞(シロウ・コトミネ)の宝具――『右腕・悪逆捕食(ライトハンド・イヴィルイーター)』『左腕・天恵基盤(レフトハンド・キサナドゥマトリクス)』。

　〝赤〟のキャスターの宝具――『開演の刻は来たれり、此処に万雷の喝采を(ファースト・フォリオ)』。

　両者の宝具は、神が英雄に与えた武具でも冒険の末に手に入れた名馬でもない。

　天草四郎の宝具は、少年が人々に授けた奇跡を具現化したものであり。

　〝赤〟のキャスターの宝具は、彼が生前に書くことが叶わなかった『書物』だ。いずれにせよ、それはあくまで彼らが紡いだ伝説の昇華だ。

　軍を相手にすることもできず、城塞の破壊など夢物語。サーヴァント、というくくりであるならば、二騎は紛れもない三流だろう。

　だが、今この瞬間――二人の宝具が交わるときのみ、全ての価値は逆転する。

　聖剣ならば、あるいは神槍ならば大聖杯を破壊することは可能だろう。

　だが、大聖杯を支配できるのはこの聖杯大戦に参加したサーヴァントの中でも、この二騎だけだ。

「既に〝糸〟は繋いでいます。貴方がたの魔力供給も、それで補っていますからね」

　シロウ・コトミネがマスターとして魔力を供給しているのは実質的に〝赤〟のアサシン(セミラミス)のみだ。それ以外のサーヴァントはマスターとしての根に当たる部分を押さえるだけで、魔力供給そのものは強奪した際に接続(リンク)した大聖杯から供給している。

　その接続だけでも、かなりの時間を必要とした。一度に終わらせられるような儀式ではなく、強奪する以前から数日を掛けて手段を探り、サーヴァントであるアサシンの助力を得てようやく魔力供給に成功した。

　大聖杯を鋳造した御三家、錬金術の大家であるアインツベルンはともかくとして一介の魔術師であるダーニックがシステムに手を加えるには恐らく十年単位の時間が必要だっただろう。

　だが、アインツベルンもダーニックも言うなれば大聖杯そのものではなく、システムを調整しただけに過ぎない。つまり、本来備わっている機能を起動させる、あるいはほんの少しの改良を施しただけだ。

　スイッチのオンオフと言い換えても良い。今からシロウが行おうとしているのは、それらとは根底から異なる作業だ。

　言うなれば新たなスイッチを作る。システムの調整ではなく、システムの追加。自分に都合の良いように、大聖杯を創り替える。

　サーヴァントたちは大聖杯を通じて、この現世に召喚される。故に、大聖杯そのものを組み替えるのは、危険というよりは狂気の沙汰に等しい。万全の態勢を敷いて、それでもなお。

　だからシロウにとって、これこそが真の戦いだ。これまでの戦いは、布石と準備に過ぎない。敗北したとしても、次なる一手があった。

　だが、これにはない。敗北すれば、シロウは終わる。シロウが終わるということは、全てが無に還る――人類の救済が潰える。

　シロウの手が軽く震えているのも、決して武者震いなどではない。敗北すれば、全てが終わるという恐怖によるものだ。

「――それでも。マスター(あなた)はここに居る」

「ええ。六十年もの間考え続けて、悩み続けた結果、私は此処に居ることを選んだのです。恐怖はあっても、後悔はない。それではキャスター、準備を――する前に」

「おや？」

　シロウがキャスターに向けて、片腕を突き出した。薄ぼんやりと令呪が光り輝いている。

　キャスターの顔がたちまち引き攣った。

「……マスター？」

「キャスター。私は貴方のことを作家として心より尊敬しておりますし、信頼もしています。だからこそ、私は理解しているのです。貴方はきっと、悲劇が書きたくなる。という訳でこれは必要な行為です」

　満面の笑みで、シロウは令呪を消費する。

「令呪を以て命ずる。キャスター、私に関して悲劇を書くな」

「ぐ……!!」

　消費された令呪は、まるで鎖のようなイメージで〝赤〟のキャスターに絡みついた。

　肉体だけでなく、サーヴァントの精神すらも強固に封じるこの令呪こそ、マキリが編み出した絶対的な命令執行権である。そして裏切りを禁ずるのではなく、悲劇を書かないことと限定することで、更に強固に〝赤〟のキャスターを縛り付けた。

「マスター……この仕打ちはあまりにヒドい。残酷です、あまりに残酷ですぞ」

　〝赤〟のキャスターは大いに嘆く――無理もない。

「いいえ。ですから言っているでしょう、私は信頼しているんです。貴方は、悲劇を書きたがる。でも、もしそれを問い詰めた場合、貴方は嘘をつかざるを得ない。ですから、私は一度だって『悲劇を書くつもりか？』とは問い質さなかったのです。……問い質さなければ、虚偽を吐き出す必要はありませんからね」

　低く唸るものの、〝赤〟のキャスターはそれについては認めざるを得なかった。書くつもりがなかった、と言えば嘘になる。書かないでおこう、とも思っていたが――いざその状況に至れば、自分の筆は勝手に悲劇へ向けて突き進む。そうならないためには、最初(ハナ)から喜劇を書くと決めているしかない。

　〝赤〟のキャスターは大仰に嘆息して、肩を竦めた。

「受け入れましょう、必要とあらば。『逆境こそが人に与える最高の教訓なり(Sweet are the uses of adversity)。それは蟇(Which like)の如く醜く毒があり(the toad, ugly and venomous,)、しかして心に貴重な宝石を結ぶ(Wears yet a precious jewel in his head)』ですからな」

「ありがとうございます。当代きっての名作家に対して、ジャンルを狭める行為は無礼だとは思ったのですが」

「ふふ、名作家とは面映ゆい。著作を拝見してから、改めてそう讃えて貰えれば――」

「ああ、ひとまず四大悲劇の方は読ませて頂きましたよ。だからこそ、令呪を使おうと決意したのですが」

「……そうですか」

　しまった、と〝赤〟のキャスターは頭を抱えた。読んでくれ、などと言うべきではなかったかもしれない……いやいや、読んで貰えてこその作家だ。

　そもそも、この少年は既に最悪の悲劇を経験している。自分を慕った三万七千人を虐殺され、自身も命を落とした。そこからの這い上がり、そこからの逆転劇。

　ならば――今は、登り続けなければならない。この状況で足を踏み外すなど、神が許しても作者は許さない。

「悲劇ではなく幸福な結末を迎えられるよう、渾身の力を籠めて書き上げることをお約束しましょう、マスター」

「大変結構。……では、始めましょう」

〝――遅い。いつになったら始めるのかと思ったぞ〟

　不満も露わに、〝赤〟のアサシンが念話を響かせた。〝赤〟のキャスター(シェイクスピア)にもその声は届いている。シロウは水の天蓋を見上げて、笑って言った。

「ごめん。――これから、始めるよ」

〝万が一のときは、お主を切り捨てる。良いな？〟

　恐ろしい、とキャスターは背筋にわずかな寒気を抱いた。情がない、全く綺麗なほどに欠片も見当たらない。間違ってもサーヴァントがマスターに投げかけるべき言葉ではない。

「無論だ。そうでなければなりません」

　……そして、更に恐ろしくなったのはそれに対するシロウの返答だった。容赦のない、無情の言葉に対して、あまりに朗らかな応答。

　自分のサーヴァントがそのようなことをしないから、安堵しているのではない。〝赤〟のアサシンがそれほど甘い訳がない。本当に万が一の際は、〝赤〟のアサシンは彼を切って、保身を選ぶだろう。

　躊躇いなくマスターを切り捨てようとするサーヴァントと、それを喜んで受け入れるマスターとでは、はてどちらの方が狂っていると言えるのか。

〝よろしい。では始めよ、シロウ。勝て、敗北は許さん〟

　変わらず無感情な言葉に、シロウ・コトミネは心から感謝する。

「――ありがとう、アサシン」

　シロウ・コトミネはするりとステラとマントを脱いだ。カソックも肌着も脱ぎ捨て、半身を露わにする。褐色の肌には刀傷と火傷の痕が無数に刻まれている。醜さよりは、哀切さに満ちた肉体だ、とキャスターは思う。

　半裸になったシロウが、両腕を宙に伸ばす。大聖杯を我が物にせんとばかりに、その掌は開かれていた。

　鈍く輝く令呪とは、別の輝きが両腕に満ちる――シロウ・コトミネの宝具(きせき)が駆動する。

「では、まず私から」

　空中に固定されている大聖杯に向けて、シロウは優雅な足取りで歩き出す。キャスターはその様子を見守っている内に、ふと屍体(にく)で構成された階段を幻視した。

　土着のそれとは異なる教義を信仰し、天草四郎時貞に付き従ったことで滅びた犠牲者たちが材料だ。踏み締められることに、屍体たちの悲しみはない。むしろ喜びすら存在するのは明らかだ。

　世界を救うための捨て石になれたことを、心より感謝する――。幻視だろう、幻視だろうが、かつての屍(かばね)たちが現状を知れば、やはり同じ答えを返すのではないだろうか。

　〝赤〟のキャスターはそう思う。







　天蓋へ、大聖杯へ向けて歩きながらシロウは思う。十七年の生と、六十年あまりの生。

　全てを捧げて生きてきた。全てを犠牲にする覚悟で生きてきた。

　今、自分の両肩には数十億の善性(いのち)がのし掛かっている。あまりに重く、押し潰れそうだが、シロウの貌には苦痛が見えない。

　――負けるものか。

　シロウはその一歩を踏み出す。魔力供給の際に繋いだ〝糸〟を辿って、大聖杯へと接続する――。




　瞬間、世界が捲れ上がった。
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　存在が一瞬で融解する。眠りに落下する寸前のような心地よさ、しかもそれが永遠に続いている。柔らかい何かに包まれ、どこまでも沈む――ずぶり、ずぶり、ずぶり。

　どれほどの悪意があろうとも、この場では消え去るだろう。

　どれほどの殺意があろうとも、それは何者も殺めることはないだろう。

　幸福と平和と悦楽と秩序と清浄が溶け合ったそれは、甘いミルクを全身で啜(すす)るような味わいで。

　脳が活動を停止する。

　脳の活動が必要なくなる。

　思考は不要だし、本能すらも必要ない。だから溶ける。溶けて一体化し、何物でもないただの甘いミルクに成り果て――――。

「……邪魔だ」

　シロウは至極あっさりと、その究極的な快楽を拒絶した。両腕に逬った強烈な痛みに顔を顰めると同時に、安堵する。

　魔力供給のために接続する際、シロウは〝これ〟に幾度も触れていた。全身を浸らせば、恐らく何も思考できない、ただ溶けていくだけだということは明瞭に理解できた。そのため、彼は両腕に苦痛を覚えさせた。再現された苦痛は、彼が味わった絶望と――それを乗り越えるための、黒い憤怒(レイジ)だ。

　シロウ・コトミネは人間を許さない。人間の悪性を許さず、善性すらも許さない。善と悪、欲と情、相反するこれらを持つからこそ人間は終わりのない螺旋を巡るだけの生物であり続けてしまう。

　……それを許さない。その憤怒と痛みがあれば、この程度の心地よさはシロウにも耐えられるものだ。大聖杯の内部は、何物にも染まっていない膨大な魔力が未だ渦巻いている。

　大聖杯の内部に居ながら〝自己〟を確立する。それが第一の試練だ。

　走馬燈のように景色がシロウの周囲を回転している。それはシロウに早回しのフィルムを連想させた。

　景色はどうやら、アインツベルンの歴史らしい。発端は遥か二千年前、そしてその始まりは一千年前。聖杯の成就を夢見て、あらゆる試行錯誤を繰り返す一族。

　あらゆる非業を善しとした、あらゆる挫折をかなぐり捨てた。それは妄執、という一言で片付けてはならない、むしろ聖人の旅路にも似ていた。

　喜びはなく、愚直に絶望と戦うだけの日々。一千年といえば狂気のようにも感じられるが、その実は単なる繰り返しに過ぎない。

　試行と失敗、挫折と再起動。前に進んでいるのか、後ろに退がっているのか、それすらも定かではない癖に、ただひたすら歩き続ける。

　

　素直に賛嘆する――同時に苦笑する。

　アインツベルンの一族でもない自分に共感されたところで、向こうは迷惑なだけだろう。

　まして、それが自分たちの大聖杯を強奪した犯人であるなら尚更だ。

　確かに感慨深いものはある――だが、この風景はそれ以上でもそれ以下でもない。早回しのフィルムは途絶えるまで黙殺する。

　真白の輝きが、再び世界を覆い尽くす。油断すれば融解するので、一秒ごとに自分の存在を確認しなければならない。

　方向性は定まっていない。向かう先は大聖杯始まりの点。そこへ向かうという意志を強く抱いて、歩き出した。

　本来は英霊の魂を回収した小聖杯を火種として、大聖杯が起動する。一度起動してしまえば、あとは大聖杯そのものが魔力(エネルギー)を生成するようになる。起動に必要な数は七騎――。だが現状の小聖杯は、英霊の魂を溜め込んではいない。

　孔(あな)が穿たれた小聖杯は上下という概念が失せた庭園の小部屋に封印され、永遠に魔力を漏らし続けていた。英霊の魂がどれほど注ぎ込まれても、孔から漏れる。だが漏れた魂は重力に従うこともできずに、小聖杯に集まっては孔から漏れ続けている。

　〝黒〟のセイバー(ジークフリート)、〝黒〟のランサー(ヴラド三世)、〝黒〟のバーサーカー(フランケンシュタイン)、〝黒〟のキャスター(アヴィケブロン)、〝黒〟のアサシン(ジャック・ザ・リッパー)、〝赤〟のバーサーカー(スパルタクス)が既に敗退した今、あと一騎敗退すると自動的に小聖杯を火種として大聖杯が起動してしまうためだ。

　小聖杯を破壊してしまっては大聖杯が異常を察知して何かしらの不具合が起きないとも限らない。そうかといって、放置しておけばシステム改変を行うより前に、大聖杯が起動してしまう。

　完全な起動をした大聖杯には、さすがに手を出しようがない。起動させる訳にはいかないのだ――今はまだ。




　シロウ・コトミネは魔術師ではない。だが何しろ六十年の月日があった。聖杯戦争とそれに関する魔術はほぼ完全に熟知していると言ってもいい。

　なるほど、大聖杯はまさに神域に達した究極の願望機だ。異常、と言っていいほど緻密に組み立てられたシステムは、必ずやマスターの願いを叶えるだけの魔力を以て――■■■■に到達する。

　だが巨大であっても、神秘的であっても、万能の願望機であっても――本を正せば、この大聖杯はたった一人の女に行き着いてしまう。

　その名をユスティーツァ・リズライヒ・フォン・アインツベルン。大聖杯の核となったアインツベルンの当主である。

　自らの命を投げ出し、奇跡(まほう)の成就に全てを捧げた冬の聖女――。そこがシロウ・コトミネの目的地だ。聖杯の機能は全て、彼女に握られている。

　人を贄にすることで、鍛造される武器があるという。溶かした鉄に乙女を投げ込むことで、武器に魔剣と呼ぶに相応しい呪術的強化(エンチャント)を施すのだ。

　だがこの大聖杯はそういうものとは異なる。大聖杯というものがあり、そこに聖女を捧げたのではない。まず冬の聖女(ユスティーツァ)が存在し、それが大聖杯となったのだ。

　そう。大聖杯は万能の願望機であると同時に、アインツベルンが失った神秘を再現するための巨大な魔術回路(パイプライン)だ。

　通常、魔術師が魔術を行使する際に必要なものは三つ。魔術基盤、魔術回路、そして魔力そのもの。魔術基盤は言うなれば大本のシステムに当たる。魔術師は魔術回路という路(みち)を通して魔力を生成し、基盤に則った魔術を発動させる。

　おおよそ全ての魔術はこの形式に沿ったものである。

　そしてそれは、この大聖杯でも変わりは無い。この巨大な聖杯が魔術回路であるというならば、霊脈から吸い上げた魔力を利用してあらゆる奇跡(まじゅつ)を行使可能だ。

　万能の願望機という通称は伊達では無い。大聖杯とはそれほどまでに膨大な魔力を秘めた、精密極まる存在なのだ。

　だが、天草四郎時貞は知っている。この大聖杯は公平無私だと。既にユスティーツァの人格は失われている――ただ、魔術回路が生きているだけだ。

　外側から如何なる願いを発動させようとも、大聖杯は全てを叶える。では、シロウが人類を救済しろ、と外から呼び掛ければ救済は成立するのだろうか？

　――無論、否だ。

　大聖杯はできないことはできない。だからこそ、シロウは命を賭して大聖杯に侵入した。大聖杯にも不可能な願望が存在する――ならば、それを内側から書き換えて強引に成立させるまで。通常の聖杯戦争では絶対に許されない、大聖杯そのものの調整。

　それに天草四郎時貞は挑もうとしていた。

　願いが叶わないならば、それは聖杯の方が間違っている。だから、それを正すだけだ。

　シロウは歩き出す、この果てに――必ず探し求めていたものがある。
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　マスターが大聖杯へと飛び込んで、既に数時間が経過している。恐らく、まだ相当の時間を要するだろう。大聖杯とは神域にまで高められた芸術品。その基礎に当たる部分を改変しようとしているのだ、生半可な時間では済むまい。

　キャスターはひとまず自身の書斎に戻り、執筆を続けていた。そこに〝赤〟のアサシン(セミラミス)からの念話が飛び込んでくる。

〝キャスター。マスターはもう飛び込んだのか？〟

「ええ。魔力に変化は？」

〝無い。我らに供給されている魔力とこの空中庭園に集積している魔力、どちらにもさしたる変化はない。大聖杯の向こう側が別世界だったとしても、因果線(ライン)は然う然う簡単に断ち切れるものではない、ということだろう〟

　シロウが唯一懸念していたのは、大聖杯の内側に飛び込んだときだ。

　世界と寸断されるような状況に陥れば、たちまち全てが破綻する。

「ならば、吾輩は執筆作業を続けさせて頂きます」

〝待て、キャスター。……一つ聞いておきたい。お主が我がマスターに望む結末は、栄光か？　それとも失墜なのか？〟

　その言葉に、〝赤〟のキャスター(シェイクスピア)は噴き出す寸前でどうにか堪えた。

「無論。栄光ですとも」

〝分かっているだろうが、念を押しておく。まかり間違ってお主の書が原因でこの計画が頓挫することになった場合、その責任は取って貰うぞ。――苦痛でな〟

「女帝殿、それならご安心を。先ほどマスターにも令呪で念を押されたばかりです。いやはや残念至極…………いえ、無論最初から悲劇を書くつもりなど毛頭、全くありませんでしたが！」

〝……フン。道化(キャスター)の言葉など信用できる訳もなかろう。良いか、キャスター。作家であるお主の価値は、お主が書く本にしか存在しない。そして、その本が我々に益するものでないと判明した瞬間、我はお主を生かしておく理由が消え失せる〟

　ねっとりと、食虫植物に取り込まれた気分だ――とキャスターは心中密かに思った。

　返答を誤っただけで、一瞬で溶かされて咀嚼(そしゃく)される。〝赤〟のアサシンは残忍さ、という点では恐らく今回の聖杯大戦において随一だ。

　〝赤〟のキャスターが見定めるに、恐らく〝赤〟のアサシンは常時、マスターも含めたこの世全てを密かに殺害しようと狙いを定めている。殺意ではなく、微かな悪意でしかないが――あらゆる言動、雰囲気を観察して彼女に害を及ぼすことが判明すれば、躊躇なく暗殺に動くだろう。

　ライダーやアーチャーがアサシンを敬遠する最大の理由もこれだった。無論女帝という権勢者故という理由もあるにはあるが、そもそも彼女は自分を殺そうとしているのだ。仲良くなれ、という方が難しい。

　だからこそ、二人からも忌み嫌われている。中立的立場であるランサー(カルナ)も当然、女帝の習性には感づいているはずだ。ただ彼は〝そういうものだ〟と認識して受け入れているだけでしかない。

　そしてキャスター(シェイクスピア)の認識としては、女帝のそれを当たり前だと考えている。

　自分の遥か頭上に君臨する女帝。彼女は決して弱き者ではない、紛れもない絶対強者だ。あらゆる存在を誑(たぶら)かして生きてきた女が毛筋ほどの油断もしないのは、むしろ自明の理。

「宮廷道化師と致しましては、精一杯に生存理由を主張したいところですな。我が本、我が書物は必ず不完全ではありますが、それ故に美しい物語であると請け合いますぞ」

〝不完全？　完全ではないのか？〟

「アッシリアの女帝よ、それは当然でしょう。完全な存在、完全な人間、秩序と論理のみで構築された完全な物語など――クソ面白くもない！　「〝若葉の日々(My salad days,)、何とも青(When I was green)臭い若気の至り(in judgement, cold in blood)〟！吾輩の物語は不完全故に美しく、不完全故に純正の娯楽です。失敗は死？　構いませんとも！　しくじる確率があり、償わなければならない！　だからこそ、吾輩は奮起して傑作を書き上げましょう」

〝ええい、念話だというのに、お主の声は耳障りな程に大きいな！　繰り返しになるが、失敗は許さん。必ずや最後まで書き上げろ、シロウ――天草四郎時貞の物語を〟

　その言葉ににんまりとキャスターは笑い、前々から問うてみたかったものを投げかけた。

　何しろ今はマスターがいない。彼女の本音を吐き出させるには、絶好の状況だ。

「では、一つの問い掛けをお許し頂きたい。女帝殿、貴女はどちらがよろしいのでしょう？我らのマスターの悲願が達成される方がいいのか、それとも彼の悲願を踏みにじる方が楽しいのか」

　――ほんのわずか、虚を衝かれたようにアサシンの呼吸が停止した。

〝達成に決まっておろう。サーヴァントはマスターに仕えるものだからな〟

「……おや」

　キャスターの返答には、明瞭な不満がありありと見て取れる。

　現在生き残っているサーヴァントの中で間違いなく最弱であろう彼(シェイクスピア)は、しかして何者をも恐れない。

「そのような上っ面だけの答えなど！　アサシンよ、破滅を見たいのか見たくないのか。さあ、お答えを！」

　キャスターが再度問い掛ける。言葉の刃を突きつけられた〝赤〟のアサシンは、それが道化ならではの真剣な問答であると認識した。

　ならば、女帝(セミラミス)もまた真摯に答えなくてはならぬ。偽りを答えれば、それは道化以下の愚者に成り果ててしまう。

　家臣はいない、ならば己の本音を剥き出すしかない。奇妙なことにそれは酷く、勇気のいる作業にも思えた。だが、頼れる者は存在しない。甘えれば返答を見逃される訳でもないのだ。

　かつてないほど神経を集中させ、幾重にも纏った虚偽の衣を剥ぎ取り――女帝は真実を絞り出していく。




〝――見てみたい、と思う気持ちを否定はせん。我は善良や寛容などに興味はなく、破滅や絶望を嗜好とする女だからな。我は権勢を誇る王が無様に失墜する姿も、勇将が恐怖に駆られて絶望する姿も見た。だが、未だ聖人の絶望だけは見たことがない。故に見てみたい、それは疑いようもなく事実さ〟

　くすり、と〝赤〟のアサシンは笑う。キャスターは沈黙することで、話の続きを促す。道化は、ときに辛抱強く王の言葉を聞かなければならないのだ。

〝だが、もう一つ見てみたいものがある。あの男が見たいと、心から願った風景だ。人類の救済。正気とは思えず、どんな英雄や聖人も諦めていた景色。我とて、人の上に立つ者。非業、絢爛、醜悪、清廉、あらゆるものを見てきたが――ついぞ、それだけは見たことがない。もしかすると、退屈かもしれん。どうしようもない、無味乾燥としたものという下らぬ結末を迎える可能性もある。しかし――見なければ、始まらぬ〟

「なるほど。つまり女帝殿はマスターへの忠誠ではなく、純粋な好奇心としてその結末が見たいと仰るか」

〝その通り。無論、我にも〝支配〟という望みはある。だが、何より――あの男がどこまで進むか、どこまで見せてくれるのか、今はそれを期待している〟

　まるで玩具(おもちゃ)をせがむ子供のようですな――という言葉を、キャスターはギリギリで押さえ込んだ。恐らく、これを言えば殺される。

〝何やら不遜な言葉を発しようとしていたらしいが、貴様のような男がよく堪えたな。その沈黙で許そう〟

　ぶつん、と脳内で線が切れたような感覚。キャスターは尋ねるべき事柄を一つ忘れていたことを思い出した。

「しまった。女帝の恋物語を追加していいものかどうか、聞いておけば良かった。さて、どうしたものか――いいか、ついでに書いておこう。これは受けるぞ。間違いなく受ける」

　シェイクスピアは懐から紙を取り出すと、さらさらと殴り書きで記録しておいた。

　女帝は恋に堕ちている。

　そうして再び、シェイクスピアは本格的な執筆を再開しようとする。

　天草四郎時貞とサーヴァントとして接続(リンク)している彼は、マスターの許可さえあれば、周囲の状況や天草四郎の心境をつぶさに記録している。

　つまりマスターにとっては自身の思考が全て筒抜けになるということであり、普通のマスターであれば、まず許可することはない。




　――そして無論、シロウ・コトミネが常人なはずもない。




　疑いようもなく、世界で一番名の知られた劇作家シェイクスピア。彼をサーヴァントとした者は、究極の選択を突きつけられる。

　自身の思考、性癖、そして人生すらも網羅された上で、彼の描く物語を共に記すか否か。

　それを許すならば。シェイクスピアは、その非凡な人生を声高らかに謳い上げるだろう。

　そしてその物語は、宝具へと昇華する。どれほど荒唐無稽であろうと、デタラメであろうと、シェイクスピアの筆は事象すら動かす。不可能なことは面白くないことだけ。それが面白いと作家(かれ)が信じたならば、因果は逆転する。




　書く、書く、ひたすら書く。

　大聖杯の内側で、天草四郎時貞は様々な苦難に遭遇する。かつての父、在りし日の母、共にいると誓った仲間たち。

　彼らは訴えるだろう。

　その手に剣を取り、振るうがいい。我々にはその権利がある。我々には復讐する義務があると――。

　苦悶しながらも、彼は前に進む。

　では、仲間が駄目なら敵はどうだろうか？

　彼らの仲間を笑いながら虐殺し、蹂躙し、徹底的に陵辱したこの世の悪性腫瘍(キャンサー)。それは人間を見限り、失望するに相応しい存在だ。

　天草四郎はそんな彼らを――。







「……むぉ!?」

　唐突な震動に、〝赤〟のキャスター(シェイクスピア)は執筆を止めた。時刻は深夜零時、こんな状況で突然の震動――理由は唯(ただ)一つしかあるまい。

「来たかよ、聖女！」

　呵々大笑しながら、〝赤〟のキャスターは立ち上がって走り出す。

「時間との勝負。だが、我々のマスターは眠りを殺し、時間を飛び跳ね急いでいるぞ。間に合ったとしても、我らを護るは無敵の剣と不屈の盾、そして金剛石の如き城塞と来た。さあ、如何(いかん)とする!?」
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　ほぼ同時刻。〝赤〟のアサシン(セミラミス)が玉座で目を見開く。

「――ふむ。来たか」

　いずれやってくるべき敵であったが、些か遅かった。準備に思っていた以上の時間が掛かったのか、あるいは別の理由があるのか。

　どちらにせよ変わりは無い。

「アーチャー、ライダー。……来たぞ、迎撃しろ。どんな飛行手段を持ち込んできたかは知らんが、我々の攻撃に耐え得るような代物ではあるまい。ライダー、大空を翔るお主の戦車(チャリオット)で潰せ」

　届いた念話に、ライダーは奇妙な感情を乗せた声で応じた。

〝あー、潰せるなら潰すつもりだが。多分ちょっとばかり時間掛かるぞ〟

「……何だ？　それほど大がかりな術式を持ち込んだのか？」

〝見れば分かる〟

　その言葉に〝赤〟のアサシンは外界の風景を天井に投射し――さすがに啞然とした。

「何、これは――――？」

　聖杯から与えられた知識により、〝赤〟のアサシンも飛行機というものがどんな存在であるかは知っている。大空を飛ぶために、卑小な人間たちがどうにかこうにか作り上げた機械仕掛けの鳥。

　それでこちらへと向かってくる。それはいい。下手に魔術的な道具を持ち込むよりは、遥かに合理的な選択だ。だが――――あまりにも、あまりにも数が多い。

　大型のジェット機が総勢十機。まるで群れを成す渡り鳥のように、こちらへと押し迫っていた。魔力の反応はあやふやで、どの機体に存在するかまでは読めない。

　そして更に――。

「〝黒〟のサーヴァントめ……!!」

　アーチャーが機体の屋根に立っている。既に戦闘態勢は完全に整えているらしく、油断なく周囲を走査(サーチ)していた。

　その傍らでは、やはり飛行機の屋根の上に乗るライダー。ヒポグリフに乗馬していて、背後には新しくマスターとなったホムンクルスがいた。

　そして中央の機体に立つは聖杯大戦の裁定者にして〝赤〟の対立者。聖人に至ることのなかった少年に対して、真の聖女と認められし乙女。

　クラス・ルーラー――ジャンヌ・ダルクである。

「数を頼みに、とは……ふん、何とも愚策だ。それ故にやりにくい」

　十機の飛行機は衝突寸前まで接近している。翻って言えば、一機が落とされた程度では足場を崩せないということ。あのルーラーとアーチャーの身体能力ならば、墜落するより先に次の機体へと飛び乗ることが可能だ。

「もっとも……それでもこの庭園に近付くことは能わぬがな」

　〝赤〟のアサシンにとっては確かにやりにくい。しかし、それだけだ。この庭園の防衛機能を起動させるだけで、鉄塊など諸共吹き飛ばせる。

　ただ――それでは美味くない。そうやって大いなる力を誇示するのもまた安らぎの一つだが、屠ってしまえば〝赤(こちら)〟の陣営の英雄たちが納得しないだろう。

「ライダー、我は連中が庭園の一定距離に到達するまで攻撃しないつもりだが――」

〝女帝さんよ。そりゃ、近付いたら俺も巻き込むってことかい？〟

「その通りだ。不服か？」

　〝赤〟のアサシンは平然と応じて、尚且つ問い質す。その挑発を、〝赤〟のライダー(アキレウス)は喜んで受け入れる。

〝いやいや、全く問題ないね。……〝黒〟のアーチャー(ケイローン)を仕留めるついでに、あの空飛ぶ鉄屑も解体(バラ)してくるさ〟

　獰猛な獣の声に〝赤〟のアサシンの背筋に寒々としたものが走る。

　英雄の父と女神の母の間に産まれた半神、トロイア戦争の大英雄といえども――一皮剥いてしまえば、戦うことに全てを捧げた怪物だ。

「よかろう、任せる」

　とはいえ、それは英雄として不可欠の要素である。残忍で、高慢で、そして己の強さを絶対と断じる自負心こそ、英雄を英雄たらしめるものだ。

「アーチャー。お主には後方支援を任せる。一機一機確実に撃ち落とせ」

〝……いや。私はあの忌々しい小娘を仕留めさせて貰う〟

　地の底から響くような声だった。先のライダーはあくまで狂暴で爛々と目を輝かせた獣の声であり、そこに乗せられた感情はただひたすら喜悦――強者と戦うことへの歓喜でしかない。

　〝赤〟のアーチャー(アタランテ)の声は違う。これは明らかな憎悪の響きであり、英雄が持つ残忍な快活さとは決定的に異なるものだ。

「――何？」

　〝赤〟のアサシンが訝しむのも無理はない。アサシンからすれば、〝赤〟のアーチャーは分かりやすいタイプの英雄だった。

　強者と戦うことを喜びとする、戦いそのものに対する嫌悪はなく、善悪や政(まつりごと)などに興味はない。名誉、誇りといった見えない何かを大切にする――。

　相手を憎むとすれば、それは愛する者の仇(あだ)のみだ。しかし、ルーラー――オルレアンの聖女であるジャンヌ・ダルクはそんなものとは縁遠い存在だ。第一、〝赤〟のアーチャーが愛を抱くほどに親しい者など、この世界には存在しないはずだ。

〝私はあの女を討つ！　聖女を騙(かた)る鬼畜生(おにちくしょう)を必ずや討たねばならぬ。邪魔をするな、アサシン……！〟

　なのに――声には激昂があった。

　〝赤〟のアサシンは知っている。この憎悪は、操れぬ感情だ。全てにおいて最優先され、恐らくこちら側の都合はおろか、自己の命すら無価値と断じる類のものだ。

　戦場において、そういう憎悪は常に混沌を巻き起こす。首尾良くルーラーを仕留めることができれば、無論問題ない。

　だが――。

〝構わないぜ、女帝さんよ。どの道、俺の相手が〝黒〟のアーチャーと決まってんだ〟

　念話に〝赤〟のライダーが割り込んできた。確かに彼の言う通り、〝赤〟のライダーはその誇り故に、かつての師と相対することを望んでいる。

「……分かった。〝黒〟のライダー(アストルフォ)はどうせ、あの半端な怪物でこちらに乗り込むつもりだろう。あれは我が叩き落とそう」

　蠅(はえ)のようなものだ、さしたる脅威にはなるまい。

「ランサー、お主はあれが最接近するまでは動くな。我は庭園の操作で忙しく、言うまでもなくキャスターは頼りにならん。最後の護りを任せる」

〝――心得た〟

　静かな口調にアサシンは安堵する。迎撃を担当する三騎の内、万が一誰かが討ち漏らしたとしても、彼が居る限り――大聖杯には一歩たりとも近付けまい。

「では――鏖殺(おうさつ)せよ、大聖杯は我らのものだッ!!」

　応、とライダーとアーチャーの声が轟く。

　庭園に辿り着くことをこの場の勝利とする〝黒〟の側と。

　庭園に辿り着かせぬことを勝利とする〝赤〟の側。

　人類救済を目的とする天草四郎時貞と、それを防ごうとするジャンヌ・ダルク。その最終決戦は闇夜の黒海、高度七千五百メートルの上空で華々しく開始された。







§§§







　身を切るような冷たく強い風に煽(あお)られ、手にした聖旗は猛烈にはためいている。飛行機の内側ではなく、機体上部に立つ少女は、正に威風堂々。

　そこは、ただの人間が存在してはならない絶景にして天上の地獄。

　恐らく空中庭園の魔力が干渉しているせいだろう、飛行機は接近するにつれて、速度が落ちに落ちて、現在は時速三百キロ程度しかない。とはいえ、人の身では強烈な向かい風でたまらず吹き飛ばされるような速度だ。だがサーヴァントであるルーラーは、魔力を溜めた両足でしっかりと飛行機の屋根を踏み締めている。

　狂おしいほどの悩みがあるが、この一時だけは眼前の事象のみに集中する。今も昔も、彼女(ジャンヌ)の役割は旗振り――あらゆる攻撃を一身に受けることをその目的とする。

　そして尚且つ、決して斃れぬことを約束しなければならない。

　それこそが彼女の契約(のろい)。この旗を持って立っている限り、少女は古今東西あらゆる英雄に敗北(まけ)てはならない。

　セイバー。

　アーチャー。

　ランサー。

　ライダー。

　バーサーカー。

　キャスター。

　アサシン。

　七騎に分かたれたクラスのどれでもない、孤高の絶対裁定者。

　ルーラー――ジャンヌ・ダルクがかつてのように先陣を切る。

　人知の及ばぬ高高度の空で、遂に〝黒〟の陣営は『虚栄の空中庭園(ハンギングガーデンズ・オブ・バビロン)』を捕捉した。

「――見えました！」

〝ええ、こちらも〟

〝同じく見えたよ！　やぁ、何度見ても凄いよねえアレ！〟

　確かに、とルーラーも同意する。

　彼女(アサシン)の空中庭園は、一言で言えば黄金に輝く巨大な鳥籠だ。それが空を飛ぶ様は、何とも幻想的という他ない。

　そして鳥籠を守るは〝赤〟のサーヴァントの他、庭園の周囲に配置された全長二十メートルを超える漆黒のプレート、かつて〝黒〟のライダーを地へと叩き落とした『十と一の(ティアムトゥム・)黒棺(ウームー)』である。

　対するルーラーたちは鋼鉄の巨鳥に乗り、空中庭園目掛けてひた走る。幸い、飛行機の軌道は極めて安定している。不思議なことに、機内ではあれほど落ち着かなかったのに屋根の上では冷静極まっている。

　どうやら、外の風景が見えるかどうかが自分の判断基準らしい。

　ああ、何て田舎者――そんな下らぬ戯れ言を考える余裕すら存在する。

　けれど笑いはそろそろおしまい。ここより先、全く笑えぬあらゆる絶望が待ち受けている。だからこそ、今は笑う。

　〝黒〟のライダーのことを考えて笑い、〝黒〟のアーチャーとそのマスターの微笑ましさに笑い、その弟である少年の勇気に感心し――最後に、彼のことを考えて違う笑いを浮かべた。

　そうして、不意に笑いを止める。

　眦は険しく。聖旗を片手に、猛々(たけだけ)しく叫ぶ。

「天草四郎時貞――!!」

　ルーラーが吼える――それに応じたのは、彼本人ではなく彼のサーヴァント、アサシンだった。

〝吼えるな見苦しい。マスターは大聖杯による〝人類救済〟に忙しくてな。そら、急げばまだ間に合うかもしれんぞ？〟

　直接頭に届く声。強制的な念話は、嫌になるほど脳に響く。

　だがそれよりも重要な情報がある。

「……彼は、本気で人類を救うつもりなのですか？」

　ルーラーの問い掛けに、〝赤〟のアサシン(セミラミス)は哄笑する。

〝さてな。知らぬよ。結果がどうなろうが、我の関知するところではない。マスターを止めたければ、追いすがるがいい。もっとも……まずは〝赤(こちら)〟のサーヴァントを突破できれば、の話だが！〟

　突如、空中庭園から強烈な光が閃いた。凄まじい魔力の奔流――〝赤〟のライダー(アキレウス)が操る三頭立ての戦車(チャリオット)が、嘶きを轟かせながら空を翔る。

「さあ、〝黒〟のアーチャー(ケイローン)！　約束の刻(とき)だ、愉しもうじゃないか。なあ！」

　大蛇の如き軌跡を闇空に描き、〝赤〟のライダーは〝黒〟のアーチャー目掛けて突貫する――――！




　〝黒〟のアーチャーの視覚は、闇夜であろうが無関係に全てを見通す千里眼だが、その目を以てしても〝赤〟のライダーの戦車を追いかけるのは至難の業だ。剛力(パワー)にせよ、技量(テクニック)にせよ、速度(スピード)にせよ、戦いにおいて一つの力が常識を遥かに凌駕するものになった場合、それは単なるステータス上の数字ではなく――純然たる〝武器〟として扱われる。

　その点で言うならば、〝赤〟のライダーが操る戦車の速度はまさに武器だ。

　回避不能、防御不能、威力は絶大。攻守共にほぼ完璧――英雄が為し得る一つの到達点。

　ましてライダーの操る馬はただの馬ではない。海神(ポセイドン)から賜った不死なる神馬クサントスとバリオス、エーエティオンを陥落させた際に手に入れた名馬ペーダソス。

　その名を『疾風怒濤の不死戦車(トロイアス・トラゴーイディア)』。この世全てを置き去りにする神速の兵器(ほうぐ)である。
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　光速で爆走する攪拌機(ミキサー)を、誰が止められるものか。触れればそれだけで、生物は真紅のペーストに早変わりだ。そしてそれは、人間の生み出した鯨のように巨大な精密機械でも、例外では無い。

　空へと伸び上がった戦車は、流星のように一機の飛行機へと落下した。当然、彼の狙いは〝黒〟のアーチャーが足場としている機体である。

「獲ったッ!!」

　確信に満ちた〝赤〟のライダーの叫び。なるほど彼の手に掛かれば、飛行機などまさに鉄屑であろう。

　金属が引き裂かれる不快な音が空に轟いた。衝撃の際に燃料に引火したのか、胴体から真っ二つに裂けた飛行機はコントロールを失ってたちまち落下していく。

　見届けるまでもなく、海面へ激突して粉微塵だ。だが失墜する飛行機に〝黒〟のアーチャーの姿はない。隣接している別の機体に移ったかと、ライダーは一旦戦車を停止させて周囲を探る――突如、愛馬が嘶いた。

「何……!?」

　反射的に振り向く――〝黒〟のアーチャーが矢を番えて、こちらに狙いを定めている。いや、違う。もう射った後だ！

　月の光すらもなく、空中庭園がぼんやりと輝いているだけの空間では放たれた矢を知覚するなど、ほぼ不可能だ。

　けれどライダーは魔力の渦と微かな空気の乱れを感知し、首を勢いよく振った。

　ガチリ、と歯が噛み合う音――〝赤〟のライダーは不敵に笑う。その有様に、さしもの〝黒〟のアーチャーも絶句した。

　放たれた矢を口で噛み千切っている。眉間を狙っていたことを読み取り、躱すだけでは飽き足らず、真っ向から打ち砕いた。

「そこに、いたかァッ!!」

　再び〝赤〟のライダーが愛馬に鞭を入れ、削岩機という名の〝戦車〟が動き出す。

　ほんの刹那で速度は音速へと到達。螺旋を描いて、急上昇――急下降。〝黒〟のアーチャーの足場となっていた飛行機は、それこそ天から降ってきた巨大な拳に叩き潰された。

　ひしゃげる機体の上を駆け抜けながら、〝黒〟のアーチャーは跳躍――同時に、再び矢を放つ。速射に次ぐ速射。三連の矢は、一瞬静止したライダーの首筋を掠めた。

　だが、その程度で戦車は止まらない。止まるはずがない。

　――止まるモノか、〝黒〟のアーチャー。今の俺は、紛れもなく最速だ！

　暗闇を攪拌しながら、猛進する戦車。

　疾駆する〝黒〟のアーチャーは、ひしゃげた機体から別の機体へと跳躍する。数十メートル開いた距離、渦巻く烈風をものともしない。

　着地と同時に、予め伝えられていた操作用術式を発動させる。

「〝廻れ〟」

　追いすがる〝赤〟のライダーの眼前で、飛行機が傾転(ローリング)する。底部を晒した機体が盾となったことで、ライダーの視界からは〝黒〟のアーチャーの姿が消えた。その隙に〝黒〟のアーチャーは次の機体へと身を移す。

　視界を塞いだ機体が上昇する。だが、〝赤〟のライダーは追わなかった。

　然う然ういつまでも、小手先の策に引っ掛かるようなアキレウスではない。上昇していく機体にアーチャーは既に存在せず、別の機体へ移ってこちらを狙っている――看破した！

　舐めるなッ、と〝赤〟のライダーは上昇する機体――即ち約三百トンの鉄塊目掛けて突貫、そのまま激突した。囮とした機体ごと狙撃を行うため、弓を引き絞っていた〝黒〟のアーチャーは愕然とした。

　機体を戦車で貫いたならば、まだ話は分かる。だが……まさか機体ごと押し出して潰そうとしてくるなど、出鱈目にも程がある……！

　しかし現実として、先ほど傾転させた機体は〝赤〟のライダーによって巨大な盾となり、〝黒〟のアーチャーを押し潰そうとしている……！

　咄嗟に後方へと飛び退きながら、引き絞った一撃を射出した。膨大な魔力を噴射力として使用された矢は、ミサイルに等しい威力を以て盾を打ち砕いた。

　しかし、砕いたところで〝赤〟のライダーは止まらない。機体の残骸を宝具である剛槍で突き、叩き、更には蹴りを入れて投擲武器とする。

　石礫(いしつぶて)というよりは大型の榴弾だ。〝黒〟のアーチャーは更なる離脱を余儀なくされる。

　――追い詰めている、と〝赤〟のライダーは確信する。一分の逡巡も消えている。支配しているのはかつて背を追っていた男と戦うという、想像を絶する歓喜だ。

　殺すのではない。勝つのだ。その過程で死ぬのは仕方がない。全力で力をぶつけ、その結果死ぬならば仕方ない。相手もきっと、自分に勝つことに歓喜している。互いに力をぶつけ合う、そこに悲哀が入り込む隙間はない。

　走る、追う、射つ、砕く、大賢者ケイローン――〝黒〟のアーチャー、大英雄アキレウス――〝赤〟のライダー。二騎のサーヴァントは何の躊躇もなく、更に二機のジャンボジェットを〝消費〟した。

　わずか数分で、既に六機の機体が落とされた。残り四機。このままいけば、数分以内に全ての機体が落とされ、同時に聖杯大戦から〝黒〟の陣営が脱落する。

　無論〝赤〟のライダーは全力であり、どれほど下らぬ結末であっても不本意ながらそれで勝負が決まったならば、仕方がないと思っている。

　〝黒〟のアーチャーはそんな展開は望まない。そして〝赤〟のライダーが状況の有利さも含めて全力を出していることも理解(わか)っている。

　そして――ようやく、調整が終わった。
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〝あいつが来たよ〟

〝憎たらしいあいつが来たよ〟

〝子供たちを殺したあいつが来たよ〟

　誰かが囁く。その声に応じるように、〝赤〟のアーチャー(アタランテ)は弓を手にする。彼女は未だ、悪霊の囁きが自分自身の言葉になっていることに気付いていない。

　低級な悪霊はただ繰り返すだけ。状況に応じて言葉を変化させるような知性すらも持ち合わせていないはずなのだ。

　だから、これは彼女自身の願望だ。




〝殺して〟

〝殺して〟

〝殺して〟

〝殺して〟




〝殺して〟〝殺して〟〝殺して〟〝殺して〟〝殺して〟〝殺して〟〝殺して〟〝殺して〟〝殺して〟〝殺して〟〝殺して〟〝殺して〟〝殺して〟〝殺して〟〝殺して〟〝殺して〟

〝殺して〟――――――――――。

　囁きにアーチャーは穏やかに微笑み、黒色の右腕に接吻する。

「安心しろ。あの女は、あの欺瞞の聖女は。私が必ず殺してやる」

　殺意は最早、刃に等しい切れ味だ。サーヴァントは人間から外れた戦闘能力を保有するが、同時にもっとも人間らしい存在でもある。

　愛は人を強くし、憎悪は更なる強さをもたらす。無論、どちらの感情も同時に自滅を招くものでもあるが――その感情がもたらす強さは、破滅と引き替えにしても惜しくはない。

　アタランテは嗤い、矢を引き絞る。闇夜であろうがなかろうが、〝赤〟のアーチャーの目はしっかとルーラーを捕捉(とら)えている。

　飛行機の屋根で聖旗を掲げ、威風堂々たる有様だ。当然の如く、〝赤〟のアサシン(セミラミス)が空中庭園の防衛機能を行使する。

　黒いプレートから次々と規格外の光弾が射出される。一つ一つが宙(そら)から落ちる隕石に等しく。空を引き裂くその破壊力は、『対軍級』を名乗るに相応しい代物だ。

　――だが。それは分解すれば「破壊力だけが取り柄の」単なる迎撃用魔術でしかない。

　ルーラーが殺到する光弾に旗を振る――それだけで、集束した魔力が四散する。規格外の対魔力スキルもそうだが、ルーラーのもっとも悪質な能力は、やはりあの聖旗だろう。




〝聖女が旗を振る限り、我々に敗北はない〟




　兵士たちの単純素朴な信仰心。それはジャンヌ・ダルクが知られるに連れて世界に広がり、聖女固有の宝具となって顕現した。

　〝赤〟のライダー(アキレウス)やアーチャー、アサシンたちと比較しての月日の浅さなど問題にもならぬ。ジャンヌ・ダルクこそは世界中の誰もが知る掛け値無しの聖女。

　彼女に匹敵する知名度など、大聖母くらいのものだろう。

　ならば。現在に存在する彼女が振る旗は、仮令どこだろうとあらゆる害悪を撥(は)ね除(の)ける。

　吼え立てながら、光弾に聖旗を叩きつける――わずかな震えと共に、無為に散華する。

　〝赤〟のアーチャーは思う――今頃、〝赤〟のアサシンは怒り狂っているに違いない。何しろ、この空中庭園は虚栄とはいえ、彼女の誇りそのもの。

　あらゆる害敵を打ち砕く無敵無敗の浮遊城塞。英雄は戦車に勝てるかもしれない、空飛ぶ馬にだって勝てるかもしれない、竜にすら手が届くかもしれない。

　だが、城塞には勝てない。そもそも城塞相手では勝利敗北という判定そのものが無意味。

　城塞とは侵入すべきもの、迎撃は躱すものであり、迎撃を打ち砕くなど存在してはならない現象だ。




〝おのれ、忌々しい……!!〟




　そんな絶叫が聞こえてきそうなほどにヒステリカルに光が乱舞する。ああ、全く邪魔だ。無意味とは言わないが、無駄に過ぎる。

　……とはいえ、無駄ではあるが無意味ではない。

　ルーラーは最強のサーヴァントであるが、決して万能ではない。令呪抜きでも並のサーヴァントとは比べるべくもないが、それでも限界は存在する。

　だからこそ、あのときルーラーは逃亡を選択したのだ。〝赤〟のランサー(カルナ)と〝赤〟のアサシン、姿を見せていなかったキャスター、敵になるか味方になるか不明のアーチャーとライダーを除いたとしても、シロウ(ルーラー)を含めて一斉に攻撃を仕掛けられていたならば、令呪を使用しても敗退していた可能性は極めて高い。

　宝具である聖旗とて、無敵という訳ではあるまい。

　〝赤〟のアーチャーには視えている。ほんの少しずつだが、旗が裂け始めている。あらゆる攻撃を寄せ付けない代償だろう。

　ジャンヌ・ダルクは無敗を誇った訳ではない。様々な奸計があったとはいえ、結局彼女は最後に虜囚の身へと堕ちたのだ。

　ならば、あれが死ぬまで。その身が耐え切れなくなるまで、この矢を射続ける。

「――行くぞ、ルーラー。貴様の死体は羆(ひぐま)にでも喰らわせてやる」

　弓を引き絞る、膨大な魔力が鏃に集束する。獣の目はルーラーが確かに自分(アタランテ)を見る瞬間を捕捉した。

　指を放す――膨大な魔力を鏃より噴出させ、矢が襲い掛かる。その様は正に獲物に襲い掛かる音速の餓狼。

　直撃すれば、今回の聖杯大戦において最高の物理防御力を誇る〝赤〟のランサーですらも無傷ではいられまい。




　されど咆吼(ほうこう)一閃、ルーラーの聖旗は見事に砲弾(や)を打ち砕き、返す刀で〝赤〟のアサシンの魔術掃射をも撥ね返す。意識的に方向を選択して散らしているのだろう、少なくとも彼女の足下にある機体はまるで無傷だ。

　だがしかし、〝赤〟のアーチャーの攻撃がただ一射で終わるはずもない。矢を放った次の瞬間には、彼女は弓を引き絞って魔力を充填させていた。

「次弾、次々弾準備。装填(セット)――双星、征け」

　二本の矢を同時に撃ち放つ。先ほどの一射が狼ならば、魔力による軌道操作で自在に蠢(うごめ)くこの双射は、まさしく毒蛇の如き悪質さでルーラーへと襲い掛かる――！




〝打つ手はない〟

　と至高の狩人は嗤う。

〝打つ手はある〟

　と裁定者は謳う。




　襲来する魔弾が二つ、更に空中庭園の防衛機能『十と一の黒棺(ティアムトゥム・ウームー)』から光弾が照射される。

　事此処に至れば、ルーラーには意識的な行動など不可能だ。音速で襲い掛かる鏃のどちらが速いのか。そんなことは計算できない。

　故に思考は半ば遮断したまま、流れに任せる。

　聖旗を横薙ぎに振るう――幾分到達距離が短かった第二射が弾かれる。しかし、これでは頭上落下する第一射を防げない。

　だが。防ぐことはできずとも、流れを導くことはできる。

「何――――!?」

　〝赤〟のアーチャー(アタランテ)が驚愕するのも無理はない。躱せぬはず、と確信した一撃は庭園の光弾によって迎撃された。

　ルーラーが第二射を迎撃した直後、即座に転進して襲い掛かる光弾を頭上へと反射させたのだ。見るも無様な同士討ち――〝赤〟のアーチャーは激昂する。

「ルゥゥゥゥゥラァァァァァァァァァァァッ!!」

　絶叫と共に、〝赤〟のアーチャーは走り出す。生前、誰一人として追い抜けなかった神速の足での全力疾走。それは極度の前傾姿勢から成立する、獣の如き走法だった。

　どれほど人類が研鑽し続けても不可能であろう長々距離を、〝赤〟のアーチャーは一息で走破した。接近した彼女に、ルーラーが旗を構える――睨み合う。

「殺して、やる」

　おぞましき怨嗟の声は〝赤〟のアーチャーのもの。

「――生憎と。それは不可能です」

　そして、その怨嗟を打ち祓うような厳粛たるルーラーの返答。

　二騎の戦いは、ここから開始(はじ)まる。
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「さあ後がないぞ、〝黒〟のアーチャー(ケイローン)！」

　朗々と空に響く〝赤〟のライダーの言葉に対して〝黒〟のアーチャーは涼しげに笑って矢を放つ。しかし、ライダーの戦車はその矢を上回る速度でアーチャーへと肉薄する。

　元より勝ち目のない勝負だ。一瞬で至近距離に到達できる騎乗兵に、遠距離でなければ戦えぬ弓兵が立ち向かえるはずもない。

　――とはいえ、〝黒〟のアーチャーもまた遠距離でなければ戦えぬという訳ではない。

　速度にはどれほど最速であろうとも、唯一の欠点が存在する。

「然るべき刻、然るべき座標、然るべき速度。――必要なのは、ただそれだけだ」

　矢の速度は理解している。

　到達時間も計算できる。

　到達座標も導き出せる。

　ならば、後は戦車の速度さえ理解できれば簡単だ。どれほど速度で圧倒しようとも、彼が移動する先に、矢を放っておけば良い。

　これは未来視であるがさして特別な能力(スキル)ではない。ただただ、決して挫折することなく積み重ねた修練と、先を見通す徹底した計算力が成した必然の技である。

「何だ――!?」

　だがしかし、〝赤〟のライダー(アキレウス)からしてみれば、突如眼前に鏃が現れたようにしか思えぬだろう。先ほど矢を放った際、必ずライダーが到達するであろう座標に別の矢を放っていた。ライダーにしてみれば、まさに悪夢のような状況だ。

　ライダーが動いたから、矢が届いたのではなく。

　矢が到達した座標にライダーが動いてしまった――。

　躱せるはずもない。ライダーは自分から当たりに行っているようなものだ。

　貫かれた肩から血が滲み出る。鏃は骨まで食い込んでいた。

「ちっ……!!」

　〝赤〟のライダーは矢を引き抜き、素早く別の機体へと移動した〝黒〟のアーチャーを睨み、追跡するために馬に鞭をくれる――直後、ぐらりとペーダソスの頭が揺れた。

「何ッ」

　三頭の内、二頭は不死を謳う神馬。しかし、ただ一頭――ペーダソスのみは稀代の駿足を誇る名馬であって、不死ではない。ペーダソスの脳天を、一本の矢が貫いていた。霊核を撃ち抜かれた馬は、宝具といえども消失を余儀なくされる。

　歯噛みして、〝赤〟のライダーは〝黒〟のアーチャーを睨む。

　選択を迫られる。このまま二頭立ての戦車で飛行機を破壊し続ければ、問題なく彼らを強制的に離脱させられる。恐らく、ヒポグリフを操る〝黒〟のライダー(アストルフォ)のみが残るだろうがこちらの弓兵が苦も無く仕留めるだろう。

　だが――それは、自分が飛行機を全て破壊できた場合だ。

　こちら(ライダー)の動きは先読みされた。平野での戦い、森での戦い、そして今しがたの空中戦でこちらがどう動くか、ほぼ完璧に近い形で〝黒〟のアーチャーは掌握している。

　そちらの方がより問題ではないか。だが――圧倒的有利のこの状況を切り捨てて良いものか？

　思考が刹那の内に巡り、戦士としての直感が囁く。

〝戦車に乗っていてはならない。お前は誰よりも強い戦士だ〟

「――クサントス、バリオス。お前たちはもういい、下がっていろ」

　ぽんぽん、と軽く馬たちの首を叩いた。クサントス、と呼ばれた馬が主に振り返って口を開いた。

「賢明な選択です、我が主。このまま戦車を乗り回していれば、貴方はいつかのあのときと同じ運命(さだめ)に導かれたでしょう」

　クサントスはさる女神から与えられた能力で人語を解し、更には喋ることができる。ただし――。

「フン。では、俺が今から為すことが正しいと？」

「さあ？　それは私には分かりかねます。私が知っていたのは、このままだと死んでいたという選択だけでして」

　ただし、性格は最悪である。

　ブヒヒヒ、と笑うクサントスに槍の石突で一撃を喰らわす。悲鳴を上げたクサントスは、呆れたようなバリオスと共に消失した。それで終わり。〝赤〟のライダーは圧倒的有利を捨て、槍を片手に、機体の上へと降り立った。〝黒〟のアーチャーは極々自然な動作で矢を射ち放っていたが、ライダーの槍にあっさりと凌がれる。

　ジャンボジェットの機体上部、まともな人間ならば気が遠くなるほどの高度で、二人の英雄は、遂に二度目の対峙を迎えた。

　敵(あいて)を迎えるため、ゆっくりと二騎のサーヴァントは鋼鉄の床を歩き始める。そうして、〝赤〟のライダーは風を吹き飛ばすように豪快に笑って尋ねた。

「さて、と。俺がここにいるのは、先生の読み通りか？　それとも計算違いかな？」

　一方、〝黒〟のアーチャーは涼やかに微笑む。だが、その弓には既に矢が番えられていた。ライダーが踏み込もうとした瞬間に、彼はそれを察知して矢を放つだろう。一方、ライダーもまた隙を窺っている。状況によっては、一瞬で踏み込んでくるはずだ。

　膠着状態――それも長くは続かない。待ち望んでいた瞬間である以上、眼前の馳走を我慢できるはずもない。震える獰猛な牙を押さえつけ、〝赤〟のライダーは先ほどの質問に対する答えを待つ。

　〝黒〟のアーチャーが口を開く。

「さて、どうでしょう。どちらかになると考えてはいましたが」

「できれば、計算違いであることを祈るぜ。神々に行くべき道を定められるのはもう真っ平でね。今度という今度は、正しいかどうかは関係ない。俺が戦いたいように戦う」

「それで、シロウ・コトミネ……いや、天草四郎時貞に協力したという訳か？　あの誇大妄想を実現させるために？」

　〝黒〟のアーチャーの目は険しい。天草四郎が〝人類救済〟という夢物語を述べているにも拘わらず――ライダーはそれを見過ごしたということになる。〝赤〟のライダーと対決する前に、師匠としてそのことだけは問い質さなければならなかった。

　だが、ライダーは毅然とした調子で反論した。

「確かに誇大妄想だ。だがな、勝ちの目はある。マスター(シロウ)の話を聞いて、少なくとも俺たちはそう認識している」

「莫迦げたことを。人類救済など――」

「あいつの方法ならば勝算はある。……まあ、救済という名に相応しい計画だ。人類を殲滅するでもなく、選出するでもない、何かを破壊する訳じゃない。何とも聖人らしいやり方さ」

　珍しいことに、〝黒〟のアーチャーが声を荒らげた。

「そんな方法があるはずない!!　数多の賢人、英雄、聖人が求めて止まず、思考と行為を積み重ねてなお到達し得なかった！　幾ら聖人とはいえ、天草四郎時貞でもそれに至れるはずがないでしょう！」

　〝赤〟のライダーは槍を振って、真っ直ぐに彼方の空中庭園を指し示した。




「それを可能にするのが――――『冬木』の大聖杯なんだよ、先生」




　この世界に召喚される際、現代の知識の他に聖杯に関する情報も、大まかにとはいえ全サーヴァントに与えられている。特にアーチャーは、その見識故に大聖杯の元々の目的についても看破していた。

　その膨大な知識が〝赤〟のライダーの一言で散逸、収斂、構築を繰り返す。

　聖杯戦争、その起こり。

　聖杯を創り出したアインツベルン、遠坂(とおさか)、マキリの御三家。彼らの真の目的。

　大聖杯……その真の力。

　七騎のサーヴァント、その真の意味。

　そして未だこの現在にも残り続ける五つの破格結晶(アウトサイダー)――。

　愕然とした。

　するりと、全てが一つに纏まった。有り得ない、有り得ないがしかし。

　それは確かに救済に成り得るかもしれない。

「……まさ、か」

　〝黒〟のアーチャー(ケイローン)は我知らずその言葉を口にする――〝赤〟のライダーが笑う。
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　歩く、というよりは泳ぐという喩(たと)えの方が正しいか。ともすれば皮を剥がれ、肉が溶けるようなイメージに襲われながら、シロウ・コトミネはひたすら前へと進む。

　ここは既に、空中庭園ではない。大聖杯の内側は現実世界と異なる空間だ。物理法則、魔術法則、果ては自分自身すらも掻き混ぜられてまるで別物だ。

　ただ、両腕が軋むほどに痛い――それだけが、天草四郎時貞という現実を認識させてくれる。やはり、魔力供給のために接続しておいて賢明だったとシロウは安堵する。こんな異常な空間、何の対策もなく踏み込めば一瞬で融解していただろう。

　両腕は尚も苦痛を訴える。だが、その痛みこそが現実と自己を繋いでいる。

　世界は未だ、苦痛に溢れている。

　自分一人が悦楽に耽溺するなど、まさに愚者の振る舞いだ。

　シロウ・コトミネはひとまず自身を認識する。己が何処でもない大聖杯(ここ)に居ることを自覚し、彼方を目指して歩き出す。

　目標を設定したことで、道が作り出された。その道が目的地へ通じていることをシロウは信じる。

　先は長く、遠く、見えない。

　まるで「挫けろ」と囁かれているような気分――堪える。結局、この場所に来てしまえばサーヴァントも人間も関係がない。

　人の身に有り余る力を持っていても、最早関係がない。次元を切り裂いたとしても、跳躍したとしても、この道は歩かぬ限り辿り着かない。

　そして、ただ歩いただけでも――やはり、駄目なのだろう。

　目的地を定めたのは自分で、何処が目的なのかを定めるのも自分だ。

　必ず辿り着けると信じて、必ず叶えるべき願いを抱えて、さあ歩け。

　途方もない距離、もしかすると永遠かもしれない距離、気付けば自分は逆方向に歩いているのではないかという恐怖。

　それらを全て、屑籠に叩き込んだ。

「歩くさ。何処へだって、いつだって」

　一歩を踏む。二歩を踏む。三歩を躊躇いなく歩く。十万里を歩くことを苦にせず、九十度の傾斜を苦にせず、茨の道を苦にしない。

　そんなものは、とうに覚悟もしていた。

　父の、母の、姉の、虐殺された三万七千の人間が立ち止まらせようとする。

「話を聞いて」

　と彼女たちは言う。シロウの背中へと声を掛ける。

　――立ち止まれば、少しは楽になるだろう。だから止まって。そしてどうか、私たちの話を聞いて。

　労りの言葉は拒絶する。停止への誘いは却下する。話を聞かないために耳を塞ぐ。

　そんな誘惑があることも想定していた。ここで迷えば貴方たちの死が無駄になる、とシロウは振り払う。

　辛くないはずがなく、悲しくないはずもない。

　今度は虐殺された側ではなく、虐殺した側が現れた。有史以来、幾度となく出現した弱者を喰らう強者たち。こちらとあちらは違う側という覚束ない理由を根拠に、彼らは人を殺し続けた。

　彼らが薄ら笑いを浮かべて囁く。

「どうした。我々は殺したぞ、お前の父も、母も、仲間も、全て殺して殺して殺し尽くした。憎くはないのか？」

　背後にいた人間たちが悲しみと怒りを籠めて叫ぶ。

「彼らが我々を殺めたのです。どうか、殺し返して下さい！　私たちの鎮魂のため、仇を討って下さい！」

　無言。握った拳は開かない、開けば――何かを同時に吐き出してしまいそうになる。

　憎くないはずがない。怒りを抱かぬはずがない。彼らの笑いを止めて、呼吸を止めて、心臓を握り潰してやりたい。

　だが――悲哀も憤怒も、かなぐり捨てた。決めたのだ、仲間の魂の安らぎを得るために戦うのではなく、全てを救うと決めたのだ。

　許し、慈しみ、しかして愛を捨てて！

「邪魔だ！」

　心は引き千切られるように痛い。悪に染まった訳でもないのに、悪に手を貸しているような自分を、心底憎悪したくなる。

　それでも。決めたことを覆さない、投げた賽子(さいころ)は元に戻さない。

　この世全てを救う手段は、実在する。だから、信じて欲しいと願う。敵も味方も関係はない。どうか全員で、彼方にあるはずの楽園へと向かおう。

　……だが、救うためにはあの力が必要だ。

　人間はこのままである限り、救うことは不可能だ。十人が世界を構築すれば、最低でも二人がその世界から弾かれる。十人で構築した世界は、十人が足るに至るものではない。

　二人を生贄にすることで、八人が幸福を享受する。それが最低のラインで、現実には一人を幸福にするために九人が苦難の道を歩むときすらある。

　永劫続くはずの、人間世界の統括機構(システム)。

　それを打破する。生贄の二人を救い、幸福な八人を救う。幸福な一人を救い、苦難の九人を救う。星(ソラ)へ向けて旅立つために必要な奇跡(ちから)。それこそが――。




「それこそが天の杯――――ヘヴンズフィール。遍く全人類を救うための、究極にして最高の秘奥。即ち、第三魔法」




　天草四郎時貞(シロウ・コトミネ)は、遂に人類救済へその手を掛けた。







解説

奈須きのこ




　ついに戦いは最終地点―――

　地上を離れること七千五百メートル上空、人の手に届かぬ絶景に到達した。

　視界を埋め尽くす蒼穹は果てしなく、視界に納まらぬ地平は人界の果てを示す。

　そこは一点の曇りもない完全な世界。この、いまだ文明(よくぼう)に濡れていない無垢の領域に、いま、人間の願いを凝縮した供物が捧げられた。




　其は欲望を汲む杯。

　こころ折れたものたちの最後の救い。

　多くの人々の願いを溜めながら、ただひとりの願いだけを叶えるもの。

　たったひとつの、美しい正解を生み出すもの。




　―――たとえそれが、どれほどの狂気と絶望に染まっていたとしても。




◆




　十四騎のサーヴァントによる英霊大戦。聖杯戦争でありながら聖杯戦争の枠組みを超えた群像活劇。極東の島国から世界に飛び出したやりすぎ感溢れる『東出版Fate』もいよいよ最終巻となりました。

　ケイローン先生とセミラミス様がハッピーエンドになってくれれば後はラピュタオチでもかまわないぞ、と完成原稿を待っていると、




「きのこ。全四巻で終わると言ったな。あれは嘘だ」




　そんな言葉と共に、東出/コマンドー/祐一郎は乱暴に電話を切った。

　２０１４年、一月某日の事である。

　でもきのこも分かっていた。先だってプロットを拝見していたので一年前から知っていた。

「だから言ったじゃんか、これ四巻で終わらないって！」

　いまさら口にしても後の祭りである。

　というか、大方の読者も同じ心境だったに違いない。

　なのでこの巻数は予定調和だ。驚くに値しない。驚くのはその内容だけにしよう。

　そう、誰もが聖母解体でヒャッハーすると予想していたあのサーヴァントがなんかすんごい方向に加速しちゃったコトとか、ガーデンに乗り込む方法がハリウッド脳全開にも程がある〝おまえ、これ映像にしたらどんだけ金かかるかわかってんの!?〟ものだったりしたコトとか。

　ここだけの話、もろもろの展開は初期プロットには一行も存在しなかった。おそらく東出祐一郎氏もプロットの段階ではここまでハネると予想していなかったのだろう。

　となれば、巻数が増えるのも詮無きかな。だって、物語が生きるとはこういう事だ。この先は語り手さえ想像できない不可視領域となった。神である作者ですら予測できない物語。なんと素晴らしい。それでこそ、この、すべてが型破りではじまった外典に相応しいファイナル（デッド）コースターではあるまいか。




　自分と東出祐一郎氏との付き合いは、実はすごく長い。そして濃い。

　今を遡ること十四年前。

　TYPE-MOONが『月姫』というノベルゲームを発表した直後、熱気渦巻くビッグサイト西館で我々は初太刀を交わしあった。あの時氏から受け取った同人誌は今も奈須きのこの作業棚に収まっている。

　その後、東出祐一郎はＰＣゲーム『あやかしびと』で正式にデビューし、新人とは思えない力量と熱量を見せつけてくれた。

　和風伝奇と銃撃アクションの融合。ホラー映画への深い造詣。手に汗にぎる武術描写。あまりにも魅力的な師匠関係。成長と別離。進めるほど濃度を増していく群像劇。今では入手困難だがコンシューマにも移植されているので是非プレイしてほしい。あれこそが東出祐一郎の原液にしてフルスピード。彼の長所と短所が軋みをあげるほど凝縮された、〝その作家の魂を知る〟一作だ。

　そうして東出祐一郎は『あやかしびと』以後、『Bullet Butlers』『エヴォリミット』と続けてノベルゲームを手がけ、その後、活躍の場を小説界に移した。

　そう。要するに、やっとフリーになってくれたのである。

　自分は東出祐一郎のファンであると同時に、もう単一作品ではなくなった『Fate』という作品枠を広げていくプロデューサーでもある。

　新しい血がほしい。新しい可能性が見たい。東出祐一郎という化学変化で『Fate』がどうなるのか求めずにはいられず、この外典を氏に託した。

　その結果を、いま、私はこの四巻で噛みしめている。

　二人の聖人の在り方。現実世界に実在しながら当然のように無視された地獄の数々。その怨嗟を、その慟哭を冷酷に描写しながら彼は語る。

〝言っておくが、この地獄に救いはない。救いはなかったからこその地獄だからだ〟

　見過ごしてきた自分たちが成すべきは、その事実から目を背けない事。

　その先に何があるのか。それが何を生んだのか。―――そこに、何の意味があったのか。その答えを検討し続けると。

　それはstayでもZeroでもEXTRAでもない、彼にしか書けない物語だ。

『Fate』という世界観に納まりながら、このタイミングでついに東出祐一郎の作家性が牙を剥いた。

『Fate』とは理想と現実にまつわる物語だ。

　理想の中で現実に破れた何者か。

　現実の中で理想に溺れた何者か。

　あるいは、電脳という理想の中で現実を求めた何者か。

　順序は違えど、そのどれもが〝折れた後、もう一度立ち上がった〟者たちを映したカメラだった。……そりゃあ物語の大目的が「叶わなかった願いの成就」なんだから、必然、主要人物たちはみな挫折を味わっている。

　それでも諦めきれず、あるいは我慢できずに手を伸ばすところから『Fate』は始まっていく。

　Fate―――悲劇的な運命。その、人の手に余る大きなうねりを打破する為に。

　今作『Fate/Apocrypha』がどれほど『stay night』の歴史からズレてしまったものであっても、その点は決して外れない。




◆




　見よ、あの蒼天を駆ける軍旗の光を。

　これは二人の聖人の話。

　現世に救いを究(もと)めた少年と、現世の救いを見極めた少女の行進。

　それぞれが信じる御旗のもと、理想郷を目指す物語だ。




　大聖杯の起動は目前。ついに少年の理想がカタチを成す。

　―――その姿は繁栄か虚栄か、果たして。
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